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LegacySelect テクノロジコントロ ー j レ 

LegacySelect テクノロジコントロールは、共通プラットフォーム、ハードディスクドライブイメージ、およびヘルプデスク手順に基づくレガシーフル、レガシー限定、またはレガシーフリーなソリユーシヨン 
を提供します。管理者は、セットアップユーティリテイ 、 Dell OpenManageTM IT Assistant 、 または CFI (カスタムファクトリーインテグレーシヨソを介してコントロールを利用できます。 


LegacySelect を使うことによって、管理者はシリアル/ USB コネクタ、パラレルコネクタ、 PCI スロット、フロッピードライブ、 PS /2 マウスなどのコネクタおよびメディアデバイスを電子的にま動化また 
は非活動化することができます。コネクタおよびメディアデバイスを無効にして、リソースを利用可能にします。変更を有効にするには、コンピュータをち起動する必要があります。 


管理機能 

DASH 

DASH (Desktop and mobile Architecture for System Hardware ) は、モバイルおよびデスクトップハードウェアの管理機能インタフェースを標準化する Desktop Management Task 
Force ( DMTF ) の管理イニシアチブです。 DASH アーキテクチヤの焦点は、稼働状態に関係な〈標準的にデスクトップおよびモバイルコンピューティングの資源を、リモート管理できるようにすることで 
す。お使いのコンピュータは、次の管理プロファイルを含む DASH イニシアティブの初期バージョンをサポートしています。 

I ベースデスクトップモバイル 

I 電源状態管理 

I 起動コント ロール 

I CPU 

I システムメモリ 

I フアン 

I 電源装置 
I センサー 
I 物理的資産 
I ソフトウェア資産 

。 メモ： 「なし」（非管理機能)または ASF の使用を選択した場合は、 DASH の機能およびプロファイルをま用できな〈なります。 

Active Management Technology 

Intel Active Management Technology ( iAMT ) は、 IT コストを削減し、ネットワーク化された コン ピュータ資産の検出、障青回復、および保護を向上できるセキュアなシステム管理機能を提供しま 
す。 iAMT を使用すると、 コン ピュータのオン、オフ、またはオペレーティングシステムがハングアップしているかどうかに関わらず、 コン ピュータを管理できます。 

b メモ； iAMT は 、 Dell Client Manager ( DCM )2.1.1 の■上を使用して構成することができます。 iAMT の設定方法の完全情報に関しては、 www.dell.com\openmanage にある Dell 
Client Manager 2. 1.1(またはそれ lil 降)のマニュアルを参照して〈ださい。デルの iAMT 実装の詳細に関しては、デルサポートサイト support.jp.dell.com で入手できるに lient 
Systems Management Administrator's GuideJ ] を参照してください。 





















iAMT の主な利点 

I デスクでの対応の削減 

I システム管理コンソールソフトウェアの使用可能による管理機能の自動化 
I セキュリティの向上 


iAMT の特徴 


を本機能 

I オペレーティングシステム搭載、非搭載状態で資産の検出、トラック、インベントリ作成可能。コンピュータは、電源ケーブルとつながっていて、ネットワークに接続されてしぶ必要があります。 
I オペレーティングシステムの状態に関わらず、リモートでコンピュータの電源をオンおよびオフにする機能。 

ァドバンス棋ぉ 

^ メモ： レ心下の一部の機能には、追加の管理ソフトウェアおよび購入オプションが必要となります。 

I テキストべースのコンソールリダイレクト（シリアルオー/く一 LAN ) と IDE リダイレクトによるリモートでの不具合修正機能 （1 対1)。 

I エージェントの存在（削除されたエージェントの検出が可能）、ネットワークアクセスコントロール（回路ブレーカ）、ソフトウェアのバージョン管理による強固なセキュリティ。 

お使いのコンピュータは、次の iAMT 関連のエラーメッセージを提供することにより、 iAMT のトラブルシューティングじ役立ちます。 


エラーメッセージ 

説明 

SERVICE-MODE jumper : The service mode jumper is 
installed 

SERV に E MODE ジャンパを使用しないで〈ださい。 AMT が適切に動作しな〈なります。このジャンパを使用するのは、製 
造元のみ号す。 

MEMORY : Unsupported memory configuration. Populate 
DIMMl, 

ME を起動することができません。 DIMM 1 を取り付けないと、 AMT の機能が破損します。 


帯域外管 S 

帯域外とは、オペレーティングシステムが搭載されていない、またはオペレーティングシステムが不安定な状態である、あるいはコンピュータの電源がオフの状態でコンピュータを管理できる機能を指しま 
す。このようなコンピュータの管理の唯一の要件は、 AMT 機能がち効で、ネットワークケーブルが内蔵ネットワークアダプタに取り付けられていることです。 

。 メモ： コンピュータがオフでも、電源は DIMM に供給されます。 

iAMT セットアップへのアクセス 

Intel の Management Engine BIOS Extension ( MEBx ) インタフエースは、お使いのコンピュータの iAMT 機能およびセットアップオプションを制御します。 MEBx は次の操作に使用します。 

I iAMT のオンとオフ 
I iAMT モードの設定 
I iAMT 設定モードの設定 

MEBx セットアップ画面を表示するには、お使いのコンピュータの電源をオンにして、起動プロセス中に < Ctrl >< p > を巧します。 MEBx のデフォルいくスワードは admin です。 

^ メモ： 設定を変更するには、 MEBx のデフオルトパスワードを変更する必要があります。 


iAMT のオフ 


iAMT は、デフオルトで Management Engine ( ME ) ファームウエアで有効となっています。ただし、 iAMT の機能をオフにすることもできます。 
iAMT をオフにするには、次の手順に従って〈ださい。 

1. < Ctrl - P > を押して MEBx セットアップを起動しパスワードを入力します。 

2. Intel© ME Configuration Untel ® ME の設定)- > Intel ME Features Control (Intel ME 機能コントロール)- > Manageability Feature Selection (管理機能の選択)を選 
択します。 

3. None (なし)を選択します。 






4. Return to Previous Menu (前のメニューに戻る)を 2 回選択します。 


変更が適用され、コンピュータが再起動します。 

USB プロ ビジョニ ング 

USB キーと Dell Client Manager を使用して、 iAMT をプロビジョニングすることができます。 USB キーの要件はレ:I下のとおりです。 

I FAT16 ファイルシステムを使用してフォーマットされており、システムファイルがないこと 
I setup.bin ファイルのみが含まれていること 

b メモ： キーは起動可能ではありません。 

USB キーを使用して AMT をプロビジョ ニン グするには、起動前に USB キーを USB ポートに差し込みます。 POST 時には、 BIOS により コン ピュータがプロビジョ ニン グされている状態であるメッセー 
ジが表示されます。 

ASF(Alert Standard Format) 

ASF は、「オペレーティングシステム確立レ: I 前」または「オペレーティングシステム不在」警告技術を指定する DMTF 管理標準です。オペレーティングシステムがスリープモード、またはコンピュータの電 
源力け刀れてし、るときじ、セキュリティの問題および障害が発生してし、る可能性があるとし、う警告を発するよう設定されてし、ます。 ASF は、オペレーティングシステム不在の際の従来の警告方法に代わる 
ものとして設計されてしなす。 

お使いのコンピュータでは、レ：I下の ASF バージョン 1.03 および 2.0 の警告とリモート機能をサポートしています。 


警告 

説明 

Chassis : Chassis Intrusion - Physical Security Violation/Chassis 
Intrusion - Physical Security Violation Event Cleared 

シャーンイントルージョン機能(一部のコンピュータでオプション提供）が搭載され有効になっているコ 
ンピュータシャーシが開けられたか、またはシャーシインいレージョン警告がクリアされました。 

CPU: Emergency Shutdown Event 

プロセッサ温度が高すぎるため電源ユニットがシャットダウンしました。 

Cooling Device : Generic Critical Fan Failure/Generic Critical Fan 
Failure Cleared 

ファン速度 (rpm) が限界値を超えてし、ます。ファン速度 (rpm) の問題が解決しました。 

Temperature : Generic Critical Temperature Problem/Generic Critical 
Temperature Problem Cleared 

コンピュータの温度が限界値を超えているか、またはコンピュータの温度の問題が解決しました。 

Battery Low 

コンピュータのバッテリカ《、 2.2 Vレ: TF になりました。 


ASF では、ステータスが 「pre-ope「ating system (プレオペレーティングシステム）」または 「operating system-absent (オペレーティングシステム不在）」のクライアントコンピュータとリモート管 
理コンソール間で、 RMCP(Remote Management and Control Protocol) メッセージを交換できます。 RMCP メッセージの送信により、クライアントコンピュータの起動、シャットダウン、再起動を 
指示できます。 


デルの ASF 導入の詳細については、デルサポートサイト support.jp.dell.com で入手できる 『ASF ユーザーズガイド J および 『ASF 管理者ガイド』を参照して〈ださし、。 


Dell OpenManageTM アブリケーシヨン 

。 メモ； お使いのコンピュータでは、システム管理の必要を満たすために、 Dell OpenManageTM アプリケーシヨンまたは Deir^ Client Manager(DCM) のいずれかをご利用になれます。 
DCM の詳細については、 Dell Client Manaaer（DCM) を参照して〈ださい。 

お使いのコンピュータを管理するには、 IT Assistant および Dell OpenManage Client Instrumentation (クライアント用ソフトウェア） （OMCI) を使用できます。 

IT Assis ね nt は、企業のネットワーク上のコンピュータやその他のデバイスを設定、管理、監視します。 IT Assis ね nt は、業界標準の管理ソフトウェアを装備したコンピュータの資産、設定、イベント 
(警告）、セキュリティを管理します。また、 SNMP および CIM の業界標準に準拠する計装をサポートします。 

IT Assistant の情報は、デルサポートサイト support.jp.dell.com で入手できる 『Dell OpenManage IT Assistant ユーザーズガイド J を参照して〈ださい。 

Dell OpenManage Client Instrumen ね tion (クライアント用ソフトウェア）は、 IT Assistant などのリモート管理プログラムカ 《 、レツ下を実行するのを可能にします。 

I お使いのコンピュータについての情報へのアクセス(搭載されているプロセッサの数や実行されているオペレーティングシステムの種類など） 

I お使いのコンピュータのステータス監視(温度プローブからの熱警告あるいはストレージデバイスからのハードディスクドライブ障害警告の聴取など） 

管理コンピュータは、 IT Assistant を使用するネットワーク上で Dell OpenManage Client Instrumentation (クライアント用ソフトウェア）がセットアップされているコンピュータです。 Dell 
OpenManaae Client Instrumentation (クライアント用ソフトウェア）については、デルサポートサイト support.jp.dell.com で入手できる 『Dell OpenManage Client Instrumentation 
(クライアント用ソフトウェア)ユーザーズガイド』を参照して〈ださし、。 


Dell Client Manager(DCM) 










。 メモ； デルのコンピュータには、システム管理機能として、 Del|TM Client Manager ( DCM ) または Dell OpenManage "^ アプリケーシヨンのいずれかが搭載されています 。 Dell 
OpenManage 製品については 、 Dell QpenManaqe ^'^ アプリケーシ ヨン を 参照して〈ださい。 

Dell Client Manager(DCM ) コンソール 

Dell Client Manager ( DCM ) コンソールでは、企業ネットワーク上にあるデルコンピュータの構成、管理、モニタを、使いやすい GUI インタフェースを使って実行できます。業界標準管理ソフトウェア 
が搭載されているコンピュータのアセット、構成、イベント(アラート）、ステータス、セキュリティの管理作業を DCM コンソールから実行できます。 DCM がサポートする標準については、 

www . altiris . com を参照して〈ださい。 

DCM コンソールじついては、 www . altiris . com またはデルサポートサイト support . jp . dell . com を参照して〈ださい。 

DCM コンソールには、次のような機能もあります。 

I お使いのコンピュータについての情報へのアクセス(搭載されているプロセッサの数や実行されているオペレーティングシステムの種類など） 

I お使いのコンピュータのステータス監視(温度プローブからの熱警告あるいはストレージデバイスからのハードディスクドライブ障害警告の聴取など） 

I お使いのコンピュータのステータスの変更 （ BIOS のアップデ ー K BIOS 設定、リモートでのシャットダウンなど） 

管理対象コンピュータは 、 Dell Client Manager をインストールしたコンソールと、クライアントソフトウェアをインストールしたクライアントコンピュータで構成されます。 DCM の詳細については、デル 

サポートサイト support . jp . dell . com を参照して〈ださい。 


物理的なセキュリティ 

シャーシインいレージョン検出 

& メモ： システム管理をパスワードが有効な場合、システム管理をパスワードがわからないと シャーシイントルージョン 設定をリセットできません。 

この機能卜部のコンピュータでオプション提供）は、シャーンが開けられたことを検出し、ユーザーに警告します。 シャーシイントルージョン 設定を変更するには、次の手順を実行します。 

1. セットアップユーティリティを起動します （ セットアップユーティリティの 起動 を 参照）。 

2. 下矢印キーを巧して 、 System Security オプションへ移動します。 

3. < Enter > を押して 、 System Security オプションのポップアップメニューにアクセスします。 

4. 下矢印キーを巧して 、 Chassis Intrusion 設定へ移動します。 

5. < Enter > を押して、オプション設定を選択します。 

6. オプション設定のアップデートが終わったら、もう一度 < Enter > を押します。 

7. 保存して、セットアップユーティリティを終了します。 

オプション設定 

I On - コンピュータカバーが開けられると、設定が Detected に変わり、次回のコンピュータ起動時の起動ルーチン中に、次の警告メッセージが表示されます。 

Alert ! Cover was previously removed. (警告！カバーが取り外されました。） 

Detected の設定をリセットするには、セットアップユーティリティを起動して〈ださい （ セットアップユーティリティの 起動 を 参照 ）。 Chassis Intrusion オプションで、左右矢印キーを巧して 
Reset を選択してから、 On 、 On - Silent 、 または Off を選びます。 

I On-Silent (デフォルト設定)-コンピュータカバーが開けられると、設定が Detected に変わります。次回のコンピュータ起動時の起動順序中に警告メッセージは表示されません。 

I Off - イントルージョンモニタが行われず、メッセージも表示されません。 

パドロックリングとセキュリティケーブルスロット 

W 下の方法の1つを使って、コンピュータを保護します。 

I パドロックリングはパドロックのみ、またはパドロックとループ型セキュリティケーブルをいっしよに使用します。 

パドロックだけでコンピュータが開けられることを防ぐことができます。 

固定されたものにセキュリティケーブルを通し、パドロックを取り付けることで、無許可のコンピュータの移動を防ぐこと力巧きます。 


I コンピュータ上部のセキュリティケーブルスロットじ市販の盜難防止デバイスを取り付けます。 







。メモ：ウルトラスモールフォームファクターコンピュータの場合、セキュリティケーブルスロットはコンピュータの背面にあります （ 背面 図 を 参照）。 

& メモ： 盗難防止デバイスを購入する前に、お使いのコンピュータのセキュリティケーブルスロットに対応するか確認してください。 

通常、盗難防止デバイスには、金属ケーブルに取り付けられてしぶ□ック装置とキーが付いてしなす。取り付け方法は、デバイスに付属のマニュアルに記載されてし巧す。 


Trusted Platform Module ( TPM ) 


じ メモ； オペレーティングシステムで TPM がサポートされている場合にのみ、 TPM 機能により暗号化がサポートされます。詳細に関しては、ソフトウェアに同姻されてしぶ TPM ソフトウェアのマニ 
ュアルおよびヘルプファイルを参照してください。 


TPM は、コンピユータ生成の暗号キーを作成および管理することができる、ハードウェアべースの保護機能です。保護ソフトウェアと共に使用することにより、 TPM はファイルプロテクション機能や E- メ 
—ル保護などの機能を有効にして、既存のネットワークおよびコンピュータセキュリティをさらに強化します。 TPM 機能はセットアップオプションから有効にします。 


〇 を意： TPM のデータおよび暗号化キーを保護するため、 EMBASSY Security Center(EMBASSY セキュリティセンター) ヘルプ ファイルの 「Archive and Restore び一カイブおよび復 
〜 元）」の項に示されているバックアップの手順に従って〈ださい。バックアップが不完全であったり、紛失、または損傷した場合、デルでは暗号化されたデータのリカバリを援助することはできませ 
ん。 


TPM 機能の有効化 

1. TPM ソフトウェアを有効にします。 

a. コンピュータをち起動し、 Power On Self Test(POST) の間に<口>を巧してセットアップユーティリティに入ります。 

b. Security -> TPM Security を選択し、 <Enter> を巧します。 

C. TPM Security の下で On を選択します。 

d. <Esc> を押してセットアッププログラムを終了します。 

e. プロンプトが表示されたら、 Save/Exit をクリックします。 

2. TPM セットアッププログラムを有効にします。 

a. コンピュータを再起動し、 Power On Self Test(POST) の間に<口>を巧してセットアップユーティリティに入ります。 

b. Security -> TPM Activation を選択し、 <Enter> を押します。 

C. TPM Activation の下の Activate を選択し、 <Enter> を巧します。 

b メモ： プログラムは一度だけ有効にすれば、な後は必要ありません。 

d. プロセスが完了したら、コンピュータが自動的に巧起動するか、コンピュータの再起動を求めるプロンプトが表示されます。 


セキュリティ管理ソフトウェア 

セキュリティ管理ソフトウェアは、4種類の機能を使ってコンピュータを保護するように設計されています。 

I ログイン管理 

I 起動前認証け旨紋リーダー、スマートカード、またはパスワードを使用） 

I 暗号化 
I 個人情報管理 

ソフトウェアおよび各セキュリティ機能の使い方に関しては、ソフトウェアのに e け ing Started G 山 deJl を参照してください。 


スタート -> すべてのプログラム - > Wave Systems Corp-> Getting Started Guide をクリックします。 











コンピュータ追跡ソフトウェア 

コンピュータ追跡ソフトウェアは、コンピュータを紛失したり盗難に遭った場合に、コンピュータの位置を突き止めることができます。コンピュータ追跡ソフトウェアはオプションです。このソフトウェアは 
Del|TM コンピュータをミ主文する際にご購入いただ〈か、このソフトウェアのセキュリティ機能に関して、デルの営業担当にお問い合わせください。 

& メモ： コンピュータ追跡ソフトウェアは、すべての国で使用できるとは限りません。 

b メモ： コンピュータ追跡ソフトウェアを備えたコンピュータが紛失したり盗難に遭った場合は、追跡サービスを提供する会社にコンピュータの紛失を届け出て〈ださい。 


スマートカードと指紋リーダー 

b メモ： お使いの コン ピュ ータ によっては、 スマー トカード機能や指紋リーダーが搭載されてし々い場合があります。 

スマートカードは集積回路が内蔵された、持ち運びのできる、クレジットカードと同じおのデバイスです。スマートカードの表の面には通常、金製の導体パッドの下に内蔵プロセッサが搭載されています。 
スマートカードは小型で集積回路が内蔵されていますので、安全性、データストレージ、および特殊なプログラム用の便利なツールとして利用できます。スマートカードを使って、ユーザが持っているもの 
(スマートカード)とューザーが知っているもの（暗証番号)を組み合わせて、パスワードだけの場合よりも確実なューザー認証を提供しコンピュータのま全性を向上することができます。 

指紋リーダーは、 Del|TM コンピュータのセキュリティ保護に使用するデバイスです。このリーダーは、周巧機器に装備されてしぶ細長いセンサーです。指紋リーダーの上で指をスライドさせると、ユーザ 
一固有の指紋を使用して身元確認が行われます。 


パスワードによる保護 

〇 を患： パスワードはコンピュータ内のデータに対してセキュリティを提供しますが、絶対に安全であるとしづわけではありません。より強固なセキュリティが必要なデータについては、データ暗号 
〜 化プログラムなどの保護機能をご自身でご用意ください。 

システムパスワード 

〇 を意： システムパスワードを設定せずに操作中のコンピュータから離れたり、コンピュータをロックせずに放置した場合には、第云をがジャンパ設定を変更し、パスワードを解除することができま 
す。その結ま、ハードディスクドライブ内のデータへのアクセスが誰にでも可能になります。 

オプション設定 

な下の2つのオプションのいずれかが表示されてしぶ場合、システムパスワードの変更や新しいパスワードの入力はできません。 

I Set - システムパスワードが設定されています。 

I Disabled - システム基板のジャンパ設定によって、システムパスワードが無効になっています。 

な下のオプションが表示された場合にのみ、システムパスワードを設定できます。 

I Not Set -システムパスワードが設定されていない状態で、システム基板のパスワードジャンパが有効設定（デフオルト設定）になっています。 


システムパスワードの設定 

システムパスワードの設定を途中で中止したい場合は、または <Shm：> キーを押して別のフィールドに移動するか、または手順5を終了する前に <Esc> を巧します。 

1. セットアップユーティリティを起動して （ セットアップユーティリティの 起動 を 参照) 、 Password Status が Unlocked に設定されているか確認します。 

2. System Password をハイライト表示して、左または右矢印キーを巧します。 

オプション名が Enter Password に変わり、その後の角括弧内に32文字分の空のフィールドが現れます。 

3. 新しいシステムパスワードを入力します。 

32文字まで入力できます。パスワードの入力の際に、入力した文字を訂正する場合、 <Backspace> または左矢印キーを押します。パスワードは、大文字と小文字を区別しません。 

無効なキーの組み合わせもあります。そのような东且み合わせを入力すると、スピーカからビープ音が鳴ります。 

それぞれの文字キ ー( またはブランクスぺースとしてのスぺースバー)を巧すごとに「*」が表示されます。 

4. <Enter> を押します。 

新しいシステムパスワードが32文字未満の場合、フィールド全部に「*」が挿入されます。次に、オプション名が Verify Password に変わり、その後の角括弧内に32文字分の別の空のフ 
ィールドが現れます。 

己.パスワードを確認するために、もう一度パスワードを入力して <Enter> を巧します。 






パスワード設定は Set に変わります。 


6. セットアップユーティリティを終了します。 

コンピュータを再起動すると、パスワード保護機能は有効になります。 

システムパスワードの入力 

コンピュータを起動または再起動すると、レ:I下のプロンプトが画面に表示されます。 

Password Status が Locked に設定されている場合、次のプロンプトが表示されます。 

Type the password and press く Enter>. 

(パスワードを入力し、 <Enter> を押してください。） 

システム管理者パスワードが設定されてし巧場合、 コン ピュータはシステム管理者パスワードをシステムパスワードの代用として受け付けます。 

入力したシステムパスワードが間違ってしぶと、次のメッセージが表示されます。 

** Incorrect password. ** 

再び誤ったパスワードまたは不完全なパスワードを入力すると、同じメッセージが表示されます。システムパスワードを3回間違えると、それレ U 降はお下のメッセージが表示されます。 

** Incorrect password, ** 

Number of unsuccessful password attempts : J 

(誤ったパスワード。間違ったパスワード入力の回数： 3 システムが停止しました！電源を切ってください。） 

コンピュータの電源を入れなおした後でも、再び誤ったシステムパスワード、または不完全なシステムパスワードを入力するたびに、上記のメッセージが表示されます。 

b メモ； System Password および Admin Password と共に Password Status を使用すると、無許可の変更に対してコンピュータの保護を強化できます。 

既存のシステムパスワードの取り消しまたは変更 

1. セットアップユーティリティを起動します （ セットアップユーティリティの 起動 を 参照）。 

2. System Password をハイライト表示して、 <Enter> を巧します。 

3. プロンプトが表示されたら、システムパスワードを入力します。 

4. <Ente「> を2回巧して、既存のシステムパスワードをクリアします。設定は Not Set に変わります。 

Not Set と表示されている場合、システムパスワードは削除されています。 Not Set と表示されてし々い場合は、 <Alt><b> を押してコンピュータを再起動し、手順3および4を繰り返しま 
す。 

己.新しいパスワードを設定するには、 システムパスワードの 設定 の 手順に従います。 

6. セットアップユーティリティを終了します。 

システム管理をパスワード 

オプション設定 

次の2つのオプションのいずれかが表示された場合は、システム管理をパスワードを変更したり、新ししぃンステム管理者パスワードを入力することはできません。 

I Set - システム管理をパスワードが設定されています。 

I Disabled - システム基板のジャンパ設定によって、システム管理をパスワードが無効になっています。 

次のオプションが表示された場合のみ、システム管理者パスワードを設定できます。 

I Not Set - システム管理者パスワードが設定されていない状態で、システム基板のパスワードジャンパが有効設定（デフオルト設定）になっています。 

システム管理まパスワードの設定 

管理を パスワード とシステムパスワードは同じでも構いません。 




。 メモ： これら2つのパスワードが異なる場合は、システム管理者パスワードをシステムパスワードの代わりに使用すること力巧きます。ただし、システムパスワードをシステム管理者パスワード 
の代わりに使用することはできません。 


1. セットアップユーティリティを起動し ( セットアップユーティリティの 起動 を 参照) 、 Admin Password が Not Set に設定されているか確認します。 

2. Admin Password をハイライト表示して、左右矢印キーを巧します。 

パスワードの入力と確認のプロンプトが表示されます。パスワードに使用できない文字の場合、ビープ音が鳴ります。 

3. パスワードを入力して確認します。 

パスワードの確認が終わると、 Admin Password の設定は、 Set に変わります。次回のセットアップユーティリティ起動財こ、システム管理者パスワードの入力が求められます。 

4. セットアップユーティリテイを終了します。 


Admin Password の変更は、ただちに有効になります(コンピュータを再起動する必要ありません)。 


システム管理をパスワードが有効な場合のコンピュータの操作 

セットアップューティリティを起動すると、 Admin Password オプションがハイライト表示され、パスワードの入力を求められます。 
正しし、パスワードを入力しないと、セットアップオプションを変更することはできませんが、セットアップユーティリティ画面は表示されます。 

b メモ ； Password Status と Admin Password を併用すると、無許可の変更に対してシステムパスワードを保護できます。 

既存のシステム管理をパスワードの削除または変更 

既存のシステム管理者パスワードを変更するには、システム管理をパスワードを知っている必要があります。 

1. セットアップユーティリティを起動します （ セットアップユーティリティの 起動 を 参照）。 

2. プロンプトでシステム管理をパスワードを入力します。 

3. Admin Password をハイライト表示し、ちまたは右矢印キーを巧して既存のシステム管理者パスワードを削除します。 

設定は Not Set に変わります。 

新ししぃンステム管理をパスワードを設定するには、 システム管理をパスワードの 設定 の 手順を実行します。 

4. セットアップユーティリテイを終了します。 

忘れたパスワードの取り消しと新しいパスワードの設定 

システムパスワードまたはシステム管理をパスワードをリセットするには、 忘れたパスワードの消ち をを照して〈ださい。 


セットアップユーティリティ 

概要 

セットアップユーティリティはレ:I下の場合に使用します。 

I ハードウエアを追加、変更、取り外した後に、システム設定情報を変更する場合 
I ユーザーパスワードなどユーザー選択可能オプションを設定または変更する場合 
I 現在のメモリの容量を調べたり、取り付けられたハードディスクドライブの種類を設定する場合 
セットアップユーティリティを起動する前に、後で参照できるようにセットアップユーティリテイ画面の情報を記録しておいて〈ださい。 

セットアップユーティリテイの起動 


1. コンピュータの電源を入れます(または再起動します）。 







2. 青色の DELLTM のロゴが表示されたら、すぐに<口>を押します。 


ここで時間をおきすぎてオペレーテイングシステムのロゴが表示された場合、 Microsoft® Windows® デスクトップが表示されるまで待ちます。ホにコンピュータをシャットダウンして （ コンピュ 
ータの電源を切 る を 参照)、再度試みます。 


セットアップユーティリテイ画面 


セットアップユーティリテイ画面は、お使いのコンピュータの現在のまたは変更可能な設定情報を表示します。画面上の情報は、オプションリスト、アクティブオプションフイールド、キーファンクションの 3 
つの領域じ分かれます。 


Options List - このフィールドは、セットアップユーティリティウィンドウのち側に表示されます。このフィールドは、取り 

Option Field -このフィールドには、各オプションについての情報が表示 

付けられたハードウエア、省電力機能、およびセキュリティ機能を含む、コンピュータの構成を定義するオプションを表示 

されます。このフィールドで、現在の設定を表示させたり設定を変更すること 

する、スクロール可能なリストです。 

ができます。 

上下矢印キーを使って、一覧を上下にスクロールします。オプションをハイライト表示にすると 、 Option Field にその 

ち右矢印キーを使って、オプションをハイライト表示します。 <Enter> を押 

オプションの詳細、現在の設定、および利用可能な設定が表示されます。 

して、選択を有効にします。 


Key Functions - このフィールドは Option Field の下に表示され、ア 
クティブなシステムセットアップフィールド内に、キーとその機能が一覧表示 


されます。 


セットアップオプション 

。 メモ； お使いのコンピュータおよび取り付けられているデバイスによって、この項に一覧表示された項目は異なる場合があります。 


System 

System Info 

コンピュータ名 、 BIOS のバージョン、サービスタグ、エクスプレスサービスコード (該当する場合）、および Asset Tag を一覧表示します。これらのフィールドは、変更できま 
せん。 

Processor 

Info 

CPU のタイ义バススピード、クロックスピード、 L2 キャッシュサイズを表示します。プロセッサがハイパースレッディングおよびマルチコア可能かどうか、さらに 64 ビットテクノロジ 
をサポートするかどうかを示します。これらのフィールドは、変更できません。 

Memory Info 

内蔵メモリのタイ义サイズ、スピード、チャネルモード(デュアルまたはシングル）、およびメモリスロット情報を一覧表示します。使用されてし、る各メモリスロットじつき、セットアップユ 
-ティリティは DIMM サイズ、ランク、タイ义およびメーカーを一覧表示します。空のメモリスロットは「空」と表示されます。これらのフィールドは、変更できません。 

PCI Info 

取り付けられているすべての PCI または PCI Express 力ードを識別します。これらのフィールドは、変更できません。 

Date/Time 

現在の日付および時刻設定を表示します。 

Boot 

Sequence 

コンピュータはこのリストで指定したデバイスの順香で起動を試みます。このオプションで、起動順序をコントロールおよび変更することができます。 (起動順 唐を 参照)。 


Drives 

Diskette Drive 

(internal デフオル 
卜） 

このオプションでフロッピードライブを有効または無効にします。オプションは、 Off、Interna し USB 、 および Read Only です。 

メモ； USB が選択されてしぶ場合は、 Onboard Devices の USB Controller 設定オプションが On に設定されていることを確認 
します。 

SATA 日 〜 SATA n 

システム基板の SATA コネクタに接続されたドライバを識別し、有効または無効にして、ハードディスクドライブの容量を表示します。 


メモ； これらのオプションは、ミニタワーでは SATA 0 〜 SATA 3、デスクトップでは SATA 0 〜 SATA 2、スモールフォームファ 
クターおよびウルトラスモールフォームファクターでは 、 SATA 0 と SATA 1と表示されます。 

External SATA 

システ厶基板の eSATA コネクタに接続されたドライバを識別し、有効および無効にして、ハードディスクドライブの容量を一覧表示しま 
す。 























メモ； このオプションは、ウルトラスモールフオームファクターコンピュータでは使用できません。 

SATA Operation 

ミニタワーおよびデスクトップのオプションは、次の通りです。 

(ミニタワーおよびデスクトップでは、 RAID 自動検出/ 

1 RAID 自動検出/ AHCI (シングルドライブの場合は RAID 、 その他の場合は AHCI ) 

AHCI 力《デフオ J レト） 

1 RAID 自動検出/ ATA (シングルドライブの場合は RAID 、 その他の場合は ATA ) 

1 RAID オン(起動する度に SATA は RAID じ設定されます） 

(スモールフオームファクターおよびウルトラスモールフオー 
ムファクター では、 AHCI がデフオルト） 

メモ： 自動検出モードでは、 RAID シグネチヤがドライブで検出された場合、コンピュータはドライブを RAID として設定します。それレ : A 
外の場合は、ドライブは AHCI または ATA として設定されます。 


スモールフオームファクターおよびウルトラスモールフオームファクターのオプションは、次の通りです。 


1 AHCI 

1 ATA 

SMART Reporting 

この設定は、コンピュータ起動時に内蔵ドライブエラーを報告するかどうかを決定します。 

( Off デフオルト） 



Onboard Devices 


Integrated NIC 

( On デフオルト） 

内蔵 N にコントローラを有効または無効にします。設定は、 On 、 Off 、 または On w / PXE です 。 On w / PXE の設定が有効で、起動ルーチンがネットワークサ 
-バーから使用できない場合は、コンピュータは起動順序リストの次のデバイスから起動しようとします。 

Integrated Audio 

( On デフオルト） 

オンボードオーディオコントローラを有効または無効にします。 

USB Controller 

( On デフオルト） 

内蔵 USB コントローラを有効または無効じします 。 No Boot オブションでコントローラは有効になります力 《 、 USB デバイスからの起動機能は無効になります。 

メモ； USB をサポートするオペレーティングシステムでは 、 No Boot 設定になっていても USB フロッピードライブが認識されます。 

Rear Quad/Triad USB 

(On デフオルト） 

コンピュータ背面の USB ポート(上)を有効または無効じします。 

Rear Dual USB 

(On デフオルト） 

コンピュータ背面の USB ポート(下)を有効または無効じします。 

Front USB 

(On デフオルト） 

前面の USB ポートを有効または無効にします。 

PCI Slots 

(On デフオルト） 

PCI スロットと PCI Express スロットをすべて有効または無効にします。 

LPT Port Mode 

(PS/2 デフオルト） 

内蔵パラレルポートの動作モードを指定します。 Off はポートを無効にします。 AT はポートを AT 互換用に設定します。 PS /2 はポートを PS/2 互換用に設定します。 
EPP はポートを EPP 双方向プロトコル用に設定します。 ECP はポートを ECP 双方向プロトコル用に設定します。 

メモ； LPT Port Mode を ECP に設定している場合 、 LPT Port DMA がオプションに表示されます。 

LPT Port Address 

ビルトインパラレルポートで使用するアドレスを指定します。 

Serial Port #1 

シリアルポートの動作方法を指定します。 

(Auto デフオルト） 

デフオルト設定の Auto は、コネクタを自動的に特定の指定先 ( COM 1 または COM 3) l こ設定します。 

Serial Port #2 

(Auto デフオルト） 

シリアルポートの動作方法を指定します。 

メモ： PS/2 シリアルポートアダプタが取り付けられてしぶ場合のみ使用できます。 

デフオルト設定の Auto は、コネクタを自動的に特定の指定先 ( COM 2 または COM 4) l こ設定します。 


Video 


Primary Video 

(Auto デフオルト） 

Auto または Onboard / Card のいずれのビデオコントローラがプライマリにするかを指定します。 Auto に設定されている場合、アドインビデオコントローラが使用され 
まず。 























メモ； PCI Express グラフィックスカードは、オンボードビデオコントローラよりも優先されます。 


Performance 

HvperThreadina 

内蔵プロセッサカ 《 ハイパースレッディングをサポートしている場合は、ハイパースレッディングオプションが表示されます。 

(On デフオルト） 

物理プロセッサを 1 つまたは 2 つの論理プロセッサとして表示するかどうかを指定します。論理プロセッサを追加すると、パフホーマンスが向上するアプリケーションもあ 
ります。 On は、ハイパースレッディングを有効にします。 

Multiple CPU Core 

プロセッサが持つ有効なコアが 1 つか、または 2 つか、指定します。 On を指定すると、 2 香目のコアが有効になります。 

(On デフオルト） 


Virtualization 

Intel 仮想化テクノロジの追加ハードウェア機能を仮想マシンモニタ (VMM) で使用できるかどうかを指定します。 

(Off デフオルト） 


VT for Direct I/O 

ダイレクト I/O 用の Intel 仮想化テクノロジにより提供される追加のハードウェア機能を仮想マシンモニタ (VMM) で使用できるかどうかを指定します。デフオルトは Off 
です。 

Trusted Execution 

Intel Trusted Execution Technology により提供される追加のハードウェア機能を Measured Virtual Machine Monitor(MVMM) で使用できるかどうかを指 
定します。デフオルトは Off です。 

Virtual Appliance 

Intel 組込情報テクノロジにより提供される追加のハードウェア機能を仮想アプライアンスで使用できるかどうかを指定します。デフオルトは Off です。 

VA Config Lock 

仮想アプライアンス ACPI 設定インタフェースをロックするか、ロックを解除するかを指定します。このオプションは、仮想アプライアンスが無効の場合には影響がありませ 
ん。デフオルトは Unlocked です。 

SpeedStep 

そのコンピュータじ対応するすべてのプロセッサで、 Intel ⑥ SpeedStep® を有効にします。この設定により、プロセッサの消費電力と周波数が変わります。 

(Off デフオルト） 

メモ； このオプションは、お使いのコンピュターで使用できない場合があります。 

Limit CPUID Value 

(Off デフオルト） 

プロセッサの標準 CPUID 機能がサポートする最大値を制限します。サポートする CPUID 機能の最大値を 4 レ U 上の値じすると、一部のオペレーティングシステムでは 
インストールを完了できな〈なります。 

HDD Acoustic Mode 

(Bypass デフオルト） 

1 Quiet -ハードディスクドライブは最も静かな設定で動作します。 

1 Performance -ハードディスクドライブは最大速度で動作します。 

1 Bypass -お使いのコンピュータは、現在のアコースティックモードの設定をテストまたは変更しません。 

1 S 叫 gested - ハードディスクドライブは、ドライブ製造元が推奨する速度レベルで動作します。 


メモ： Performance モードへ切り替えると、ドライブはより大きなノイズを発生する場合がありますが、動作に影響はありません。アコースティック設定を変更しても、ハ 
-ドディスクドライブイメージは変わりません。 


Security 


Unlock Setup 

システム管理者パスワードが使用されている場合、ユーザがアクセスしてセットアップユーティリティを変更できます。プロンプトでシステム管理者パスワードを入力 
し、セットアップユーティリティのロックを解除します。ここで正しいパスワードを入力しなかった場合、セットアップユーティリティフィールドは表示されますが、変更は 
できません。 

Admin Password 

(Not Set デフオルト） 

現在のセットアップユーティリティプログラムのパスワードセキュリティ機能の状態を表示して、新しい管理をパスワードの設定と確認を行います。 

System Password 

(Not Set デフオルト） 

コンピュータのシステムパスワードセキュリティ機能の現在の状態が表示され、新しいシステムパスワードを設定したり確認すること力 《 できます。 

SATA 〇 〜 n Password 

(Not Set デフオルト） 

ハードディスクドライブのパスワードセキュリティ機能に関する現在の状態が表示され、新しいハードディスクドライブパスワードの設定および確認が可能です。 

Password Changes 

(Unlocked デフオルト） 

システム パスワードと 管理を パスワード間の作用を指定します。 い eked に設定されてし巧場合、有効な 管理を パスワードを持ってしぶければ システム パ 
スワードを変更できません。 Unlocked の場合は、有効な システム パスワードでシステムパスワードを変更できます。 

Chassis Intrusion 

(On-Silent デフオルト） 

有効でスイッチが取り付けられている場合、このオプションはコンピュータの次回の起動時に、コンピュータカバーが開けられたことをユーザーに警告します。設定 
は On 、 On - Silent (デフオルト設定）、および Off です。 

Intrusion Detected 

シャーシイントリュージョン警告を承認およびクリアします。 

TPM Security 

(Off デフオルト） 

Trusted Platform Module セキュリティデバイスを有効または無効にします。 

TPM Activation 

(Deactivate デフオルト） 

Trusted Platform Module セキュリティデバイスをアクティブまたは非アクティブにします。 Clear オプションは、 lil 前に TPM をアクティブにして使用したユー 
ザーが保存したデータをクリアします。 






























メモ； Trusted Platform Module をアクティブにするには、 TPM Security オプションを On に設定する必要があります。 

Execute Disable 

メモリ保護テクノロジを有効または無効にします。 

(On デフオルト） 


Computrace 

Absolute Software が提供するオプションの Computrace サービスの BIOS インタフエースを有効または無効にします。このモニタサービスは、別途購入す 
る必要があります。 

(Deactivate デフオルト） 

Activate を選択すると、 BlOS-Computrace インタフエースがを么{^有効になります。 Disable を選択すると、 BlOS-Computrace インタフエースがホ义に 
無効じなります。 Deactivate を撰がすると、 BlOS-Comoutrace インタフエースが一時的に無効じなります。 


メモ； サービスをアクティブにすると、使用中のコンピユータから Computrace サーバーへのデータ転送が許可されます。 


Power Management 


AC Recovery 

停電後に AC 電源が回復した場合のコンピュータの対応を指定します。 Off では、電源が回復してもコンピュータはオフのままです。コンピュータをオンにするには、前 
面パネルの電源ボタンを押す必要があります。 On では、電源が回復するとコンピュータはオンになります。 Last では、コンピュータはコンピュータがオフになる前の電 

(Off デフオルト） 

源状態に戻ります。 

Auto Power On 

(Off デフオルト） 

コンピュータが自動的にオンになるように設定します。 Off では、この機能は無効になります。 Everyday では、毎日 Auto Power Time に設定された時刻にコンピ 
ュータをオンにします。 Weekdays は、月曜日から金曜日までの毎日 Auto Power Time に設定された時刻にコンピュータをオンにします。 

メモ： この機能は、電源タップやサージプロテクタのスイッチでコンピュータをシャットダウンした場合は動作しません。 

Auto Power Time 

コンピュータを自動的に起動する時間を設定します。 

時刻は標準の12時間おま（持:分)で表示されます。左右矢印キーを巧して、数値を増減するか、日付と時間のフィールドの両方に数値を入力して、起動する時間を変 
要します。 

Low Power Mode 

(Off デフオルト） 

Low Power Mode を選択した場合、リモートウェイクアップイベントはオンボードのネットワークコントローラを介してコンピュータを Hibernate または Off 力、ら起 
動しません。 

Remote Wake-Up 

このオプションにより、ネットワークインタフェースコントローラまたはリモートウェイクアップ機能を持つモデムがウェイクアップ信号を受け取った斷こ、コンピュータを起動 
させます。 

(Off デフホルト） 

On がデフオルト設定です。 On W/ Boot to NIC の場合、コンピュータは起動順序を使用する前に、ネットワークカ、ら起動しようとします。 

メモ： 通常、コンピュータはサスペンドモード、休止状態モード、または電源が切れた状態からリモートで起動できます。 Low Power Mode (Power 

Management メニュ ー) が有効の場合、コンピュータは Suspend からのみリモートで起動できます。 

Suspend Mode 

(S3 デフオルト） 

コンピュータのサスペンドモードを設定します。オプションは、 S1 (コンピュータが省電カモードで動作中のサスペンド状態）および S3( 多数のコンポーネントの電源が巧 
減されてしぶか切られているがシステムメモリはアクティブであるサスペンド状態）です。 


Maintenance 

Service Tag 

コンピュータのサービスタグを示します。 

SERR Message 

—部のグラフィックスカードでは、 SERR メッセージを無効にする必要があります。 

(On デフオルト） 


Load Defaults 

セットアップオプションを工場出荷時のデフオルト状態に戻します。 

Event Log 

イベントログを表示します。エントリは、 Read の R および Unread の U のマークが付けられます。 Mark All Entries Read を選択すると、すべてのエントリの左側 
に R マークが付けられます。 Clear Log を選択すると、イベントログが消去されます。 


POST Behavior 

Fast: 00 ot 

(On デフオルト） 

有効に設定されると、一部の互換性のある手順を省略してコンピュータの起動時間を短縮します。〇 け に設定すると、コンピュータの起動手順をスキップし 
ません。 On に設定すると、コンピュータの起動時間が短縮されます。 

Numlock Key 

(On デフオルト） 

キーボード右側にある数字キーの機能を指定します。 Off に設定すると、右側のキーパッドキーが矢印として機能します。 Off に設定すると、右側のキー 
パッドキーが数字として機能します。 

POST Hotkeys 

(Setup & Boot Menu デフオルト） 

始動画面に、 Setup プログラムまたは Quickboot 機能を起動するのに必要なキーの入力のメッセージを表示するかどうかを決定します。 Setup & 
Boot Menu は、両方のメッセージを表示します (F2 = Setup and F12 = Boot Menu)。 Setup はセットアップメッセージのみ （F2 = Setup) 表示しま 
す。 Boot Menu は Quickboot メッセージのみ表示します （F12 = Boot Menu)。 None はメッセージは表示されません。 

























MEBx Hotkeys 

MEBx セットアッププログラムを起動するのに必要なキー入力順序を示すメッセージをサインオン画面に表示するかどう力、を指定します。デフオルトは On 
です。 

Keyboard Errors 

Report (有効）に設定されていて POST 中にエラーが検知された場合、 BIOS じよりエラーメッセージが表示され、 <F1> を押して続行するか、または 
<口>を押してセットアップユーティリティを起動するよう、プロンプトカ 《 表示されます。 

(Report デフオルト） 

Do Not Report (無効）じ設定されていて、 POST 中にエラーが検出された場合、 BIOS によりエラーメッセージが表示され、コンピュータの起動が続行 
されます。 


起動順を 

この機能を使って、デバイスの起動順序を変更します。 

オプション設定 

I USB Device - USB デバイスからの起動を試みます。オペレーティングシステムがない場合、コンピュータはエラーメッセージを生成します。 

I Onboard or USB Floppy Drive -コンピュータはフロッピードライブからの起動を試みます。ドライブ内のフロッピーディスクが起動用でない場合、またはフロッピーディスクがドライブに 
ない場合、コンピュータはエラーメッセージを生成します。 

I Onboard SATA Hard Drive -コンピュータはプライマリシリアル ATA ハードディスクドライブからの起動を試みます。オペレーティングシステムがドライブにない場合、コンピュータはエラ 
—メッセージを生成します。 

I Onboard or USB CD-ROM Drive -コンピュータは CD ドライブからの起動を試みます。ドライブに CD がない場合、あるいは CD にオペレーティングシステムがない場合、コンピュータ 
はエラーメッセージを生成します。 

I Onboard Network Controller -コンピュータは、ネットワークコントローラからの起動を試みます。オペレーティングシステムがない場合、コンピュータはエラーメッセージを生成します。 

一回のみの起動順序のを更 

例えば、 『Drivers and UtilitiesJ メディアの Dell Diagnositics (診断)プログラムを実行し、 Diagnostic (診断)テストが完了したときにハードディスクドライブからコンピュータを起動したい場合に、 
この機能を使って、コンピュータを CD ドライブから起動するように指示することができます。この機能を使って、フロッピードライブ、メモリキー、または CD ドライブなどの USB デバイスからコンピュー 
夕を巧起動することができます。 

。 メモ； USB フロッピードライブから起動する場合、セットアップユーティリティでフロッピードライブを USB に設定する必要があります ( セットアップユーティリ ティ を 参照）。 

1. USB デバイスから起動する場合、 USB デバイスを USB コネクタに接続します。 

2. コンピュータの電源を入れます(または再起動します）。 

3. 画面の右上角に F2 = Setup, F12 = Boot Menu と表示されたら、 <F12> を巧します。 

ここで時間をおきすぎてオペレーティングシステムのロゴが表示された場合、 Microsoft Windows のデスクトップが表示されるまで待ちます。ホにコンピュータをシャットダウンして （ コンピュー 
夕の雷源を切る を参照)、もう一度やり直してみます。 

使用可能な起動デバイスをすべて一覧表示した、 Boot Device Menu が表示されます。各デバイスには、横に番号があります。 

4. メニューの一香下で、一回のみの起動に使用するデバイスの数を入力します。 

例えば、 USB メモリキーから起動する場合、 USB Device をハイライトして、 <Ente「> を押します。 

。メモ： USB デバイスから起動するには、デバイスが起動可能である必要があります。デバイスのマニュアルを参照して、デバイスが起動可能であるか確認してくださし、。 


次回からの起動順序の変更 


1. セットアップユーティリティを起動します （ セットアップユーティリティの 起動 を 参照）。 

2. 矢印キーを使って、 Boot Sequence メニューオプションをハイライト表示し、 <Ente「> を巧してポップアップメニューにアクセスします。 
& メモ： 後で元に戻すこともできるように、現在の起動順序を記録します。 


3. デバイスのリスト内を移動するには、上下矢印キーを押します。 


4. スぺースバーを巧して、デバイスを有効または無効にします（有効にしたデバイスにはチェックマークが付いてし巧す）。 


5. 選択したデバイスをリストの上または下に移動するには、 <Shift>< 上矢印> または <Shi 行><下矢印> を押します。 












USB デバイスからの起動 


b メモ： USB デバイスから起動するには、デバイスが起動可能である必要があります。デバイスのマニュアルを参照して、デバイスが起動可能であるか確認して〈ださし、。 

メモリ キー 

1. USB ポートにメモリキーを挿入して、コンピュータを再起動します。 

2. 画面の右上角に F12 = Boot Menu と表示されたら、 <F12> を巧します。 

BIOS がデバイスを認識し、 USB デバイスオプションを起動メニューに追加します。 

3. 起動メニューから、 USB デバイスの隣に表示されている番号を選択します。 

コンピュータは USB デバイスから起動します。 

フロッピードライブ 

1. セットアップユーティリティで、 Diskette Drive オプションを USB に設定します。 

2. 保存して、セットアップユーティリティを終了します。 

3. USB フロッピードライブを接続して、起動可能なフロッピーを挿入し、コンピュータをち起動します。 


ジャンパ設定 



スモールフホームファクター 



醒一 J 回 ） 



X PSWD ノ 

Q. 

eSATA 

RTCHST 

国 



ウルトラスモールフナームファクターコンピュータ 






















ジャンパ 

設定 

説明 

PSWD 

因 

パスワード機能が有効になっています(デフオルト設定）。 

Li^J 

パスワード機能が無効になってし巧す。 

RTCRST 


リアルタイムクロックはリセットされていません。 


国 

リアルタイムクロックはリセットされています（一時的にジャンパありの状態）。 

ジャンパあり1。ジャンパなし 


忘れたパスワードの消去 

^ 警告 本項の手順を開始するかに、『製品情苗げイド J のま全におないいただ < ためのを意に従ってください。 

〇 を患： この手順を行うと、システムパスワードとシステム管理者パスワードの両方が消去されます。 

1. 作業を開始する 前に の 手|隔にがって操作して〈ださい。 

2. コン ピュータカバーを取り外します。 

3. システム基板の2ピンパスワードジャンパ （PSWD) の位置を確認し、ジャンパを取り外して、パスワードを消去します。 ジャンパ 設定 を 参照してください。 

4. コンピュータカバーを 取り付けます （ コンピュータカバーの 取り かけ を 参照）。 

5. コンピュータとモニタをコンセントに接続して、電源を入れます。 

6. コンピュータに Microsoft® Windows® のデスクトップが表示されたら、コンピュータをシャットダウンします （ コンピュータの雷源を切る 东参照）。 

7. モニタの電源を切って、コンセントから外します。 

8. コンピュータの電源ケーブルをコンセントから外し、電源ボタンを押して、システム基板の静電気を除去します。 

9. コンピュータカバーを 開きます。 

10. システム基板の2ピンパスワードジャンパの位置を確認し、ジャンパを取り付けてパスワード機能をち度有効にします。 

11. コンピュータカバーを取り付けます （ コンピュータカバーの 取り付け を 参照）。 


〇 を意： ネットワークケーブルを接続するには、まずネットワークケーブルを壁のネットワークジャックに差し込み、次にコンピュータに差し込みます。 
































12. コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

b メモ； これで、パスワード機能は有効じなります。セットアップユーティリティを実行するとき （ セットアップユーティリティの 起動 を 参照）、システムパスワードオプションとシステム管理をパスワー 
ドオプションの両方が Not Set と表示されます。つまり、パスワード機能は有効ですが、パスワードは設定されていません。 

13. 新しいシステムパスワード、またはシステム管理者パスワードを設定します。 


CMOS 設定のリセット 

^ 警告 本巧の手順を開始するかに、『巧品情報ガイド J のま全におないいただ < ためのを意に従ってください。 

1. 作業を開始する 前に の 手1隔にがって操作して〈ださい。 

2. コンピュータカバーを 取り外します。 

3. 現在の CMOS 設定をリセットします。 

a. システム基板でパスワードジャンパ (PSWD) と CMOS ジャンパ （RTC RST) の位置を確認します （ ジャンパ 設定 を 参照）。 

b. パスワードジャンパプラグをピンから取り外します。 

C . パスワードジャンパプラグを RTC_RST ピンに取り付け、約5砂待ちます。 
d. ジャンパプラグを RTC_RST ピンから取り外し、パスワードピンに取り付けなおします。 

4. コンピュータカバーを 取り付けます （ コン ピ ュータカバーの 取りイ寸 け を 参照）。 

〇 を患： ネットワークケーブルを接続するには、まずネットワークケーブルを壁のネットワークジャックに差し込み、次にコンピュータに差し込みます。 

5. コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 


ハイパースレツデイングおよびマルチコアテクノロジ 


ハイパースレッディングは、1つの物理プロセッサを2つの論理プロセッサとして機能させ、特定のタスクを同時に実行できるようじすることで、コンピュータのパフォーマンス全体を強化する Intel テク 
ノロジです。マルチコアプロセッサは、1つの CPU パッケージ内に2つまたはそれ lil 上の物理計算ユニットを持ち、それにより計算効率とマルチタスク機能を向上させます。 Intel はデュアルコアおよ 
びクワッドコアプロセッサにこのテクノロジを実装しました。これらのプロセッサは、2つおよび4つの計算ユニットを持ちます。これらのテクノロジをま用できるように最適化された Microsoft 
Windows XP Service Pack l(SPl) またはそれな降、あるいは Windows Vista オペレーティングシステムを使用することをお勧めします。 

多くのプログラムは、ハイパースレッディングやマルチコアテクノロジの恩恵を受けることになりますが、このようなテクノロジ用に最適化されていないプログラムもあります。それらのプログラムは、ソフト 
ウェア製造元によるアップデートが必要な場合があります。ハイパースレッディングまたはマルチコアテクノロジで使用するソフトウェアのアップデートや情報については、ソフトウェアの製造元にお問い 
合わせ〈ださし、。お使いのコンピュータがハイパースレッディングテクノロジに対応しているかどうかは、セットアップユーティリティの Performance タブにある Hyper-Threading で確認できます (た 
ットアップユーティリ テイ を 参照)。 


Windows XP と Windows Vista の電力の管理 


Windows XP のオプション 


Microsoft Windows XP 電源管理機能により、コンピュータの電源が入った状態で操作していないときに、コンピュータが消費する電気量を節約することができます。モニタまたはハードディスクドライ 
ブへの電力だけを節約したり、スタンバイモードや休止状態モードを使ってコンピュータ全体の電力を節約することもできます。コンピュータが省電カモードから通常の動作状態に戻ると、コンピュータは 
省電カモードに入る前と同じ動作状態に戻ります。 

。メモ； Windows XP Professional には、 Windows XP Home Edition では利用できないセキュリティおよびネットワーキング機能が含まれています。 Windows XP Professional が 
動作しているコンピュータがネットワークに接続されてしぶ場合、セキュリティおよびネットワーキングに関する特定のウィンドウでは、表示される項目が異なります。 

b メモ： スタンバイモードおよび休止状態モードを起動する手順は、オペレーティングシステムによって異なります。 

スタンバイモード 


スタンバイモードは、あらかじめ設定した一定の時間（タイムアウト)コンピュータを操作しないでお〈と、ディスプレイとハードディスクドライブの電源を切ることによって電力を節約するモードです。スタンパ' 
イモードから終了すると、コンピュータはスタンバイモードに入る前と同じ動作状態に戻ります。 


〇 を意： スタンバイモードのときにコンピュータの電源が切れると、データを損失する恐れがあります。 










あらかじめ設定した一定の時間コンピュータを操作しないと自動的にスタンバイモードが起動するよう設定するには次の手順を実行します。 


1. スタート^コントロールパネル^作業する分巧を涅びます^パフォーマンスとメンテナンス とクリックします。 

2. コント ロール パネルを透んで実行します にある、 電源オプション をクリックします。 

不ま発な時間を置かず、すぐにスタンバイモードを有効にするには、 スタート^お了オプション^スタンバイ とクリックします。 

スタンバイモードを終了するには、キーボードのキーを巧すか、マウスを動かします。 

休止状態モード 

休止状態モードでは、システム情報をハードディスクドライブの予約領域にコピーしてから、コンピュータの電源を切ることによって電力を節約します。コンピュータが休止状態モードから通常の動作状態 
じ戻ると、デスクトップは休止状態モードに入る前の状態に戻ります。 

休止状態モードを起動するには次の手順を実行します。 

1. スタート^コント ロール パネル^作業する分巧を适びます^パフォーマンスとメンテナンス とクリックします。 

2. コント ロール パネルを置んで実行します にある、 電源オプション をクリックします。 

3. g お設定 タブ、 巧細設を タブ、および 化止巧態 タブで休止状態の設定を行います。 

休止状態モードから通常の動作状態に戻るには、電源ボタンを巧します。コンピュータが通常の動作状態に戻るのに、若干時間がかかることがあります。休止モードではキーボードおよびマウスは機能 
しないために、キーを押したり、マウスを動かしてもコンピュータは休止状態から復帰しません。 

休止状態モードでは、ハードディスクドライブにコンピュータのメモリの内容を格納するための十分な空きディスク容量を確保する必要があります。お使いのコンピュータには、出荷前に適切な大きさの休 
止状態モードファイルが作成されています。コンピュータのハードディスクドライブが破損した場合、 Windows XP では休止状態ファイルを自動的に再作成します。 


電源オプションのプロパティ 

スタンバイモード設定、休止状態モード設定、およびその他の電源設定は、 電源オプションのプロパティ ウィンドウで行います。 電源オプションのプロパティ ウィンドウを表示するには次の手順を実 
巧します。 

1. スタート^コント ロール パネル^作業する分巧を涅びます^パフオーマンスとメンテナンス とクリックします。 

2. コントロールパネルを涅んでち行します じある、 電源オプション をクリックします。 

3. 次の項で記述されてし、るように、 電源設定 タブ、 詳細設定 夕义および 休止が態 タブで電源設定を行います。 

電源設定タブ 

各標準の電源設定のことを、スキームと呼びます。お使いのコンピュータじインストールされている標準の Windows 電源設定を選択するには、 電源設定 ドロップダウンメニューから設定を選びま 
す。各電源設定の下のフィールドに設定が表示されます。設定には、コンピュータをスタンバイモードまたは休止状態モードにする、モニタの電源を切る、ハードディスクドライブの電源を切る、といったそ 
れぞれ異なる設定があります。 

〇 を意： ハードディスクドライブがモニタより先にタイムアウトになるよう設定すると、コンピュータがロックされたように見えることがあります。通常の動作状態に戻すには、キーボードの任意のキー 
A を巧すか、マウスをクリックします。この問題を回避するには、モニタを常にハードディスクドライブより前にタイムアウトになるよう設定します。 

ち源設定 ドロップダウンメニューにはレ U 下のような電源設定が表示されます。 

I常にオン (デフオルト)-電力を節約しないでコンピュータをお使いになる場合は、この設定を選びます。 

I自宅または会社のデスク- ご家庭または会社でお使いのコンピュータで省電力が少し必要な場合は、この設定を選びます。 

I ポータブル/ ノートブック- 出張などでノートブックコンピュータをお使いの場合は、この設定を選びます。 

I プレゼンテーション- 中断されることなく(省電力なしで)コンピュータをお使いになりたい場合、この設定を選びます。 

I 最ルの電源管理- 最小限の省電力でコンピュータをお使いじなりたい場合、この設定を選びます。 

Iバッテリの最大利用- ノートブックコンピュータを長時間バッテリでお使いになる場合は、この設定を選びます。 

デフオルトの電源設定を変更する場合、 モニタの電おを切る、ハードディスクの電源を切る、システムスタンバイ、 または システム化止が態 フィールドにあるドロップダウンメニューをクリックし、 
表示された一覧からタイムアウトを選びます。設定フイールドのタイムアウトを変更すると、 名がを付けて巧存 をクリックし、変更した設定に新しい名前を入力しない限り、その設定のデフオルト設定が 
変更されます。 


詳細設定タブ 

詳化設定 タブでは次のことができます。 


Windows タスクバーに電源オプションアイコン 


A 


を表示させ、素早くアクセスできるようにします。 




I コンピュータがスタンバイモードまたは休止状態モードを終了する前に、 Windows のパスワードの入力を求めるようコンピュータを設定します。 

I スタンバイモードまたは休止状態モードの起動、あるいはコンピュータの電源を切るよう、電源ボタンを設定します。 

これらの機能を設定するには、対応するドロップダウンメニューからオプションをクリックして、 OK をクリックします。 

休止状態タブ 

休止がお タブで、休止状態モードを有効にできます。電源 設定 タブで設定した休止状態設定を使用する場合、 休止がお タブで 休止がおをち巧にする チIックボックスをクリックします。 

電源管理のオプションの詳細に関しては次の手順を実行します。 

1. スタート^ヘルプとサポート^パフ ホー マンスとな守 とクリックします。 

2. パフォーマンスと巧守 ウィンドウで、 コンピュータの電力を節おする をクリックします。 

Windows Vista のオプション 

Microsoft Vista の電源管理機能により、コンピュータの電源が入った状態で操作してし々いときにコンピュータが消費する電力量を節約することができます。モニタまたはハードディスクドライブへの 
電力だけを節約したり、スタンバイモードや休止状態モードを使ってコンピュータ全体の電力を節約することもできます。コンピュータが省電カモードから通常の動作状態に戻ると、コンピュータは省電力 
モードに入る前と同じ動作状態に戻ります。 


スリープモード 

スリープモードは、あらかじめ設定した一定の時間に操作がないと(タイムアウト）、ディスプレイとハードディスクドライブの電源を切ることで節電します。コンピュータはスリープモードを終了すると、スリ 
ープモードに入る前と同じ動作状態に戻ります。 

Windows Vista でスリープモードに入るには、 Start (スターり®をクリックし、 S ね 「t (スタート)メニューの右下端にある矢印をクリックしてから、 Sleep (スリープ)をクリックします。 

スリープモードを終了するには、キ^ —ボードのキーを押す力、、マウスを動かします。 


休止状態モード 

休止状態モードでは、システム情報をハードディスクドライブの予約領域にコピーしてから、コンピュータの電源を切ることによって電力を節約します。休止状態モードから復帰すると、コンピュータは休止 
状態モードに入る前と同じ動作状態に戻ります。 

Windows Vista で手動で休止状態モードに入るロホ、 Start (スタート）心をクリックし、 S ねけ(スタート）メニューの右下端じある矢印をクリックしてから、 Hibernate (休止状態モード)をクリックし 
ます。 


電源管理の設定 

Windows 電源オプションのプロパティを使用して、お使いのコンピュータの電源の管理を設定できます。 

電源オプションのプロパティにアクセスするには、 スタート © ^コント ロール パネル^システムとメンテナンス^電源オプション とクリックします。 


RAID 構成について 


この項では、コンピュータのご購入時に選択された可能性のある RAID 構成の概要について説明します。コンピュータ業界では異なる使用目的のために多数の RAID 構成があります。お使いの Dell 
コンピュータは、 RAID レベル0と RAID レベル1をサポートしてし、ます。 RAID レベル0構成は高性能プログラム用に、また RAID レベル1構成は、高度なレベルのデータ統合を必要とする場合 
じお勧めします。 


b メモ； RAID レベルは、階層を示すものではありません。 RAID レベル1構成は、 RAID レベル0構成より本質的に優れても劣ってもいません。 


お使いのコンピュータの Intel® RAID コントローラは、2台の物理ドライブを使用して RAID レベル構成のみを作成できます。大きいほうのドライブに未割り当ての（つまり使用できない)領域が生じな 
いようにするためには、同じサイズのドライブを使用することが必要です。 


b メモ： RAID 搭載のデルコンピュータを購入した場合には、同じサイズの2個のハードディスクドライブで構成されてし巧す。 


RAID の動作の検証 


お使いのコンピュータは、オペレーテイングシステムを口ードする前の起動時に RAID 構成に関連する情報を表示します。 RAID が設定されてし々い場合には、お使いのコンピュータに取り付けられてい 
る物理ドライブのリストに続き、 RAID ボリューム の下にメッセージ、 none defined (未定義）が表示されます。 RAID ボリュームが認識されている場合は、 ステータス フイールドで、現在の RAID 
構成の状況を確認することができます。 ステータス フイールドには、次の状態についての情報が含まれます。 


I Normal (正常）-お使いの RAID 構成は、正し〈機能しています。 



I Degraded (低下）-お使いのハードディスクドライブの 1 つに障害があります。コンピュータは起動可能ですが、 RAID は機能しておらず、データは他のドライブにコピーされません。 

I Reb 山 Id 谓構築)-低下状態に続き、コンピュータはセカンダリハードディスクドライブへの交換および接続を検出し、次回オペレーティングシステムが口ードされるときに RAID 構成を自動的 
に回復します。 


RAID レペル 0 


〇 を意： RAID レベル0構成はデータの冗長性を提供しないので、1つの朽イブが故障した場合、すべてのデータが失われます。 RAID レベル0構成を使用する場合は、データを保護するた 
〜 めに定期的にバックアップを行って〈ださい。 


RAID レベル0構成は、 データストライピング とし巧ストレージキ支術を使用してI高いデータアクセス速度を提供します。データストライピングとは、連結するデータセグメント（ ストライプ )を複数の物理ドラ 
イブに順次書き込むことで、大容量の仮想ドライブを作成する方法です。データストライピングにより、1台のドライブでデータを読み込む間に、別のドライブで次のブロックの検索と読み込みができま 
す。 


RAID レベル0巧 
のシリアル ATA 
RAID * ホ 
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ハードディスクドライブ2 


RAID レベル0のもう1つの利点は、ドライブの最大ストレージ容量を利用できることです。たとえば、120 GB のハードディスクドライブが2台取り付けられている場合は、240 GB のハードディスク 
ドライブ領域をデータの保存に使用することができます。 

。メモ； RAID レベル0構成では、構成のサイズは最小ドライブサイズに、その構成内のドライブの台数を掛けた値になります。 

RAID レベル 1 構成 

RAID レベル1は、データな全性を向上するために ミラーリング と呼ばれる、データの冗長性を持たせたストレージ巧術を使用します。データがプライマリドライブに書き込まれると、 RAID を構成する他 
のドライブに複製、つまり ミラーリング されます。 


RAID レベル1巧 
のシリアル A 了 A 
RAID «ホ 
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ハードディスクドライプ1 ハードディスクドライプ2 

ドライブが故障すると、次の読み出し/書き込み動作は、正常に動作しているドライブで行われます。正常に動作しているドライブを使って、交換用のドライブでデータをち構築することができます。 
b メモ； RAID レベル1構成のサイズは、構成内の最小ドライブのサイズと等し〈なります。 

コンピュータの RAID への構成 


RAID ハードディスクドライブボリュームを構成するには、2つの手順の1つを使用してできます。1つ目の手順は、 Intel RAID Option ROM ユーティリティを使用する方まで、ハードディスクドライ 
ブにオペレーティングシステムがない場合でも実行できます。2つ目の手順は、 Intel Matrix Storage Manager、 または Intel Matrix Storage Console を使用する方法で、オペレーティング 
システムおよび Intel Matrix Storage Console をインストールした後で実行されます。これら2つの方法は、作業を開始する前にお使いのコンピュータを RAID 可能モードに設定することが必要 
です。 


コンピユータの RAID 対応モードへの設定 



































セットアップユ—ティリティを 起動します ( セットアップユ—ティリ ティ を 参照)。 


2. 上下矢印キーを押して、 Drives をハイライト表示してから、 <Enter> を押します。 

3. 上下矢印キーを押して SATA Operation をハイライト表示し、 <Ente「> を巧します。 

4. 左右矢印キーを押して、 RAID On をハイライト表示してから、 <Enter> を巧し、次に <Esc> を巧します。 

。メモ； RAID オプションの詳細に閱しては、 セットアップ オプション を 参照して〈ださい。 

5. 左右矢印キーを押して Save/Exit をハイライト表示し、 <Ente「> を巧して、セットアップユーティリテイを終了し、起動プロセスをち開します。 


Intel RAID Option ROM ユーティリティを 使用した コン ピュ ータの RAID への 構成 

^ メモ； Intel RAID Option ROM ユーティリティを使用した RAID 構成の作成では、いずれのサイズのドライブも使用できますが、同じサイズのドライブを使用することが理想的です。 RAID レ 
ベル0構成では、構成のサイズは、最小ドライブサイズに構成内のドライブの台数口）を掛けた値になります。 RAID レベル1構成では、構成のサイズは、使用される2つのドライブの小さい 
ほうのサイズになります。 

RAID レベル 0 巧成の作成 

〇 を 意： 次の手順で RAID 構成を作成すると、ハードディスクドライブのすべてのデータを失います。続行する前に、必要なデータのバックアップを作成してくださし、。 

^ メモ； 次の手順は、オペレーティングシステムを再インストールする場合にのみ実行してください。既存のストレージ構成を RAID レベル0構成に移行するときじは、この手順を使用しないで〈だ 
さぃ。 

1. コンピュータを RAID が応モードに設定します （ コンピュータの RAID 対応モードへの 設定 を 参照）。 

2. Intel RAID Option ROM ューティリティを起動するよう要求されたら、 <Ctrl><i> を巧します。 

3. 上矢印および下矢印キーを押して、 Create RAID Volume をハイライト表示して、 <Enter> を巧します。 

4. RAID ボリューム名を入力するか、デフォルトを使用して、 <Enter> を巧します。 

5. 上下矢印キーを押して、 RAIDO(Stripe) を選択し、 <Ente「> を巧します。 

。 メモ： RAID ボリュームに保存する平均ファイルサイズに最も近いストライプサイズを選択します。平均ファイルサイズがわからない場合には、ストライプサイズとして128 KB を選択してくださ 
い。 

6. 上下矢印キーを押して、ストライプサイズを変更し、 <Enter> を押します。 

7. ボリュームのサイズを選択して、 <Ente「> を押します。デフォルト値は、使用可能な最大サイズです。 

8. <Ente「> を押し、ボリュームを作成します。 

9. <y> を押して、 RAID ボリュームを作成することを確認します。 

10. Intel RAID Option ROM ユーティリティのメイン画面で、正しいボリューム構成が表示されていることを確認します。 

11. 上下矢印キーを押して、 Exit を選択し、 <Enter> を巧します。 

12. オペレーティングシステムをインス!ルします （ おイまいのオペレーティングシステムの 復元 を 参照）。 

RAID レベル 1 巧成の作成 

1. コンピュータを RAID 対応モー円こ設定します （ コンピュータの RAID お応モードへの 設定 を 参照）。 

2. Intel RAID Option ROM ューティリティを起動するよう要求されたら、 <Ctrl><i> を巧します。 

3. 上下矢印キーを使用して、 Create RAID Volume をハイライト表示し、 <Enter> を巧します。 

4. RAID ボリューム名を入力するか、またはデフホルトを受け入れて、 <Enter> を巧します。 

5. 上下矢印キーを使用して、 RAID1(Mirror) を選択し、 <Enter> を押します。 







6. ボリュームのサイズを選択して、 <Enter> を押します。デフオルト値は、使用可能な最大サイズです。 

7. <Enter> を押し、ボリュームを作成します。 

8. <y> を押して、 RAID ボリュームを作成することを確認します。 

弓 . Intel RAID Option ROM ユーティリティのメイン画面で、正しいボリューム構成が表示されていることを確認します。 

10. 上下矢印キーを使用して Exit を選択し、 <Enter> を巧します。 

11. オペレーテイングシステムをインストールします ( おイまいのナペレーティングシステムの 復元 を 参照)。 


Intel Matrix Storage Manager を使用した コン ピュ ータの RAID への 構成 

オペレーティングシステムがすでにインストールされているハードディスクドライブがあり、そのオペレーティングシステムやデータを失うことなく、2台目のハードディスクドライブを追加して、両方のハー 
ドディスクドライブを RAID ボリュームに再構成する場合、 RAID レベル0構ぶ用 （ RAID レベル0構成への 移行 を 参照）または RAID レベル1横成巧 （ RAID レベル1構成へのな 巧 を 参照）に移行 
オプションを使用する必要があります。次の場合のみ、 RAID レベル0ボリュームまたは RAID レベル1ボリュームを作成します。 

I 既存のオペレーティングシステムがインストールされた単ードライブのコンピュータに新しいドライブを追加し、ドライブを RAID ボリュームに構成したい場合。 

I ボリュームに構成されているハードディスクドライブコンピュータがすでに2台あるが、2つ目の RAID ボリュームとして指定できるスペースがボリュームにある場合。 

RAID レベル0巧成の作成 

。メモ：この操作を実行すると、 RAID ドライブのすべてのデータが失われます。 

1. コンピュータを RAID が応モードに設定します （ コンピュータの RAID が応モードへの 設定 を 参照）。 

2. スタート をクリックし、 プログラム- > Intel(R) Matrix Storage Manager-^ Intel Matrix Storage Console の順にポイントして、 Intel Storage Utility を起動します。 
。メモ；アクション メニューオプションが表示されていない場合、コンピュータは RAID 対応モードに設をされていません （ コンピュータの RAID 巧応モードへの設 を を 参照）。 

3. アクション メニューで、 RAID ポリュームの作巧 を選択し、 RAID ボリュームの作成ウィザードを起動して、次に 巧へ をクリックします。 

4. ボリュームロケーションの适択 画面で、 RAID レベル0ボリュームに追加する1台目のハードディスクドライブをクリックして、右矢印をクリックします。 

5. 2台目のハードディスクドライブをクリックします。 RAID レベル0ボリュームに3台目のハードディスクドライブを追加するには、右矢印をクリックして3台目のドライブをクリックし、3台のドラ 
イブが 适巧巧み ウィンドウに表示されたら、 巧へ をクリックします。 

6. ボリュームサイズの指定 ウィンドウで、指定する ボリュームサイズ をクリックし、 次へ をクリックします。 

7. 完了 をクリックしてボリュームを作成するか、 戻る をクリックして変更します。 

RAID レベル1巧成の作成 

b メモ： この操作を実行すると、 RAID ドライブのすべてのデータは失われます。 

1. コンピュータを RAID 対応モー円こ設定します （ コンピュータの RAID お応モードへの 設定 を 参照）。 

2. スタート ボタンをクリックし、 プログラム- > Intel(R) Matrix Storage Manager-^ Intel Matrix Storage Console の順にポイントして Intel ⑥ Storage Utility を起動します。 
b メモ； アクション メニューオプションが表示されていない場合、コンピュータは RAID 対応モードに設定されていません。 

3. アクション メニューで、 RAID ボリュームの作成 を選択して、 RAID ボリュームの作成ウィザードを起動します。 

4. 最初の画面で、 巧へ をクリックします。 

5. ボリューム名を確認し、 RAID レベルとして RAID 1 を選択し、 巧へ をクリックして続行します。 


6. ボリュームロケーシヨンの适択 画面で、 RAID レベル1ボリュームの作成に使用する最初のハードディスクドライブをクリックして、次に右矢印をクリックします。2台目のハードディスクドライ 
ブをクリックして、追加する2台のドライブが 适択巧み ウィンドウに表示されたら、 次へ をクリックします。 








7. ボリュームサイズの指定 ウィンドウで、指定する ボリュームサイズ を選択して、 巧へ をクリックします。 


8 .完了 をクリックしてボリュームを作成するか、 戻る をクリックして変更します。 

弓 . Microsoft Windows の新規 RAID ボリュームでのパーティション作成手順に従います。 

Intel Matrix Storage Manager を使用した単ーハードディスクドライブ （ RAID1) の不具合の修復 

。 メモ： 不具合のあるハードディスクドライブを取り付けた後（お使いのコンピュータの該当する「ドライブ」の項を参照）、次の手順を実行します。 

1. コンピュータの電源を入れます(またはち起動します)。 

2. Intel RAID Option ROM ユーティリティを起動するよう要求されたら、 <Ctrl><i> を巧します。 

3. DEGRADED VOLUME DETECTED の下に、新しい（非 RAID) ドライブがリスト表示されていることを確認して、次に <Ente「> を巧します。 

4. Disk/Volume Information の下で、ボリューム状態が Rebuild であることを確認します。 
b メモ； Rebuild の状態のボリュームは、オペレーティングシステム内でリビルドされます。 

5. 上下矢印キーを使って、 Exit を選択し、次に <Enter> を押します。 

お使いの コン ピュータカなペレーティングシステムから起動し、自動的に RAID ボリュームのリビルドを開始します。ダイアログボックスが表示され、リビルドの進歩を表示します。 
b メモ： コン ピュータカ《 RAID レベル 1ボリュームを再構築している場合でも、 コン ピュータを使用できます。 

RAID レベル 0 構成への移行 

1. コンピュータを RAID 対応 モー ドに設定します （ コン ピュ ータの RAID 対応 モー ドへの 設定 を 参照）。 

2. スタート ボタンをクリックし、 すべてのプログラム^ Intel(R) Matrix Storage Managers Intel Matrix Storage Console の順にポイントして、 Intel Storaae Utility を起動し 
ます。 

b メモ； アクション メニューオプションが表示されていない場合、コンピュータは RAID 対応モードに設定されていません。 

3. アクション メニューで、 巧巧のハードディスクドライブからの RAID ボリュームの作成 を選択して、移行ウィザードを起動します。 

4. 移行ウィザード画面で、 巧へ をクリックします。 

5. RAID ボリューム名を入力するか、デフオルトの名前を受け入れます。 

6. ドロップダウンボックスから、 RAID レベルとして RAID 0 を選択します。 

。 メモ： RAID ボリュームに保存する平均ファイルサイズに最も近いストライプサイズを選択します。平均ファイルサイズがわからない場合、ストライプサイズとして128 KB を選択して〈ださい。 

7. ドロップダウンボックスから適切なストライプサイズを選択して、 巧へ をクリックします。 

b メモ； ソースハードディスクドライブには、 RAID ボリュームに残すデータやオペレーティングシステムファイルが保存されているハードディスクドライブを選択します。 

8. ソースハードディスクドライブの送が 画面で、移行するハードディスクドライブをダブルクリックして、 巧へ をクリックします。 

9. メンバーハードディスクドライブの适巧 画面で、ハードディスクドライブをダブルクリックし、ストライプアレイが行きミ度るメンバードライブを選択して 巧へ をクリックします。 

10. ボリュームサイズの指定 画面で、希望の ボリュームサイズ を選択して、 次へ をクリックします。 

^ メモ： 11 ステップ を 実行すると、メンバードライブのすべてのデータがちわれます。 

11. 完了をクリックして移行を開始するか、 ちる をクリックして変更します。移行プロセス中でも、コンピュータを通常通りに使用できます。 






RAID レベル 1 構成への移行 


1. コンピュータを RAID 対応モードに設定します （ コンピュータの RAID 対応モードへの 設定 を 参照）。 

2. スタート ボタンをクリックし すべてのプログラム^ Intel(R) Matrix Storage Managers Intel Matrix Storage Console の順にポイントして、 Intel Storage Utility を起動し 
ます。 

b メモ； アクション メニューオプションが表示されていない場合、コンピュータは RAID 対応モードに設定されていません。 

3. アクション メニューで、 巧存のハードディスクドライブからの RAID ボリュームの作成 をクリックして、移行ウィザードを起動します。 

4. 最初の移行ウィザード画面で、 巧へ をクリックします。 

己. RAID ボリューム名を入力するか、デフオルトの名前を受け入れます。 

6. ドロップダウンボックスから、 RAID レベルとして RAID 1を選択します。 

。メモ；ソースハードディスクドライブには、 RAID ボリュームに残すデータやオペレーティングシステムファイルが保存されているハードディスクドライブを選択します。 

7. ソースハードディスクドライブの送が 画面で、移行するハードディスクドライブをダブルクリックして、 巧へ をクリックします。 

8. メンバーハードディスクドライブの虽巧 画面で、ハードディスクドライブをダブルクリックして、構成内でミラーとして動作させるメンバードライブを選択し、 次へ をクリックします。 

9. ボリュームサイズの指定 画面で、希望のボリュームサイズを選択して、 かへ をクリックします。 

& メモ； 10 ステップ を 実行すると、メンバードライブのすべてのデータがちわれます。 

10. 完了 をクリックして移行を開始するか、 戻る をクリックして変更します。移行プロセス中でも、コンピュータを通常通りに使用できます。 


直次に房る 






目ホに戻る 


バツテリ 

ユーザーズ ガイド 

♦ バッテリの取り付け 


バッテリの取り付け 

^ 警吿 本項の手順を開おする前に、『製品情窗ボイド J のま全におないいただ<ためのを意に従ってください。 

〇 を意： コンピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。コンピュータシャーシの塗装されてし々い金属面に触 
〜 れることにより、静電気を除去することができます。 

コイン型バッテリは、コンピュータの設定、日付、時間の情報を保持します。バッテリの寿命は数年間です。 

起動ルーチン中に日付や時刻が間違っていて、次のメッセージが表示される場合、バッテリを交換する必要があります。 

Time—of—dav not set - please run SETUP proaram 

(日時が設定されていません。セットアップユーティリティを実行して〈ださい。） 

または 

Invalid conriguration information - 

(無効な設定情報-セットアップユーティリティを実行して〈ださい。） 

または 

Strike the FI key to continue, F2 to run the setup utility 

(続けるには FI キーを、セットアップユーティリティを起動するには F2 キーを押して〈ださし、） 

バッテリの交換が必要かどうか確認するには、セットアップユーティリティで日付と時刻を巧入力し、プログラムを終了してその情報を保存します。コンピュータの電源を切り、コンセントから2〜3時間外 
しておきます。次に、コンピュータをコンセントに接続しなおし、電源を入れてセットアップユーティリティを起動します （ セットアップユーティリティの 起動 を 参照）。セットアップユーティリティに表示される日 
付と時刻が間違っている場合、バッテリを交換します。 

バッテリがなくてもコンピュータは動作しますが、電源をオフにしたり、コンセントから電源プラグを巧いた場合、コンピュータ設定情報は消去されます。この場合は、セットアップユーティリティを起動しま 
す （ セットアップユーティリティの 起動 を 参照）。設定オプションを巧設定する必要があります。 

A 警告= 巧ししい《ッテリを巧り付ける場合、正し<取り付けてください。巧裂する場合があります。交あするバッテリは、デルが巧巧する型、または同等の製品をご利用ください。巧 
用巧みのバッテリは、巧造元の指示に巧って巧ミしてください。 

バッテリを取り外すじは次の手順を実行します。 

1. まだ巧っていない場合、セットアップユーティリティにある設定情報を書きとめておきます。 

2. 作業を開始する 前に の 手順にがって操作して〈ださい。 

3. コンピュータカバーを取り外します。 

4. バッテリソケットを確認します。 

〇 を意： 道具（先端の銳〈ないもの）を使用して、バッテリをソケットから取り出す場合は、道具がシステム基板に触れなしなうを意して〈ださい。必ず、バッテリとソケットの間に道具を確実に挿入し 
^ てから、バッテリをかします。それを怠ると、バッテリソケットが外れたり、システム基板の回路を切断するなど、システム基板に損傷を与える恐れがあります。 

〇 を意： バッテリコネクタへの損傷を防ぐために、バッテリを取り外す際はコネクタをしっかりと支えてお〈必要があります。 

5. システムバッテリを取り外します。 

a. コネクタのプラス側をしっかり押さえ込んで、バッテリコネクタを支えます。 

b. バッテリコネクタを支えたまま、バッテリタブを押してコネクタのプラス側から離し、バッテリをコネクタのマイナス側にある固定タブから持ち上げて取りかします。 








1 

システムバッテリ 

2 

バッテリコネクタのプラス側 

3 

バッテリソケットタブ 

4 

バッテリソケット 


6. 新しいシステムバッテリを取り付けます。 

a . コネクタのプラス側をしっかり押さえ込んで、バッテリコネクタを支えます。 

b . バッテリの「+」側を上に向け、コネクタのプラス側にある固定タブの下にスライドさせます。 

C. バッテリがカチッと所定の位置に収まるまで、コネクタをまっすぐに押し下げます。 

7. コンピュータカバーを取り付けます （ コンピュータカバーの取り かけ を 参照）。 

8. セットアップユーティリティを起動し ( セットアップユーティリティの 起動 を 参照)、 1 ステップ で 記録しておいた設定に戻します。 

9. 『製品情報ガイド J で説明してあるように、古いバッテリを適切に廃棄します。 


目次に戻る 













目ホに戻る 


作業を開始する前に 

♦ 奨励する ツール 

♦ コンピュータ内部の作業を始める前に 

本章では、コンピュータのコンポーネントの取り付けおよび取りかしの手順について説明します。特に指示がない限り、それぞれの手順ではレ: I 下のを件を満たしてしぶことを前提とします。 
I コンピュータの雷源を切る と コンピュータ内部の作業を始める 前に の 手順をすでに完了していること。 

I Dell - 『製品情報ガイド J のま全に関する情報をすでに読んでいること。 

I 取りかしの手順とぶの手順を行うことで部品の取り付けが可能であること。 


奨励するツール 


このドキュメントで説明する操作ロホ、な下のようなツールが必要な場合があります。 
I 細めのマイナスドライバ 
I プラスドライバ 

I フラッシュ BIOS アップデートプログラムのフロッピーディスクまたは CD 


コンピュータの電源を切る 

〇 を意： データの損失を避けるため、コンピュータの電源を切る前に、開いているファイルをすべて保存して閉じ、実行中のプログラムをすべて終了します。 


1. オペレーティングシステムをシャットダウンします。 

a . 開いているファイルをすべて保存して閉じ、実行中のプログラムをすべて終了します。 

b . Microsoft 巧） Windows 巧） XP オペレーティングシステムで 、スター!>シャットダウン-> シャットダウンとクリックします。 

Microsoft Windows Vista 巧）で、デスクトップの左下隅にある Windows Vista Start buttonTw (スタートボタソ Bl をクリックして、次に示すように Start (スタート）メニューの 
右下隅にある矢印をクリックし、次に Shut Down (シャットダウソをクリックします。 



オペレーテイングシステムのシャットダウンプロセスが完了すると、コンピュータの電源が切れます。 


〇 を意： コンピュータと取り付けられているすべてのデバイスの電源が切れてしぶか確認します。オペレーテイングシステムをシャットダウンしても、コンピュータおよび接続されているデバイスの電 
源が自動的に切れない場合は、電源ボタンを約4砂間巧し続けて電源を切ります。 


コンピュータ内部の作業を始める前に 


コンピュータの損傷を防ぎ、ご自身の身体のま全を守るために、レ： I 下の点にごを意〈ださし、。 


餐吿 本項の手順を開始する前に、『巧品情がガイド J のま全にお使いいただ<ためのを意に従ってください。 


A 警告= 部品や力ードの巧りおいには十分を患してください。力ード上の部品やを続部分には触れないでください。力ードを持つ胁ホ祭を持つか、金属追[の巧 y かけブラケットの部 
分を持ってください。プロセッサのようなコンポーネントは、ピンの部分ではな < 端を持つようにしてください。 

〇 を意： コンピュータシステムの修理は、資格を持ってしぶサービス技術者のみが巧ってください。デルが許可してし々い修理による損傷は、保証できません。 

〇 を意： ケーブルを外すときは、コネクタまたはストレインリリーフループの部分を持ち、ケーブル自身を引っ張らないで〈ださい。ケーブルによってはコネクタにロックタブが付いてし、ることがありま 
W す。このタイプのケーブルを外す場合は、ロックタブを巧し込んでからケーブルを巧いて〈ださい。コネクタをキち〈際ロホ、コネクタピンを曲げなしなうに、まっすぐ弓 I きおいてください。また、ケーブ 
ルを接続する際は、両方のコネクタの向きが合ってし巧ことを確認して〈ださい。 

〇 を意： コンピュータの損傷を防ぐため、コンピュータ内部の作業を始める前に、次の手順を実行します。 


1. コンピュータの電源を切ります。 


を意： ネットワークケーブルを外すじは、まずネットワークケーブルをコンピュータから外し、次に壁のネットワークジャックカ、ら外します。 


2. コンピュータからすべての電話線または通信回線を取り外します。 












3. コンピュータと接続されているすべてのデバイスをコンセントから取り外し、電源ボタンを巧してシステム基板の静電気を除去します。 


4. コンピュータスタンドが取り付けられている場合は、取り外します(手順についでホ、コンピュータスタンド付属のマニュアルを参照）。ケーブルカバーが取りせけられている場合は、取り外します 
( ケーブルカバー(オプション） を参照)。 


^ 警告： 感電防止のため、カバーを取り外す巧にコンピュータの電源プラグを必ずコンセントから巧いてください。 


5. 


コンピュータカバーを取り外します。 

I ミニタワーコンピュータについては、 コンピュータカバーの取り外し を 参照して〈ださい。 

I デスクトップコンピュータの場合は、 コンピュータカバーの 取り外し を 参照して〈ださい。 

I スモールフォームファクターコンピュータについては、 コンピュータカバーの取りが し を 参照して〈ださい。 

I ウルトラスモールフオームファクターコンピュータの場合は、 コンピュータカバーの取り かし を 参照して〈ださい。 


〇 を意： コンピュータ内部の部品に触れる前に、コンピュータ背面の金属部など塗装されていない金属面に触れて、身体の静電気を除去してください。作業中も、定期的に塗装されていない金属 
〜 面に触れて、内蔵コンポーネントを損傷する恐れのある静電気を除去してください。 









目ホに戻る 


コンピュータのクリーニング 

♦ コンピュータ、キーボード、およびモニタのクリーニング 

♦ マウス 

♦ フロッピードライブ 
♦ CD と DVD 

^ 警吿 本項の手順を開おする前に、『製品情報ガイド J の安全におないいただ<ためのを意に従ってください。 


コン ピュ ータ、キー ボ ード、 および モニタのクリーニン グ 

A 警告= コンピュータをクリーニングするかに、コンピュータの電源ケーブルをコンセントからなきます。コンピュータのクリーニングには、水で湿らせた柔らかい布をお使いくださ 
い。液化クリーナーやエアゾールクリーナーは使用しないでください。可が性あ質を含んでいる場合があ y ます。 

I キーボードのキーの間のほこりをクリーニングするには、圧縮空気の吿スプレーを使用します。 

〇 を患： 反射防止コーティングがはがれるのを防ぐため、ディスプレイを石験やアルコールで拭かないで〈ださい。 

I モニタ画面をクリーニングするには、水で軽〈湿らした柔らか〈て清潔な布を使います。画面クリーニングま用ティッシュまたはモニタの帯電防止コーティング用に適した溶液も使用できます。 
I キーボード、コンピュータ、およびモニタのプラスチック部分は、水と中性液体ミ先剤を3対1の割合で混ぜ合わせた溶液で湿らした柔らかで清潔な布を使って拭きます。 

この溶液に布を浸さないで〈ださい。また、コンピュータやキーボードの内部に溶液が入らなしなうにしてください。 


マウス 

〇 をな： マウスは、コンピュータから外してからクリーニングしてください。 

画面のカーソルが飛んだり、異常な動きをする場合、マウスをクリーニングします。 

非光学式マウスのクリーニング 

1 . 低刺激性の清浄液で湿らせた布でマウスの外側のケースを拭きます。 

2. マウスの底の固定リングを反時計回りに回し、次にボールを取り出します。 

3. 清潔で糸くずのでない布でボールを拭きます。 

4. ボールケージの中に慎重に風を送るか、または圧縮空気を使用し、ほこりや〈ずを取り除きます。 

5. ボールケージの中にある口ーラーが巧れている場合、消毒用アルコール(イソプロピルアルコール)を轻〈浸した綿棒を使って、口ーラーの巧れを巧き取ります。 

6. 口ーラーが溝からずれてしまった場合、中央になおします。綿棒の綿毛が口ーラーに残っていないか確認します。 

7. ボールと固定リングをマウスに取り付けて、固定リングを時計回りに回して元の位置にはめ込みます。 

光学式マウスのクリーニング 

マウスの表面は、中性ミ先剤の溶液で湿らした柔らかな布を使って拭きます。 


フロッピードライブ 

〇 を意： 綿棒でドライブヘッドを拭かないで〈ださい。ヘッドの位置がずれてドライブが動作しな〈なることがあります。 

市販のクリーニングキットでフロッピードライブをクリーニングします。これらのキットには、通常の使用時にドライブヘッドに付いたちれを落とすように前処理されたフロッピーディスクが入っています。 










CD と DVD 


CD や DVD がスキップしたり、音質や画質が巧下したりする場合、ディスクを掃除します。 

1. ディスクの外側の縁を持ちます。中むの巧の縁にも触ることができます。 

〇 を意： 円を描くようにディスクを拭〈と、ディスク表面に傷を付ける恐れがあります。 

2. 糸〈ずの出ない柔らかな布で、ディスクの裏面(ラベルのない面)をディスクの中むから外側に向けて T 寧にまっすぐ拭きます。 

頑固な汚れは、水、または水と刺激性の少なしぶ驗の希釈溶液で試して〈ださい。ディスクのちれを落とし、ほこりや指紋、ひっかき傷などからディスクを保護する市販のディスククリーナーもあ 
ります。 CD 用のクリーナーは DVD にも使用できます。 


目ホに戻る 





目ホに戻る 


デスクトップコンピュータ 

ユーザーズ ガイド 

♦ おイまいのデスクトップコンピュータについて 

♦ コンピュ ータ カバーの取りがし 
♦ コンピュータ内百 B 
• シャーシイント J レージョンスイッチ 
♦ ヒートシンクアセンブリの取り外し 
♦ システム碁巧コンポーネント 


お使いのデスクトップコンピュータについて 

正面図 



1 

USB 2.0 コ 
ネクタ (2) 

ジョイスティックやカメラ、または起動可能な USB デバイスなど、時々接続するデバイスは、前 
面 USB コネクタを巧用します （USB デバイスからの起動の詳細に関しては、 セットアップユーテ 
ィリ ティを 参照) 〇 

プリンタやキーボードなど通常接続したままのデバイスには、背面 USB コネクタを使用すること 
をお勧めします。 

2 

LAN インジ 
ケータライト 

このライトは、 LAN (口ーカルエリアネットワーク)接続が確立されていることを示します。 

3 

電源ボタン 

このボタンを巧して、コンピュータに電源を入れます。 

をち： データの損失を防ぐため、電源ボタンを押してコンピュータの電源を切らなしで〈ださい。電 
源ボタンを巧す代わりに、オペレーティングシステムのシャットダウンを実行して〈ださい。詳細に 
関しては、 コンピュータの雷源を切 るを 参照して〈ださい。 

を意： お使いのオペレーティングシステムの ACPI がち効な場合、コンピュータの電源ボタンを 
巧すと、オペレーティングシステムのシャットダウンが実行されます。 

4 

デルバッジ 

このバッジを回転させて、コンピュータの方向に合わせることができます。バッジを回転させるに 
は、バッジの外回りに指を置き、しっかり押してバッジを回します。バッジの下側近〈にあるスロット 
を使って回転させることもできます。 

巳 

電源ライト 

電源ライトは、点滅したり点灯することでレ:1下のさまざまな動作状態を示します。 

1消灯-コンピュータの電源は切れてし巧す。 

1緑色の点灯-コンピュータは、通常の動作状態です。 

1緑色の点滅-コンピュータは、省電カモードです。 

1 检色の点滅または点灯- 電源の 問題を 参照してください。 

省電カモードから復帰するには、電源ボタンを巧すか、 Windows デバイスマネージャで復帰デ 
バイスが設定されてしぶ場合、キーボードかマウスを使います。スリープモード、および省電カモ 
ードからの復帰の詳細に関しては、 Windows XP と Windows Vista の雷力の 管理を 参照し 
てくださし、。 

お使いのコンピュータの問題のトラブルシューティングに役立つライトコードの説明に関しては、 診 
断ライト を参照してください。 

6 

診断ライト 

診断ライトは、診断コードに基づ〈コンピュータの問題のトラブルシューティングに役立ちます。詳 
細については、 診断 ライトを 参照して〈ださい。 

7 

ハードディス 

ハードディスクドライブがアクセスされているときじ、このライトが点滅します。 










































クドライブ動 
作ライト 


8 

ヘッドフナンコ 

ネクタ 

ヘッドフォンコネクタを使用して、ヘッドフォンおよびほとんどの種類のスピーカを取り付けることが 
できます 

9 

マイク用コネ 
クタ 

マイクのコネクタを使ってマイクを取り付けます。 

10 

3.5 インチド 
ライブベイ 

オプションのフロッピードライ义2台目のハードディスクドライ义またはオプションのメディアカ 
-ドリーダーを装着できます。 

11 

5.25 インチ 
ドライブベイ 

光学ドライブ用に使用します。このドライブに、 CD または DVD (サポートが象の場合)を挿入しま 
す。 


背面図 



1 

カードスロ 
ット 

取り付けられているすべての PCI または PCI Express 力ード、 PS/2 コネクタ、 eSATA コネクタ、 
その他のコネクタにアクセスします。 



メモ： ライザーが取り付けられている場合は、コンピュータの背面図が異なります。 

2 

背面パネ 
ルコネクタ 

シリアル. USB、 およびその他のデバイスも摘切なコネクタじ差し込みます （背面パネル コネクタを 参 

照)。 

3 

電源コネ 
クタ 

電源ケーブルを差し込みます。 

4 

電圧切り 
替えスイ 
ッチ 

お使いのコンピュータには手動の電圧切り替えスイッチが装備されてし巧す。手動電圧切り替えスイッ 
チが付いているコンピュータへの損傷を防ぐため、スイッチはお使いになる地域の AC 電源に最も合 
つた電圧に設定して〈ださい。 



を意： 日本では、電圧切り替えスイッチは115 Vに設定する必要があります。 



また、モニタやコンピュータに接続してしぶ周巧機器もお使いじなる地域の AC 電源で動作するように 
設定して〈ださい。 

巳 

パドロック 
リング 

パドロックを挿入して、コンピュータカバーをロックします。 

6 

カバーリリ 
—スラッ 
チ 

コンピュータカバーを開〈ことができます。 


背面パネルコネクタ 



1 

パラレルコ 

プリンタなどのパラレルデバイスをパラレルコネクタに接続します。 USB プリンタをお使いの場合、 


ネクタ 

USB コネクタに差し込みます。 













































メモ； パラレルコネクタを持つ力ードが内蔵パラレルコネクタと同じアドレスに設定されてしぶことをコン 
ピュータが検出した場合、内蔵パラレルコネクタは自動的に無効になります。詳細については、 セット 
アップ オプションを 参照して〈ださい。 

2 

リンク保全 
ライト 

1 緑色-10 Mbps ネットワークとコンピュータ間の接続が良巧です。 

1 搭色-100 Mbps ネットワークとコンピュータ間の接続が良好です。 

1 黄色-1 Gbps (または1000 Mbps) ネットワークとコンピュータ間の接続が良好です。 

1オフ-コンピュータは物理的なネットワーク接続を検出してしなせん。 

3 

ネットワー 
クアダプタ 
コネクタ 

コンピュータをネットワークやブロードバンドデバイスに取り付けるには、ネットワークケーブルの片方 
の端をネットワークジャックやネットワーク/ブロードバンドデバイスに接続します。ネットワークケー 
ブルのもう一方の端を、コンピュータ背面にあるネットワークアダプタコネクタに接続します。カチッと収 
まったらネットワークケーブルはしっかりと接続されていまず。 

メモ： モデムケーブルをネットワークコネクタに接続しないでくださし、。 

VPro を動作させるためじは、ネットワークケーブルをオンボード N にに接続する必要があります。 

カテゴリ5のケーブルを使用して、ネットワークを接続することをお勧めします。カテゴリ3のケーブ 
ルを使用する必要がある場合、ネットワーク速度を10 Mbps にして動作の信頼性を確保します。 

4 

ネットワー 
ク動作ライ 
h 

黄色のライトは、コンピュータがネットワークデータを送信、または受信している時に点滅します。ネッ 
トワークトラフィックがをい場合、このライトが「点灯」の状態に見えることがあります。 

5 

ライン出力 
コネクタ 

緑色のライン出カコネクタを使って、ヘッドフォンおよび内蔵アンプの付いたほとんどのスピーカを接 
続します。 

6 

ライン入 
力/マイ 
クつネ、クタ 

青とピンクのライン入力/マイクコネクタには、カセットプレーヤ、 CD プレーヤ、 VCR などの記録/ 
再生デバイスや、サウンドプログラムや電話プログラムへの音声入力または音楽入力用マイクを接続 
します。 

7 

USB 2.0 
コネクタ 

(6) 

プリンタやキーボードなど通常接続したままのデバイスには、背面 USB コネクタを使用します。 

8 

ビデオコネ 
クタ 

VGA 対応モニタからのケーブルを青色のコネクタに接続します。 

メモ： オプションのグラフィックスカードをご購入の場合、このコネクタにはキャップが付いています。 
お使いのモニタをグラフィックスカードのコネクタに接続します。キャップは取り外さなしで〈ださい。 

メモ； デュアルモニタをサポートしているグラフィックスカードをご使用の場合、コンピュータじ付属の 
y ケーブルを使用してください。 

9 

シリアルコ 
ネクタ 

ハンドへルドデバイスなどのシリアルデバイスをシリアルポートじ接続します。デフォルトの指定先 
は、シリアルコネクタ1が COM 1で、シリアルコネクタ2が COM2 です。 

詳細に関しては、 セットアップ オプションを 参照して〈ださし、。 


コンピュータカバーの取り外し 

^ »吿 本項の手順を開始するがに、『巧品情報ガイド J の安全におないいただ<ためのを意に従ってください。 

警吿 感電防止のため、コンピュータカバーを取 y 外すがにコンピュータの電おプラグを必ずコンセントから巧いてください。 

1. 作業を開始する 前に の 手順に従って操作して〈ださい。 

2. 背面パネルのパドロックリングにパドロックを取り付けてしぶ場合、パドロックを取り外します。 

3. 図に示されているカバーリリースラッチを確認します。次に、カバーを持ち上げながらリリースラッチを後方にスライドさせます。 

4. コン ピュータカバーの側面を持ち、ヒンジタブをてこの支点としてカバーを上に動かします。 

己.カバーをヒンジタブから取り外し、柔らか〈傷が付きに〈い場所に置いておきます。 

A 警吿 グラフィックスカードのヒートシンクは、巧巧の巧作でもかなり巧くなることがあ y ます。グラフィックスカードのヒートシンクに触れるがには十分に時巧をかけ、ヒートシンク 
の温度が下がっていることを巧認してください。 




















1 

セキュリティケーブルスロット 

2 

カバーリリースラッチ 

3 

パド□ックリング 


コンピュータ内部 

餐告= 本項の手順を開始するかに、『製品情巧ガイド J のを全におないいただ<ためのを意にがってください。 

警告= 感電防止のため、コンピュータカバーを巧 y かすかにコンピュータの電おプラグを必ずコンセントから巧いてください。 

〇 を意： コンピュータカバーを開〈斷こ、ケーブルをシステム基板から外してしまうことがなし、ようを意して〈ださし、。 



1 

ドライブベイ(メディアカードリーダーまたはフロッピードライブ、光学ドライブおよびハード 
ディスクドライブ） 

巳 

力ードスロット 

2 

電源装置 

6 

ヒートシンクアセン 
ブリ 

3 

オプションのシャーシイントルージョンスイッチ 

7 

前面 I/O パネル 

4 

システム基板 




























































シヤーシイントルージョンスイッチ 


^ »告： 本項の手順を開おする前に、『巧品情苗げイド J のま全におないいただ<ためのを意にがってください。 

。メモ； シャーシインいレージョンスイッチは、ウルトラスモールフォームファクターコンピュータには標準で搭載されています力 《 、ミニタワー、デスクトップ、およびスモールフォームファクターコンピ 
ュータではオプションとなります。そのため、お使いのコンピュータには搭載されてしぶい場合があります。 

シャーシイントルージョンスイッチの取り外し 

1. 作業を開始する 前に の 手順にがって操作して〈ださい。 

2. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの 取り外し を 参照）。 

3. ケーブルコネクタを引いて外しながら、コネクタの片側にあるリリースメカニズムを 2 本の指で強〈巧して、シャーシイントルージョンケーブルをシステム基板から外します。 

4. シャーシイントルージョンスイッチを金属製ブラケットのスロットからスライドさせて外し、ブラケットの四角い巧へ押し下げてスイッチと取り付けられているケーブルをコンピュータから取り外しま 
す。 

& メモ； スイッチをスロットからスライドさせて外すときに、多少抵抗を感じることがあります。 



シャーシイントルージョンスイッチの取り付け 

1. スイッチを金属製ブラケットの下からブラケットの四角い巧に慎重に挿入してから、カチッとしづ感触があり、所定の位置に確実に収まるまでシャーシイントルージョンスイッチをスロットにスライド 
させます。 

2. ケーブルをシステム基板に接続します。 

3. コンピュ ータ カバーを取り付けます （ コンピ ュータ カバーの取り かけ を 参照）。 

シヤーシイントルージョンディテクタのリセット 


1. コンピュータの電源を入れます(またはち起動します)。 


2. 青色の DELLTM のロゴが表示された場合、すぐに<口>を巧します。 

ここで時間をおきすぎてオペレーテイングシステムのロゴが表示された場合、 Microsoft® Windows® デスクトップが表示されるまで待ちます。次に、コンピュータをシャットダウンして、もぅ一 
度やりなおします。 


3. Chassis Intrusion オプションを選び、左右矢印キーを巧して Reset を選択します。設定を On、On-Silent、 または Disabled にを要します。 


占 メモ； デフオルト設定は On-Silent です。 

























4. お使いの BIOS 設定を保存してから、セットアップユーティリテイを終了します。 


ヒートシンクアセンブリの取り外し 

1. ヒートシンクアセンブリの両端にあるネジを緩めます。 

A 警告= プラステイック巧のシールドがあっても、ヒートシンクアセンブリは正常な巧作中におおする場合があります。十分な時旧を置いて温巧が下がったのを巧醒してから、ヒート 
シンクアセンブリに化るようにします。 

2. ヒートシンクアセンブリを上向きに回転させ、コンピュータから取り外します。ヒートシンクを上下逆さにして置きます。 



1ヒートシンクアセンブリ 
2ネジハウジング (2) 


システム基板コンポーネント 






















































































1 

内蔵スピーカ （INT_SPKR) 

12 

イントルージョンスイッチコネクタ （INTRUDER) 

2 

プロセッサコオ、クタ (CPU) 

13 

/ くッテリソケット (BATTERY) 

3 

プロセッサ電源コネクタ （12 V電源） 

14 

PCI Express xl6 コネクタ （SLOTl) 

4 

メモリモジュールコネクタ （DIMM_ し DIMM_2、DIMM_3、DIMM_4) 

15 

PCI コネ、 クタ (SLOT2) 

5 

パスワードジャンパ （PSWD) 

16 

PCI コネ、 クタ (SLOTS) 

6 

SATA コネクタ (SATAO、SATA し SATA2) 

17 

ライザーコネクタ (PCI-E ポート/ SLOTl および PCI ポート/ SLOT2 を使用） 

7 

前面パネルコネクタ （FRONTPANEL) 

18 

シリアルコネクタ （SERIAL2) 

8 

電源コネクタ (POWER) 

19 

システム基板のスピーカ （BEEP) 

9 

外せけ SATA コネクタ (eSATA) 

20 

補助電源 LED(aux_LED) 

10 

内蔵 USB(INT_USB) 

21 

フロッピーコネクタ （DSKT) 

11 

RTC リセットジャンパ （RTCRST) 

22 

フアンコネクタ （FAN_CPU) 


目ホに戻る 


















Del|TM OptiPlexTM 755ューザーズガイド 

デスクトップコンピュータ 



お使いのコンピュータについて 

情報の検索ちま 
了スクトップコンヒュ~夕 
デスクトップコンピュータの化様 

アドバンス機能 

おイまいのコンピュータのエンクロージャでの設置 

コン ピュータのクリー ニン グ 

Microsoft® Windows® の機能 

トラブルシューティング 

困ったとさは 

用語集 
な証について 
FCC a 達（米国のみ） 


部品の巧り外しと取り付け 

作業を開始する前に 

力ート 
朽イブ 
プロセッサ 

I/O パネル 



スピーカ 

バッテリ 


システム基板の交梅 
コンピュータカ/《一の取り J はけ 


メモ、注意、警告 

b メモ： コンピュータを使いやす〈するための重要な情報を説明してしなす。 

〇 を意： ハードウェアの損傷やデータの損失の可能性を示し、その危険を回避するための方法を説明しています。 

^ 警告 あ的損害、けが、または死亡の原因となる可能性があることを示しています。 

Del|TM n シリーズコンピュータをご購入いただいた場合、このマニュアルの Microsoft® Windows® オペレーティングシステムじついての説明は適用されません。 


この文書の情巧は事がの巧巧なくをちされることがあ y ます。 

© 2007すべての著か tt は Dell Inc . にあリます。 

Dell Inc. の書面による許可のない複製は、い力、なるお態におしても厳重に禁じられてし巧す。 


本書に使用されている商標： Del し DELL のロゴ、 OptiPlex 、 TravelLite 、 OpenManage 、 および StrikeZone は Dell Inc. の商標です。ホ国およびその化の国において、 Inte し SpeedStep 、 および Celeron は Intel 
Corporation の登録商標であり、 Core および vPro は Intel Corporation の商標です。 Microsoft 、 MS-DOS 、 Windows、Windows Vista 、 および Windows Start button はホ国およびその化の国における 
Microsoft Corporation の登録商標または商標です。 Bluetooth は Bluetooth SIG, Inc. が所ちする商標であり 、 Dell Inc. が使用権を巧有します 。 ENERGY STAR は U.S. Environmental Protection Agency の登 
録商標です 。 Dell Inc. は ENERGY STAR と提携しており、本製品は ENERGY STAR のエネルギー効率に関するガイドラインに適合してし、まず。 


本書では、上記記載レ : ■l かの商標および会社名が使用されている場合がありますが、これらの商標や会社名は、一切 Dell Inc. に帰属するものではありません。 

モデル： DCTR 、 DCNE 、 DCSM 、 および DCCY 
2007年10月 P/N JN 460 Rev . A 01 
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ユーザーズ ガイド 

♦ izzH 


力ード 

^ 警告： 本項の手順を開始するがに、『巧品情なガイド J のま全におないいただ<ためのを意に従ってください。 

〇 をな： コンピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に触 
〜 れることにより、静電気を除去すること力 《 できます。 

。メモ：コンピュータの FCC 認証を満たすため、フィラーブラケットを空の力ードスロット開口部に取り付ける必要があります。ブラケットは、お使いのコンピュータをほこりと巧れから守り、コンピュ 
ータを冷却する空気の流れを保ちます。 

お使いの Del|TM コンピュータは、 PS/2 シリアルポートアダプタをサポートし、システム基板に PCI 力ードおよび PCI Express 力ード用の次のコネクタを備えています。 

I ロープロファイル PCI カード用の2つのコネクタ 
I 口ープロファイル PCI Express xl6 力ード用の1つのコネクタ 

メモ； お使いの Dell コンピュータには PCI と PCI Express 力ードコネクタのみ用意されています。 ISA 力ードはサポートされていません。 

PCI 力ード 



P ロカードの取り付け 

PCI 力ードを交換する場合は、オペレーティングシステムから力ード用の現在のドライバを削除します。詳細については、力ードに付属のマニュアルを参照して〈ださし、。 

1. 作業を開始する 前に の 手順にがって操作して〈ださい。 

2. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの取り外し を 参照）。 

3. 力ード固定ラッチのリリースタブを慎重に押して、完全に上へ向けます。 





















1 

力ード 

4 

力ードカバー 

2 

力ード固定ラッチ 

已 

リリースタブ 

3 

システ厶基板コネクタ 




4. システム基板の空の力ードコネクタに力ードを取り付ける場合は、フイラーブラケットを取り外し、コンピュータの背面に力ードスロット開□部を作ります。次に 6ステップ に 進みます。 

5. コンピュータに既に取りかけられている力ードを交梅する場合は、既巧の力ードを取り外します （ PCI 力ードの取り外し を 参照）。 

6. 力ードを取り付ける準備をします。 

。メモ；力ードの設定、内部の接続、またはお使いのコンピュータに合わせた力ードのカスタマイズの情報については、力ードに付属しているマニュアルを参照して〈ださい。 



1 

力ード固定ラッチのリリースタブ 

2 

力ード 

3 

力ードエッジコネクタ 

4 

力ードコネクタ 


^務殺技な!說<中織。ネ外トクに誘すると自贿 コン ピーを起がするものがあります。應電防止のため、力-ドを取鹽^ 

7. PCI Express xl6 力ードを取り付ける場合は、新ししけードをコネクタスロットに挿入する際に、固まタブのリリースレバーを力ードコネクタから遠ざけるように保持します。 



1 

PCI Express xl6 力ード 

2 

リリースレバー 

3 

固定スロット(すべての力ードに付いているわけではありません） 

4 

固定タブ 

巳 

PCI Express xl6 力ードコネクタ 










































8. 力ードをコネクタに置き、しつ力、りと下に巧します。次の絵を見本として、力ードが完全にスロットに装着されてしぶことを確認してください。 



1 

完全に装着されたカード 

2 

完全に装着されてし々い力ード 

3 

スロット内のブラケット 

4 

スロットの外側にはみ出したブラケット 


。 メモ ； PCI Express xl 6 力ードを取り付ける場合は、コネクタのリリースレバーの固定タブが力ード前面にある切り込みに合っていることを確認して〈ださい。 

9. リリースタブを慎重に下方に回転して、カード固定ラッチを力ードを固定する位置に動かします。 



1 

リリースタブ 

4 

カードエッジコネクタ 

2 

カード固定ラッチ 

5 

カードコ木クタ 

3 

力ード 




〇 を意： 力ードケーブルは、力ードの上や後ろを通して配線しなし、で〈ださし、。ケーブルを力ードの上を通して配線すると、コンピュータカバーが正し〈閉まらな〈なったり、装置に損傷を与える恐れが 
〜 あります。 


10. 必要なすベてのケーブルを力ードに接続します。 


11. コン ピュータカバーを取り付け ( コン ピュータカバーの取り付け を 参照）、 コン ピュータとデバイスを コンセントに 差し込んで雷源を入れます。 


© を意： ネットワークケーブルを接続するには、まずネットワークケーブルを壁のネットワークジャックに差し込み、次にコンピュータに差し込みます。 


12. サウンドカードを取り付けた場合、次の手順を実行します。 














































a . セットアップユーティリティを起動し Audio Controller を選択して、設定を Off に変更します （ セットアップユーティリティの 起動 を 参照）。 


b . 外付け才ーディオデバイスをサウンドカードのコネクタに接続します。外付け才ーディオデバイスを、背面パネルまたは前面パネルのマイクコネクタ、スピーカ/ヘッドフォンコネクタ、ま 
たはライン入カコネクタに接続しないでください。 

13. ネットワークアダプタカードを取り付けており、内蔵ネットワークアダプタを無効にする場合は、次の手順を実行します。 

a . セットアップユーティリティを起動し Network Controller を選択して、設定を Off にををします （ セットアップユーティリティの 起動 を 参照）。 

b . ネットワークケーブルをネットワークアダプタカードのコネクタに接続します。ネットワークケーブルをコンピュータの背面パネルの内蔵ネットワークコネクタに接続しないで〈ださし、。 

14. 力ードのマニュアルに記載されている、力ードに必要なドライバをインストールします。 


PCI カードの取り外し 

1. 作業を開始する 前に の 手|隔にがって操作して〈ださい。 

2. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの取り外し を 参照）。 


3. 力ード固定ラッチのリリースタブを慎重に上方に回転します。 



1 

力ード 

4 

力ードカバー 

2 

力ード固定ラッチ 

己 

リ りースタブ 

3 

システム基板コネクタ 




4. 必要に応じて、力ードに接続されたケーブルを外します。 

5. PCI Express xl 6 力ードを交換する場合は、固定タブを力ードのくぼみから外れるまで慎重にリリースレバーを引いて力ードから外し、取り付けられている力ードを取り外します。 





















1 

PCI Express xl 6 力ード 

2 

リリースレバー 

3 

固定スロット(すべての力ードに付いているわけではありません） 

4 

固定タブ 

5 

PCI Express xl 6 力ードコネクタ 


6. 力ードの上端の角をつかみ、コネクタからそっと引き抜きます。 

7. 力ードを取り外したままにする場合、空の力ードスロット開口部にフィラーブラケットを取り付けます。 

じ メモ； コン ピュータの FCC 認証を満たすため、 フィ ラーブラケットを空の力ードスロット開口部に取り付ける必要があります。ブラケットは、お使いの コン ピュータをほこりと巧れから守り、 コ 
ンピュータを;令却する空気の流れを保ちます。 

8. リリースタブを下方に回転させて、力ード固定ラッチをカチッと所定の位置に収めます。 

© を 意： ネットワークケーブルを接続するには、まずネットワークケーブルを壁のネットワークジャックに差し込み、次にコンピュータに差し込みます。 

9. コンピュータカバーを取り付け ( コンピュータカバーの 取り付け を 参照）、コンピュータとデバイスをコンセントに差し込んで電源を入れます。 

10. 力ードのドライバをアンインストールします。手順については、力ードに付属しているマニュアルを参照して〈ださし、。 

11. サウンドカードを取り外した場合、次の手順を実行します。 

a . セットアップューティリティを起動し Audio Controller を選択して、設定を On に変更します （ セットアップユーティリティの 起動 を 参照）。 

b . 外付け才ーディオデバイスを、コンピュータ背面パネルの才ーディオコネクタに接続します。 

12. ネットワークアダプタカードを取り外した場合は、次の手順を実行します。 

a . セットアップューティリティを起動し Network Controller を選択して、設定を On にをちします （ セットアップユーティリティの 起動 を 参照）。 

b . ネットワークケーブルをコンピュータの背面パネルの内蔵ネットワークコネクタに接続します。 

PCI 力ードのライザーカードケージへの取り付け 

1. 作業を開始する 前に の 手順にがって操作して〈ださい。 

2. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの 取り外し を 参照）。 

3. システム基板上の PCI 3 コネクタに力ードが取り付けてある場合は、これを取り外します。 

4. ライザーカードケージを取り外すには、次の手順を実行します。 

a . 背面パネルの開□部から、力ードに接続されているすべてのケーブルをチェックします。コンピュータから取り外すと、短〈てライザーカードケージに届かな〈なるケーブルをすべて外しま 
す。 

b . ハンドルをを意深く引き、ライザーカードケージを持ち上げてコンピュータから取りかします。 




































1 

ライザ^ —力ードケ ー ジ 

2 

ハンドル 


5. 新ししけードを取り付ける場合、フイラーブラケットを取り外して力ードスロット開□部を作ります。 

コンピュータに既に取り付けられてしぶ力ードを交換する場合、力ードを取り外します。必要に応じて、力ードに接続されたケーブルを外します。力ードの角を持って、コネクタカ、らそっと取り外しま 
す。 

。メモ；力ードの設定、内部の接続、またはお使いのコンピュータに合わせた力ードのカスタマイズの情報については、力ードに付属しているマニュアルを参照して〈ださい。 

6. 新ししけードを取り付ける準備をします。 

A 警告= ネットワークアダプタの中には、ネットワークにを続すると自巧的にコンピュータをち苗!するものがあります。巧電防止のため、力ードを巧 y がけるがに、コンピュータの電源 
プラグをコンセントから巧いてください。 

7. リリースタブを押して、力ード保持ラッチを上げます。 



1 

リリースタブ 

4 

力ードエッジコネクタ 

2 

力ード固定ラッチ 

5 

力 ー ド コネ、 クタ 

3 

力ード 




8. 力ードをライザーカードケージのカードコネクタにしっかりと挿入します。 


9. 力ード固定ラッチを下ろして所定の位置に押し込み、力ードをコンピュータじ固定します。 


10. ライザーカードケージを取り付けるロホ、次の手順を実行します。 

a . ライザーカードケージ側面のタブをコンピュータ側面のスロットに合わせ、ライザーカードケージを所定の位置へ押し下げます。 

b . ライザーカードがシステム基板のコネクタじしっかりと装着されてし巧か確認します。 

















1 

ライザーカードケージ 

3 

ライザーカード (2) 

2 

スロット 

4 

システム基板コネクタ （2) 


11. 4 ステップ で 取り外したすべてのケーブルを接続します。 

12. 必要なすベてのケーブルを力ードに接続します。 

〇 を患： 力ードケーブルは、力ードの上や後ろを通して配線しないで〈ださし、。ケーブルを力ードの上を通して配線すると、コンピュータカバーが正し〈閉まらな〈なったり、装置に損傷を与える恐れが 
〜 あります。 


13. コン ピュ ータ カバーを取り付け ( コンピュータカバーの取り付け を 参照）、 コン ピュータとデバイスを コンセントに 差し込んで雷源を入れます。 

14. サウンドカードを取り付ける場合、次の手順を実行します。 

a . セットアップユーティリティを起動し Audio Controller を選択して、設定を Off に変更します （ セットアップユーティリティの起動 ） 。 

b . 外付け才ーディオデバイスをサウンドカードのコネクタに接続します。外付け才ーディオデバイスを、背面パネルのマイクコネクタ、スピーカ/ヘッドフォンコネクタ、またはライン入カコネ 
クタに接続しないで〈ださい。 

15. ネットワークアダプタカードを取り付けており、内蔵ネットワークアダプタを無効にする場合は、次の手順を実行します。 

a . セットアップユーティリティを起動し Network Controller を選択し、設定を Off に変更します （ セットアップユーティリティの起動 ）。 

b . ネットワークケーブルをネットワークアダプタカードのコネクタに接続します。ネットワークケーブルをコンピュータの背面パネルの内蔵ネットワークコネクタに接続しないで〈ださし、。 

Q を意： 内蔵のネットワークアダプタを無効にすると、 AMT 機能が使用できな〈なります。 

16. 力ードのマニュアルに記載されている、力一円こ必要なドライバをインストールします。 


P 口力ードの P ロライザーカードケージからの取り外し 

1. 作業を開始する 前に の 手順にがって操作して〈ださい。 

2. コンピュータカバーを 取りかします （ コンピュータカバーの 取り外し を 参照）。 

3. ライザーカードケージを取り外すには、次の手順を実行します。 

a . 背面パネルの開口部から、力ードに接続されているすべてのケーブルをチェックします。コンピュータから取り外すと、短〈てライザーカードケージに届かな〈なるケーブルをすべて外しま 
す。 

b . ハンドルをを意深く引き、ライザーカードケージを持ち上げてコンピュータから取りかします。 




































1 



1 

ライザーカードケージ 

2 

ハンドル 


4. タブを押して、力ード固定ラッチを持ち上げます。 

5. 必要に応じて、力ードに接続されたケーブルを外します。 

6. カードの上端の角をつかみ、コネクタからそっと引き抜きます。 

7. カードを取り外したままにする場合、空の力ードスロット開□部にフイラーブラケットを取り付けます。 

。メモ：コンピュータの FCC 認証を満たすため、フイラーブラケットを空の力ードスロット開口部に取り付ける必要があります。ブラケットは、お使いのコンピュータをほこりとちれから守り、コ 
ンピュータを;令却する空気の流れを保ちます。 


8. 力ード固定ラッチを下ろして所定の位置に押し込みます。 

9. ライザーカードケージを取り付けるロホ、次の手順を実行します。 

a . ライザーカードケージ側面のタブをコンピュータ側面のスロットに合わせ、ライザーカードケージを所定の位置へ押し下げます。 

b . ライザーカードがシステム基板のコネクタにしっかりと装着されてし巧か確認します。 



1 

ライザーカードケージ 

3 

ライザーカード (2) 

2 

スロット 

4 

システム基板コネクタ （2) 


10. コンピュータカバーを取り付け ( コンピュータカバーの取り付け を 参照）、コンピュータとデバイスをコンセントに差し込んで雷源を入れます。 


11. 力ードのドライバをアンインストールします。手順については、力ードに付属しているマニュアルを参照して〈ださし、。 






















































12. サウンドカードを取り外した場合、次の手順を実行します。 


a . セットアップユーティリティを起動し Audio Controller を選択し、設定を オン に変更します （ セットアップユーティリティの起動 ） 。 

b . 外せけ才ーディオデバイスを、コンピュータ背面パネルの才ーディオコネクタに接続します。 

13. ネットワークアダプタカードを取り外した場合は、次の手順を実行します。 

a . セットアップユーティリティを起動し Network Controller を選択し、設定を On に変更します （ セットアップユーティリティの起動 ） 。 

b . ネットワークケーブルをコンピュータの背面パネルの内蔵ネットワークコネクタに接続します。 

PS /2 シリアルポートアダプタ 

^ »告： 本項の手順を開始するがに、『追[品情報ガイド J のま全におないいただ<ための注意に従ってください。 

〇 を意： コンピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去してください。コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に触 
〜 れることにより、静電気を除去すること力 《 できます。 

PS /2 シリアルポートアダプタの取り付け 

1. 作業を開始する 前に の 手1隔にがって操作して〈ださい。 

2. コン ピュ ータカバーを 取りかします （ コン ピ ュータカバーの 取りが し を 参照）。 

3. 力ード固定ラッチのリリースタブを内側から慎重に押し上げ、ラッチを弧を描〈ように動かして開きます。ラッチは、開口位置でカチッと収まるまで回して〈ださい。 

4. フィラーブラケットが取り付けられている場合は、取り外します。 

& メモ： コンピュータに合わせたアダプタの設定、内部の接続、またはカスタマイズの情報についでホ、アダプタに付属のマニュアルを参照して〈ださい。 

5. PS /2 シリアルポートアダプタブラケットを固定スロットに揃えて、しっかりと巧し込みます。アダプタがスロットにしっかりと装着されてしぶか確認します。 



6. 力ード固定装置を閉じる前に、次のことを確認します。 

I すべての力ードの上部とフイラーブラケットの高さが、位置合わせバーと同じ高さに揃っている 
I 力ードの上部のノッチまたはフイラーブラケットが、位置合わせガイドと合っている 

7. 力ード固定ラッチを閉じて所定の位置に押し込み、カードを固定します。 


〇 を意： 力ードケーブルは、力ードの上を通して配線しないで〈ださし、。ケーブルを力ードの上を通して配線すると、コンピュータカバーが正しく閉まらな〈なったり、装置に損傷を与える恐れがありま 
W す。 
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3 


1 

リリースタブ 

2 

アダプタ保持ラッチ 

3 

PS /2 シリアルポートアダプタ 
ブラケット 

4 

シリアルポートアダプタ 

5 

シリアルポートアダプタのシステム基板コネクタ 




コネクタ 


( SERIAL 2) 




8. システム基板の PS /2 シリアルポートアダプタコネクタ （ SERIAL 2) にアダプタケーブルを接続します （ システム基板コンポーネント を参照）。 
。メモ；ケーブル接続については、 PS /2 シリアルポートアダプタに付属のマニュアルを参照して〈ださし、。 


9. コンピュータカバーを取り付けます （ コンピュータカバーの取り かけ を 参照）。 

PS /2 シリアルポートアダプタの取り外し 

1. 作業を開始する 前に の 手 lii にがって操作して〈ださい。 

2. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの取り外し を 参照）。 

3. 力ード固定ラッチのリリースタブを内側から慎重に押し上げ、ラッチを弧を描〈ように動かして開きます。ラッチは、開口位置でカチッと収まるまで回して〈ださし、。 

4. システム基板から PS /2 シリアルポートケーブルを外します （ システム基板コンポーネント を参照）。 



5. PS /2 シリアルポートアダプタブラケットを固定スロットから外します。 


6. アダプタを取り外したままにする場合、空の力ードスロット開口部にフイラーブラケットを取り付けます。 























































。メモ：コンピュータの FCC 認証を満たすため、フイラーブラケットを空の力ードスロット開口部に取り付ける必要があります。ブラケットは、お使いのコンピュータをほこりとちれから守り、コ 
ンピュータを;令却する空気の流れを保ちます。 

7. 力ード固定装置を閉じる前に、次のことを確認します。 

I すべての力ードの上部とフイラーブラケットの高さが、位置合わせバーと同じ高さに揃っている 
I 力ードの上部のノッチまたはフイラーブラケットが、位置合わせガイドと合っている 

8. 所定の位置にカチッと収まるまで力ード固定ラッチを閉じて、残りの力ードを固定します。 

9. コンピュータカバーを取り付けます （ コンピュータカバーの取り付け を 参照）。 


PS /2 シリアルポートアダプタのライザーカードケージへの取り付け 

1. 作業を開始する 前に の 手1隔にがって操作して〈ださい。 

2. コンピュータカバーを 取りかします （ コンピュータカバーの 取り かし を 参照）。 

3. ライザーカードケージを取り外すには、次の手順を実行します。 

a . 背面パネルの開□部から、力ードに接続されているすべてのケーブルをチェックします。コンピュータから取り外すと、短くてライザーカードケージに届かなくなるケーブルをすべて外しま 
す。 

b . ライザーカードケージのハンドルを回し上げ、ハンドルを慎重に引っ張り、ライザーカードケージを持ち上げてコンピュータから取り出します。 



1 

ライザーカードケージ 

2 

ハンドル 

3 

ライザーカード (2) 


4. 力ード固定ラッチのリリースタブを内側から慎重に押し上げ、ラッチを弧を描〈ように動かして開きます。ラッチは、開口位置でカチッと収まるまで回して〈ださい。 
己.新しい PS /2 シリアルポートアダプタを取り付ける場合、フイラーブラケットを取りかしてカードスロット開□部を空にします。 

6. コンピュータに既に取り付けられている PS /2 アダプタを交換する場合には、アダプタを取り外します。 

7. アダプタに接続されているケーブルがあれば外します。 

成警吿 感電を防ぐため、力ードまたはアダプタを装ちするがにコンピュータの電源プラグをコンセントから化ず巧いておいてください。 

8. PS /2 シリアルポートアダプタブラケットを固定スロットに揃えて、しっ力、りと巧し込みます。アダプタがスロットにしっかりと装着され てし、 るか確認します。 

9. 力ード固定装置を閉じる前に、次のことを確認します。 

I すべての力ードの上部とフイラーブラケットの高さが、位置合わせバーと同じ高さに揃っている 
I 力ードの上部のノッチまたはフイラーブラケットが、位置合わせガイドと合っている 


10. 力ード固定ラッチを閉じて所定の位置に押し込み、力ードを固定します。 
































O を意： 力ードケーブルは、力ードの上を通して配線しないで〈ださし、。ケーブルを力ードの上を通して配線すると、コンピュータカバーが正しく閉まらな〈なったり、装置に損傷を与える恐れがありま 
W す。 


11. システム基板の PS /2 シリアルポートアダプタコネクタ （ PS 2/ SERIAL 2) じアダプタケーブルを接続します （ システム基板コンポーネント を参照）。 

12. ライザーカードケージを取り付けるロホ、次の手順を実行します。 

a . ライザーカードケージ側面のタブをコンピュータ側面のスロットに合わせ、ライザーカードケージを所定の位置へ押し下げます。 

b . ライザーカードコネクタがシステム基板のコネクタにしっかりと装着されているか確認します。 

C . ライザーカードケージのハンドルを回して降ろします。 

13. 取り外したケーブルをすべて接続します。 

14. コンピュータカバーを取り付けます （ コンピュータカバーの取り かけ を 参照）。 

15. PS /2 シリアルポートアダプタに必要なドライバをすべてインストールします。 

PS /2 シリアルポートアダプタのライザーカードケージからの取り外し 

1. 作業を開始する 前に の 手 lii にがって操作して〈ださい。 

2. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの取り外し を 参照）。 

3. ライザーカードケージを取り外すには、次の手順を実行します。 

a . 背面パネルの開□部から、カードに接続されているすべてのケーブルをチェックします。コンピュータから取り外すと、短くてライザーカードケージに届かなくなるケーブルをすべてかしま 
す。 

b . ライザーカードケージのハンドルを回し上げて、慎重に引っ張り、ライザーカードケージを持ち上げてコンピュータから取り出します。 



1 

ライザー カ —ドケージ 

2 

ハンドル 

3 

ライザーカード (2) 


4. 力ード固定ラッチのリリースタブを内側から慎重に押し上げ、ラッチを弧を描〈ように動かして開きます。ラッチは、開口位置でカチッと収まるまで回して〈ださい。 

5. システム基板から PS /2 シリアルポートケーブルを外します （ システム基板コンポーネント を参照）。 

6. PS /2 シリアルポートアダプタブラケットの上端の角をつかみ、コネクタからそっと取り外します。 

7. アダプタを取り外したままにする場合、空の力ードスロット開口部にフイラーブラケットを取り付けます。 

む メモ： コンピュータの FCC 認証を満たすため、フイラーブラケットを空の力ードスロット開口部に取り付ける必要があります。ブラケットを付けることにより、ほこりが入り込むのを防ぎ、冷 
却用の通気を確保することができます。 

8. 力ード固定装置を閉じる前に、次のことを確認します。 

I すべての力ードの上部とフイラーブラケットの高さが、位置合わせバーと同じ高さに揃っている 


































I 力ードの上部のノッチまたはフイラーブラケットが、位置合わせガイドと合っている 


9. 力ード固定ラッチを閉じて所定の位置に押し込み、力ードを固定します。 

10. ライザーカードケージを取り付けるには、次の手順を実行します。 

a . ライザーカードケージ側面のタブをコンピュータ側面のスロットに合わせ、ライザーカードケージを所定の位置へ押し下げます。 

b . ライザーカードコネクタがシステム基板のコネクタにしっかりと装着されているか確認します。 

C . ライザーカードケージのハンドルを回して降ろします。 

11. コンピュータカバーを取り付けます （ コンピュータカバーの取り かけ を 参照）。 

12. アダプタのドライバをアンインストールします。手順じついては、アダプタ付属のマニュアルを参照して〈ださい。 

eSATA 

eSATA では、ドライブとチップセット間で USB のデータスループットの約6倍である完全対応 SATA データ転送速度口 GB / 秒）が可能です。 

お使いのコンピュータの eSATA も ホットプラグ をサポートしています。ホットプラグは、お使いのコンピュータにデバイスを接続する前に、コンピュータの電源を切ることなくデバイスを検出できます。デバ 
イスが接続されると、オペレーティングシステムは自動的にその変更を認識します。ただし、取り外しおよび交換前に、コンピュータの電源を切る必要があります。 

^ 警吿 本巧の手順を巧始するおに、『巧品情報ガイド J のを全にお使いいただくためのを意に従ってください。 

む メモ： コンピュータの内蔵コンポーネントの静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。コンピュータシヤーンの塗装されてし々い金 
属面に触れることにより、静電気を除去することができます。 

ライザーなしでの eSATA の取り付け 

1. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの 取り外し を 参照）。 

2. eSATA コネクタに使用するカードスロットのフィラーパネルを取り外します。 

3. 使用する力ードスロット開口部にブラケットを取り付けます。 



4. eSATA ケーブルの使用していない端をシステム基板の eSATA コネクタに差し込みます （ システム基ネ反コンポーネント を参照）。 




5. コンピュータカバーを取り付けます （ コンピュータカバーの取り かけ を 参照）。 


6. お使いのコンピュータを起動して、セットアップユーティリティを起動します （ セットアップユーティリティの 起動 を 参照）。 eSATA オプションを使用して、 eSATA ドライブを有効じします。 








ライザーによる eSATA の取り付け 


1. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの取り かし を 参照）。 

2. お使いのコンピュータからライザーを取り外します。 



3. 青色のリリースタブを押して、 eSATA コネクタを使用する力ードスロットのフイラーパネルを取り外します。 

4. eSATA コネクタのブラケットをその開口部に挿入し、リリースタブを巧し下げてブラケットを所定の位置に収めます。 



5. eSATA ケーブルの使用していない端をシステム基板の eSATA コネクタに差し込みます。 





6. ライザーを取り付けます。 





























1 

ライザーカードケージ 

3 

ライザーカード (2) 

2 

スロット 

4 

システム基板コネクタ （2) 


7. コンピュータカバーを取り付けます （ コンピュータカバーの取り かけ を 参照）。 


8. お使いのコンピュータを起動して、セットアップユーティリティを起動します （ セットアップユーティリティの 起動 を 参照）。 eSATA オプションを使用して、 eSATA ドライブを有効にします。 


目ホに戻る 



































目ホに戻る 


ユーザーズ ガイド 

♦ プロセッサ 


プロセッサ 

^ »告： 本項の手順を開始するがに、『追[品情報ガイド J のま全におないいただ<ためのを意に従ってください。 

〇 を意： コンピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に触 
〜 れることにより、静電気を除去することができます。 

プロセッサの取り外し 

1. 作業を開始する 前に の 手順に従って操作してください。 

2. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの 取り外し を 参照）。 

3. ヒートシンクアセンブリを取り外します 化ートシンクアセンブリの 取り外し を 参照）。 

〇 をな： 新ししヴロセッサに新しし化ートシンクが不要な場合、プロセッサを交換する晩ホ、元のヒートシンクアセンブリを再利用して〈ださし、。 

4. ソケット上にあるセンターカバーラッチの下からリリースレバーをスライドさせて、プロセッサカバーを開きます。次にレバーを後方に引いて、プロセッサを取り出します。 



1 

センターカバーラッチ 

2 

プロセッサカバー 

3 

プロセッサ 

4 

ソケット 

5 

リリースレバー 




© を意： プロセッサを交換する腳ホ、ソケット内側のピンに触れたり、ピンの上に物を落とさなし、ようにして〈ださい。 
己.を意深〈プロセッサをソケットから取り外します。 


新ししヴロセツサをソケットにすぐに取り付けられるように、リリースレバーはリリース位置に広げたままにしておきます。 


プロセッサの取り付け 

〇 を意： コンピュータ背面の塗装されてし々い金属面に触れて、身体から静電気を除去して〈ださい。 

〇 を意： プロセッサを交換する晩ホ、ソケット内側のピンに触れたり、ピンの上に物を落とさなし、ようにして〈ださし、。 


1. 作業を開始する 前に の 手順にがって操作して〈ださい。 



















2. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの取り外し を 参照）。 


3. プロセッサの底部に触らなしなうに気をつけながら、新ししヴロセッサをお包から取り出します。 

〇 を 患： コンピュータの電源を入れるときにプロセッサとコンピュータに修復できない損傷を与えないため、プロセッサをソケットに正し〈装着して〈ださい。 

4. ソケット上のリリースレバーが完全に開いてし、ない場合、その位置まで動かします。 

5. プロセッサの前面と背面の位置合わせ用の切り込みを、ソケットの前面と背面の位置合わせ用の切り込みじ合わせます。 

6. プロセッサとソケットの1香ピンの角を合わせます。 


2 



1 

プロセッサカバー 

6 

リリースレバー 

2 

タブ 

7 

前面位置合わせ用切り込み 

3 

プロセッサ 

8 

ソケットおよびプロセッサピン1番ピンの印 

4 

プロセッサソケット 

9 

背面位置合わせ用切り込み 

5 

センターカバーラッチ 




© を 患： プロセッサへの損傷を防ぐため、プロセッサとソケットがきちんと揃ってし巧か確認します。プロセッサを取り付ける晩ホ、力を入れすぎないで〈ださい。 

7. プロセッサをソケットに轻〈置いて、プロセッサが正しい位置にあるか確認します。 

8. プロセッサがソケットに完全に装着されたら、プロセッサカバーを閉じます。 

プロセッサカバーのタブがソケットのセンターカバーラッチの下にあるか確認します。 

9. カチッと所定の位置に収まるまで、ソケットリリースレバーをソケットの方に戻して、プロセッサを固定します。 

10. ヒートシンク底面に付いているサーマルグリースを巧き取ります。 

〇 を 意： サーマルグリースを新たに塗布して〈ださい。新しいサーマルグリースは、オプションのプロセッサが動作するために必要なサーマルボンデイングを十分に確保するためじ重要です。 

11. プロセッサの表面に、新しいサーマルグリースを塗ります。 

12. ヒートシンクアセンブリを取り付けます。 

a . ヒートシンクアセンブリをヒートシンクアセンブリブラケットに元のように配置します。 

b . ヒートシンクアセンブリをコンピュータの底面方向に動かし、2つのネジを締めます。 

〇 をな： ヒートシンクアセンブリが正しく装着され、しっかり固定されてし、るか確認します。 















1 



1 

ヒートシンクアセンブリ 

2 

ヒートシンクアセンブリブラケット 

3 

ネジハウジング (2) 


13. コンピュータカバーを取り付けます （ コンピュータカバーの取り かけ を 参照）。 


目ホに戻る 





























目ホに戻る 


ユーザーズ ガイド 

♦ ドライブ 


ドライブ 

お使いのコンピュータは、次のドライブをサポートします。 

I SATA (シリアル ATA ) ハードディスクドライブ1台 

I 3.5 インチドライブベイ1台（フロッピードライブ、メディアカードリーダー、またはオプションの2台目の SATA ハードディスクドライブ用） 

I SATA 光学ドライブ1台 

I eSATA ドライブ1台(オプションのブラケット使用） 

^ メモ； このコンピュータのドライブベイおよびコントローラの数には限りがあるため、すべてのデバイスを一度に接続することはできません。 

。 メモ： 光学ドライブまたは 3.5 インチデバイス(フロッピードライブまたはメディアカードリーダー)を実装しないでコンピュータを稼動する場合、ドライブじはドライブベイカバーを取り付ける必要が 
あります。ドライブベイカバーが必要な場合は、デルにお問い合わせ〈ださい。 



1 

光学ドライブ 

2 

フロッピードライブ 

3 

ハードディスクドライブ 


一般的なドライブ取り付けガイドライン 

システム基板の SATA コネクタは、 SATAO 、 SATA しおよび SATA 2 とラベル表示されています。ハードディスクドライブはルさい番号の付いた SATA コネクタじ接続する必要があります。その他すベ 
ての SATA デバイス(光学ドライブなど)は、ハードディスクドライブが接続されているコネクタよりも大きい香号が付いた、残りの SATA コネクタに接続する必要があります。たとえば、2台の SATA ハ 
-ドディスクドライブと1台の SATA 光学ドライブがある場合は、2台のハードディスクドライブを SATAO と SATA 1 コネクタに接続し、 SATA 光学ドライブは SATA 2 コネクタに接続します。（システム 
基板の SATA コネクタの位置に閱しては、 システム基板コンポーネ ント 东 参照して〈ださい。 ) 


ドライブケーブルの接続 

ドライブを取り付ける場合、 DC 電源ケーブルとデータインタフエースケーブルの2本のケーブルをドライブの背面に接続します。 


データインタ フエー スコネクタ 


SATA コネクタ 












1 

データインタフェースケーブルコネクタ 

2 

データインタフェースコネクタ 


電源ケーブルコネクタ 



1 

電源ケーブル 

2 

電源入カコネクタ 


ドライブケーブルの接続と取り外し 

プルタブが付いたケーブルを取り外す場合、色付きのプルタブをつかんで、コネクタが外れるまで引っ張ります。 
プルタブのないケーブルを取り付けおよび取り外す際は、両端の黒色のコネクタを使ってケーブルを持ちます。 



ドライブカバー 

お使いのコンピュータには、肩付きネジ付きのプラスチックカバーおよび金属製カバーが同おされてし巧す。 


ドライブ カバーの 取り外し 

新しいドライブを取り付ける場合は、レ心下の手順を行います。 

1. 作業を開始する 前に の 手順にがって操作して〈ださい。 


2. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの取りが し を 参照）。 




















3. ドライブリリースラツチを持ち上げます。 


4. 金属製ブラケットをコンピュータの背面方向にスライドさせて、持ち上げます。 



1金属製カバー 


5. プラスチックカバーにあるリリースタブを巧しながら、さらに背後から押して取り外します。 



1 

肩付きネジ 

2 

プラスチックドライブカバ'- 


ドライブ カバーの 取り付け 

ドライブを取り外す場合、次の手順でカバーを取り付ける必要があります。 

1. 開□部にプラスチックカバーを置き、プラスチックカバーが所定の位置にカチッと収まるまで、カバータブを巧し下げます。 


2. 金属製ブラケットを、所定の位置にカチッと収まるまでコンピュータの前面方向へスライドさせます。 


3. コンピュータカバーを取り付けます （ コンピュータカバーの取り付け を 参照）。 

光学ドライブ 

^ 替吿 本巧の手順を開始する吊[に、『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのを意に従ってください。 

^ 警吿 巧電防止のため、コンピュータカバーを巧りかす前にコンピュータの電源プラグを必ずコンセントからおいてください。 


















。 メモ： 光学ドライブまたは 3.5 インチデバイス(フロッピードライブまたはメディアカードリーダー)を実装しないでコンピュータを稼動する場合、ドライブじはドライブベイカバーを取り付ける必要が 
あります。ドライブベイカバーが必要な場合は、デルにお問い合わせ〈ださい。 ドライブカバーの 取り外し を 参照して〈ださい。 

光学ドライブの取り外し 

1. 作業を開始する 前に の 手順に従って操作してください。 

2. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの取り かし を 参照）。 

〇 を意： ドライブをコンピュータから取り出すときに、ドライブケーブルを引っ張らないで〈ださい。ケーブルを引っ張ると、ケーブルやケーブルコネクタに損傷を与える場合があります。 

3. ドライブリリースラツチを引き上げ、ドライブをコンピュータの背面方向にスライドさせます。次に、ドライブを持ち上げてコンピュータから取り外します。 



1 

ドライブリリースラッチ 

2 

光学ドライブ 


4. 電源ケーブルおよびデータケーブルを、ドライブの背面から取り外します。 

5. この時点で光学ドライブを取り付けない場合は、光学ドライブカバーをカチツと所定の位置に収まるまでドライブベイに押し下げます。ドライブベイカバーが必要な場合は、デルにお問い合わせく 
ださい。 

光学ドライブの取り付け 

1. ドライブを箱から出して、取り付けの準備をします。 

ドライブじ付属のマニュアルを参照して、ドライブの設定がお使いのコンピュータに合っているか確認します。 

2. ドライブリリースラツチを引き上げ、ドライブをコンピュータの背面方向にスライドさせます。次に、ドライブを持ち上げてコンピュータから取り外します。 

3. 新しいドライブを取り付ける場合は、な下の手順を行います。 

a . カバーを取りかします （ ドライブカバーの 取り外し を 参照）。 

b . カバーから外した3本の肩付きネジを、新しいドライブの両側に差し込んで締めます。 

C. ドライブリリースラツチを持ち上げ、新しい光学ドライブを差し入れます。 

4. 既存のドライブを交換する場合は、レ: I 下の作業を行います。 

a . 光学ドライブの 取り外し の 手 j | 眉にがい、既存のドライブを取り外します。 

b . 既存のドライブから3本の肩付きネジを外します。 

C. 3本の肩付きネジを新しいドライブの側面に挿入して締めます。 

































4 ^ 



5. 電源ケーブルおよびデータケーブルをドライブに接続します。 

6. 肩付きネジをネジガイドに合わせ、カチッとしづ感触がある所定の位置に収まるまでドライブをベイにスライドさせます。 



7. すべてのケーブル接続を確認します。冷却フアンや通風孔の巧げにならないように、ケーブルをまとめておきます。 

8. コンピュータカバーを取り付けます （ コンピュータカバーの取り かけ を 参照）。 

9. Drives の Drive オプション (0 または 1) を設定し、構成情報をアップデートします。詳細に関しては、 セットアップユーティリ ティ を 参照してください。 

10. Dell Diagnostics (診断)プログラムを実行して、コンピュータが正し〈動作するか確認します (Dell Diagnostics (診断)プログラム を 参照）。 

フロッピードライブ 

»告= 本項の手順を開始するがに、『巧品情巧ガイド J のま全におないいただ<ためのを意に従ってください。 

^ 宙告： 感電防止のため、コンピュータカバーを取 y 外すがにコンピュータの電おプラグを必ずコンセントから巧いてください。 

。 メモ： 光学ドライブまたは3.日インチデバイスロロッピードライカを取り付けないでコンピュータを動作させる場合は、ドライブの代わりに適切なドライブベイカバーを取り付ける必要がありま 
す。ドライブベイカバーカ 《 必要な場合は、デルにお問い合わせ〈ださい。 

フロッピードライブの取り外し 

1. 作業を開始する 前に の 手順にがって操作して〈ださい。 

2. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの取り外し を 参照）。 


。メモ：レ U 下の手順では、光学ドライブを完全に取り外す必要はないので、光学ドライブを接続しているケーブルをかす必要はありません。 






























3. 光学ドライブが取り付けられている場合は、を意深〈取り外します ( 光学ドライブの取り外し を 参照）。 

© を意： ドライブをコンピュータから取り出すときに、ドライブケーブルを引っ張らないで〈ださい。ケーブルを引っ張ると、ケーブルやケーブルコネクタに損傷を与える場合があります。 

4. ドライブリリースラツチを引き上げ、フロッピードライブをコンピュータの背面方向にスライドします。次に、ドライブを持ち上げてコンピュータから取り外します。 



1 

ドライブリリースラッチ 

2 

フロッピードライブ 


5. 電源ケーブルおよびデータケーブルを、フロッピードライブの背面から取り外します。 

6. この時点でフロッピードライブまたはメディアカードリーダーを取り付けない場合は、フロッピードライブカバーを取り付けます （ ドライブカバーの取り かけ を 参照）。ドライブベイカバーが必要な場合 
は、デルにお問い合わせ〈ださい。 

フロッピードライブの取り付け 

1. 新ししつロッピードライブを取り付ける場合は、次の手順を実行します。 

a . ドライブカバーを取りかします （ ドライブカバーの 取り外し を 参照 ）。 

b . ドライブベイに取り付けられているフロッピードライブカバーを弓 I っ張って外します。 

C. ドライブパネルカバーから4本の肩付きネジを外します。 



1ドライブカバー 


2. 既存のフロッピードライブを交換する場合には、次の手順を実行します。 





































既存のドライブまたはメディアカードリーダーから 4 本の肩付きネジをかします。 


3. 4本の肩付きネジを新ししツロッピードライブの側面に挿入して締めます。 



4. 電源ケーブルとデータケーブルをフロッピードライブに取り付けます。 


5. 肩付きネジをネジガイドに合わせ、カチッとしづ感触力巧)る所定の位置に収まるまでドライブをベイにスライドさせます。 



1 

電源ケーブル 

2 

スロット検証番号 


6. 化学ドライブを取り付けます ( 光学 ドライブ を 参照）。 

7. すべてのケーブル接続を確認します。を却フアンや通風孔の巧げにならないように、ケーブルをまとめておきます。 

8. コンピュータカバーを取り付けます （ コンピュータカバーの取り かけ を 参照）。 

9. セットアップユーティリティを起動し、 FD Drive オプションで新ししつロッピードライブを有効に設定します ( セットアップユーティリ ティ を 参照）。 

10. Dell Diagnostics (診断)プログラムを実行して、コンピュータが正し〈動作するか確認します (Dell Diagnostics (診断)プログラム を 参照）。 

メディアカードリーダー 

^ 警吿 本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J のま全におないいただ<ためのを意に従ってください。 

^ S 吿 應電防止のため、コンピュータカバーを取り外すがにコンピュータの電おプラグを必ずコンセントから巧いてください。 

b メモ： 光学ドライブまたは 3.5 インチデバイス(フロッピードライカを取り付けないでコンピュータを動作させる場合は、ドライブの代わりにドライブベイカバーを取り付ける必要があります。ドライ 
ブベイカバーが必要な場合は、デルにお問い合わせください。 


メディアカードリーダーの取り外し 




































1. イ乍業を開始する 前に の 手 lii にがって操作して〈ださい。 

2. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの 取り外し を 参照）。 

。メモ：レ:I下の手順では、光学ドライブを完全に取り外す必要はないので、光学ドライブを接続しているケーブルをかす必要はありません。 

3. 光学ドライブが取り付けられている場合は、ま意深〈取り外します （ 化学ドライブの 取り外し を 参照）。 

Q を志： ドライブをコンピュータから取り出すときに、ドライブケーブルを引っ張らないで〈ださい。ケーブルを引っ張ると、ケーブルやケーブルコネクタに損傷を与える場合があります。 

4. ドライブのリリースラツチを上に引き上げて、メディアカードリーダーをコンピュータの背面に向けてスライドさせます。次に、ドライブを持ち上げてコンピュータから取り外します。 



1 

ドライブリリースラッチ 

2 

メディアカードリーダー 


5. ケーブルをメディアカードリーダーの背面とシステム基板から外します。 



6. この時点でメディアカードリーダーを取り付けない場合は、3.已インチドライブカバーを取り付けます （ ドライブカバーの取り かけ を 参照）。ドライブベイカバーが必要な場合は、デルにお問い合わ 
せ〈ださい。 

メディアカードリーダーの取り付け 

1. 新しいドライブまたはメディアカードリーダーを取り付ける場合、次の手順を実行します。 


a. ドライブカバーを取り外します （ ドライブカバーの取り外し を 参照）。 























































b . ドライブパネルカバーから 4 本の肩付きネジを外します。 


C. ドライブベイに取り付けられているフロッピードライブカバーを弓 I つ張って外します。 



1ドライブカバー 


2. 既存のメディアカードリーダーを交換する場合は、レ: I 下の手順を行います。 
既存のメディアカードリーダーから4本の肩付きネジを外します。 


3. 4本の肩付きネジを新しいメディアカードリーダーの側面に挿入して締めます。 



4. ケーブルをメディアカードリーダーとシステム基板のコネクタに取り付けます。 



5. 肩付きネジをネジガイドに合わせ、所定の位置にカチッと収まるまでメディアカードリーダーをベイにスライドさせます。 






























1 

電源ケーブル 

2 

スロット検証番号 


6. 化学ドライブを取り付けます ( 化学 ドライブ を 参照）。 

7. すべてのケーブル接続を確認します。冷却ファンや通風孔の巧げにならないように、ケーブルをまとめておきます。 

8. コンピュータカバーを取り付けます （ コンピュータカバーの 取り付け を 参照）。 

9. Dell Diagnostics (診断)プログラムを実行して、コンピュータが正し〈動作するか確認します (Dell Diagnostics (診断) プログラム を 参照）。 

ハードディスクドライブ 

警告 = 本項の手順を開始するかに、『製品情報ガイド J のま全におないいただくためのを意に従ってください。 

»吿 感電防止のため、コンピュータカバーを取 y 外すがにコンピュータの電あプラグを必ずコンセントから抜いてください。 

〇 を意： ドライブへの損傷を避けるため、ドライブを硬い所に置かないで〈ださい。ドライブは、発泡樹脂製のパッドなど十分なクッション性のあるものの上に置いて〈ださし、。 

ハードディスクドライブの取り外し 

1. 残しておきたしザータが保存されているハードディスク朽イブを交換する場合、ファイルのバックアップを取ってから、次の手順を開始します。 

2. ドライブのマニュアルを参照して、ドライブカ 《 お使いのコンピュータに合わせて設定されてし巧か確認します。 

3. 作業を開始する 前に の 手順にがって操作して〈ださい。 

4. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの取りが し を 参照）。 

b メモ： レ：I下の手順では、光学ドライブおよびフロッピードライブを完全に取り外す必要はないので、これらの2つのドライブを接続してしぶケーブルを外す必要はありません。 

5. ベイから光学ドライブをを意深〈取り外します ( 化学 ドライブ を 参照）。 

6. 3.5 インチベイからフロッピードライブをを意深〈取りかします （ フロッピー ドライブ を 参照）。 

7. ドライブ両端の2つのプラスチックの固定クリップを巧し込み、ドライブをコンピュータの背面方向にスライドさせます。 

〇 をち： ドライブをコンピュータから取り出すときに、ドライブケーブルを引っ張らないで〈ださい。ケーブルを引っ張ると、ケーブルやケーブルコネクタに損傷を与える場合があります。 


8. ドライブを持ち上げてコンピュータから出し、電源ケーブルおよびデータケーブルをドライブから外します。 







































1 

固定クリップ (2) 

2 

ハードディスクドライブ 


ハードディスクドライブの取り付け 

1. ドライブのマニュアルを参照して、ドライブがお使いのコンピュータに合わせて設定されているか確認します。 

〇 を意： ドライブへの損傷を避けるため、ドライブを硬い所に置かないで〈ださい。ドライブは、発泡樹脂製のパッドなど十分なクッション性のあるものの上に置いて〈ださし、。 

2. 交換用のハードディスクドライブを箱から出し、取り付けの準備をします。 

3. 交換用のハードディスクドライブじプラスチックのハードディスクドライブブラケットがない場合は、既存のドライブからブラケットをカチッと取り外します。 



1 

ハードディスクドライブ 

2 

リリースタブ (2) 

3 

プラスチックのハードディスクドライブブラケット 


4. ブラケットを新しいドライブじカチッとはめ込んで取り付けます。 
































1 



3 


1 

固定タブ (2) 

3 

リリースタブ (2) 

2 

ドライブ 

4 

プラスチックのハードディスクドライブブラケット 


5. 電源ケーブルおよびデータケーブルをドライブに接続します。 


6. ドライブの正しいスロットの位置を確認し、カチッとしづ感触力 《 ある所定の位置に収まるまでドライブをベイにスライドさせます。 



1 

ハードディスクドライブ 

2 

スロット検証番号 


7. フロッピードライブと光学ドライブを取り外します。 

8. すべてのコネクタが正し〈接続され、しっかりと装着されてしぶか確認します。 

9. コンピュータカバーを取り付けます （ コンピュータカバーの取り付け を 参照）。 

10. プライマリドライブを取り付けた場合、起動可能なメディアをお使いの起動ドライブに挿入します。 

11. コンピュータの電源を入れます。 

12. セットアップユーティリティを起動して、 Drive オプションリストの SATA ポートオプションをアップデートします ( セットアップユーティリティの起動 を 参照)。 

13. セットアップユーティリティを終了して、コンピュータを再起動します。 

14. お使いのドライブをパーティションで区切り、論理フォーマットします。 

& メモ： 手順については、オペレーティングシステムに付属のマニュアルを参照して〈ださい。 































15. Dell Diagnostics (診断)プログラムを実行して、ハードディスクドライブをテストします (Dell Diagnostics (診断)プログラム を 参照）。 


16. ハードディスクドライブにオペレーティングシステムをインストールします。 

& メモ： 手順については、オペレーティングシステムに付属のマニュアルを参照してください。 

2台目のハードディスクドライブの交換 

RAID 構成に関しては、 RAID 構成について を参照して〈ださい。 

^ 警告： 本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J のま全におないいただ<ためのを意に従ってください。 

么 警吿 感電防止のため、コンピュータカバーを取 y 外す前にコンピュータの電おプラグを化ずコンセントから巧いてください。 

〇 を意： ドライブへの損傷を避けるため、ドライブを硬い所に置かないで〈ださい。ドライブは、発泡樹脂製のパッドなど十分なクッション性のあるものの上に置いて〈ださし、。 
〇 を意： 残しておきたいデータが保存されてし巧ハードディスクドライブを交換する場合、ファイルのバックアップを取ってから、次の手順を開始します。 

^ メモ： 2台目のハードディスクドライブの取り付けは、デスクトップコンピュータの一部の構成に制限されています。 

1. ドライブのマニュアルを参照して、ドライブがお使いのコンピュータに合わせて設定されているか確認します。 

2. 作業を開始する 前に の 手順にがって操作して〈ださい。 

3. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの 取り外し を 参照）。 

4. 光学ドライブを取りかします（お使いの構成に含まれている場合）。 光学ドライブの 取り外し を 参照して〈ださい。 

5. ケーブルを既存のハードディスクドライブから外します。 

6. 既巧のハードディスクドライブをコンピュータから取りかします （ ハードディスクドライブの取り かし を 参照）。 

7. ネジを既存のハードディスクドライブから外し、新しいハードディスクドライブに取り付けます。 

8. 新しいハードディスクドライブを、上段のベイにカチッと所定の位置に収まるまで、慎重にスライドします。 

9. ケーブルをドライブに差し込み、再度接続します。 



10. システム基板にある未使用の SATA コネクタの位置を確認し、データケーブルを2台目のハードディスクドライブから SATA コネクタに接続します。 


© を意： 2台目のハードディスクドライブを取り付ける場合には、必ずデータケーブルを SATA1 コネクタに接続して〈ださい。 


























1 

データケーブル 

2 

ハードディスクドライブシステム基板コネクタ 


11. 化学ドライブを取り付けます（お使いの構成に含まれてしぶ場合）。 光学ドライブの 取り付け を 参照してください。 

12. コンピュータカバーを取り付けます （ コン ピュータカバーの 取り付け を 参照）。 

13. コンピュータの電源を入れます。 

14. セットアップユーティリティを起動して、 Drive オプションリストの SATA ポートオプションをアップデートします ( セットアップユーティリティの 起動 を 参照）。 

15. セットアップ ユー ティリティを終了して、 コン ピュータを再起動します。 

16. お使いのドライブをパーティションで区切り、論理フォーマットします。 

& メモ： 手順については、オペレーティングシステムに付属のマニュアルを参照してください。 

17. Dell Diagnostics (診断)プログラムを実行して、ハードディスクドライブをテストします (Dell Diagnostics (診断)プ □グラム を 参照）。 

18. ハードディスクドライブにオペレーティングシステムをインストールします。 

& メモ： 手順については、オペレーティングシステムに付属のマニュアルを参照して〈ださい。 


目次に戻る 




























目ホに戻る 

ユーザーズ ガイド 

• I/O パネル 


I / O パネル 

I / O パネルの取り外し 

^ 警告= 本項の手順を開始する前に、『巧品情報ガイド J のま全におないいただ<ための注意に従ってください。 

^ 警告： 感電防止のため、カバーを取り外す前にコンピュータの電源プラグを必ずコンセントから巧いてください。 

b メモ； ケーブルを外す前に、新しい I/O パネルを取り付けるときに正し〈配線できるよう、ケーブルのすべての配線経路をメモしておいてください。 

1. 作業を開始する 前に の 手1隔にがって操作して〈ださい。 

2. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの取りが し を 参照）。 

3. ヒートシンクアセンブリを取り外します （ ヒートシンクアセンブリの取り外し をを照）。 

4. すべての他のケーブルを、邪魔にならない場巧に移動します。 

5. I/O パネルをデスクトップコンピュータに固定しているネジを外します。 

〇 を意： I/O パネルをコンピュータから引き出すときには、特にミ主意をキムって〈ださい。を意を怠ると、ケーブルコネクタおよびケーブル配線クリップに損傷を与える場合があります。 

6. I/O パネルを慎重に動かして、コンピュータから引き出します。 

7. プルタブを引いて、ケーブルを I/O パネルから外します。 



1 

固定ネジ 

2 

I/O パネル 

3 

I/O ケーブルコネクタ 

4 

I/O コネクタプルループ 


I / O パネルの取り付け 


I/O パネルを取り付けるロホ、取り外し手順をぶの順岳で実行します。 
















































。 メモ； I/O パネルブラケットにあるガイドを使って I/O 力ードを正しい位置に合わせ、 I/O パネルブラケットにある切り込みを使って力ードを設置して〈ださい。 




目ホに戻る 

ユーザーズ ガイド 



電源装置 


電源装置の交換 


A 警吿 本巧の手順を巧始するおに、『巧品情報ガイド J のを全におないいただくためのを意に従ってください。 

〇 を患： コンピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に触 
〜 れることにより、静電気を除去することができます。 


1. 作業を開始する 前に の 手 lii にがって操作して〈ださい。 


2. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの取り外し を 参照）。 


3. DC 電源ケーブルをシステム基板およびドライブから取りかします。 


DC 電源ケーブルをシステム基板およびドライブから取り外す際は、コンピュータシャーシ内のタブの下の配線経路をメモしておいてください。これらのケーブルを再び取り付ける際は、挟まれた 
り巧れ曲がったりしないように、適切に配線して〈ださい。 


4. コンピュータシャーシの背面に電源装置を取り付けている2本のネジを外します。 

5. 光学ドライブをミち意深〈取りかします （ 光学ドライブ を 参照）。 

6. コンピュータシヤーンの底面にあるリリースボタンを押します。 



1 

リリースボタン 

2 

電源装置 

3 

ネジ (2) 

4 

AC 電源コネクタ 


7. 電源装置を、コンピュータの前側へ約 2.5 cm ほどスライドさせます。 


8. 電源装置を持ち上げコンピュータから取り出します。 






































9. 交換用の電源装置をスライドさせて所定の位置に入れます。 

10. 電源装置をコンピユータシャーシの背面に固定するネジを取り付けます。 

11. DC 電源ケーブルを接続します。 

12. 光学ドライブを取り付けます （ 化学 ドライブ を 参照）。 

13. AC 電源ケーブルをコネクタに接続します。 

14. コンピュータカバーを取り付けます （ コンピュータカバーの取り かけ を 参照）。 


DC 電源コ木クタ 



DC 電源コ木クタ P 1 


13141516171819 20 2122 23 24 

n—n 


因の回回の回回の因回の因 
因の因因の因固の固回の因 


12 3 4 5 6 7 8 9101112 

ピン番号 

信号名 

18 AWG ワイヤ 

1 

+3.3 VDC 

指色 

2 

+3.3 VDC 

檔色 

3 

GND 

黒色 

4 

+ 5 VDC 

赤色 

5 

GND 

黒色 

6 

+ 5 VDC 

赤色 

7 

GND 

黒色 

8 

PS_PWRGOOD* 

灰色 

9 

P5AUX 

紫色 

10 

+ 12 VDC 

白色 

11 

+ 12 VDC 

白色 

12 

+ 3.3 VDC 

檔色 

13 

+ 3.3 VDC/SE 

檔色 
























14 

+ 12 VDC * 

青色 

15 

GND 

黒色 

16 

PWR PS ON * 

緑色 

17 

GND 

黒色 

18 

GND 

黒色 

19 

GND 

黒色 

20 

NC 

NC 

21 

+ 5 VDC 

赤色 

22 

+ 5 VDC 

赤色 

23 

+ 5 VDC 

赤色 

24 

GND 

黒色 

* 18 AWG ワイヤの代わりに22 AWG ワイヤを使用 


DC 電源コ木クタ P 2 


3旧因4 
,回固2 


ピン番号 

信号名 

18 AWG ワイヤ 

1 

GND 

黒色 

2 

GND 

黒色 

3 

+ 12 VDC 

黄色 

4 

+ 12 VDC 

黄色 


DC 電源コネ、クタ P 3 


4 3 21 


ピンを号 

信号名 

18 AWG ワイヤ 

1 

+12 VDC 

黄色 

2 

GND 

黒色 

3 

GND 

黒色 

4 

+ 5 VDC 

赤色 


DC 電源コネ、クタ P 4 




ピンを号 

信号名 

22 AWG ワイヤ 

1 

+ 已 VDC 

赤色 

2 

GND 

黒色 








































3 

GND 

黒色 

4 

+ 12 VDC 

黄色 


DC 電源コネクタ P5 および P6 


w 


ピン番号 

信号名 

18 AWG ワイヤ 

1 

+3.3 VDC 

指色 

2 

GND 

黒色 

3 

+ 5 VDC 

赤色 

4 

GND 

黒色 

5 

+ 12 VDC 

黄色 


目次に戻る 

















目ホに戻る 


ユーザーズ ガイド 


♦ スピーカ 


スピーカ 

スピーカの 取り付け 

A 警吿 本項の手順を巧始するおに、『巧品情報ガイド J のを全におないいただくためのを意に従ってください。 

〇 を患： コンピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に触 
〜 れることにより、静電気を除去することができます。 

1. 作業を開始する 前に の 手 lii にがって操作して〈ださい 

2. コンピュータのカバーを 取り外します （ コン ピ ュータカバーの 取りが し を 参照）。 

3. スピーカをコンピュータのシヤーシに挿入します。 



4. ケーブルをシステム基板に接続します。 

己. コン ピュータカバーを取り付けます。 

6. コン ピュ ータの 電源を入れます。 

スピーカの 取り外し 

警告= 本巧の手順を開始するかに、『巧品情報ガイド J の安全にお使いいただくためのを意に従ってください。 

〇 を意： コンピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に触 
〜 れることにより、静電気を除去することができます。 

1. 作業を開始する 前に の 手順にがって操作して〈ださい。 

2. コンピュータのカバーを 取り外します （ コンピュータカバーの 取り外し を 参照）。 

3. ケーブルをシステム基板から外します。 


4. スピーカをコンピュータのシャーシから取り外します。 
































5. コンピュータカバーを取り付けます。 

6. コンピュータの電源を入れます。 


目ホに戻る 












目ホに戻る 


デスクトップコンピュータの仕様 

ユーザーズ ガイド 


マイクロプロセッサ 

マイクロプロセッサの種類 

レ: 1 下がサポートされています。 

1 Intel ⑥ CoreTM 2 

1 Intel vPrQTM 

1 Intel Celeron ® 

内蔵キャッシュ 

LI : 最大 128 KB 

L 2: 最大 8 MB (お使いのプロセッサじより異なります） 


メモリ 

タイプ 

667 MHz または800 MHz DDR 2 SDRAM 

メモリのコネクタ 

4 

対応するメモリモジュール 

512 MB 、 1 GB 、 または 2 GB 非 ECC 

最小メモリ 

デュアルチヤネル 1 GB 
シングルチヤネル512 MB 


メモ： 512 MB は出荷時の最イ岳構成です。 

最大搭載メモリ 

64ビットオペレーティングシステム、8 GB 


32ビットオペレーティングシステム、4 GB 

BIOS アドレス 

FOOOOh 


コンピユー タ情巧 


チッフセット 

IntelQ 3 己 Express チップセット ICH 9 DO 

データバス幅 

64ビット 

アドレスバス幅 

32ビット 

DMA チヤネル 

8 

割り込みレベル 

24 

BIOS チップ （ NVRAM ) 

32 Mb 

N に 

DMTF によって定義されている ASF 1.03および 2.0 サポートを 
組み込んだ内蔵ネットワークインタフ I —ス 

10/100/1000通信が可能 

iAMT 3.0 


ビデホ 

タイプ 

1 Intel グラフィックスメディアアクセラレータ3100(システ 
ム基板に内蔵） 

1 PCI Express xl 6 スロットは 、 PCI Express グラフイッ 
クスカードまたは DVI グラフィックスカードのいずれかをサ 
ポート(デュアルモニタ知応用） 

















































































ドライブ 


外部アクセス可能 

eSATA ドライブ1台(オプション） 

内部アクセス可能 

1 SATA (シリアル ATA ) ハードディスクドライブ2台 

1 3.5 インチフロッピードライブまたはメディアカードリーダー 

1ム 

1 SATA ホ学ドライブ1台 


コネクタ 

外付けコネクタ： 

シリアル 

9ピンコネクタ、1655 0 C 互換 

パラレル 

25ピンコネクタ（双方向） 

ビデォ 

15ピン VGA コネクタ 

ネットワークアダプタ 

RJ -45 コネクタ 

セカンダリシリアルポートアダプタ付き PS /2 (オプション） 

6ピンミニ DIN X 2 

USB 

USB 2.0 互換コネクタ(前面パネル X 2、背面パネル X 6) 

オーディオ 

ライン入力/マイクとライン出力用の2つのコネクタ、前面パネル 
のヘッドフォンおよびマイク用の2つのコネクタ 

システム基板コネクタ： 

SATA 

3つの7ピンコネクタ 

eSATA 

1つの7ピンコネクタ 

内蔵 USB 

オプションのメディアカードリーダー用10ピンヘッダー (3.5 インチ 
ドライブベイ内） 

フロッピードライブ 

34ピンコネクタ 

シリアル 

オプションのセカンダリ PS /2 シリアルポートカード用12ピンコネ 
クタ 

フアン 

5ピンコネ、クタ 

PCI Express 

1つの120ピンが 16) コネクタ 

PCI 2.3 

120ピンコネクタ X 2 

前面パネル 

40ピンコネクタ 


キーの 化み合わせ 

< Ctrl >< Alt >< Del > 

Microsoft ® Windows ® XP では Windows Security ウィン 
ドウを表示、 MS - DOS ® モードでは、コンピュータを再スタート(再 
起動） 

< F 2> または < Ctrl >< Alt >< Enter > 

内蔵のセットアップユーティリティを起動（システム起動時のみ） 

< F 3> 

セットアップユーティリティの Boot Sequence オプションのデバ 
イスからではなく、 PXE (リモート起動環境）によって指定されたネッ 
トワーク環境からコンピュータを自動的に起動（システム起動時の 
み） 

< F 12> または < arl >< Alt >< F 8> 

ユーザーが一回きりの起動用デバイスを入力できる起動デバイスメ 
ニュー(システム起動時のみ）、またハードディスクドライブおよびシ 
ステム診断プログラムを実行するオプションを表示 

< Ctrl >< p > 

設定を変更できる Management Engine BIOS Extension 設 
定画面を表示 


ボタンとライト 

電源ボタン 

押しボタン 

電源ライト 

緑色のライト-スリープモードのときは緑色に点滅、電源がオンのと 
きは緑色に点灯します。 


檔色のライト-権色の点滅は、インストールされているデバイスに 
問題があることを示し、指色の点灯は内部電源の問題を示します 
(雷源の間 頭を 参照）。 

ハードディスクドライブのアクセスライト 

緑色 

リンクライト 

ネットワーク接続時は緑色の点な 

リンク保全ライト（内蔵ネットワークアダプタ上） 

10 Mb 伝送時は緑色のライト、100 Mb 伝送時は搭色のライト、 
1000 Mb ( lGb ) 伝送時は黄色のライト 

動作ライト（内蔵ネットワークアダプタ上） 

黄色の点滅ライト 









































診断ライト 

前面パネルにある4つのライト （該断 ライトを 参照して〈ださい。） 

スタン/くイ電源ライト 

システム基板の AUX_PWR 


電源 

DC 電源装置： 

メモ： コンピュータが電源に差し込まれていないときは、 AC 電源か 
らの電力消費量はゼロとなることがあります。だだし、コンピュータカ《 
AC 電源または電源装置から電力の供給がない場合でも、システ 
ム基板は内蔵コインセルバッテリからわずかに電力を引き出しま 
す。 

ワット数 

280 W 

熱消費 

955 BTU / 時 


メモ： 熱消費は電源ユニットの定格に基づいて計算されます。 

電圧 

手動選択電源装置- 90〜135 V (50/60 Hz )、 180〜265 V 
(50/60 Hz ) 

バックアップバッテリ 

3 V CR 2032 コイン型リチウムバッテリ 


寸法 

縦幅 

11.4 cm 

横幅 

39.9 cm 

長さ 

35.3 cm 

重量 

10.4 kg 


巧境 

温度： 

動作時 

10〜35で 

保管時 

-40 〜65で 

相対湿度 

20〜80 〇/〇(結露しなしにと） 

最大耐久震度： 

動作時 

0.25 G 口〜200 Hz 、0.5 オクターブ/分） 

保管時 

0.5 G 口〜200 Hz 、 1オクターブ/分） 

最大耐久衝撃： 

動作時 

50.8 cm /秒の速度変化でボトムハーフサインパルス 

保管時 

508 cm /砂の速度変化で27 G フェアードスクェアウェーブ 

高度： 

動作時 

-15. 2〜3,048 m 

保管時 

-15. 2〜10,668 m 
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お使いのコンピュータのエンクロージヤでの設置 

ユーザーズ ガイド 


お使いのコンピュータのエンクロージヤでの設置は、通気を制限してコンピュータの性能に影響を及ぼすことがあり、場合によっては才ーパ'-ヒートの原因となります。お使いのコンピュータをエンクロー 
ジヤに設置する場合は、次のガイドラインに沿って〈ださし、。 


〇 をな： 本書に示された動作温度仕様は、最高環境動作温度を反映しています。お使いのコンピュータをエンクロージャに設置する場合は、室内の環境温度を考慮する必要があります。例えば、 
周囲の室内温度が25° C の場合は、お使いのコンピュータの仕様により、最高動作温度に達するまでに5°から10° C の温度の余裕しかありません。お使いのコンピュータの仕様の詳細に 
関しては、レ: A 下を参照して〈ださい。 

n ミニタワーコンピュータについては、 ミニ タワーコンピュータの化 様 を 参照して〈ださい。 


n デスクトップコンピュータについては、 デスクトップコンピュータの 仕様 を 参照して〈ださし、。 


n スモールフオームファクターコンピュータについては、 スモールフ十ームファクターコンピュータの化 様 を 参照して〈ださい。 
n ウルトラスモールフオームファクターコンピュータについては、 ウルトラスモールフォームファクターコンピュータの 仕様 を 参照して〈ださい。 

I 適切な換気が得られるよう、空気の流れを確保するために、コンピュータの通気孔のあるすベての側面に、最イ圧 10.2 センチメートルの空間を置きます。 
I エンクロージャにドアがある場合は、エンクロージャ(前方および後方）じ最低30%の通気が得られるタイプである必要があります。 



I お使いのコンピュータを机の上または下の端に設置する場合は、適切な換気が得られるよう、空気の流れを確保するために、コンピュータの背面と壁の間に最低 5.1 センチメートルの空間を置 
きます。 















I お使いのコンピュータを通気が得られないエンクロージヤに設置しないで〈ださい。通気の制限はコンピュータの性能に影響を及ぼし、才ーバーヒートの原因となる場合があります。 
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FCC 通達（米国のみ) 

ユーザーズ ガイド 


FCC クラス B 

この装置は、ラジオ周波数のエネルギーを発生、使用、放射する可能性があります。製造元のマニュアルに従わずに取り付けて使用した場合、ラジオやテレビの受信を妨げる電波障青を生じさせる場合 
があります。本装置は、試験の結ま、 FCC 規則パート15に準拠するクラス B デジタル装置の規制に適合してし巧す。 

この装置は FCC (米国連邦通信委員会)規定の第15項に適合してし巧す。次の2つのを件じしたがって使用して〈ださい。 

1. 本装置が有害な障害を引き起こさないこと。 

2. 本装置は、受信障害を起こすと、望まし〈ない操作が必要になる場合もあります。 

〇 をち： FCC 規則では、デルによって明確に許可されてし々い変更修正を行った場合、その装置を使用する権限がお効になることがあると規定されてしなす。 

この規制は、個人の家に取り付けた場合に、有害な障害に対する適正な保護を提供するよう設計されてし巧す。ただし、特定の設定で電波障害が発生しないとしづ保証はありません。本装置のスイッチ 
をオンオフすることにより、本装置がラジオやテレビに受信障害を引き起こしていることが確認された場合は、次の方法をお試しになるようお勧めします。 

I 受信アンテナの方向を変えて〈ださい。 

I 受信機に向けてシステムを巧配置してください。 

I 受信機からシステムを遠ざけて〈ださい。 

I システムを別のコンセントにつないで、システ厶と受信機を別々の分岐回路上に置いて〈ださい。 

詳細につしては、デルの担当をまたはラジオ/テレビの巧術をにご相談〈ださい。 

次の情報は、 FCC 規則に準拠する本書で取り扱う装置に関するものです。 

I 製品名： Del|TM OptiPlexTM 7 已日 

I モデル香号： DCTR 、 DCNE 、 DCSM、DCCY 

I 会社名： 

Dell Inc . 

Worldwide Regulatory Compliance & Environmental Affairs 

One Dell Way 

Round Rock , TX 78682 USA 

512-338-4400 

b メモ： 認可機関の詳細情報に関しては、『製品情報ガイド』を参照して〈ださい。 


目こ欠に戻る 
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情報の検索方法 

b メモ； 一部の機能やメディアはオプションなので、出荷時にコンピュータに搭載されてし々い場合があります。特定の国では使用できない機能やメディアもあります。 
b メモ： 追加の情報がコンピュータに同おされてしぶ場合があります。 


何をお巧しですか？ 


こちらをご!! ください 


コンピュータの診断プログラム Drivers and Utilities CD または DVD 

コンピュータのドライ/く 


コンピュータのマニュアル 

デバイスのマニュアル 

DSS (デスクトップシステムソフトウェア） 


メモ； 『Drivers and UtilitiesJ メディアはオプションのため、出荷時にすべてのコンピュータに付 
属しているわけではありません。 


マニュアルおよびドライバは、本コンピュータにすでにインストールされています。メディアを使用し 
て、ドライバを巧インストールしたり （ ドライバとユーティリティの巧 インストール を 参照）、 Dell 
Diagnostics (該斷）プログラム （ Dell Diagnostics (該断） プログラム を 参照）を実行して、マニュ 
アルにアクセスすることができます。 



メディア内に Readme ファイルが含まれている場合があります。この Readme ファイルでは、コ 
ンピュータの技術的変更に関する最新のアップデートや、技術者または専門知識をお持ちのユーザ 
一を対象とした高度な技術資料を参照できます。 


メモ； ドライバおよびマニュアルのアップデート版は、 support.jp.dell.com で入手できます。 


コンピュータのセットアップ方法 クイックリファレンスガイド 

基本的なトラブルシューティングの情報 

Dell Diagnostics (診断)プ□グラムの実行方法 

ツールとユーテイリテイ 


メモ； このマニュアルはオプションの場合があるため、必ずしもお使いのコンピュータじ付属している 
とは限りません。 



ま全にお使いいただくためのを意 
認可機関の情報 
作業姿勢に関する情報 
エンドユーザライセンス契約 


メモ； このマニュアルは、 PDF お式のものをウェブサイト (support.ip.dell.com) でご覧いただ 
けます。 


Del | TM お品情報ガイド 























Del|TM OptiPlexTM ユー ザー ズガイド 

Microsoft Windows ヘルプとサポートセンター 


1 . Start (スタート）または 0 -> Help and Support (ヘルプとサポート Dell User 
and System Guides (デルユーザーズガイドおよびシステムガイド)^ System 
G 山 des (システムガイド)とクリックします。 

2 . お使いの コンピュータの『ユーザーズガイド J をクリックします。 


I サービスタグとエクスプレスサービスコード サービスタグおよび Microso 行@ Windows ® ライセンス 

I Microsoft Windows ライセンスラベル 

これらのラベルはお使いのコンピュータじ貼られています。 

I サービスタグは、 support . jp . dell.com をご参照の際に、またはサポートへのお問い合 
わせの際に、コンピュータの識別に使用します。 

I エクスプレスサービスコードを利用すると、サポートに直接電話で問い合わせることができ 
ます。 


I部品の取り外しおよび交換方法 
I仕様 

Iシステムの設定方法 

I トラブルシューティングおよび問題解決の方法 


里 I 度. I 巧"ぶ" ■— |,.*ザ巧げ{も. 

就、こ I , „ 
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メモ； セキュリティ対策の強化として、新たにデザインされた Microsoft Windows ライセンスラべ 
ルには、ラベルの一部が欠けている「巧」が組み込まれ、ラベルが剥がれにく〈なってし巧す。 


I 技術情報-トラブル解決ナビ、 Q&A 

I サービスと保証-問い合わせ先、保証、および修理に関する情報 

I サービスおよびサポート-サービス契約 

I Dell テクニカル Update Service -お使いのコンピュータに関するソフトウェアおよび 
ハードウェアのアップデートを E- メールじて事前に通知するサービスです。 

I 参照資料-コンピュータのマニュアル、コンピュータの設定の詳細、製品の仕様、およ 
びホワイトぺーパー 

I ダウンロード-認定されたドライバ、パッチ、およびソフトウェアのアップデート 

I デスクトップシステムソフトウェア （DSS)- お使いのコンピュータでオペレーティングシス 
テムを再インストールする場合は、 DSS ユーティリティも再インストールする必要があり 
ます。 DSS は、お使いのオペレーティングシステムのための重要な更新を提供し、プロ 
セツサ、光学ドライ义 USB デバイスなどをサポートします。 DSS はお使いの Dell コン 
ピュータが正しく動作するために必要なものです。ソフトウェアはお使いのコンピュータお 
よびオペレーティングシステムを自動的に検知して、設定に適した更新をインストールし 
ます。 


デルサポートサイト- support . jp . dell.com 


メモ： 適切なサポートサイトを表示するには、お住まいの地域または業務部門を選択します。 


デスクトップシステムソフトウェアは、 support . jp . dell . com にてダウンロードで きます。 


メモ； support . jp . dell.com のユーザーインタフエースは、選択の仕方によって異なります。 


Windows XP の基本情報 
プログラムとファイルの操作方法 
デスクトップのカスタマイズ方法 


Windows ヘルプと サポー ト 


1 .Windows ヘルプとサポートにアクセスするじは、次の手順を実行します。 

〇 Windows XP で、 スタートを クリックし、次に ヘルプと サポートを クリックしま 
す。 


オペレーテイングシステムの再インストール方法 


〇 Windows Vista 返)で、 Windows Vista スタートボタン^をクリックして、 
Help and Support (ヘルプとサポート)をクリックします。 

2 . 問題に関連する用語やフレーズを入力して、矢印アイコンをクリックします。 

3. 問題に関連するトピックをクリックします。 

4. 画面に表示される指示に従って〈ださい。 


オペレーテイングシステムメディア 


メモ； 『オペレーティングシステムメディア』はオプションなので、出荷時にお使いのコンピュータに必 
ずしも付属しているわけではありません。 

オペレーティングシステムは、本コンピュータにすでにインストールされています。お使いのオペレー 
ティングシステムを巧インストールするには、 『オペレーティングシステム』メディアを使用します。 
Windows XP または Windows Vista の再インス! ル を 参照して〈ださい。 


オペレーティングシステムを再インストールした後に、 『Drivers and U 川 itiesj メディアを使用し 
て、コンピュータに同個のデバイスドライバをちインストールします。 















オペレ 

WT7 


-ティングシステムの Product kev (プロダクトキー)ラベルは、コンピュータに目よかされてい 


メモ； を文されたオペレーティングシステムによって、メディアの色が違います。 
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困ったと是は 

ユーザーズ ガイド 

♦ テクニカルサポート 
♦ ごを文に閱する問頭 
♦ 製品情報 

♦ な証期間中の修理または返品について 

♦ お問い合わせになる前に 
♦ デルへのお固いをわせ 


テクニカルサポート 

^ »告： コンピュータカバーを取 y かす必要がある場合、まずコンピュータの電おケーブルとモデムケーブルをすべてのコンセントから取りかします。 

1 . トラブルシュー ティング の 手順を完了します。 

2. Dell Diagnostics (診断)プ□グラムを実行します （ Dell Diagnostics (該断)プ □グラム を 参照）。 

3. Diagnostics (診断）チェック リスト を コピーしてから、 ( Diagnostics (診断）チェック リスト を 参照）記入します。 

4. インストールとトラブルシューティングの手順については、デルサポ ーKsupport.jp.dell.com) から、広範囲をカバーするオンラインサービスを利用して〈ださし、。 

5. これまでの手順で問題が解決されない場合、デルにお問い合わせ〈ださい。 

b メモ： デルへお問い合わせになるときは、できればコンピュータの電源を入れて、コンピュータの近くから電話をおかけ〈ださい。サポート担当者力た!ンピュータでの操作をお願いすることがありま 
す。 

デルの才ートテレフォンシステムの指示に従って、エクスプレスサービスコードを入力すると、電話は適切なサポート担当者に転送されます。 

サポートサービスのご利用ち法に関しては、 サポー トサービス を 参照して〈ださい。 

オンラインサービス 

デルサポートへは、 support.jp.dell.com でアクセスすることができます。 サポートサイトへようこそ のページから、サポートツール、情報などをお選び〈ださい。 

インターネット上でのデルへのアクセスは、次のアドレスをご利用〈ださい。 

I World Wide Web 

www.dell.com/ 

www.dell.com/ap/ ヴジア/太平洋諸国） 
www.dell.com/jp (日本） 
www.euro.dell.com (ヨーロツ パ） 
www.dell.com/la/ (南アメリカおよびカリブ;’毎地域） 
www.dell.ca (カナダ） 


24時間納期案内電話サービス 

を文した Del|TM 製品の状況を確認するには、 support.jp.dell.com にアクセスするか、または、24時間納期案内電話サービスにお問い合わせ〈ださい。音声による案内で、を文について調べて 
報告するために必要な情報をお伺いします。 

サポートサービス 

デル製品に関するお問い合わせは、デルのサポートサービスをご利用〈ださい。サポートスタッフはその情報を元に、正確な回答を迅速に提供します。 

テクニカルサポートにお間い合わせじなる場合は、まず 困ったときは をを照してから、 デルへのお問い合わせ に 記載されているお住まいの地域の番号にご連絡〈ださい。 


















ごを文に関する問題 


欠品、誤った部品、間違った請求書などのミ主文に関する問題があれば、デルカスタマーケアにご連絡〈ださい。お電話の際は、納品書または出荷伝票をご用意〈ださい。 


製品情報 

デルが提供してしぶその他の製品に関する情報が必要な場合や、ごを文になりたい場合は、デルウェブサイト www . dell . com/jp をご覧〈ださい。お住まいの地域のお問い合わせ先電話香号およ 
び販売担当者の雷話番号に閱しては、 デルへのお問い合わせ を 参照して〈ださい。 


保証期間中の修理または返品について 

『サービス&サポートのご案内 J1 をご覧〈ださい。 


お問い合わせになる前に 


。メモ：お電話の際は、エクスプレスサービスコードをご用意ください。エクスプレスサービスコードがおわかりになると、デルで自動電話サポートシステムをお受けになる場合に、より効率良くサポ 
—卜が受けられます。また、お客様のサービスタグをお尋ねする場合もございます(お使いのコンピュータの背面または底面にあります）。 


必ず Diagnostics (診断）チェックリスト （ Diagnostics (診断）チェック リスト を 参照）に記入して〈ださい。デルへお問い合わせになるときは、できればコンピュータの電源を入れて、コンピュータの近〈か 
ら電話をおかけください。キーボードからコマンドを入力したり、操作時に詳細情報を説明したり、コンピュータ自体でのみ可能な他のトラブルシューティング手順を試してみるようにお願いする場合があり 
ます。システムのマニュアルがあることを確認して〈ださい。 


^ 警告 コンピュータ内部の作業を始めるかに、『製品情葡ボイト 1のま全におないいただくためのを患に従ってくださし、。 


Diagnostics (診断)チェックリスト 

名前： 

日付： 

住戸斤： 

電話番号： 

サービスタグ(コンピュータの背面または底面にある/くーコード）： 

エクスプレスサービスコード： 

返品番号(デルサポート担当者から提供された場合）： 

オペレーティングシステムとバージョン： 

周适機器： 

拡張カード： 

ネットワークに接続されていますか？ はいいいえ 

ネットワーク、バージョン、およびネットワークアダプタ： 

プログラムとバージョン： 

システムのスタートアップファイルの内容を確認するときは、オペレーティングシステムのマニュアルを参照して〈ださい。コンピュータにプリンタを接続してし N る場合、各ファイルを印刷します。印刷でき 
ない場合、各ファイルの内容を記録してからデルにお問い合わせください。 

エラーメッセージ、ビープコード、または診断コード： 

問題点の説明と実行したトラブルシューティング手順： 


デルへのお問い合わせ 

& メモ： ち効なインターネット接続が利用できない場合、お問い合わせ先の情報はお買い上げ明細書、捆包内容明細書、請求書、または Dell 製品カタログでご参照いただけます。 

米国に居住するお客様は、 800-WWW.DELL(800.999.3355) へお電話〈ださい。 

デルでは、各種のオンラインとお電話によるサポートおよびサービスのオプションを提供してし巧す。国および製品によって、対応範囲に違いがあり、サービスによってはお客様の地域でご利用いただけ 
ない場合があります。営業、テクニカルサポート、またはカスタマーサービスについてデルにお問い合わせになる場合は、 

1 . support . jp . dell.com へアクセスします。 

2 . ページの下部にある 国/地巧 ドロップダウンメニューで、お客様の国または地域を確認します。 


























3. ページの左側にある お問い合わせ をクリックします。 

4. 必要に応じて、適切なサービスまたはサポートのリンクを選択します。 

5. ご都合に合ったデルへのお問い合わせ方法をお選び〈ださし、。 




目ホに戻る 


用語集 

ユーザーズ ガイド 

この用語集に収録されている用語は、情報の目的として提供されています。お使いのコンピュータに搭載されている機能じついての記載がない場合もあります。 


A 


AC - alternating current (交流)-コンピュータの AC アダプタ電源ケーブルをコンセントに差し込むと流れる電気の方式のことです。 


ACPI - advanced configuration and power interface - Microsoft® Windows® オペレーテイングシステムがコンピュータをスタンバイモードや休止状態モードにして、コンピュータに接続 
されてし巧各デバイスに供給される電力量を節約できる電源管理規格です。 


AGP - accelerated graphics port - システムメモリをビデオ関連の処理に使用できるようにする専用のグラフィックスポートです。 AGP を使うとビデオ回路とコンピュータメモリ間のインタフエース 
が高速化され、 True-Color のスムーズなビデオイメージを伝送できます。 


AH 口 - Advanced Host Controller Interface - SATA ハードディスクドライブ対応のホストコントローラです。 AHCI を使用することにより、ストレージドライバでネイティブコマンドキューイング 
(NCQ) やホットプラグなどのテクノロジが使用可能になります。 

ALS- 環境照明センサー-ディスプレイの輝度を調整する機能です。 


ASF - alert standards format -ハードウエアおよびソフトウェアの警告を管理コンソールに報告する方式を定義する標準です。 ASF は、どのプラットフオームやオペレーティングシステムにも対応 
できるように設計されてし巧す。 


B 

BIOS - basic input/output system (基本入出カシステム）-コンピュータのハードウエアとオペレーティングシステム間のインタフエース機能を持つプログラム（またはューティリティ）です。設定が 
コンピュータにどのような影響をちえるのか理解できていない場合は、このプログラムの設定をををしないで〈ださい。 セットアップューティリティ とも呼ばれています。 

Bluetooth ⑥ ワイヤレステクノロジ- 短距離内 （9 メートル）じある複数のネットワークデバイスカ 《 、お互いを自動的に認識できるようにするワイヤレステクノロジ標準です。 

bps - ビット/砂-データの転送速度を計測する標準単位です。 

BTU - British thermal unit (英国熱量単位)-熱量の単位です。 


C 

C - セルシウス(摂氏）-温度の単位で、水の氷点を0度、沸点を100度としています。 

CD-R - CD recordable -書き込み可能な CD です。 CD-R にはデータを一度だけ記録できます。一度記録したデータは消去したり、上書きしたりすることはできません。 

CD-RW - CD rewritable -書き換え可能な CD です。データを CD-RW ディスクに書き込んだ後、削除したり上書きしたりできます(再書き込み）。 

CD-RW ドライブ -CD のデータを読み取ったり、 CD-RW (書き換え可能な CD) ディスクや CD-R (書き込み可能な CD) ディスクにデータを書き込むことができるドライブです。 CD-RW ディスクに 
は、繰り返し書き込むことが可能ですが、 CD-R ディスクには一度しか書き込むことができません。 

CD-RW/DVD ドライブ- コンボドライブとも呼ばれます。 CD および DVD のデータを読み取ったり、 CD-RW (書き換え可能な CD) ディスクや CD-R (書き込み可能な CD) ディスクにデータを書き 
込んだりすることができるドライブです。 CD-RW ディスクには、繰り返し書き込むことが可能ですが、 CD-R ディスクには一度しか書き込むことができません。 

COA - Certificate of Authenticity (実物証明書)- Windows のち数文きのコードで、コンピュータのラベルに E 口刷されています。 Product Kev (プロダクトキー)や Product ID (プロダクト 
ID) とも呼ばれます。 

CRIMM - continuity「ambus in-line memory module (連続式 RIMM)- メモリチップの搭載されていない特殊なモジュールで、使用されていない RIMM スロットに装着するために使用されま 


D 

DCM - Dell Client Manager。 リモート管理用のデルのユーテイリテイ 

DDRSDRAM - double-data-rate SDRAM (ダブルデータ速度 SDRAM)- データパ'-ストサイクルを倍にして、システムの性能を向上させる SDRAM の一種です。 

DDR2 SDRAM - double-data-rate 2 SDRAM (ダブルデータ速度2 SDRAM)- 4ビットのプリフェッチおよびその他のアーキテクチヤの変更を使用して、メモリスピードを400 MHzlil 上に向 
上させる、 DDR SDRAM の一種です。 

DIMM - dual in-line memory module (デュアルインラインメモリモジュール）-システム基板上のメモリモジュールに接続する、メモリチップ搭載の回路基板です。 

DIN コネクタ- 丸い、6ピンのコネクタで、 DIN (ドイツエ業規格）に準拠しています。通常は、 PS/2 キーボードまたはマウスケーブルのコネクタを接続するために使用します。 

DMA - direct memory access - DMA チヤネルを使うと、ある種の RAM とデバイス間でのデータ転送がプロセッサを介さずに行えるようになります。 










DMTF - Distributed Management Task Force -分散型デスクトップ、ネットワーク、企業、およびインターネット環境における管理基準を開発するハードウエアおよびソフトウェア会社の団体で 
す。 


DRAM - dynamic random-access memory -コンデンサが搭載された集積回路に情報を保存するメモリです。 


DSL - Digital Subscriber Line (デジタル加入を回線)-アナログ電話回線を介して、安定した高速インターネット接続を提供するテクノロジです。 

DVD+R - DVD recordable -書き込み可能な DVD です。 DVD+R にはデータを一度だけ記録できます。一度記録したデータは消去したり、上書きしたりすることはできません。 DVD+R テクノロジ 
は、 DVD-R テクノロジとは異なります。 


DVD-R - DVD recordable -記録可能な DVD です。 DVD-R にはデータを一度だけ記録できます。一度記録したデータは消去したり、上書きしたりすることはできません。 DVD-R テクノロジは、 
DVD+R テクノロジとは異なります。 


DVD+RW - DVD rewritable -書き換え可能な DVD です。データを DVD+RW ディスクに書き込んだ後、削除したり上書きしたりできます(再書き込み）。 DVD+RW テクノロジは、 DVD-RW テ 
クノロジとは異なります。 


DVD-RW - DVD rewritable -書き換え可能な DVD です。データを DVD+RW ディスクに書き込んだ後、削除したり上書きしたりできます(再書き込み）。 DVD-RW テクノロジは、 DVD+RW テク 
ノロジとは異なります。 


DVD +/- RW ドライブ- DVD やほとんどの CD メディアを読み込んだり、 DVD+/-RW (書き込み可能 DVD) メディアに書き込んだりすることができるドライブです。 


DVI - digital video inte 计 ace (デジタルビデオインタフエース)-コンピュータとデジタルビデオディスプレイ間のデジタル転送用の標準です。 


E 

ECC - error checking and correction (エラーチェックおよび訂正）-メモリにデータを書き込んだり、メモリからデータを読み取る斷こ、データの正確さを検査する特別な回路を搭載しているメモリ 
です。 

ECP - extended capabilities port - 改良された双方向のデータ転送を提供するパラレルコネクタのデザインです。 EPP に似て、 ECP はデータ転送にダイレクトメモリアクセスを使用して性能を向 
上させます。 

EIDE - enhanced integrated device electronics -ハードディスクドライブと CD ドライブ用の IDE インタフェースの改良バージョンです。 

EMI - electromagnetic interference (電磁放障害)-電磁放射線によって引き起こされる電気障害です。 

ENERGY STAR ⑥- Environmental Protection Agency (米国環境保護局)が規定する、全体的な電力の消費量を減らす要件です。 

EPP - enhanced parallel port - 双方向のデータ転送を提供するパラレルコネクタのデザインです。 

ESD - electrostatic discharge (静電気放出）-静電気の急速な放電のことです。 ESD は、コンピュータや通信機器に使われてし巧集積回路を損傷することがあります。 

ExpressCard - PCMCIA 規格に準拠している取り外し可能な I/O 力ードです。 ExpressCard の一般的なものに、モデムやネットワークアダプタがあります。 ExpressCard は、 PCI Express 
と USB 2.0 の面規格をサポートします。 


F 

FBD - fully-buffered DIMM - DDR2 DRAM チップ、および DDR2 SDRAM チップとシステム間の通信を高速化するアドバンスドメモリバッファ (AMB) を搭載した DIMM です。 

FCC - Federal Communications Commission (米国連が通信委員会)-コンピュータやその他の電子機器が放出する放射線の量を規制する通信関連のを例を執行するアメリカの機関です。 
FSB - front side bus -マイクロプロセッサと RAM 間のデータ経路と物理的なインタフエースです。 

FTP - file transfer protocol (ファイル転送プロトコル)-インターネットに接続されたコンピュータ間で、ファイルを交換するための標準インターネットプロトコルです。 


G 

G - グラビティ-重力の計測単位です。 

GB - ギガバイト-データの単位です。 1 GB は 1024 MB(1, 073,741,824 バイト)です。ハードディスクドライブの記憶領域容量を示す場合に、 1,000,000,000 バイトに切り捨てられることもあ 
ります。 

GHz - ギガへルツ-周波数の計測単位です。 1 GHz は 10 億 Hz または 1,000 MHz です。通常、コンピュータのプロセッサ、バス、インタフェースの処理速度は GHz 単位で計測されます。 

GUI - graphical user interface - メニュ ー 、ウィンドウ、およびアイコンでユーザーとネ目互にやり取りするソフトウェアです。 Windows オペレーティングシステムで動作するほとんどのプログラム 
は GUI です。 


H 

HTTP - hypertext transfer protocol -インターネットに接続されたコンピュータ間でファイルを交換するためのプロトコルです。 


Hz - ヘルツ - 周波数の単位です。 1 砂間 1 サイクルで 周波数 1 Hz です。 コン ピュ ータや 電子機器では、 キロヘルツル Hz) 、 メガヘルツ （ MHz) 、 ギガへルツ (GHz )、 または テラへルツ (THz) 単位で 
計測される場合もあります。 






iAMT - Intel ⑥ Active Management Technologydntel® AMT)- ビルトインプラットフォーム機能と一般的なサードパーティの管理とセキュリティアプリケーシヨンを使用することにより、 IT は 
ネットワーク化されたコンピュータ資産の検出、修復、および保護を向上することができます。 

1 C - integrated circuit (集積回路)-コンピュータ、才ーディオ、およびビデオ装置用に製造された、何百万ものル電子コンポーネントが搭載されてしぶ半導体基板、またはチップです。 

IDE - integrated device electronics -ハードディスクドライブまたは CD ドライブにコントローラが内蔵されている大容量ストレージデバイス用のインタフェースです。 

IEEE 1394 - Institute of Electrical and Electronics Engineers, Inc. -コンピュータにデジタルカメラや DVD プレーヤーなどの、 IEEE 1394互換デバイスを接続するのに使用される高 
性能シリアルバスです。 

I/O - input/output (入出力）-コンピュータにデータを入力したり、コンピュータからデータを出力する動作、またはデバイスです。キーボードやプリンタは I/O デバイスです。 

I / O アドレス- 特定のデバイス(シリアルコネクタ、パラレルコネクタ、または拡張スロットなど)じ関連する RAM のアドレスで、プロセッサがデバイスと通信できるようにします。 

IrDA - Infrared Data Association -赤外線通信の国際規格を標準化する団体です。 

IRQ - interrupt request (割り込み要求）-デバイスがプロセッサと通信できるように、特定のデバイスに割り当てられた電子的経路です。すべてのデバイス接続に IRQ を割り当てる必要がありま 
す。2つのデバイスに同じ IRQ を割り当てることはできますが、両方のデバイスを同時に動作させることはできません。 

ISP - Internet service provider (インターネットサービスプロバイダ)-ホストサーバーへのアクセスを可能にし、インターネットへの直接接続、 E- メールの送受信、およびウェブサイトへのアクセ 
スなどのサービスを提供する会社です。通常、 ISP はソフトウェアのパッケージ、ユーザー名、およびアクセス用の電話香号を有料（月キムい)で提供します。 


K 

Kb - キロビット-データの単位です。1 Kb は、1,024ビットです。メモリ集積回路の容量の単位です。 

KB -キロバイト-データの単位です。1 KB は1,024バイトです。または、1,000バイトとすることもあります。 
kHz - キロへルツ-1,000 Hz に相当する周波数の単位です。 


L 

LAN - local area network (口ーカルエリアネットワーク)-狭い範囲にわたるコンピュータネットワークです。 LAN は通常、1棟の建物内や隣接する2、3棟の建物内に限定されます。 LAN は電話 
回線や電波を使って他の離れた LAN と接続し、 WAN (ワイドエリアネットワーク)を構成できます。 

LCD - liquid crystal display (液晶ディスプレイ）-ノートブックコンピュータのディスプレイやフラッいくネルディスプレイに用いられる巧術です。 

LED - light-emitting diode (発光ダイオード）-コンピュータの状態を示す光を発する電子部品です。 

LPT - line print terminal -プリンタや他のパラレルデバイスへのパラレル接続のためのポートです。 


M 

Mb - メガビット-メモリチップ容量の単位です。1 Mb は1,024 Kb です。 

Mbps - メガビット/砂-1,000,000ビット/砂です。通常、ネットワークやモデムなどのデータ転送速度の計測単位に使用します。 

MB - メガバイト-1,048,576バイトに相当するデータストレージの単位です。または1,024 KB を表します。ハードディスクドライブの記憶領域容量を示す場合に、1,000,000バイトに切り捨てら 
れて表示されることもあります。 

MB/sec - メガバイト/秒-1,000,000バイト/秒です。通常、データの転送速度の計測単位に使用します。 

MHz - メガヘルツ-周波数の単位です。1砂間に1,000,000サイクルで1 MHz です。通常、コンピュータのマイクロプロセッサ、バス、インタフエースの処理速度は MHz 単位で計測されます。 
MP - メガピクセル-デジタルカメラで使用される画像の解像度の単位です。 

ms - ミリ砂-1,000分の1砂に相当する時間の単位です。ストレージデバイスなどのアクセス速度の計測に使用します。 


N 

NIC - ネットワークアダプタ を参照して〈ださい。 

ns - ナノ砂-10億分の1砂に相当する時間の単位です。 

NVRAM - nonvolatile random access memory (不揮発性ランダムアクセスメモリ）-コンピユータの電源が切られたり、外部電源が停止した場合にデータを保存するメモリの一種です。 NVRAM 
は、現在の日付、時刻、およびお客様が設定できるその他のセットアップオプションなどのコンピユータ設定情報を維持するのに利用されます。 









p 

PC 力ード- PCMCIA 規格に準拠してし、る取り外し可能な I/O カードです。 PC 力ードの一般的なものに、モデムやネットワークアダプタがあります。 

P 口 - peripheral component interconnect - PCI は、32ビットおよび64ビットのデータ経路をサポートする口ーカルバスで、プロセッサとビデオ、各種ドライ义ネットワークなどのデバイス間 
に高速データ経路を提供します。 

P 口 Express - プロセッサとそれに取り付けられたデバイスとのデータ転送速度を向上させる、 PCI インタフエースの修正版です。 PCI Express は、250 MB / 砂〜4 GB/ 秒の速度でデータを転 
送できます。 PCI Express チップセットおよびデバイスが異なる速度で使用できる場合は、動作速度が遅〈なります。 

PCMCIA - Personal Computer Memory Card International Association - PC 力ードの規格を協議する国際的組織です。 

PIO - programmed input/output - データパスの一部としてプロセッサを経由した、2つのデバイス間のデータ転送方法です。 

POST - pow が- on self-test (電源投入時の自己診断)- BIOS が自動的に口ードする診断プログラムです。メモリ、ハードディスクドライ义およびビデオなどのコンピュータの主要コンポーネントに 
基本的なテストを実行します。 POST の実行中に問題が検出されない場合、コンピュータは起動を続行します。 

PS/2 - personal system/2 - PS/2 互換のキーボード、マウス、またはキーパッドを接続するコネクタの一種です。 

PXE - pre-boot execution environment - WfM(Wired for Management) 標準で、オペレーテイングシステムのないネットワークコンピュータを設定して、リモートで起動できるようにします。 


R 


RAID - redundant array of independent disks - データの冗長性を提供する方法です。一般的に実装される RAID には RAID 0、 RAID し RAID 5、 RAID 10、および RAID 50がありま 
す。 


RAM - random-access memory (ランダムアクセスメモリ）-プログラムの命令やデータを保存するコンピュータの主要な一時記憶領域です。 RAM に保存されている情報は、コンピュータをシャット 
ダウンすると失われます。 


readme ファイル- ソフトウェアのパッケージまたはハードウエア製品に添付されているテキストファイルです。通常、 readme ファイルには、インストール手順、新し〈付け加えられた機能の説明、マ 
ニュアルに記載されてし々い修正などが記載されてしなす。 


RFI - radio frequency interference (無線電波障害)-10 kHz から100,000 MHz までの範囲の通常の無線周波数で発生する障害です。無線周波は電磁周波数帯域のお域に属し、赤外線 
や光などの高周波よりも障害を起こしやすい傾向があります。 


ROM - read-only memory (読み取りき用メモリ）-コンピュータが削除したり書き込みできないデータゃプログラムを保存するメモリです。 RAM と異なり、 ROM はコンピュータの電源が切れても内 
容を保持します。コンピュータの動作に不可欠のプログラムで ROM に常駐しているものがい〈つかあります。 


RPM - revolutions per minute -1分間に発生する回転数です。ハードディスクドライブ速度の計測に使用します。 


RTC - real time dock (リアルタイムクロック)-システム基板上にあるバッテリで動〈時計で、コンピュータの電源を切った後も、日付と時刻を保持します。 


RTCRST - real-time clock reset (リアルタイムクロックリセット）-し、〈つかのコンピュータに搭載されているシステム基板上のジャンパで、問題が発生した場合のトラブルシューティングに利用でき 
ます。 


S 

SAS - serial attached SCSI - 原型の SCSI パラレルアーキテクチヤとは対照的に、より高速のシリアルバージョンの SCSI インタフエースです。 

SATA - serial ATA (シリアル ATA)- より高速のシリアルバージョンの ATA(IDE) インタフエースです。 

SCSI - small computer system interface -ハードディスクドライ义 CD ドライブ、プリンタ、スキヤナなどのデバイスをコンピュータに接続するための高速インタフエースです。 SCSI では、単一 
のコントローラを使って多数のデバイスを接続できます。 SCSI コントローラバスでは、個々の識別番号を使って各デバイスにアクセスします。 

SDRAM - synchronous dynamic random-access memory (同期ダイナミックランダムアクセスメモリ）- DRAM のタイプで、プロセッサの最適クロック速度と同期化されています。 

SIM -サブスクライバ識別モジュール- SIM 力ードには、音声通信およびデータ通信を暗号化するマイクロチップが内蔵されてし巧す。 SIM 力ードは電話やノートブックコンピュータに使用できます。 

S/PDIF - Sony/Philips Digital Interface -ファイルの質が低下する可能性があるアナログお式に変換せずに、1つのファイルから別のファイルに才ーディオを転送できる才ーディオ転送用ファ 
イルフォーマットです。 

StrikeZoneTM -( コンピュータの電源がオンまたはオフに関わらず)コンピュータカ 《 共振ショックを受けた場合、または落下した場合に制動装置として機能し、ハードディスクドライブを保護するプラット 
フォームベースの強化領域です。 

SVGA - super-video graphics array -ビデオカードとコントローラ用のビデオ標準です。 SVGA の通常の解像度は800 x 600および1024 x 768です。 

プログラムが表示する色数と解像度は、コンピュータに取り付けられているモニタ、ビデオコントローラとドライバ、およびビデオメモリの容量によって異なります。 

S ビデオ TV 出力 - テレビまたはデジタルオーディオデバイスをコンピュータに接続するために使われるコネクタです。 

SXGA - supei^-extended graphics array -1280 x 1024までの解像度をサポートするビデオカードやコントローラのビデオ標準です。 

SXGA+ - supe 卜 extended graphics array plus - 1400 x 1050までの解像度をサポートするビデオカードやコントローラのビデオ標準です。 






TAPI - telephony application programming interface -音声、データ、ファックス、ビデオなどの各種テレフオニーデバイスが Windows のプログラムで使用できるようになります。 


TPM - trusted platform module -ハードウエアべースのセキュリティ機能です。セキュリティソフトウェアと併用して、ファイル保護や E- メール保護などの機能を有効にすることにより、ネットワー 
クおよびコンピュ ータのセキュリティを強化します。 


U 


UMA - unified memory allocation (統合メモリ振り分け)-ビデオに動的に振り分けられるシステムメモリです。 


UPS - uninterruptible power supply (無停電電源装置)-電気的な障害が起きた場合や、電圧レベルがほ下した場合に使用されるバックアップ電源です。 UPS を設置すると、電源が切れた場 
合でも限られた時間コンピュータは動作することができます。通常、 UPS システムは、過電流を抑え電圧を調整します。小型の UPS システムで数分間電力を供給するので、コンピュータをシャットダウ 
ンすることが可能です。 

USB - universal serial bus (ユニ/くーサルシリアルバス）- USB 互換キーボード、マウス、ジョイスティック、スキャナ、 スピーカ、 プリンタ、ブロードバンドデバイス （DSL およびケーブルモデム）、撮 
像装置、またはストレージデバイスなどの低速デバイス用ハードウIアインタフ王ースです。コンピュータの4ピンソケットかコンピュータに接続されたマルチポートハブじ直接デバイスを接続します。 
USB デバイスは、コンピュータの電源が入っていても接続したり取り外したりすることができます。また、デイジーチェーン型に接続することもできます。 

UTP - unshielded twisted pair (シールドなしツイストペア)-ほとんどの電話回線利用のネットワークやその他の一部のネットワークで利用されているケーブルの種類です。電磁波障害から保護 
するためにワイヤのペアに金属製の被覆をほどこす代わりに、シールドなしのワイヤのペアがねじられています。 


UXGA - ultra extended graphics array -160 0 x 1200までの解像度をサポートするビデオカードやコントローラのビデオ標準です。 


V 

V - ボルト-電位または起電力の計測単位です。1ボルトは、1アンペアの電流を通ずる抵抗1オームの導線の両端の電位の差です。 


W 

W - ワット-電力の計測単位です。1ワットは1ボルトで流れる1アンペアの電流を指します。 

WHr - ワット時-バッテリのおおよその充電容量を表すのに通常使われる単位です。たとえば、66 WHr のバッテリは66 W の電力を1時間、33 W を2時間供給できます。 


WWAN - Wireless Wide Area Network (ワイヤレスワイドエリアネットワーク）の略です。セルラーテクノロジを使用した、ワイヤレスの高速データネットワークで、 WLAN よりもはるかに広い地域 
じ対応します。 


WXGA - wid た aspect extended graphics array - 1280 x 800 までの解像度をサポートするビデオカードやコントローラのビデオ標準です。 


X 

XGA - extended graphics array -1024 x 768までの解像度をサポートするビデオカードやコントローラのビデオ標準です。 


Z 

ZIF - zero insertion force -コンピュータチップまたはソケットのどちらじもまった〈力を加えないで、チップを取り付けまたは取り外しできるソケットやコネクタの一種です。 

Zip --般的なデータの圧縮フォーマットです。 Zip フォーマットで圧縮されてしぶファイルを Zip ファイルといい、通常、ファイル名の拡張子が .zip となります。特別な Zip ファイルに自己解ま型ファ 
イルがあり、ファイル名の航長子は .exe となります。自己解ま型ファイルは、ファイルをダブルクリックするだけで自動的に解まできます。 

Zip ドライブ- Iomega Corporation によって開発された大容量のフロッピードライブで、 Zip ディスクと呼ばれる 3.5 インチのリムーバルディスクを使用します。 Zip ディスクは標準のフロッピーデ 
イスクよりもやや大きく約2倍の厚みがあり、100 MB のデータを保持できます。 


友 


アンチウイルスソフトウェア- お使いのコンピュータからウイルスを見つけ出して隔離し、検疫して、除去するように設計されたプログラムです。 


ウイルス- 嫌がらせ、またはコンピュータのデータを破壊する目的で作られたプログラムです。ウイルスプログラムは、ウイルス感染したディスク、インターネットからダウンロードしたソフトウェア、また 
は E- メールのを付ファイルを経由してコンピュータから別のコンピュータへ感染します。ウイルス感染したプログラムを起動すると、プログラムに潜伏したウイルスも起動します。 


—般的なウイルスに、フロッピーディスクのブートセクターじ潜伏するブートウイルスがあります。フロッピーディスクを挿入したままコンピュータをシャットダウンすると、次の起動時に、コンピュータはオペ 
レーテイングシステムを探すためフロッピーディスクのブートセクターじアクセスします。このアクセスでコンピュータがウイルスに感染します。一度コンピュータがウイルスに感染すると、ブートウイルス 
は除去されるまで、読み書きされるすべてのフロッピーディスクにウイルスをコピーします。 


エクスプレスサービスコード- DeNTM コン ピュータのラベルに付いている数字の コー ドです。デルにお問い合わせの際は、エクスプレスサービス コー ドをお伝えください。 








オンボード- 通常、コンピュータのシステム基板上に物理的に搭載されているコンポーネントを指します。 ビルトイン とも呼ばれます。 


か 

力ーソル- キーボード、タッチパッド、またはマウスが次にどこで動作するかを示すディスプレイや画面上の目印です。通常は点滅する棒線かアンダーライン、またはルさな矢印で表示されます。 

解な巧- プリンタで印刷される画像や、またはモニタに表示される画像がどのくらい鮮明かとしづ度合です。解像度を高い数値に設定してしぶほど鮮明です。 

書き这みな巧- ファイルやメディアのデータ内容を変更不可に設定することです。書き込み保護を設定しデータを変更または破壊されることのないように保護します。 3.5 インチのフロッピーディスクに 
書き込み保護を設定する場合、書き込み保護設定タブをスライドさせて書き込み不可の位置にします。 

巧巧力ード- コンピュータのシステム基板上の拡張スロットに装着する電子回路基板で、コンピュータの性能を向上させます。ビデオカード、モデムカード、サウンドカードなどがあります。 

披お型 PC 力ード- 拡張型 PC 力ードは、取り付けた際に PC 力ードスロットから力ードの端が突き出しています。 

化巧スロット- 拡張力ードを挿入してシステムバスに接続する、システム基板上のコネクタです(コンピュータによって異なる場合もあります）。 

披巧ディスプレイモード- お使いのディスプレイの拡張として、2台目のモニタをイまえるようにするディスプレイの設定です。 デュアルディスプレイモード とも呼ばれます。 

壁が- Windows デスクトップの背景となる模様や絵柄です。壁紙を変更するには Windows コントロールパネルから変更します。また、気に入った給柄を読み込んで壁紙を作成することができま 
す。 

キーのおみ合わせ- 複数のキーを同時に巧して実行するコマンドです。 

起助順を- コンピュータが起動を試みるデバイスの順序を指定します。 

起苗!ディスク- コンピュータを起動するために使用するディスクです。ハードディスクドライブが損傷した場合や、コンピュータがウィルスに感染した場合など、起動 CD 、 DVD 、 またはフローピーディス 
クが必要になりますので、常備しておきます。 

起助 CD - コンピュータを起動するために使用する CD です。ハードディスクドライブが損傷した場合や、コンピュータがウイルスに感染した場合など、起動 CD または起動ディスクが必要になります 
ので、常備しておきます。 『Drivers and U 川 itiesj メディア(または 『ResourceCDj) は、起動可能な CD または DVD です。 

キャッシュ- 特殊な高速ストレージ機構で、メインメモリの予約領域、または独立した高速ストレージデバイスです。キャッシュは、プロセッサのオペレーションスピードを向上させます。 

L 1 キャッシュ- プロセッサの内部に設置されているプライマリキャッシュ。 

L 2 キャッシュ- プロセッサに外付けされた、またはプロセッサアーキテクチャに組み込まれたセカンダリキャッシュ。 

休止が態モード- メモリ内のすべてをハードディスクドライブ上の予約領域に保存してからコンピュータの電源を切る、省電カモードです。コンピュータを再起動すると、ハードディスクドライブに保存さ 
れてし巧メモリ情報が自動的に復元されます。 

クロックスピード- システムバスに接続されているコンピュータコンポーネントがどの〈らいの速さで動作するかを示す、 MHz で示される速度です。 

グラフィックスモード-と 水平ピクセル数X y 垂直ピクセル数X Z 色数で表されるビデオモードです。グラフィックスモードは、どんなおやフォントも表現できます。 

光学式ドライブ- CD、DVD、 または DVD +RW から、光学技術を使用してデータを読み書きするドライブです。光学式ドライブには、 CD ドライブ、 DVD ドライブ、 CD-RW ドライブ、および CD- 
RW/DVD コンボドライブが含まれます。 

コントローラ- プロセッサとメモリ間、またはプロセッサとデバイス間のデータ転送を制御するチップです。 

コントロールパネル- 画面設定などのオペレーティングシステムやハードウエアの設定を変更するためのユーティリテイです。 


さ 

サージプロテクタ- コンセントを介してコンピュータに影響を与える電圧変動（雷などの原因で)から、コンピュータを保護しますサージプロテクタは、落雷や通常の AC ライン電圧レベルが20 %レ:1上 
低下する電圧変動による停電からはコンピュータを保護することはできません。 

ネットワーク接続はサージプロテクタでは保護できません。雷雨時は、必ずネットワークケーブルをネットワークコネクタからかして〈ださい。 

サービスタグ- コンピュータに貼ってあるバーコードラべルのことで、デルサポートの support . ip . dell.com にアクセスしたり、デルのカスタマーサービスやテクニカルサポートに電話で問い合わせ 
たりする場合に必要な識別香号が書いてあります。 

システムま巧- コンピュータのメイン回路基板です。マザーボードとしても知られています。 

指がリーダー- 固有の指紋を使ってユーザーの身元証明を行う読み取りセンサーで、コンピュータのセキュリティ保護をサポートします。 

ショートカット- 頻繁に使用するプログラム、ファイル、フォルダ、およびドライブにすばやくアクセスできるようじするアイコンです。ショートカットを Windows デスクトップ上に作成し、ショートカットア 
イコンをダブルクリックすると、それに対応するフォルダやファイルを検索せずに開〈こと力 《 できます。ショートカットアイコンは、ファイルが置かれてしぶ場所を変更するわけではありません。ショートカット 
アイコンを削除しても、元のファイルには何の影響もありません。また、ショートカットのアイコン名を変更することもできます。 

シリアルコネクタ- I/O ポートは、コンピュータにハンドへルドデジタルデバイスやデジタルカメラなどのデバイスを接続するためによ〈使用されます。 

スキヤンディスク- Microsoft のユーティリティで、ファイル、フォルダ、ハードディスクの表面のエラーをチェックします。コンピュータの反応が止まって、コンピュータを再起動した際にスキャンディス 
クが実行されることがあります。 

スタンバイモード- コンピュータの不必要な動作をシャットダウンして節電する、省電カモードです。 

スマートカード- プロセッサとメモリチップに内蔵されている力ードです。スマートカードは、スマートカード搭載のコンピュータでのユーザー認証に利用できます。 






ホかなセンサー- ケーブルを利用しなくても、コンピュータと赤外線互換デバイス間のデータ転送ができるポートです。 


セットアッププログラム- ハードウエアやソフトウェアをインストールしたり設定するために使うプログラムです。 setup.exe または install.exe とし、うプログラムが Windows 用ソフトウェアに付属 
しています。 セットアッププログラム は セットアップユーティリテイ とは異なります。 


セットアップ ユーテ イリテイ- コンピュータのハードウエアとオペレーテイングシステム間のインタ フエー ス機能を持つユーティリテイです。セットアップユーティリテイは BIOS で日時やシステムパスワー 
ドなどのようなユーザーが選択可能なオプションの設定ができます。設定がコンピュータにどのような影響をちえるのか理解できていない場合は、このプログラムの設定を変更しなし巧〈ださい。 


た 

タスクトレイ- コンピュータの時計、音量調節、およびプリンタの状況など、プログラムやコンピュータの機能に素早〈アクセスできるアイコンが表示されている Windows タスクバーの領域です。シス 
テムトレイ とも呼ばれます。 

巧行許可な- 物品を外国へ一時的に持ち込む場合、一時輪入通関ができる通関手帳です。 商品パスポート とも呼ばれます。 

テキストエディタ- たとえば、 Windows のメモ帳など、テキスロァイルを作成および編集するためのアプリケーションプログラムです。テキストエディタには通常、ワードラップやフォーマットヴンダ 
-ラインのオプションやフォントの変換など）の機能はありません。 

ディスクストライピング- 複数のディスクドライブにまたがってデータを分散させる巧術です。ディスクのストライピングは、ディスクストレージからデータを取り出す動作を高速化します。通常、ディスク 
のストライピングを利用している コン ピュータではユーザーがデータ ユニット サイズまたはストライプ幅を選ぶことができます。 

デバイス- コンピュータ内部に取り付けられ てし、 るか、またはコンピュータに接続されているディスクドライ义プリンタ、キーボードなどのハードウエアです。 

デバイスドライバ- ドライバ を参照して〈ださい。 

デュアルコア-1 つのプロセッサパッケージに2つの物理計算ユニットを集積し、それによって計算効率とマルチタスク機能を向上させた Intel® テクノロジです。 

デュアルディスプレイモード- お使いのディスプレイの拡張として、2台目のモニタを巧えるようにするディスプレイの設定です。 デュアルモニタ とも呼ばれます。 

トラベルモジュール- ノートブックコンピュータの重量を減らすために、モジュールベイの中に設置できるよう設計されているプラスチック製のデバイスです。 

ドッキングデバイス- AES を参照して〈ださい。 

ドメイン- ネットワーク上のコンピュータ、プログラム、およびデバイスのグループで、特定のユーザーグループによって使用される共通のルールと手順のある単位として管理されます。ユーザーは、ドメ 
インにログオンしてリソース への アクセスを取得します。 

ドライバ- プリンタなどのデバイスカ 《 、オペレーテイングシステムに制御されるようにするためのソフトウェアです。多くのデバイスは、コンピュータに正しし、ドライバがインストールされていない場合、正常 
じ動作しません。 


な 


ネットワークアダプタ- ネットワーク機能を提供するチップです。コンピュータのシステム基板にネットワークアダプタが内蔵されてし、たり、アダプタが内蔵されている PC 力ードもあります。ネットワーク 
アダプタは、 NIC (ネットワークインタフエースコントローラ）とも呼ばれます。 


は 

ハードディスクドライブ- ハードディスクのデータを読み書きするドライブです。ハードディスクドライブとハードディスクは同じ意味としてどちらかが使われています。 

ハイパースレッディング-1 つの物理プロセッサを2つの論理プロセッサとして機能させ、特定のタスクを同時に実行できるようにすることで、コンピュータのパフォーマンス全体を強化する Intel テク 
ノロジです。 

バイト- コンピュータで使われる基本的なデータ単位です。1バイトは8ビットです。 

バス- コンピュータのコンポーネント間で情報を通信する経路です。 

バスまを- バスがどの〈らいの速さで情報を転送できるかを示す、 MHz で示される速度です。 

バッテリ阻巧時旧- ノートブックコンピュータのバッテリでコンピュータを駆動できる持続時間（分または時間）です。 

バッテリの寿命- ノートブックコンピュータのバッテリが、消耗と再充電を繰り返すことのできる期間（年数)です。 

パーティシヨン- ハードディスクドライブ上の物理ストレージ領域です。1つレ:I上の論理ストレージ領域(論理ドライブ）に割り当てられます。それぞれのパーティションは複数の論理ドライブを持つこと 
ができます。 

パラレルコネクタ- I/O ポートは、コンピュータにパラレルプリンタを接続する場合などに使用されます。 LPT ポート とも呼ばれます。 

ヒートシンク- 放熱を助けるプロセッサに付属する金属板です。 

ビット- コンピュータが認識するデータの最小単位です。 

ビデオが像を- 解像度 を参照して〈ださい。 

ビデオコントローラ- お使いのコンピュータに（モニタの組み合わせにおいて）ビデオ機能を提供する、ビデオカードまたは(オンボードビデオコントローラ搭載のコンピュータの）システム基板の回路で 
す。 

ビデオメモリ- ビデオ機能ま用のメモリチップで構成されるメモリです。通常、ビデオメモリはシステムメモリよりも高速です。取り付けられているビデオメモリの量は、主にプログラムが表示できる色数 












に影響を与えます。 


ビデオモード- テキストやグラフィックスをモニタに表示する際のモードです。グラフィックスをベースにしたソフトウェア (Windows オペレーティングシステムなど）は、と水平ピクセル数X y 垂直ピク 
セル数 X Z 色数で表されるビデオモードで表示されます。文字をベースにしたソフトウェア(テキストエディタなど）は、 X 列 X y 行の文字数で表されるビデオモードで表示されます。 

ピクセル- ディスプレイ画面の構成単位である点です。ピクセルが縦と横に並び、イメージを作ります。ビデオの解像度 (800 x 600など）は、上下左右に並ぶピクセルの数で表します。 

ファーレンハイト（華氏）- 温度の単位で、水の氷点を32度、沸点を212度としています。 

フォーマット- ファイルを保存するためじドライブやディスクを準備することです。ドライブまたはディスクをフォーマットするとデータはすべて消失します。 

フォルダ- ディスクやドライブ上のファイルを整頓したリグループ化したりする入れ物です。フォルダ中のファイルは、名前や日付やサイズなどの順香で表示できます。 

プラグアンドプレイ- デバイスを自動的に設定するコンピュータの機能です。 BIOS、 オペレーティングシステム、およびすベてのデバイスがプラグアンドプレイ対応の場合、プラグアンドプレイは、自動 
インストール、設定、既存のハードウェアとの互換性を提供します。 

プロセッサ- コンピュータ内部で中む的に演算を行うコンピュータチップです。プロセッサは、 CPU (中央演算処理装置)とも呼ばれます。 


ま 

ミニカード- 通信用 NIC などの内蔵周适機器用に設計された小型の力ードです。ミニカードの機能は、標準の PCI 拡張力ードと同等です。 

ミニ PCI - モデムや N になど通信機能を主とする内蔵周巧機器の規格です。ミニ PCI 力ードは、標準の PCI 拡張力ードと同等の機能を持つ小型の外付けカードです。 

ミラーリング- データを別の環境にある別のコンピュータに複製することです。ミラーリングは、バックアップの目的で、あるいはユーザの近接域で実行されます。 

メモリ-コンピュータ内部にある、一時的にデータを保存する領域です。メモリにあるデータは一時的に格納されているだけなので、作業中は時々ファイルを保存するようお勧めします。また、コンピュー 
夕をシャットダウンするときもファイルを保存して〈ださし、。 コンピュータのメモリには、 RAM、ROM、 およびビデオメモリなど何種類かあります。通常、メモリというと RAM メモリを指します。 

メモリアドレス- データを一時的に RAM に保存する特定の場所です。 

メモリマッピング- スタートアップ時に、コンピュータが物理的な場所にメモリアドレスを割り当てる処理です。デバイスとソフトウェアが、プロセッサによりアクセスできる情報を識別できるようになりま 
す。 

メモリモジュール- システム基板に接続されている、メモリチップを泻載した小型回路基板です。 

モジュールベイ- 光学ドライ义セカンドバッテリ、または Dell Travel Lite^^ モジュールなどのようなデバイスをサポートするベイです。 メディアベイ も参照して〈ださい。 

モデム- アナログ電話回線を介して他のコンピュータと通信するためのデバイスです。モデムには外付けモデム、 PC 力ード、および内蔵モデムの3種類があります。通常、モデムはインターネットへ 
の接続や E- メールの交換に使用されます。 


や 

読み取り専用- 表示することはできますが、編集したり削除したりすること力巧きなし、データやファイルです。次のような場合にファイルを読み取りま用に設定できます。 
〇フロッピーディスク、 CD、 または DVD を書き込み防止に設定している場合 

〇ファイルがネットワーク上のディレクトリにあり、システム管理者カヴクセス権限に特定の個人だけを許可してしぶ場合 


ら 

リフレッシュレート- 画面上のビデオイメージが再描画される周波数です。単位は Hz で、このリフレッシュレートの周波数で画面の水平走査線（ 垂直周波数 とも呼ばれます）が再巧画されます。リフレ 
ッシュレートが高いほど、ビデオのちらつきが少なく見えます。 

口ーカルバス- デバイスじプロセッサへの高速スループットを提供するデータバスです。 


わ 


ワイヤレス LAN - Wireless Local Area Network (ワイヤレスローカルエリアネットワーク）の略です。インターネットアクセスを可能にするアクセスポイントやワイヤレスルーターを使用し、電波を 
介して互いに通信する一連の相互接続コンピュータを指します。 
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メモリ 

ユーザーズ ガイド 

システム基板にメモリモジュールを取り付けると、コンピュータのメモリ容量を増やすことができます。 

お使いのコンピュータは DDR 2 メモリをサポートしています。お使いのコンピュータでサポートされているメモリの種類の追加情報に関しては、本マニュアルのお使いのシステムじ該当する仕様を参照し 
てください。 

DDR 2 メモ IJ の概要 

I DDR 2 メモリモジュールをペアで取り付ける場合、 同じメモリサイズおよびスピード のものである必要があります。 DDR 2 メモリモジュールが同じペアで取り付けられていない場合、コンピュータ 
は動作し続けますが、性能が少し落ちます。モジュールの右上または左上端のラベルを参照して、モジュールの容量を確認します。 



。メモ：必ず、システム基板に示されている順番で DDR 2 メモリモジュールを装着して〈ださし、。 

推奨されるメモリ構成は、レ: I 下のとおりです。 

〇同じ容量を持つメモリモジュールのペアを DIMM コネクタ1および2じ装着 
または 

〇同じ容量を持つメモリモジュールのペアを DIMM コネクタ1および2に装着し、 DIMM コネクタ3および4に別のペアを装着 
〇 を患 ： ECC メモリモジュールは取り付けなし、で〈ださい。 

I PC 2 -己 300( DDR 2 667 MHz ) および PC 2-6400( DDR 2 800 MHz ) メモリが混在したペアを取り付ける場合は、モジュールは取り付けられた中で最も遅いモジュールのスピードで動作し 
ます。 

I 他のコネクタじメモリモジュールを装着する前に、プロセッサに最も近いコネクタである DIMM コネクタ1に、単ーメモリモジュールが装着されてし巧ことを確認して〈ださし、。 



A 

同じ容量を持つモジュールのペアを DIMM コネクタ1および2(白色の固まクリッカに装着 

B 

DIMM コネクタ3および4(黒色の固定クリツカにメモリモジユールの同じペア 


〇 を意： メモリのアップグレード中にコンピュータから元のメモリを取り外した場合、新し〈装着するモジュールをデルからお買い上げになったとしても、元のメモリを新しいメモリとは別に保管してく 
ださい。できるだけ、新しし、メモリモジュールと元のメモリモジュールをペアじしないで〈ださし、。ペアにすると、コンピュータが正し〈起動しないことがあります。元のメモリモジュールは、 DIMM コ 
ネクタ1と2または DIMM コネクタ3と4のどちらかにそれぞれペアで取り付ける必要があります。 

メモ； デルから購入されたメモリは、お使いのコンピュータの保証に含まれます。 


メモリ構成のアドレス設定 













Microsoft ® Windows ® Vista ® などの 32 ビットオペレーテイングシステムを使用している場合には、お使いのコンピュータは最大4 GB のメモリをサポートします。64ビットのオペレーテイングシ 
ステムを使用している場合は、お使いのコンピュータは最大8 GB (4 スロットで各2 GB の DIMM ) のメモリをサポートします。 

メモリの取り付け 

^ 餐告： 本項の手順を開始する巧に、『巧品情報ガイド J のま全におないいただ<ためのを意にがってください。 

〇 を意： 静電気放出および内部コンポーネントへの損傷を避けるため、静電気防止用リスいくンドを使用したり、定期的にコンピュータシャーシの塗装されてし々い金属面に触れたりして、静電気 
〜 を除去します。 

1. 作業を開始する 前に の 手1隔にがって操作して〈ださい。 

2. コンピュータのカバーを取り外します（お使いの特定のコンピュータに関する「コンピュータカバーの取り外し」を参照）。 

3. メモリモジュールコネクタの両端にある固定クリップを押し開きます。 



1 

プロセッサに最も近いメモリコネクタ 

2 

固定クリップ (2) 

3 

メモリコネクタ 


4. モジュールの底面の切り込みを、コネクタ内のクロスバーに合わせます。 



1 

切り欠き (2) 

2 

メモリモジュール 

3 

切り込み 

4 

クロスバー 






〇 を意： メモリモジュールへの損傷を防ぐため、モジュールの両端に均等に力を加えて、モジュールをコネクタに向けてまっすぐ下へ挿入します。 

5. メモリモジュールをカチッとしづ感触がある所定の位置に収まるまで、しっかりと巧し下げます。 


モジュールが適切に挿入されると、固定クリップはモジュール両端の切り欠きにカチッと収まります。 



















6. コンピュータカバーを取り付けます （ コンピュータカバーの取り付け を 参照）。 

を意： ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し込み、次にコンピュータに差し込みます。 

7. コンピュータとデバイスを電源コンセントに接続し、電源を入れます。 

8. メモリサイズが変更されたことを示すメッセージが表示されたら、 <F1> を押して続行します。 

9. お使いのコンピュータにログオンします。 

10. Windows デスクトップで マイコンピュータ アイコンを右クリックし、 プロパティ をクリックします。 

11. 全が! タブをクリックします。 

12. 表示されているメモリ （RAM) の容量を確認して、メモリが正し〈装着されているか確認します。 

メモリの取り外し 

^ »告： 本項の手順を開おする前に、『巧品情苗ボイド J のま全におないいただくためのを意にがってください。 

〇 を意： 静電気放出および内部コンポーネントへの損傷を避けるため、静電気防止用リスいくンドを使用したり、定期的にコンピュータシャーンの塗装されてし々い金属面に触れたりして、静電気 
〜 を除去します。 

1. 作業を開始する 前に の 手1隔にがって操作して〈ださい。 

2. コン ピュータのカバーを取り外します（お使いの特定の コン ピュータに関する 「コン ピュータカバーの取り外し」を参照）。 

3. メモリモジュールコネクタの両端にある固定クリップを押し開きます。 

4. モジュールをつかんで、引き上げます。 

モジュールが取り外しにくい場合、モジュールを前後に軽〈動かして緩め、コネクタから取りかします。 
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Del|TM OptiPlexTM 755 ューザーズガイド 

ミニタワーコンピュータ 



お使いのコンピュータについて 

情報の検索ちま 
ミニ タワーコンピュータ 
ミニ タワーコンピュータの仕様 

アドバンス機能 

お巧いのコンピュータのエンクロージャでの設置 

コン ピュ ータのクリーニン グ 

Microsoft 巧） Windows 巧）の機能 

トラブルシューティング 

困ったときは 

用語集 
な証について 
FCC 通達（米国のみ） 


部品の取 y 外しと取り付け 

作業を開始する前に 

力ード 

ドライブ 

プロセッサ 

I / O パネル 



スピーカ 

バッテリ 


システム基板の交換 
コンヒュータカバーの 取りかけ 


メモ、を意、警告 

b メモ： コンピュータを使いやすくするための重要な情報を説明しています。 

〇 を意： ハードウェアの損傷やデータの損失の可能性を示し、その危険を回避するための方法を説明しています。 

^ 警告： あ的損ま、けが、または巧 t の原因となる可能性があることを示しています。 

DellTM n シリーズコンピュータをご購入いただいた場合、このマニュアルの Microsoft ® Windows ® オペレーティングシステムじついての説明は適用されません。 
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ユーザーズ ガイド 

♦ izzH 


力ード 


^ 餐吿 本項の手順を開おするおに、『巧品情報ガイド J のを全におないいただくためのを意に従ってください。 

〇 を意： コンピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に触 
〜 れることにより、静電気を除去することができます。 

。メモ：コンピュータの FCC 認証を満たすため、フイラーブラケットを空の力ードスロット開口部に取り付ける必要があります。ブラケットは、お使いのコンピュータをほこりと巧れから守り、コンピュ 
ータを冷却する空気の流れを保ちます。 

お使いの DellTM コンピュータは PS /2 シリアルポートアダプタをサポートしており、次の PCI 力ードおよび PCI Express 力ード用のコネクタを備えています。 

I PCI カードスロットカ《2つ 
I PCI Express xl 6 力ードスロットカ《1つ 
I PCI Express xl 力ードスロットカ《1つ 



1 

PCI Express xl 6 力ード 

4 

PCI Express xl 力ード 

2 

固定タブ （PCI Express 力ードのみ） 

5 

PCI Express xl 力ードスロット 

3 

PCI Express xl 6 力ードスロット 




PCI または PCI Express カードの取り付け 

。メモ；お使いの Dell コンピュータは PCI および PCI Express スロットのみを使用します。 

^ メモ； お使いのミニタワーコンピュータのシリアルポートアダプタには、2つの PS /2 コネクタがあります。 

新ししけードに交換する場合は、既存の力ードのドライバをアンインストールします。手順じついては、力ードに付属しているマニュアルを参照して〈ださし、。 

1. 作業を開始する 前に の 手順にがって操作して〈ださい。 

2. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの取り外し を 参照）。 


3. 力ード固定ラッチのリリースタブを内側から慎重に押し、ラッチを弧を描〈ように動かして開きます。ラッチは開いた状態のままになります。 



















1 

力ード固定ラッチ 

2 

位置合わせガイド 

3 

力ード 

4 

カードエッジコネクタ 

5 

力ードコネクタ 

6 

リリースタブ 


4. 新ししけードを取り付ける場合、フイラーブラケットを取り外して力ードスロット開口部を空にします。次に手順5に進みます。 

5. コンピュータに既に取り付けられている力ードを交換する場合、力ードを取り外します。必要に応じて、力ードに接続されたケーブルを外します。 

6. 力ードに力ード保持パ'-が付いてし巧場合は、このパ'—を外します。固定タブを軽〈引き、力ードの上端の角を両手でつかみ、コネクタから取り外します。 

7. 新ししけードを取り付ける準備をします。 

b メモ； お使いのコンピュータじ合わせた力ードの設定、内部の接続、または力ードのカスタマイズの情報については、力ードに付属しているマニュアルを参照して〈ださい。 

A 警吿 ネットワークアダプタの中には、ネットワークにをなすると自動的にコンピュータを起苗!するものがあります。應電防止のため、力ードを取りがけるかに、コンピュータの電源 
プラグをコンセントからないてください。 

8. 力ードを X 16 力ードコネクタに取り付ける場合、固定スロットを固定タブに合わせ、軽〈固定タブを引いて、力ードを取り付けます。 



1 

PCI Express xl 6 力ード 

2 

レバー 

3 

固定スロット(すべての力ードに付いているわけではありません） 

4 

固定タブ 

5 

PCI Express xl 6 力ードコネクタ 




9. 力ードをコネクタに置き、しっかりと下に巧します。力ードがスロットじしっかりと装着されてしぶか確認します。 




































1 

完全に装着されたカード 

2 

完全に装着されていなしけード 

3 

スロット巧のブラケット 

4 

スロットの外側にはみ出したブラケット 


10. 力ード固定装置を下げる前に、次の点を確認してください。 

I すべての力ードの上部とフィラーブラケットの高さが、位置合わせバーと同じ高さに揃っている 
I カードの上部のノッチまたはフィラーブラケットが、位置合わせガイドと合っている 

11. 力ード固定ラッチを閉じて所定の位置に押し込み、力ードを固定します。 

A を意： 力ードケーブルは、力ードの上や後ろを通して配線しなし、で〈ださし、。ケーブルを力ードの上を通して配線すると、コンピュータカバーが正し〈閉まらなくなったり、装置に損傷を与える恐れが 
〜 あります。 

12. 必要なすベてのケーブルを力ードに接続します。 

力ードのケーブル接続については、力ードに付属のマニュアルを参照して〈ださし、。 

13. コンピュータカバーを取り付け ( コンピュータカバーの取り かけ を 参照）、コンピュータとデバイスをコンセントに差し込んで雷源を入れます。 

をが ネットワークケーブルを接続するには、まずネットワークケーブルを壁のネットワークジャックに差し込み、次にコンピュータに差し込みます。 

14. サウンドカードを取り付けた場合、次の手順を実行します。 

a . セットアップューティリティを起動し Audio Controller を選択して設定を Off にををします （ セットアップユーティリ ティ を 参照）。 

b . 外付け才ーディオデバイスをサウンドカードのコネクタに接続します。外付けオーディオデバイスを、コンピュータの背面パネルのマイクコネクタ、スピーカ/ヘッドフォンコネクタ、または 
ライン入カコネクタに接続しないで〈ださい。 

15. ネットワークアダプタカードを取り付けており、内蔵ネットワークアダプタを無効にする場合は、次の手順を実行します。 

a . セットアップューティリティを起動し、 Network Controller を選択して設定を Off に変更します ( セットアップユーティリ ティ を 参照）。 

b . ネットワークケーブルをネットワークアダプタカードのコネクタに接続します。ネットワークケーブルをコンピュータの背面パネルの内蔵ネットワークコネクタに接続しないで〈ださい。 

〇 を意： 内蔵ネットワークアダプタを無効にすると、 AMT 機能が使用できな〈なります。 

16. 力ードのマニュアルに記載されている、力一円こ必要なドライバをインストールします。 

PCI また[ホ PCI Express カードの取り外し 

1. 作業を開始する 前に の 手順にがって操作して〈ださい。 

2. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの取り外し を 参照）。 


3. 力ード固定ラッチのリリースタブを内側から慎重に押し、ラッチを弧を描〈ように動かして開きます。ラッチは開いた状態のままになります。 























1 

力ード固定ラッチ 

2 

位置合わせガイド 

3 

力ード 

4 

力ード エッジ コネクタ 

5 

力~ドつ不クタ 

6 

リリースタブ 


4. 必要に応じて、力ードに接続されたケーブルを外します。 

5. 力ードを取り外したままにする場合、空の力ードスロット開口部にフィラーブラケットを取り付けます。 

じ メモ； コン ピュータの FCC 認証を満たすため、 フィ ラーブラケットを空の力ードスロット開口部に取り付ける必要があります。ブラケットは、お使いの コン ピュータをほこりと巧れから守り、 コ 
ンピュータを冷却する空気の流れを保ちます。 

〇 を 患： ネットワークケーブルを接続するには、まずネットワークケーブルを壁のネットワークジャックに差し込み、次にコンピュータに差し込みます。 

6. コンピュータカ/く一を取り付け ( コンピュータカバーの取り付け を 参照）、コンピュータとデバイスをコンセントに差し込んで雷源を入れます。 

7. 力ードのドライバをアンインストールします。手順については、力ードに付属しているマニュアルを参照して〈ださし、。 

8. サウンドカードを取り外した場合、次の手順を実行します。 

a . セットアップューティリティを起動し、 Audio Controller を選択して設定を On に変更します ( セットアップユーティリ ティ を 参照）。 

b . 外付けオーディオデバイスをコンピュータ背面パネルのオーディオコネクタじ接続します。 

9. ネットワークアダプタカードコネクタを取り外した場合、次の手順を実行します。 

a . セットアップューティリティを起動し Network Controller を選択して、設定を On に変更します ( セットアップユーティリ ティ を 参照 ）。 

b . ネットワークケーブルをコンピュータの背面パネルの内蔵ネットワークコネクタに接続します。 

PS /2 シリアルポートアダプタ 

警吿 本巧の手順を開始するかに、『製品 情が ガイド J の安全にお使いいただ<ためのを意にがってください。 

の を 患： コンピュータの内蔵コンポーネントの静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。コンピュータシャーシの塗装されてし々い 
〜 金属面に触れることにより、静電気を除去することができます。 


PS/2 シリアルポートアダプタの取りかけ 

1. 作業を開始する 前に の 手順にがって操作して〈ださい。 

2. コンピュータカバーを 取りかします （ コンピュータカバーの 取り外し を 参照）。 

3. 力ード固定ラッチのリリースタブを内側から慎重に押し、ラッチを弧を描くように動かして開きます。ラッチは開いた状態のままになります。 




























1 

力ード固定ラッチ 

2 

位置合わせガイド 


4. フイラーブラケットが取り付けられている場合は、取り外します。 

。メモ；アダプタの設定、内部の接続、またはコンピュータに合わせたカスタマイズの情報については、 PS /2 シリアルポートアダプタに付属のマニュアルを参照して〈ださい。 

5. PS /2 シリアルポートアダプタブラケットを固定スロットに揃えて、しっかりと巧し込みます。アダプタがスロットにしっかりと装着され てし、 るか確認します。 



1 

スロット内のブラケット 

2 

スロットの外側にはみ出したブラケット 


力ード固定装置を閉じる前に、次のことを確認します。 

I すべてのアダプタとフイラーブラケットの上端が位置合わせバーと平らに揃っている 
I アダプタ上部の切り込みまたはフイラーブラケットが、位置合わせガイドと合っている 


6. 力ード固定ラッチを閉じて、所定の位置にカチッと収まるまで軽〈押します。 

〇 を意： ケーブルは、取り付けられている力ードの上を通して配線しなし、でください。ケーブルを力ードの上を通して配線すると、コンピュータカバーが正し〈閉まらなくなったり、装置に損傷を与える 
〜 恐れがあります。 


7. システム基板のシリアルポートアダプタコネクタ （ SERIAL 2) にアダプタケーブルを接結します（コネクタの位置に閱しては、 システム基ネ反コンポーネント を参照）。 





































。 メモ； ケーブル接続については、 PS /2 シリアルポートアダプタに付属のマニュアルを参照して〈ださい。 

8. コンピュ ータ カバーを取り付けます （ コンピ ュータ カバーの取り かけ を 参照）。 

PS /2 シリアルポートアダプタの取り外し 

1. 作業を開始する 前に の 手1隔にがって操作して〈ださい。 

2. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの 取り外し を 参照）。 

3. 力ード固定ラッチのリリースタブを内側から慎重に押し、ラッチを孤を描〈ように動かして開きます。ラッチは開いた状態のままになります。 



1 

カード固定ラッチ 

2 

位置合わせガイド 


4. システム基板から PS /2 シリアルポートケーブルを外します （ システム基おコンポーネント を参照）。 

5. 必要であれば、アダプタに接続されてしぶ外付けケーブルを外します。 


6. PS /2 シリアルポートアダプタブラケットを固定スロットから外します。 


















































































アダプタを取り外したままにする場合、空の力ードスロット開□部にフイラーブラケットを取り付けます。 


& メモ； コン ピュータの FCC 認証を満たすため、 フイ ラーブラケットを空の力ードスロット開口部に取り付ける必要があります。ブラケットも、お使いの コン ピュータをほこりと巧れから守り、 コ 
ンピュータを;令却する空気の流れを保ちます。 

8. 力ード固定装置を閉じる前に、次のことを確認します。 

I すべての力ードの上部とフイラーブラケットの高さが、位置合わせパ'—と同じ高さに揃っている 
I 力ードの上部のノッチまたはフイラーブラケットが、位置合わせガイドと合っている 

9. 力ード固定ラッチを閉じて所定の位置に押し込み、力ードを固定します。 

10. コン ピュ ータカバーを 取り付けます （ コン ピ ュータカバーの 取り かけ を 参照）。 

eSATA の取り付け 

eSATA では、ドライブとチップセット間で USB のデータスループットの約6倍である完全対応の SATA データ転送速度口 GB / 砂）が可能です。 

お使いの コン ピュータの eSATA も ホットプラグ をサポートしています。ホットプラグは、お使いの コン ピュータにデバイスを接続する前に、 コン ピュータの電源を切ることな〈デバイスを検出できます。デバ 
イスが接続されると、オペレーテイングシステムは自動的にその変更を認識します。ただし、取り外しおよび交換前に、 コン ピュータの電源を切る必要があります。 

^ 警吿 本項の手順を開おする前に、『製品情窗ボイド J のま全におないいただ<ためのを意に従ってください。 

。メモ：コンピュータの内蔵コンポーネントの静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、き体から静電気を除去して〈ださい。コンピュータシヤーンの塗装されてし々い金 
属面に触れることにより、静電気を除去することができます。 

1. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの取り外し を 参照）。 

2. eSATA コネクタに使用する力ードス ロットのフイ ラーパネルを取り外します。 

3. 使用する力ードスロット開口部にブラケットを取り付けます。 



4. eSATA ケーブルの使用していない端をシステム基板の eSATA コネクタに差し込みます。 



5. コンピュータカバーを 取り付けます （ コン ピ ュータカバーの 取リイ寸 け を 参照）。 

6. お使いのコンピュータを起動して、セットアップユーティリティを起動します。 ( セットアップユーティリティの 起動 を 参照）。 eSATA オプションを使用して、 eSATA ドライブを有効にします。 


目次に戻る 










目ホに戻る 


ユーザーズ ガイド 

♦ プロセッサ 


プロセッサ 

^ »吿 本項の手順を開始するがに、『追[品情報ガイド J のま全におないいただ<ためのを意に従ってください。 

〇 を意： コンピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に触 
〜 れることにより、静電気を除去することができます。 

プロセッサの取り外し 

1. 作業を開始する 前に の 手順に従って操作してください。 

2. コン ピュ ータカバーを 取りかします （ コン ピ ュータカバーの 取り外し を 参照）。 

3. ヒートシンクアセンブリの各面にあるネジを緩めます(次の図を参照）。 

A 警告= プラステイック巧のシールドがあっても、ヒートシンクアセンブリは正常な巧作中に巧おする巧合があります。十分な時巧を置いて温まが下がったのを巧認してから、ヒート 
シンクアセンブリに化るようにします。 

4. ヒートシンクアセンブリを上向きに回転させ、コンピュータから取り外します。サーマルグリースが付いた面を上に向けて、ヒートシンクを上向きに置きます。 



1 

ヒートシンクアセンブリ 

2 

ネジハウジング (2) 


© を意： 新ししヴロセッサに新しし、ヒートシンクが不要な場合、プロセッサを交換する斷ホ、元のヒートシンクアセンブリをち利用して〈ださい。 

己.ソケット上にあるセンターカバーラッチの下からリリースレバーをスライドさせて、プロセッサカバーを開きます。次にレバーを後方に引いて、プロセッサを取り出します。 


Q を意： プロセッサを交換する際は、ソケット内側のピンに触れたり、ピンの上に物を落とさなし、ようじして〈ださし、。 






















































1 

センターカバーラッチ 

2 

プロセッサカバー 

3 

プロセッサ 

4 

ソケット 

5 

リリースレバー 




6. を意深〈プロセッサをソケットから取りかします。 

新ししヴロセッサをソケットにすぐに取り付けられるように、リリースレバーはリリース位置に広げたままにしておきます。 

プロセッサの取り付け 

Q を 志： コンピュータ背面の塗装されてし々い金属面に触れて、身体から静電気を除去して〈ださい。 

〇 を 意： プロセッサを交換する腳ホ、ソケット内側のピンに触れたり、ピンの上に物を落とさなし、ようにして〈ださし、。 

1. 作業を開始する 前に の 手 lii にがって操作して〈ださい。 

2. コン ピュ ータカバーを 取りかします （ コン ピ ュータカバーの 取り外し を 参照）。 

3. プロセッサの底部に触らなしなうに気をつけながら、新ししヴロセッサをお包から取り出します。 

。メモ：コンピュータの電源を入れるときにプロセッサとコンピュータに修復できない損傷を与えないため、プロセッサをソケットに正し〈装着して〈ださし、。 

4. ソケット上のリリースレバーが完全に開いていない場合、その位置まで動かします。 

5. プロセッサの前面と背面の位置合わせ用の切り込みを、ソケットの前面と背面の位置合わせ用の切り込みに合わせます。 

6. プロセッサとソケットの1をピンの角を合わせます。 




















1 

プロセッサカバー 

2 

タブ 

3 

プロセッサ 

4 

プロセッサソケット 

5 

センターカバーラッチ 

6 

リリースレバー 

7 

前面位置合わせ用切り込み 

8 

ソケットおよびプロセッサピン1番ピンの印 

9 

背面位置合わせ用切り込み 


Q を意： プロセッサへの損傷を防ぐため、プロセッサとソケットがきちんと揃ってしぶか確認します。プロセッサを取り付ける斷ホ、力を入れすぎないで〈ださい。 

7. プロセッサをソケットに軽〈置いて、プロセッサが正しい位置にあるか確認します。 

8. プロセッサがソケットに完全に装着されたら、プロセッサカバーを閉じます。 

プロセッサカバーのタブがソケットのセンターカバーラッチの下にあるか確認します。 


9. カチッとしづ感触がある所定の位置に収まるまで、ソケットリリースレバーをソケットの方に戻して、プロセッサを固定します。 

10. ヒートシンク底面に塗ってあるサーマルグリースを拭き取ります。 

〇 を意： サーマルグリースを新たに塗布してください。新しいサーマルグリースは、オプションのプロセッサが動作するために必要なサーマルボンデイングを十分に確保するために重要です。 

11. プロセッサの表面に、新しいサーマルグリースを均一に塗ります。 

12. ヒートシンクアセンブリを取り付けます。 

a . ヒートシンクアセンブリをヒートシンクアセンブリブラケットに元のように配置します。 

b . ヒートシンクアセンブリをコンピュータの底面方向に動かし、2つのネジを締めます。 

〇 を意： ヒートシンクアセンブリが正し〈装着され、しっかり固定されてし、るか確認します。 



1 

ヒートシンクアセンブリ 

2 

ヒートシンクアセンブリブラケット 

3 

ネジハウジング (2) 


13. コンピュータカバーを取り付けます ( コンピュータカバーの 取り付け を 参照)〇 


直次に层る 

































































目ホに戻る 


ユーザーズ ガイド 

♦ ドライブ 


ドライブ 

お使いのコンピュータは、次のドライブをサポートします。 

I SATA (シリアル ATA) ハードディスクドライブ2台 
I 3.5 インチフロッピードライブまたはメディアカードリーダー1台 
I SATA 光学ドライブ2台 

I eSATA ドライブ1台(オプションのブラケット使用） 



1 

光学ドライブ 

2 

3.5 インチドライブまたはメディアカードリーダー 

3 

ハードディスクドライブ 


一般的なドライブ取り付けガイドライン 

システム基板の SATA コネクタは、 SATAO、SATA し SATA2、 および SATA3 とラベル表示されています。 


ハードディスクドライブはルさい香号の付いた SATA コネクタに接続する必要があり、その他すベての SATA デバイス(光学ドライブなど)は、ハードディスクドライブが接続されてしぶコネクタよりも大き 
い香号が付いた、残りの SATA コネクタに接続する必要があります。たとえば、2台の SATA ハードディスクドライブと1台の SATA 光学ドライブがある場合は、2台のハードディスクドライブを 
SATAO と SATA1 コネクタに接続し、 SATA 光学ドライブは SATA2 コネクタに接続します。（システム基板の SATA コネクタの位置に関しては、 システム基板コンポーネント を参照して〈ださい）。 


ドライブケーブルの接続 

ドライブを取り付ける場合、 DC 電源ケーブルとデータインタフエースケーブルの2本のケーブルをドライブの背面に接続します。 


デー タインタフ X — スコネクタ 


SATA コネクタ 


























































1 データインタフェースケーブルコネクタ 2 データインタフェースコネクタ 


電源ケーブルコネクタ 



1 

電源ケーブル 

2 

電源入カコネクタ 


ドライブケーブルの接続と取り外し 

プルタブが付いたケーブルを取り外す場合、色付きのプルタブをつかんで、コネクタが外れるまで引っ張ります。 

プルタブが付いていないケーブルを取り付けおよび取り外す晩ホ、両端の黒色のコネクタを使ってケーブルを持ちます。 



ハードディスクドライブ 

^ 警告： 本項の手順を開始する前に、『製品情なガイド J の安全におないいただ<ためのを意に従ってください。 

么 警吿 感電防止のため、コンピュータカバーを取 y かす前にコンピュータの電おプラグを必ずコンセントから巧いてください。 

〇 を意： ドライブへの損傷を避けるため、ドライブを硬い所に置かないで〈ださい。ドライブは、発泡樹脂製のパッドなど十分なクッション性のあるものの上に置いて〈ださし、。 

ハードディスクドライブの取り外し 


1. 残しておきたいデータが保存されてし巧ハードディスクドライブを交換する場合、ファイルのバックアップを取ってから、次の手順を開始します。 

















2. ドライブのマニュアルを参照して、ドライブカ 《 お使いのコンピュータに合わせて設定されてしぶか確認します。 

3. 作業を開始する 前に の 手1隔にがって操作して〈ださい。 

4. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの取り かし を 参照）。 

5. 電源ケーブルとデータケーブルをドライブから外します。 



1 

データケーブル 

2 

ハードディスクドライブシステ厶基板コネクタ 

3 

電源ケーブル 


6. ドライブ両端の青色のリリースタブを押し、ドライブを上にスライドさせてコンピュータから出します。 



1 

ハードディスクドライブ 

2 

リリースタブ (2) 


ハードディスクドライブの取り付け 

1. 交換用のハードディスクドライブを箱から出し、取り付けの準備をします。 


2. ドライブのマニュアルを参照して、ドライブがお使いのコンピュータに合わせて設定されているか確認します。 



































































































3. 交換用のハードディスクドライブじプラスチックのハードディスクドライブブラケットがない場合は、既存のドライブからブラケットをカチッと取り外します。 



1 

ハードディスクドライブ 

2 

ハードディスクドライブブラケット 


4. このブラケットを新しいドライブにカチッとしづ感触があるまで差し込みます。 



1 

ハードディスクドライブ 

2 

ハードディスクドライブブラケット 

3 

ピン 


5. 慎重にドライブブラケットの両側を広げ、ドライブをブラケットのピンに合わせてカチッと所定の位置に収まるまで、ブラケットにスライドさせます。 



6. カチッと所定の位置に収まるまで、慎重にハードディスクドライブをドライブベイにスライドさせます。 




















































7. 電源ケーブルおよびデータケーブルをドライブに接続します。 


8. データケーブルカ 《 システム基板のコネクタにしっかりと接続されているか確認します。 

ft を忘： ハードディスクドライブがすでに SATAO コネクタに接続されており、2台目のハードディスクドライブを取り付ける場合には、必ずデータケーブルをシステム基板の SATAO コネクタ、ま 
たは SATA 1 コネクタに接続します。 

9. すべてのコネクタが正し〈接続され、しっかりと装着されてしぶか確認します。 

10. コンピュータカバーを取り付けます （ コンピュータカバーの取り付け を 参照) 

11. 起動可能なメディアを挿入し、セットアップユーティリティを起動して （ セットアップユーティリ ティ を 参照）、 Drive オプションリストの SATA ポートオプションをアップデートしまず。 

12. セットアップ ユー ティリティを終了して、 コン ピュータを再起動します。 

13. お使いのドライブをパーティションで区切り、論理フォーマットします。 

手順については、オペレーティングシステムのマニュアルを参照して〈ださい。 

14. Dell Diagnostics (診断)プログラムを実行して、ハードディスクドライブをテストします （ Dell Diaanostics (該断）プログラム を 参照）。 

15. プライマリドライブを取り付けた場合、ハードディスクドライブにオペレーティングシステムをインストールします。プライマリドライブを取り付けた場合、起動可能なメディアをお使いの起動ドライブ 
に挿入します。ドライブの動作に必要なソフトウェアをインストールする手順については、ドライブじ付属のマニュアルを参照して〈ださし、。 

2台目のハードディスクドライブの追加 

警吿 本項の手順を開始するかに、『製品情なガイド J のま全におないいただくためのを意に従ってください。 

警告= 巧電防止のため、コンピュータカバーを巧 y かすがにコンピュータの電おプラグを必ずコンセントから巧いてください。 

〇 をな： ドライブへの損傷を避けるため、ドライブを硬い所に置かないで〈ださい。ドライブは、発泡樹脂製のパッドなど十分なクッション性のあるものの上に置いて〈ださし、。 

〇 を意： 残しておきたいデータが保存されているハードディスクドライブを交換する場合、ファイルのバックアップを取ってから、次の手順を開始します。 

1. ドライブのマニュアルを参照して、ドライブがお使いのコンピュータに合わせて設定されているか確認します。 

2. 作業を開始する 前に の 手順に従って操作して〈ださい。 

3. コン ピュ ータカバーを 取りかします （ コン ピ ュータカバーの 取りが し を 参照）。 

4. リリースタブを強〈巧し、ブラケットをベイから引き上げて、ハードディスクドライブベイの内部からプラスチックのハードディスクドライブブラケットを取り外します。 

5. 慎重にドライブブラケットの両側を広げ、ドライブをブラケットのピンに合わせてカチッと所定の位置に収まるまで、ブラケットにスライドさせます。 



1 

ハードディスクドライブ 

2 

ハードディスクドライブブラケット 

3 

ピン 













6. 新しいハードディスクドライブを、ベイにカチッと所定の位置に収まるまで、慎重にスライドします。 


7. 電源ケーブルをドライブに接続します。 



8. システム基板の未使用の SATA コネクタの位置を確認し、データケーブルをこのコネクタと2台目のハードディスクドライブに接続します。 



1 

データケーブル 

2 

ハードディスクドライブシステム基板コネクタ 

3 

電源ケーブル 


9. コンピュータカバーを 取り付けます （ コンピュータカバーの 取り かけ を 参照）。 

10. セットアップユーティリティを起動して （ セットアップユーティリ ティ を 参照）、 Drive オプションリストの SATA ポートオプションをアップデートします。 

11. セットアップ ユー ティリティを終了して、 コン ピュータを再起動します。 

12. お使いのドライブをパーティションで区切り、論理フォーマットします。 

手順じついては、オペレーティングシステムのマニュアルを参照して〈ださい。 

13. Dell Diagnostics (診断)プログラムを実行して、ハードディスクドライブをテストします （ Dell Diaanostics (診断）プログラム を 参照）。 


14. プライマリドライブを取り付けた場合、ハードディスクドライブにオペレーティングシステムをインストールします。 
































































































フロッピードライブ 


^ 警告： 本巧の手順を巧始する吊[に、『巧品情報ガイド J のを全におないいただくためのを意にがってください。 

^ 警吿 巧電防止のため、コンピュータカバーを巧りかす前にコンピュータの電あプラグを必ずコンセントからないてください。 

フロッピードライブの取り外し 

1. お使いのコンピュータを起動して、セットアップユーティリティを起動します。 (セットアップユーティリティの 起動を 参照 ）。 Diskette Drive オプションを使用して、フロッピードライブを無効にしま 
す。 

2. 作業を開始する 前に の 手順に従って操作してください。 

3. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの取り かし を 参照）。 

4. ドライブリリースラッチを下方向にスライドさせてドライブパネルを開き、取り外します。次に、ヒンジからドライブパネルを取り外します。 

5. 電源ケーブルおよびデータケーブルを、フロッピードライブの背面から取り外します。 



1 

フロッピードライブ 

2 

ドライブリリースラッチ 


6. ドライブパネルがカチッと開〈まで、スライドプレートレバーをつかみ、コンピュータの底面方向にスライドさせます。レバーを保持したまま、ドライブをコンピュータから引き出します。 

フロッピードライブの取り付け 

1. フロッピードライブを交換する場合、肩付きネジを既存のドライブから取り外し、そのネジを交換用ドライブに取り付けます。 

2. 新ししつロッピードライブを取り付ける場合は、 3.5 インチドライブベイのドライブベイカバーを取り外し、肩付きネジをドライブベイカバーの内側から外して、このネジを新しいドライブに取り付けま 
す。 














































3. フロッピードライブの肩付きネジを肩付きネジスロットに合わせ、カチッと所定の位置に収まるまでドライブをベイに軽〈スライドさせます。 



1 

フロッピードライブ 

2 

肩付きネジ (4) 

3 

肩付きネジスロット （2) 


4. 電源ケーブルとデータケーブルをフロッピードライブおよびシステム基板に取り付けます。 



1 

データケーブル 

2 

電源ケーブル 

3 

フロッピードライブコネクタ （ DSKT ) 


己.コンピュータカバーを取り付けます （ コンピュータカバーの取リイ寸 け を 参照）。 

6. セットアップユーティリティを起動し ( セットアップユーティリティの 起動 を 参照）。 Diskette Drive オプションを使用して、新しし、フロッピードライブを有効じします。 

7. Dell Diagnostics (診断)プログラムを実行して、ハードディスクドライブをテストします (Dell Diagnostics (該断)プログラ厶 を参照）。 

メディアカードリーダー 

心 警吿 本巧の手順を開始する前に、『製品情巧ガイド J のを全にお使いいただくためのを意にがってください。 

^ 警吿 感電防止のため、コンピュータカバーを巧 y かす前にコンピュータの電源プラグを必ずコンセントからおいてください。 

































































































メディアカードリーダーの取り外し 


1. 作業を開始する 前に の 手|隔にがって操作して〈ださい。 

2. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの取り かし を 参照）。 

3. ドライブリリースラツチを下方向にスライドさせてドライブパネルを開き、取り外します。次に、ヒンジからドライブパネルを取り外します。 

4. ケーブルをメディアカードリーダーの背面から外します。 



1 

メディアカードリーダー 

2 

ドライブリリースラッチ 


5. ドライブパネルがカチッと開〈まで、スライドプレートレバーをつかみ、コンピュータの底面方向にスライドさせます。レバーを保持したまま、メディアカードリーダーをコンピュータから引き出します。 

メディアカードリーダーの取り付け 

1. メディアカードリーダーを交換する場合、肩付きネジを既存のドライブから取り外し、そのネジを交換用メディアカードリーダーに取りせけます。 

。メモ；既存のフロッピードライブをメディアカードリーダーと交換する場合は、メディアカードリーダーを取り付ける前にフロッピーが無効になってし、ることを確認します。お使いのコンピュー 
夕を起動して、 セットアップユーティリテイを起動します。 ( セットアップユーティリティの 起動 を 参照 ）。 Diskette Drive オプションを使用して、フロッピードライブを無効にします。 フロッピ 
ードライブの 取り外し の 手順に従います。 


2. 新しいメディアカードリーダーを取り付ける場合は、 3.5 インチドライブベイのドライブパネルカバーを取り外し、肩付きネジをドライブパネルカバーの内側から外して、そのネジを新しいドライブじ 
取り付けます。 



3. メディアカードリーダーの肩付きネジを肩付きネジスロットに合わせて、カチッと所定の位置に収まるまで慎重にメディアカードリーダーをベイの中にスライドさせます。 














































1 



1 

メディアカードリーダー 

2 

肩せきネジ (4) 

3 

肩付きネジスロット (2) 


4. ケーブルをメディアカードリーダーとシステム基板に取り付けます。 



1 

データケーブルおよび電源ケーブル 

2 

メディアカードリーダー 


己.コンピュータカバーを取り付けます （ コンピュータカバーの取り かけ を 参照）。 

6. Dell Diagnostics (診断)プログラムを実行して、コンピュータが正し〈動作するか確認します (Dell Diagnostics (診断)プログラム を 参照）。 

光学ドライブ 

^ 警告 本巧の手順を開始するかに、『製品情報ガイド J のま全におないいただ<ためのを意にがってください。 

^ »吿 感電防止のため、カバーを交おするがにコンピュータの電源プラグを必ずコンセントから抜いてください。 

光学ドライブの取り外し 

1. 作業を開始する 前に の 手1隔にがって操作して〈ださい。 


2. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの取り かし を 参照）。 

















































































3. 電源ケーブルおよびデータケーブルを、ドライブの背面から取り外します。 

4. スライドプレートいく一をつかみ、上方向に上げてドライブパネルを開き、いく一を持ったままの状態で、ドライブを取り出します。 



1 

光学ドライブ 

2 

ドライブリリースラッチ 


光学ドライブの取り付け 

1. 作業を開始する 前に の 手1隔にがって操作して〈ださい。 

2. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの取りが し を 参照）。 

3. 光学ドライブを交換する場合、肩付きネジを既存のドライブから取り外し、このネジを交換用朽イブに取り付けます。 

4. 新しい光学ドライブを取り付ける場合は、ドライブパネルカバーを取り外し、肩付きネジをドライブパネルカバーの内側から取り外して、そのネジを新しいドライブに取り付けます。 



5. ドライブに付属のマニュアルを参照して、ドライブの設定がお使いのコンピュータに合っているか確認します。 


6. 光学ドライブの肩付きネジを肩付きネジスロットに合わせ、カチッと所定の位置に収まるまで朽イブをベイに轻〈スライドします。 











































1 

光学ドライブ 

2 

肩せきネジ (3) 

3 

肩付きネジスロット (2) 


7. 電源ケーブルとデータケーブルをドライブとシステム基板に接続します。 

〇 を意： 光学ドライブ SATA ケーブルは必ず、コンピュータに取り付けられているいずれのハードディスクドライブよりも大きい番号のラベルが付いた、システム基板の SATA コネクタに常 
〜 に接続して〈ださし、。 



1 

電源ケーブル 

2 

データケーブル 

3 

SATA 光学ドライブコネクタ 


8. すべてのケーブル接続を確認します。冷却フアンや通風孔の巧げにならないように、ケーブルをまとめておきます。 

弓. コンピュータカバーを取り付けます （ コンピュータカバーの取り かけ を 参照）。 

10. Drive で該当する Drive オプション ( SATA - し SATA -2、 または SATA -3) を設定して、セットアップユーティリティの設定情報をアップデートします。 セットアップユーティリテ1 を参照して〈だ 
さい。 

11. Dell Diagnostics (診断)プログラムを実行して、おイまいのコンピュータが正し〈動イ乍するか確認します （ Dell Diagnostics (診断)プログラ厶 を参照）。 


目次に戻る 















































































目ホに戻る 

ユーザーズ ガイド 

• I / O パネル 


I / O パネル 

I / O パネルの取り外し 

^ 警告= 本項の手順を開始する前に、『巧品情報ガイド J のま全におないいただ<ための注意に従ってください。 

^ 警告： 感電防止のため、カバーを取り外す前にコンピュータの電源プラグを必ずコンセントから巧いてください。 

^ メモ； 新しい I / O パネルを取り付けるときに正し〈配線できるよう、ケーブルを外す前にケーブルのすべての配線経路をメモしておいて〈ださい。 

1. 作業を開始する 前に の 手1隔にがって操作して〈ださい。 

2. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの取りが し を 参照）。 

〇 を意： I / O パネルをコンピュータから引き出すときには、特にを意をキムって〈ださい。を意を怠ると、ケーブルコネクタおよびケーブル配線クリップに損傷を与える場合があります。 

3. I/O パネルを固定してしぶネジを外します。リリースボタンを巧して、力ードをコンピュータの前面から遠ざけるようにスライドさせます。 

4. すべてのケーブルを I/O パネルから外し、パネルをコンピュータから取り外します。 



1 

I / O パネルリリースボタン 

2 

固定ネジ 

3 

I / O パネル 

4 

I / O ケーブルコネクタ 


I / O パネルの取り付け 

1. I / O パネルを取り付けるには、取り外し手順と逆の順序で実行します。 


。 メモ； I / O パネルブラケットにあるガイドを使って I / O パネルを正しい位置に合わせ、 I / O パネルブラケットにある切り込みを使ってパネルを固定して〈ださい。 































































目ホに戻る 



目ホに戻る 


ユーザーズ ガイド 


電源装置 


電源装置の交換 


A 警吿 本巧の手順を巧始するおに、『巧品情報ガイド J のを全におないいただくためのを意にがってください。 

〇 を患： コンピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に触 
〜 れることにより、静電気を除去することができます。 


1. 作業を開始する 前に の 手 lii にがって操作して〈ださい。 


2. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの取り外し を 参照）。 


3. DC 電源ケーブルをシステム基板およびドライブから取りかします。 


DC 電源ケーブルをシステム基板およびドライブから取り外す際は、コンピュータシャーシ内のタブの下の配線経路をメモしておいてください。これらのケーブルを再び取り付ける際は、挟まれた 
り巧れ曲がったりしないように、適切に配線して〈ださい。 


4. 電源装置をコンピュータシャーシの背面に取り付けている4本のネジを外します。 

5. コンピュータシヤーンの底面にあるリリースボタンを押します。 



1 

リリースボタン 

2 

電源装置 

3 

ネジ (4) 

4 

AC 電源コネクタ 


6. 電源装置をコンピュータの前面の方へ約 2.5 cm スライドさせます。 

7. 電源装置を持ち上げコンピュータから取り出します。 


8. 交換用の電源装置をスライドさせて所定の位置に入れます。 























































9. 電源装置をコンピュータシャーンの背面に固定するネジを取り付けます。 


10. DC 電源ケーブルを電源装置に巧接続します。 

11. AC 電源ケーブルを AC 電源コネクタに接続します。 

12. コンピュータカバーを取り付けます （ コンピュータカバーの取り付け を 参照）。 


DC 電源コ木クタ 



DC 電源コキクタ P1 


13141516171819 20 2122 23 24 

rrnn 


因の因因の回回の因回の回 
因の因因の旧旧の因固の因 


12 3 4 5 6 7 8 9101112 

ピン番号 

信号名 

18 AWG ワイヤ 

1 

+3.3 VDC 

检色 

2 

+3.3 VDC 

检色 

3 

GND 

黒色 

4 

+ 5 VDC 

赤色 

巳 

GND 

黒色 

6 

+ 5 VDC 

赤色 

7 

GND 

黒色 

8 

PS PWRGOOD 

灰色 

9 

P 5 AUX 

紫色 

10 

V 12 P 0 DIG 

白色 

11 

V 12 P 0 DIG 

白色 

12 

+ 3.3 VDC 

指色 






















13 

+ 3.3 VDC / SE * 

培色 

14 

-12 VDC 

青色 

15 

GND 

黒色 

16 

PWR PS ON 

緑色 

17 

GND 

黒色 

18 

GND 

黒色 

19 

GND 

黒色 

20 

NC 

NC 

21 

+ 5 VDC 

赤色 

22 

+ 5 VDC 

赤色 

23 

+ 5 VDC 

赤色 

24 

GND 

黒色 

* ワイヤはオプションです。18 AWG ワイヤの代わりに22 AWG ワイヤを使用 


DC 電源コネ、クタ P 2 


3固因4 
, 回因 2 


ピンを号 

倍号名 

18 AWG ワイヤ 

1 

GND 

黒色 

2 

GND 

黒色 

3 

+ 12 VADC 

黄色 

4 

+ 12 VADC 

黄色 


DC 電源コネクタ P 3、 P 5、 P 8、 および P 9 


W 


ピンを号 

信号名 

18 AWG ワイヤ 

1 

+3.3 VDC 

指色 

2 

GND 

黒色 

3 

+ 已 VDC 

赤色 

4 

GND 

黒色 

5 

+ 12 VBDC 

白色 


DC 電源コ木クタ P 7 



ピン番号 

信号名 

22 AWG ワイヤ 

1 

+ 5 VDC 

赤色 

2 

GND 

黒色 

3 

GND 

黒色 















































4 +12VDC 黄色 


DC 電源コ木クタ P10 


[eeeoji 


ピンを号 

ち号名 

18 AWG ワイヤ 

1 

+ 12 VBDC 

白色 

2 

GND 

黒色 

3 

GND 

黒色 

4 

+ 5 VDC 

赤色 


目ホに戻る 
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ユーザーズ ガイド 

♦ スピーカ 


スピーカ 

スピーカの 取り付け 

A 警吿 本巧の手順を巧始するおに、『巧品情報ガイド J のを全におないいただくためのを意に従ってください。 

〇 を患： コンピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に触 
〜 れることにより、静電気を除去することができます。 


1. 作業を開始する 前に の 手 lii にがって操作して〈ださい。 


2. お使いのコンピュータのカバーを取り外します ( コンピュータカバーの取り外し を 参照)。 


3. スピーカをコンピュータのシヤーシに挿入します。 



4. ケーブルをシステ厶基板に接続します。 

5. コンピュータカバーを取り付けます。 

6. コンピュータの電源を入れます。 


スピーカの 取り外し 

警告= 本項の手順を開始するかに、『お[品情がガイド J のを全にお使いいただ<ためのを意にがってください。 

を患： コンピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に触 
A れることにより、静電気を除去すること力 《 できます。 

1. 作業を開始する 前に の 手順にがって操作して〈ださい。 

2. お使いのコンピュータのカバーを取り外します ( コンピュータカバーの取り外 し を 参照 ) 〇 


3. ケーブルをシステム基板から外しまず。 

















































4. スピーカをコンピュータのシヤーシから取り外します。 



5. コンピュータカバーを取り付けます。 

6. コンピュータの電源を入れます。 


直次に房る 












































目ホに戻る 


ミニタワーコ シピ ュータの 仕様 

ユーザーズガイド 


マイクロプロセッサ 

マイクロプロセッサの種類 

レ:1下がサポートされています。 

1 Intel ⑥ CoreTM 2 

1 Intel vPrQTM 

1 Intel Celeron ® 

内蔵キャッシュ 

LI : 最大 128 KB 

L 2: 最大 8 MB (お使いのコンピュータにより異なります） 


メモリ 

タイプ 

667 MHz または800 MHz DDR 2 SDRAM 

メモリのコネクタ 

4 

対応するメモリモジュール 

512 MB 、 1 GB 、 または 2 GB 非 ECC 

最小メモリ 

デュアルチヤネル： 1 GB 
シングルチヤネル： 512 MB 


メモ： 512 MB は出荷時の最イ岳構成です。 

最大搭載メモリ 

64ビットオペレーティングシステム： 8 GB 


32ビットオペレーティングシステム： 4 GB 

BIOS アドレス 

FOOOOh 


コンピユータ情巧 


チッフセット 

IntelQ 3 己 Express チップセット ICH 9 DO 

データバス幅 

64ビット 

アドレスバス幅 

32ビット 

DMA チヤネル 

8 

割り込みレベル 

24 

BIOS チップ （ NVRAM ) 

32 Mb 

N に 

DMTF によって定義されている ASF 1.03および 2.0 サポートを 
組み込んだ内蔵ネットワークインタフ I —ス 

10/100/1000通信が可能 

iAMT 3.0 


ビデホ 

タイプ 

Intel グラフィックスメディアアクセラレータ3100または PCI 
Express xl 6 スロットの DVI アドインカード、または PCI 

Express xl 6 グラフィックスカード 


ホーデイホ 


タイプ 

ADI 1984 HDA (ハイ-デフイニツシヨン■才ーデイオ） 




















































































フアン 

5 ピンコネ、クタ 

PCI 2.2 

120ピンコネクタ X 3 

PCI Express 

1つの120ピンが 16) コネクタ 

前面パネル 

40ピンコネクタ 


キーの 化み合わせ 

< Ctrl >< Alt >< Del > 

Microsoft ® Windows ® XP では、 Windows Security ウィ 
ンドウが表示されます。 MS - DOS ® モードの場合は、コンピュータ 
を再スタート(再起動） 

< F 2> または < Ctrl >< Alt >< Ente 「> 

内蔵のセットアップユーティリティを起動(起動時のみ） 

< F 3> 

セットアップユーティリティの Boot Sequence オプションのデバ 
イスからではな CPXE (リモート起動環撤によって指定されたネッ 
トワーク環境からコンピュータを自動的に起動(起動時のみ） 

< F 12> または < Ctrl >< Alt >< F 8> 

ユーザーが一回きりの起動用デバイスを入力できる起動デバイスメ 
ニュ ー( システム起動時のみ）、またハードディスクドライブおよびシ 
ステム診断プログラムを実行するオプションを表示 

< Ctrl >< p > 

設定を変更できる Management Engine BIOS Extension 設 
定画面を表示 


ボタンとライト 

電源ボタン 

押しボタン 

電源ライト 

緑色のライト-スリープモードのとき緑色に点滅、電源がオンのとき 
緑色に点灯します。 


檔色のライト-捨色の点滅は、インストールされているデバイスに 
問題があることを示し、搭色の点灯は内部電源の問題を示します 
(雷源の問 頭を 参照）。 

ハードディスクドライブのアクセスライト 

緑色 

リンクライト(シャーシの前面） 

ネットワーク接続時は緑色の点灯 

リンク保全ライト（内蔵ネットワークアダプタ上） 

10 Mb 伝送時は緑色のライト、100 Mb 伝送時は檔色のライト、 
1000 Mb ( lGb ) 伝送時は黄色のライト 

動作ライト（内蔵ネットワークアダプタ上） 

黄色の点滅ライト 

診断ライト 

前面パネルにある4つのライト (診断 ライトを 参照）。 

スタンバイ電源ライト 

システム基板の AUX_PWR 


電源 

DC 電源装置： 

メモ： コンピュータが電源に差し込まれていないときは、 AC 電源か 
らの電力消費量はゼロとなることがあります。 ナこだし、 コンピュータカ《 
AC 電源から電力の供給を受けない場合でも、コンピュータには内 
蔵のコイン型電池から微量の電力が供給されます。 

ワット数 

305 W 

熱消費 

1041 BTU / 時 


メモ： 熱消費は電源ユニットの定格に基づいて計算されます。 

電圧 

手動設定電源装置- 60 Hz で90〜135 V 、50 Hz で180 
〜265 V 

バックアップバッテリ 

3 V CR 2032 コイン型リチウムバツテリ 


寸法 

縦幅 

41.4 cm 

横幅 

18.5 cm 

長さ 

43.9 cm 





































巧巧 

温度： 

動作時 

10〜3己 。 C 

保管時 

-40 〜65で 

相対湿度 

20〜80 〇/〇(結露しないこと） 

最大耐久震度： 

動作時 

0.25 G 口〜200 Hz 、0.5 オクターブ/分） 

保管時 

0.5 G (3 〜200 Hz 、 1オクターブ/分） 

最大耐久衝撃： 

動作時 

50.8 cm /秒の速度変化でボトムハーフサインパルス 

保管時 

508 cm /砂の速度変化で27 G フェアードスクェアウェーブ 

高度： 

動作時 

-15. 2〜3,048 m 

保管時 

-15. 2〜10,668 m 


目ホに戻る 
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Microsoft® Windows® の機能 

ユーザーズ ガイド 

♦ 新ししロンピユータへの情報の転み 
♦ 家」量巧および企業任ネットワークのセットアップ 


新しいコンピュータへの情報の転送 

オペレーテイングシステム「ウイザード」を使って、たとえば、古いコンピュータから新ししロンピュータへ転送する場合のように、元のコンピュータから別のコンピュータへファイルやその他のデータを転送 
することができます。その手順についでま、お使いのコンピュータに搭載されてし巧オペレーテイングシステムに該当するレ心下の項を参照して〈ださい。 


Microsoft© Windows® XP 


等 i 圆。け Windows XP オペレ-テイングシステムには、デ-夕を元のコンピユ-夕から新しいコンピユ^^^^^ 


I E - メールメッセージ 

I ツールバーの設定 
I ウインドウのサイズ 

I インターネットのブックマーク 


新しいコンピュータにネットワークまたはシリアル接続を介してデータを転送したり、書き込み可能 CD などのリムーバブルメディアにデータを保存したりできます。 


。メモ； 情報を古いコンピュータから新ししロンピュータじ転送するには、シリアルケーブルを2台のコンピュータの入力/出力 （ I / O ) ポートに直接接続します。データをシリアル接続を介して転送 
するには、コントロールパネルからネットワーク接続ユーティリティにアクセスして、詳細設定接続の設定、およびホストコンピュータやゲストコンピュータの指定など、追加の設定手順を実行する 
必要があります。 

2台のコンピュータで直接ケーブルを設置する手順に関しては、マイクロソフトのウェブサイトにて「直接ケーブル接続を構成する方法」としづ文書を参照して〈ださい。この情報は、一部の国では 
使用できない場合があります。 


新ししロンピュータに情報を転送するには、ファイルと設定の転送ウイザードを実行する必要があります。このプロセスを実行するには、オプションの『オペレーテイングシステム J メディアを使用するか、ま 
たはファイルと設定の転送ウイザードでウイザードディスクを作成します。 


オペレーティングシステムメディアを使用してファイルと設定の転送ウィザードを実行する場合 

。メモ；この手順では、『オペレーティングシステム J メディア が必要です。このメディアはオプションのため、一部のコンピュータには付属してし々い場合があります。 

新ししロンピュータに情報を転送するには、次の手順を実行します。 

1. ファイルと 設定の転送ウィザードを開くには、な下の手順を実行します。 スタート^すべてのプログラム^アクセサリ^システムツール^ファイルと設定のち送ウィザードと クリックし 
ます。 

2. ファイルと設定のち送ウィザードの開お 画面が表示されたら、 巧へ をクリックします。 

3. これはどちらのコンピュータですか？ 画面で、 お送先の新しいコンピュータ^次へ をクリックします。 

4. Windows XP CD があリますか？ 画面で、 Windows XP CD からウィザードを巧います^ みへ をクリックします。 

5. 今、ちいコンピュータに行ってください 画面が表示されたら、古いコンピュータまたはソースコンピュータに行きます。このとき、 巧へ をクリック しない で〈ださい。 

古いコンピュータからデータをコピーするには次の手順を実行します。 

1. 古いコンピュータで 、 Windows XP の『オペレーティングシステム J メディアを挿入します。 

2. Microsoft Windows XP へようこそ 画面で、 追加のタスクをま巧する をクリックします。 

3. 実行する揉作の送が で、 ファイルと設まのお送ウィザード^巧へ とクリックします。 

4. これはどちらのコンピュータですか？ 画面で ち送元の古いコンピュータ^次へ をクリックします。 

5. ち送方法を适択してください 画面で希望の転送方法をクリックします。 


6. 巧をち送しますか？ 画面で転送する項目を選択し 次へ をクリックします。 







情報がコピーされた後、 ファイルと設定の収集フエーズを処理しています… 画面が表示されます。 


7. 完了をクリックします。 

新しし ロン ピユータにデータを転送するには次の手順を実行します。 

1. 新ししロンピユータの 今、古いコンピユータに巧ってください 画面で、 次へ をクリックします。 

2. ファイルと設定はどこにありますか？ 画面で設定とファイルの転送方法を選択し、 次へ をクリックします。 

ウィザードは収集されたファイルと設定を読み取り、それらを新ししロンピユータに適用します。 

設定とファイルがすべて適用されると、 収集フエーズを処理しています… 画面が表示されます。 

3. 完了をクリックして、新ししロンピユータを巧起動します。 

オペレーティングシステムメディアを使用せずにファイルと設定の転送ウィザードを実行する場合 

『オペレーティングシステム』メディアを使用せずに、ファイルと設定の転送ウィザードを実行するには、バックアップイメージファイルをリムーバブルメディアに生成できるウィザードディスクを作成する必 
要があります。 

ウイザードディスクを作成するには 、 Windows XP を搭載した新しいコンピュータを使用して、レツ下の手順を実行します。 


1. ファイルと設定の転送ウィザードを開〈には、レツ下の手順を実行します。 スタート^すべてのプログラム^アクセサリ^システムツール^ファイルと設定のち送ウィ ザードとクリックし 
ます。 

2. ファイルと設定のち送ウィザードの開お 画面が表示されたら、々 へ をクリックします。 

3. これはどちらのコンピュータですか？ 画面で、 ち送先のがしいコンピュータ^次へ をクリックします。 

4. Windows XP CD がありますか？ 画面で、 ウィザードディスクを次のドライブに作成^巧へ をクリックします。 

5. 書き込み可能 CD などのリムーバブルメディアを挿入して、 OK をクリックします。 

6. ディスク作成が完了したら、今、古いコンピュータに行って〈ださいとしづメッセージが表示されますが、巧へはクリック しない で〈ださい。 

7. 古いコンピュータに移動します。 

古いコンピュータからデータをコピーするには次の手順を実行します。 

1. 古いコンピュータで、ウィザードディスクを挿入します。 

2. スタート^ファイル名を指定して ま 行と クリックします。 

3. ファイル名を指定してミ行 ウィンドウの 名か フィールドで、 fastwiz (該当するリムーバブルメディア)へのパスを参照して入力し OK をクリックします。 

4. ファイルと設まのお送ウィザードの開始 画面で、 巧へ をクリックします。 

5. これはどちらのコンピュータですか？ 画面で ちを元の古いコンピュータ^次へ をクリックします。 

6. ち送方法を 适 巧してください 画面で希望の転送方法をクリックします。 

7. 何をお送しますか？ 画面で転送する項目を選択し 巧へ をクリックします。 

情報がコピーされた後、 ファイルと設定の収窠フエーズを化理しています… 画面が表示されます。 

8. 完了をクリックします。 

新ししロンピュータにデータを転送するには次の手順を実行します。 

1. 新ししロンピュータの 今、古いコンピュータに行ってください 画面で、 巧へ をクリックします。 

2. ファイルと設定はどこにありますか？ 画面で設定とファイルの転送方法を選択し、 ホへ をクリックします。画面の指示に従います。 

ウィザードは収集されたファイルと設定を読み取り、それらを新しいコンピュータに適用します。 

設定とファイルカザべて適用されると、 収集フエーズを処理しています… 画面が表示されます。 


3 .完了 をクリックして、新しし ロン ピュータを再起動します。 


Microsoft Windows Vista® 

1. Windows Vista スタートボタン巧をクリックして、 Transfer files and se 扣 ngs ロアイルと設定の転送)^ Start Windows Easy Transfer(Windows 転送ツールの開始）をク 
リックします。 

2. User Account Control (ューザーアカウントコントロール)ダイアログボックスで、 Continue (続行)をクリックします。 

3. Start a new transfer (新しい転送を開始する)あるいは Continue a transfer in progress (実行中の転送を続行する)をクリックします。 

Windows Easy TransfeKWindows ファイルと設定の転送）ウイザードで画面に表示される手順に従います。 


家庭用および企業用ネットワークのセットアップ 


ネットワークアダプタへの接続 


ネットワークケーブルを接続するには次の手順を実行します。 


メモ； ネットワークケーブルをコンピュータのネットワークアダプタに差し込みます。ネットワークケーブルをコンピュータのモデムコネクタに差し込まないでください。ネットワークケーブルを壁の 
電話ジャックに差し込まないでください。 


1. ネットワークケーブルをコンピユータ背面のネットワークアダプタコネクタに接続します。 

ケーブルをカチッとしづ感触がある所定の位置に収まるまで差し込みます。次に、ケーブルを軽〈引っ張り、ケーブルの接続を確認します。 

2. ネットワークケーブルのもう一方の端をネットワークデバイスに接続します。 



ネットワークセットアップ 


Windows XP 

Microsoft® Windows® XP オペレーテイングシステムには、家庭またはル企業のコンピュータ間で、ファイル、プリンタ、またはインターネット接続を共有するための手順を案内するネットワークセット 
アップウイザードがあります。 

1. スタート ボタンをクリックし 、すべてのプログラム^アクセサリー巧倍 とポイントして、 ネットワークセットアップウイ ザードをクリックします。 

2. ネットワークセットアップウイザードの開始 画面で、 次へ をクリックします。 

3. ネットワーク作成のチェックリスト をクリックします。 

メモ： インターネットに直を接続している と表示された接続方法を選択すると、 Windows XP Service Pack l(SPl) な降で提供されている内蔵ファイアウオールを使用すること力巧きま 


4. チェックリストの項目を完了し、必要な準備を行います。 













5. ネットワークセットアップウイザードに戻り、画面の指示に従います。 


Windows Vista 


Microsoft® Windows Vista® でお使いのネットワーク設定を変更するには、次の手順を実行します。 


1. Windows Vista スタートボタンのをクリックし、次に Network (ネットワーク)一> Network and Sharing Center (ネットワークと共有センター）とクリックします。 

2. Set up a connection or network (接続またはネットワークのセットアップ)をクリックします。 

3. 作成したいネットワーク接続のタイプを選択して、画面の指示に従います。 

4. 終了後、ネットワークと共有センターを閉じます。 


目ホに戻る 




目ホに戻る 


コンピュータカバーの 取り付け 

ューザーズ ガイド 

♦ ミニタワー、 デスクトップ、および スモール フ ナーム ファクター コンピュータ 

> ウルトラ スモールフ ホー ムフアクターコンピュータ 


ミニタワー、デスクトップ、およびスモールフオームファクターコンピュータ 

^ 警吿 本巧の手順を M 始するおに、『巧品情報ガイド J のを全におないいただくためのを意に従ってください。 

1. すべてのケーブルがしっかり接続され、ケーブルが邪魔にならない場所にまねられているか確認します。 

電源ケーブルがドライブの下に挟まらなしなうに、電源ケーブルを慎重に手前に引きます。 

2. コンピュータの内部に工具や余った部品が残っていないか確認します。 

3. カバーを取り付けるには、次の手順を実行します。 

a. カバーの下側を、コンピュータの底面の縁に沿ってあるヒンジタブに合わせます。 

b. ヒンジタブをてこのように使い、カバーを下方向に動かして閉じます。 

C. カバーをリリースラッチ上で後方に引いて所定の位置にはめ込み、カバーが正しい位置に収まったらラッチを解放します。 
d. コン ピュータを動かす前に、カバーが正し〈はまっていることを確認します。 

〇 を意： ネットワークケーブルを接続するには、まずネットワークケーブルを壁のネットワークジャックに差し込み、次にコンピュータに差し込みます。 

4. コンピュータスタンドを(使用する場合は)取り付けます。手順についロホ、スタンドに付属してしぶマニュアルを参照して〈ださし、。 

5. コンピュータとデバイスを電源コンセントに接続し、電源を入れます。 

カバーを取り外した後や取り付けた後は、シャーンイントルージョンディテクタト部コンピュータではオプションで提供）が取り付けられて有効になってしぶ場合、次回の起動時に、次のメッセー 
ジが画面に表示されます。 

ALERT ! Cover was previously removed, (警告 ! 力/く一力《取り外されました。） 

6. セットアップユーティリ ティ で シャーシイントルージョンを On または On-Silent に変更し、シャーシイントルージョンディテクタをリセットします。 

。メモ；システム管理者パスワードが他の人によって設定されている場合は、シャーンイントルージョンディテクタのリセット方法はネットワーク管理をにお問い合わせ〈ださい。 

ウルトラスモールフオー厶ファクターコンピュータ 

^ 警告： 本項の手順を開始するかに、『製品情苗げイド J のま全におないいただ<ためのを意に従ってください。 

〇 を意： コンピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に触 
〜 れることにより、静電気を除去することができます。 

1. 作業を開始する 前に の 手順にがって操作してください。 

〇 を意： コンピュータ内部の部品に触れる前に、塗装されていない金属部分に触れて身体の静電気を除去して〈ださい。作業中も、定期的に塗装されていない金属面に触れて、内蔵コンポーネン 
〜 卜を損傷する恐れのある静電気を除去して〈ださい。 

2. ケーブルカバーがある場合は、取りかします （ ケーブルカバー(ナプショ：/) を参照）。 

3. コンピュータカバーを取り付けるじは、次の手順を実行します。 

a. カバーを少し傾け、システム背面の固定ストリップにカバーを合わせます。 

b. カチッと所定の位置に収まるまでコンピュータカバーを後方にスライドさせます。 

A 警告= グラフィックスカードのヒートシンクは、巧巧の助作時でもかなり巧<なることがあります。グラフィックスカードのヒートシンクに化れるかには十分に時間をかけ、ヒートシン 
クの温まが下がっていることを巧醒して下さい。 











目ホに戻る 
































目ホに戻る 


ユーザーズ ガイド 

♦ izzH 


力ード 

^ 警吿 本項の手順を開始するがに、『追[品情苗げイド J のま全におないいただ<ためのを意に従ってください。 

〇 を意： コンピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に触 
^れることにより、静電気を除去すること力 《 できます。 

。メモ： コンピュータの FCC 認証を満たすため、フィラーブラケットを空の力ードスロット開口部に取り付ける必要があります。ブラケットは、お使いのコンピュータをほこりと巧れから守り、コンピュ 
ータを冷却する空気の流れを保ちます。 

お使いの Del|TM コン ピュ ータは PS/2 シリアルポートアダプタをサポートしており、次の PCI 力ードおよび PCI Express 力ード用のコネクタを備えています。 

I 口ープロフアイ J レ PCI 力ードスロットを 1 つ 
I 口ープロフアイ J レ PCI Express xl6 力ードスロットを 1 つ 

む メモ； お使いの Dell コン ピュータは PCI および PCI Express スロット のみを使用します。 ISA 力ードはサポートされていません。 

PCI 力ード 



PCI カードの取り付け 


1. 作業を開始する 前に の 手順にがって操作して〈ださい。 


2. コンピュ ータカバーを取りかします （ コンピュー タカバーの取り外し を 参照）。 


b メモ； PCI 力ードの位置については、 システム基板コンポーネント を参照して〈ださし、。 


3. 力ード固定ラッチのリリースタブを内側から慎重に押し上げ、ラッチを弧を描〈ように動かして開きます。 
































1 

リリースタブ 

2 

カード固定ラッチ 

3 

力ード 

4 

力ードエッジコネクタ 

5 

力ードニ!ネ、クタ 




4. 新ししけードを取り付ける場合、フイラーブラケットを取り外して力ードスロット開口部を空にします。次に、 6ステップ じ進みます。 

5. コンピュータに既に取り付けられている力ードを交換する場合、力ードを取り外します。必要に応じて、力ードに接続されたケーブルをかします。次に 6 ステップ に 進みます。 

6. 力ードを取り付ける準備をします。 

A 餐吿 ネットワークアダプタの中には、ネットワークにをなすると自助的にコンピュータを起！！!するものがあります。感電防止のため、力ードを取り付けるがに、コンピュータの電源 
プラグをコンセントからホいてください。 

。メモ；力ードの設定、内部の接続、またはお使いのコンピュータに合わせた力ードのカスタマイズの情報については、力ードに付属しているマニュアルを参照して〈ださい。 

7. 力ードをコネクタに置き、しっかりと下に巧します。力ードがスロットじしっかりと装着されてし巧か確認します。 



1 

完全に装着されたカード 

2 

完全に装着されていなしけード 

3 

スロット内のブラケット 

4 

スロットの外側にはみ出したブラケット 






8. 力ード保持ラッチを閉める前に、レ心下のことを確認します。 

I すべての力ードの上部とフィラーブラケットの高さが、位置合わせガイドと同じ高さに揃っている 
I カードの上部のノッチまたはフィラーブラケットが、位置合わせガイドと合っている 

9. 力ード固定ラッチを閉じて所定の位置に押し込み、力ードを固定します。 

〇 を意： 力ードケーブルは、力ードの上を通して配線しないでください。ケーブルを力ードの上を通して配線すると、コンピュータカバーが正し〈閉まらなくなったり、装置に損傷を与える恐れがありま 
W す。 

10. 必要なすベてのケーブルを力ードに接続します。 

11. コンピュータカバーを取り付けます （ コンピュータカバーの取り かけ を 参照）。 

& メモ： 力ードのケーブル接続に関しては、力ードに付属するマニュアルを参照してください。 

12. サウンドカードを取り付けた場合、次の手順を実行します。 

a . セットアップユーティリティを起動して 、 Onboard Devices グループから Integrated Audio を選択し、設定を Off にをちします ( セットアップユーティリ ティ を 参照）。 

b . 外付け才ーディオデバイスをサウンドカードのコネクタに接続します。外付け才ーディオデバイスを、コンピュータの背面パネルのライン入カコネクタに接続しないで〈ださい (豊面パをル 
コネクタ を 参照）。 

〇 を意： ネットワークケーブルを接続するには、まずネットワークケーブルを壁のネットワークジャックに差し込み、次にコンピュータに差し込みます。 

13. ネットワークアダプタカードを取り付けており、内蔵ネットワークアダプタを無効にする場合は、次の手順を実行します。 


a . セットアップューティリティを起動して 、 Onboard Devices グループから Integrated NIC を選択し、設定を Off にををします （ セットアップューティリ ティ を 参照）。 




























b . ネットワークケーブルをネットワークアダプタカードのコネクタに接続します。ネットワークケーブルをコンピュータの背面パネルの内蔵ネットワークコネクタに接続しないで〈ださい。 


Q を意： 内蔵ネットヮークカードを無効にすると、 AMT 機能が使用できな〈なります。 

14. 力ードのマニュアルに記載されている、力ードに必要なドライバをインストールします。 

PCI カードの取り外し 

1. 作業を開始する 前に の 手 lii にがって操作して〈ださい。 

2. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの取り かし を 参照）。 

b メモ； PCI 力ードの位置については、 システム基板コンポーネント を参照して〈ださい。 

3. 力ード固定ラッチのリリースタブを内側から慎重に押し上げ、ラッチを弧を描〈ように動かして開きます。 

4. 必要に応じて、力ードに接続されたケーブルを外します。 

5. 力ードの上端の角をつかみ、コネクタから引きおきます。 



1 

リリースタブ 

2 

力ード固定ラッチ 

3 

PCI 力ード 

4 

カードエッジコネクタ 

5 

カードコネ、クタ 




6. カードを取り外したままにする場合、空のカードスロット開□部にフイラーブラケットを取り付けます。 

。メモ：コンピュータの FCC 認証を満たすため、フイラーブラケットを空のカードスロット開口部に取り付ける必要があります。ブラケットは、お使いのコンピュータをほこりとちれから守り、コ 
ンピュータを冷却する空気の流れを保ちます。 

7. 力ード固定装置を閉じる前に、次のことを確認します。 

I すべてのカードの上部とフイラーブラケットの高さが、位置合わせバーと同じ高さに揃っている 
I カードの上部のノッチまたはフイラーブラケットが、位置合わせガイドと合っている 

〇 を患： 力ードケーブルは、力ードの上を通して配線しないで〈ださし、。ケーブルを力ードの上を通して配線すると、コンピュータカバーが正しく閉まらな〈なったり、装置に損傷を与える恐れがありま 
W す。 


8. 所定の位置にカチッと収まるまで力ード固定ラッチを閉じて、残りの力ードを固定します。 

9. コンピュータカバーホ取り付けます （ コンピュータカバーの取り かけ を 参照）。 

10. 力ードのドライバをアンインストールします。手順については、力ードに付属しているマニュアルを参照して〈ださし、。 


11. サウンドカードを取り外した場合、次の手順を実行します。 






























a . セットアップユーティリティを起動して 、 Onboard Devices グループから Integrated Audio を選択し、設定を On にををします （ セットアップユーティリ ティ を 参照）。 

b . 外付け才ーデイオデバイスをコンピュータ背面パネルの才ーデイオコネクタに接続します。 


をが ネットワークケーブルを接続するには、まずネットワークケーブルを壁のネットワークジャックに差し込み、次にコンピュータに差し込みます。 

。 メモ； 力ードのケーブル接続じついては、力ードじ付属のマニュアルを参照して〈ださい。 

12. ネットワークアダプタカードコネクタを取り外した場合、次の手順を実行します。 

a . セットアップューティリティを起動して、 Onboard Devices グループから Integrated NIC を選択し、設定を On にをきします （ セットアップユーティリ ティ を 参照）。 

b . ネットワークケーブルをコンピュータの背面パネルの内蔵ネットワークコネクタに接続します。 

PCI Express および DVI 力ード 

お使いのコンピュータは、口ープロファイル PCI Express xl 6 力ード1枚をサポートしています。 

別のタイプの PCI Express 力ードを取り付ける場合は、オペレーティングシステムから力ード用の現在のドライバを削除します。詳細については、力ードに付属のマニュアルを参照して〈ださい。 

PCI Express xl 6 力ードまたは DVI 力ードの取り付け 

1. 作業を開始する 前に の 手順にがって操作して〈ださい。 

2. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの 取り外し を 参照）。 

。メモ； PCI 力ードの位置については、 システム基ネ反コンポーネント を参照して〈ださい。 

3. 力ード固定ラッチのリリースタブを内側から慎重に押し上げ、ラッチを弧を描〈ように動かして開きます。 

4. 新しい PCI Express xl 6 力ードまたは DVI 力ードを取り付ける場合、フィラーブラケットを取り外して力ードスロット開口部を空にします。ホに、 5 ステップ に 進みます。 

己. PCI Express xl 6 力ードまたは DVI 力ードを交換する場合は、既存の力ードを取り外します （ PCI Express xl 6 力ードまたは DVI 力ードの 取り外し を 参照）。必要に応じて、力ードに接続さ 
れたケーブルを外します。次じ、 6 ステップ じ進みます。 

6. 力ードを取り付ける準備をします。 

A 宙吿 ネットワークアダプタの中には、ネットワークにを続すると自巧的にコンピュータをち巧するものがあります。巧電防止のため、力ードを巧りがける前に、コンピュータの電源 
プラグをコンセントから巧いてください。 

。メモ；力ードの設定、内部の接続、またはお使いのコンピュータに合わせた力ードのカスタマイズの情報については、力ードに付属しているマニュアルを参照して〈ださい。 

7. 力ードをコネクタじ置き、しっかりと押し下げます。力ードがスロットにしっかりと装着されてしぶか確認します。 



1 

PCI Express xl 6 力ード 

2 

PCI Express xl 6 カードコネクタ 


















1 

PCI Express xl 6 DVI 力ード 

2 

DVI 力一•ドコネ、クタ 

3 

PCI Express xl 6 力ードコネクタ 



1 

完全に装着されたカード 

2 

完全に装着されてし々い力ード 

3 

スロット内のブラケット 

4 

スロットの外側にはみ出したブラケット 






O を 意： 力ードケーブルは、力ードの上を通して配線しないで〈ださい。ケーブルを力ードの上を通して配線すると、コンピュータカバーが正しく閉まらな〈なったり、装置に損傷を与える恐れがありま 
W す。 

8. 必要なすべてのケーブルを力ードに接続します。 

9. カード固定装置を閉じる前に、次のことを確認します。 

I すべての力ードの上部とフィラーブラケットの高さが、位置合わせバーと同じ高さに揃っている 
I 力ードの上部のノッチまたはフィラーブラケットが、位置合わせガイドと合っている 

10. 力ード固定ラッチを閉じて所定の位置に押し込み、力ードを固定します。 

11. コンピュータカバーを取り付けます ( コンピュータカバーの取り付け を 参照）。 

b メモ； 力ードのケーブル接続については、力ードに付属のマニュアルを参照して〈ださし、。 

12. サウンドカードを取り付けた場合、次の手順を実行します。 

a . セットアップューティリティを起動して、 Onboard Devices グループから Integrated Audio を選択し、設定を Off に変更します （ セットアップユーティリ ティ を 参照）。 

b . 外付け才ーデイオデバイスをサウンドカードのコネクタに接続します。外付け才ーデイオデバイスを、コンピュータの背面パネルのライン入カコネクタに接続しないで〈ださい (豊面パをル 
コネクタ を 参照）。 


Q を意： ネットワークケーブルを接続するには、まずネットワークケーブルを壁のネットワークジャックに差し込み、次にコンピュータに差し込みます。 
























13. ネットワークアダプタカードを取り付けており、内蔵ネットワークアダプタを無効にする場合は、次の手順を実行します。 


a . セットアップユーティリティを起動して、 Onboard Devices グループから Integrated NIC を選択し、設定を Off にををします （ セットアップユーティリ テイ を 参照）。 


b . ネットワークケーブルをネットワークアダプタカードのコネクタに接続します。ネットワークケーブルをコンピュータの背面パネルの内蔵ネットワークコネクタに接続しないで〈ださい。 


14. 力ードのマニュアルに記載されている、力ードに必要なドライバをインストールします。 

PCI Express xl 6 力ードまたは DVI 力ードの取り外し 


1. イ乍業を開始する 前に の 手順にがって操作して〈ださい。 

2. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの取り外し を 参照）。 

3. 力ード固定ラッチのリリースタブを内側から慎重に押し上げ、ラッチを弧を描〈ように動かして開きます。 

4. 必要に応じて、カードに接続されたケーブルを外します。 

己.カードクリップタブが解除されるまで、親指を使ってカードクリップレバーを押します。 

PCI Express xl 6 力ードを取り外す場合は、 6ステップ に 進みます。 

DVI 力ードを取り外す場合は、 7ステップ に 進みます。 

6. レバーを巧しながら力ードを弓 I き上げて、力ードコネクタから引き抜きます。 



1 

PCI Express xl 6 力 
-ド 

2 

レバー 

3 

固定スロット(すべての力ードに付いているわけで 
はありません） 

4 

カードクリップタブ 

5 

PCI Express xl 6 力ード 
コネクタ 




7. レバーを巧しながら、取り外し用プルタブを引き上げ、力ードコネクタから力ードを取り外します。 

















1 

PCI Express xl 6 DVI 力ード 

2 

取り外し用プルタブ 

3 

DVI 力~ドコネ、クタ 

4 

レバー 

5 

固定スロット 

6 

力ードクリップタブ 

7 

PCI Express xl 6 カードコオ、クタ 






8. カードを取り外したままにする場合、空の力ードスロット開□部にフィラーブラケットを取り付けます。 

。メモ：コンピュータの FCC 認証を満たすため、フィラーブラケットを空の力ードスロット開口部に取り付ける必要があります。ブラケットは、お使いのコンピュータをほこりとちれから守り、コ 
ンピュータを;令却する空気の流れを保ちます。 

9. カード固定装置を閉じる前に、次のことを確認します。 

I すべてのカードの上部とフィラーブラケットの高さが、位置合わせバーと同じ高さに揃っている 
I カードの上部のノッチまたはフィラーブラケットが、位置合わせガイドと合っている 

10. 所定の位置にカチッと収まるまで力ード固定ラッチを閉じて、残りの力ードを固定します。 

〇 を患： 力ードケーブルは、力ードの上を通して配線しないで〈ださし、。ケーブルを力ードの上を通して配線すると、コンピュータカバーが正しく閉まらな〈なったり、装置に損傷を与える恐れがありま 
W す。 

11. コンピュータカバーを取り付けます ( コンピュータカバーの取り かけ を 参照）。 

12. 力ードのドライバをアンインストールします。手順については、力ードに付属しているマニュアルを参照して〈ださし、。 

13. サウンドカードを取り外した場合、次の手順を実行します。 

a . セットアップューティリティを起動して、 Onboard Devices グループから Integrated Audio を選択し、設定を On にををします （ セットアップユーティリ ティ を 参照）。 

b . 外付けオーディオデバイスをコンピュータ背面パネルのオーディオコネクタに接続します。 

〇 を意： ネットワークケーブルを接続するには、まずネットワークケーブルを壁のネットワークジャックに差し込み、次にコンピュータに差し込みます。 

14. ネットワークアダプタカードコネクタを取り外した場合、次の手順を実行します。 

a . セットアップューティリティを起動して、 Onboard Devices グループから Integrated NIC を選択し、設定を On にをきします （ セットアップユーティリ ティ を 参照）。 

b . ネットワークケーブルをコンピュータの背面パネルの内蔵ネットワークコネクタに接続します。 

PS/2 シリアルポートアダプタ 

^ 警吿 本巧の手順を開始する前に、『製品情巧ガイド J のを全にお使いいただくためのを意にがってください。 

〇 をな： コンピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。コンピュータシャーンの塗装されていない金属面に触 
〜 れることにより、静電気を除去することができます。 

PS/2 シリアルポートアダプタの取り付け 


1. 作業を開始する 前に の 手1隔にがって操作して〈ださい。 

















2. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの取り外し を 参照）。 


3. 力ード固定ラッチのリリースタブを内側から慎重に押し上げ、ラッチを弧を描〈ように動かして開きます。 

4. フイラーブラケットが取り付けられている場合は、取り外します。 

& メモ； コンピュータに合わせたアダプタの設定、内部の接続、またはカスタマイズの情報じついては、アダプタに付属のマニュアルを参照して〈ださい。 

5. PS/2 シリアルポートアダプタブラケットを固定スロットに揃えて、しっかりと巧し込みます。アダプタがスロットにしっかりと装着されてしぶか確認します。 

6. 力ード固定装置を閉じる前に、次のことを確認します。 

I すべての力ードの上部とフイラーブラケットの高さが、位置合わせバーと同じ高さに揃っている 
I 力ードの上部のノッチまたはフイラーブラケットが、位置合わせガイドと合っている 

7. 力ード固定ラッチを閉じて所定の位置に押し込み、力ードを固定します。 

〇 をな： 力ードケーブルは、力ードの上を通して配線しなし、でくださし、。ケーブルを力ードの上を通して配線すると、コンピュータカバーが正し〈閉まらなくなったり、装置に損傷を与える恐れがありま 



1 

リリースタブ 

2 

アダプタ保持ラッチ 

3 

シリアルポートアダプタブ 
ラケット 

4 

シリアルポートアダプタ 
コネクタ 

5 

シリアルポートアダプタシステム基板コネクタ 
(PS2/SERIAL2) 




8. アダプタケーブルをシステム基板の PS/2 シリアルポートアダプタコネクタ （PS2/SERIAL2) に巧編します （ システム基ネ反コンポーネント を参照）。 
b メモ； ケーブル接続についロホ、 PS/2 シリアルポートアダプタに付属のマニュアルを参照して〈ださい。 

9. コンピュータカバーを取り付けます （ コンピュータカバーの取り かけ を 参照）。 

PS /2 シリアルポートアダプタの取り外し 

1. 作業を開始する 前に の 手 lii にがって操作して〈ださい。 

2. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの 取り外し を 参照）。 

3. 力ード固定ラッチのリリースタブを内側から慎重に押し上げ、ラッチを弧を描〈ように動かして開きます。ラッチは、開口位置でカチッと収まるまで回して〈ださい。 

4. システム基板から PS/2 シリアルポートケーブルを外します （ システム基ネ反コンポーネント を参照）。 


5. PS/2 シリアルポートアダプタブラケットを固定スロットからかします。 








































6. アダプタを取り外したままにする場合、空の力ードスロット開□部にフイラーブラケットを取り付けます。 

。メモ：コンピュータの FCC 認証を満たすため、フイラーブラケットを空の力ードスロット開口部に取り付ける必要があります。ブラケットは、お使いのコンピュータをほこりとちれから守り、コ 
ンピュータを;令却する空気の流れを保ちます。 

7. 力ード固定装置を閉じる前に、次のことを確認します。 

I すべての力ードの上部とフイラーブラケットの高さが、位置合わせバーと同じ高さに揃っている 
I 力ードの上部のノッチまたはフイラーブラケットが、位置合わせガイドと合っている 

8. 所定の位置にカチッと収まるまでカード固定ラッチを閉じて、残りの力ードを固定します。 

9. コンピュータカバーを取り付けます （ コンピュータカバーの取り かけ を 参照）。 

eSATA 

eSATA では、ドライブとチップセット間で USB のデータスループットの約6倍である完全対応の SATA データ転送速度 （3 GB / 砂）が可能です。 

お使いのコンピュータの eSATA も ホットプラグ をサポートしています。ホットプラグは、お使いのコンピュータにデバイスを接続する前に、コンピュータの電源を切ることな〈デバイスを検出できます。デバ 
イスが接続されると、オペレーテイングシステムは自動的にその変更を認識します。ただし、取り外しおよび交換前に、コンピュータの電源を切る必要があります。 

^ 警吿 本項の手順を開始する前に、『製品情苗げイド J のま全におないいただくためのを意に従ってください。 

〇 を意： コンピュータの内蔵コンポーネントの静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。コンピュータシャーシの塗装されてし々い 
>金属面に触れることにより、静電気を除去することができます。 

eSATA の取り付け 

1. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの取りが し を参照）。 

2. eSATA コネクタに使用するカードスロットのフイラーパネルを取り外します。 

3. 使用する eSATA 開口部にブラケットを挿入します。 



4. eSATA ケーブルの使用していない端をシステム基板の eSATA コネクタに差し込みます （ システム基ネ反コンポーネント を参照）。 



5. コンピュータカバーを取り付けます （ コンピュータカバーの取り かけ を 参照）。 


6. お使いのコンピュータを起動して、セットアップユーティリティを起動します。 ( セットアップユーティリティの 起動 を 参照）。 eSATA オプションを使用して、 eSATA ドライブを有効にします。 








直次に房る 




目ホに戻る 


ユーザーズ ガイド 

♦ プロセッサ 


プロセッサ 

^ »吿 本項の手順を開始するがに、『追[品情報ガイド J のま全におないいただ<ためのを意に従ってください。 

〇 を意： コンピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に触 
〜 れることにより、静電気を除去することができます。 

プロセッサの取り外し 

1. 作業を開始する 前に の 手順に従って操作してください。 

2. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの 取り外し を 参照）。 

3. ヒートシンクアセンブリの両端にあるネジを緩めます。 

A 警告= プラステイック巧のシールドがあっても、ヒートシンクアセンブリは正常な巧作中に巧おする巧合があります。十分な時巧を置いて温まが下がったのを巧認してから、ヒート 
シンクアセンブリに袖 I るようにします。 

4. ヒートシンクアセンブリを上向きに回転させ、コンピュータから取り外します。サーマルグリースが付いた面を上に向けて、ヒートシンクを上向きに置きます。 



1 

ヒートシンクアセンブリ 

2 

ハウジングのネジ （2) 


〇 を意： 新ししヴロセツサに新しし化ートシンクが不要な場合、プロセッサを交換する晩ホ、元のヒートシンクアセンブリを再利用して〈ださし、。 


5. ソケット上にあるセンターカバーラッチの下からリリースレバーをスライドさせて、プロセッサカバーを開きます。次にレバーを後方に引いて、プロセッサを取り出します。 

























5 


1 

センターカバーラッチ 

2 

プロセッサカバー 

3 

プロセッサ 

4 

ソケット 

5 

リリースレバー 


© を意： プロセッサを交換する晩ホ、ソケット内側のピンに触れたり、ピンの上に物を落とさなし、ようにして〈ださし、。 

6. を意深〈プロセッサをソケットから取り外します。 


新ししヴロセツサをソケットにすぐに取り付けられるように、リリースレバーはリリース位置に広げたままにしておきます。 


プロセッサの取り付け 

〇 を患： コンピュータ背面の塗装されてし々い金属面に触れて、身体から静電気を除去して〈ださい。 

〇 を意： プロセッサを交換する腳ホ、ソケット内側のピンに触れたり、ピンの上に物を落とさなしなうにして〈ださし、。 

1. 作業を開始する 前に の 手順にがって操作して〈ださい。 

2. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの取り外し を 参照）。 

3. プロセッサの底部に触らなしなうに気をつけながら、新ししヴロセッサを堀包から取り出します。 

〇 を患： コンピュータの電源を入れるときにプロセッサとコンピュータに修復できない損傷を与えないため、プロセッサをソケットに正し〈装着して〈ださし、。 

4. ソケット上のリリースレバーが完全に開いてし、ない場合、その位置まで動かします。 

5. プロセッサの前面と背面の位置合わせ用の切り込みを、ソケットの前面と背面の位置合わせ用の切り込みに合わせます。 


6. プロセッサとソケットの1をピンの角を合わせます。 















1 

プロセッサカバー 

6 

リリースレバー 

2 

タブ 

7 

前面位置合わせ用切り込み 

3 

プロセッサ 

8 

ソケットおよびプロセッサピン1番ピンの印 

4 

プロセッサソケット 

9 

背面位置合わせ用切り込み 

5 

センターカバーラッチ 




© を志： プロセッサへの損傷を防ぐため、プロセッサとソケットがきちんと揃ってし巧か確認します。プロセッサを取り付ける晩ホ、力を入れすぎないで〈ださい。 

7. プロセッサをソケットに轻〈置いて、プロセッサが正しい位置にあるか確認します。 

8. プロセッサがソケットに完全に装着されたら、プロセッサカバーを閉じます。 

プロセッサカバーのタブがソケットのセンターカバーラッチの下にあるか確認します。 

9. カチッと所定の位置に収まるまで、ソケットリリースレバーをソケットの方に戻して、プロセッサを固定します。 

10. ヒートシンクの下面からサーマルグリースを除去して〈ださい。 

Q を患： 新ししけーマルグリースを塗ります。サーマルグリースは、重要な熱接着機能を持ち、プ□セッサの最適稼動に必要です。 

11. プロセッサの表面に、新しいサーマルグリースを塗ります。 

12. ヒートシンクアセンブリを取り付けます。 

a . ヒートシンクアセンブリをヒートシンクアセンブリブラケットに元のように配置します。 

b . ヒートシンクアセンブリをコンピュータの底面方向に動かし、2つのネジを締めます。 


〇 を意： ヒートシンクが正しく装着され、しっかり固定されてしぶか確認します。 















1 

ヒートシンクアセンブリ 

2 

ヒートシンクアセンブリブラケット 

3 

ハウジングのネジ (2) 


13. コンピュータカバーを取り付けます （ コンピュータカバーの取り かけ を 参照）。 


目ホに戻る 

























目ホに戻る 


ユーザーズ ガイド 


♦ ドライブ 


ドライブ 

お使いのコンピュータは、次のドライブをサポートします。 

I SATA (シリアル ATA) ハードディスクドライブ1台 
Iスリムラインフロッピードライブまたはメディアカードリーダー1台 
I SATA スリムライン光学ドライブ1台 
I eSATA ドライブ1台 


1 



1 

オプションのフロッピードライブまたはメディアカードリーダー用の 3.5 インチドライブベイ 

2 

スリムライン光学ドライブ 

3 

ハードディスクドライブ 


一般的な取り付けガイドライン 

システム基板の SATA コネクタは、 SATAO および SATA1 とラベル表示されてし巧す。ハードディスクドライブは SATAO に接続する必要があり、一方、その他のすべての SATA デバイス(光学ドライ 
ブなど）は、 SATA1 に接続する必要があります。たとえば、 SATA ハードディスクドライブおよび SATA 光学ドライブをお持ちの場合じは、ハードディスクドライブを SATAO に接続し、 SATA 光学ドライ 
ブを SATA1 コネクタに接続します。（システム基板の SATA の位置に閱しては、 システム基板コンポーネント を 参照して〈ださい。 ) 


ドライブケーブルの接続 

ドライブを取り付ける場合、 DC 電源ケーブルとデータインタフエースケーブルの2本のケーブルをドライブの背面に接続します。 


データインタフェースコネクタ 






























1 

データインタフエースケーブルコネクタ 

2 

データインタフエースコネクタ 


電源ケーブルコネクタ 



1 

電源ケーブル 

2 

電源入カコネクタ 


ドライブケーブルの接続と取り外し 

プルタブが付いたケーブルを取り外す場合、色付きのプルタブをつかんで、コネクタが外れるまで引っ張ります。 
SATA データケーブルを接続または取り外す場合、それぞれの端にある黒色のコネクタを持ち、ケーブルを外します。 



ハードディスクドライブ 

警告= 本項の手順を開始する前に、『追[品情苗げイド J の安全におないいただ<ための注意に従ってください。 

^ »告： 感電防止のため、コンピュータカバーを取 y かす前にコンピュータの電おプラグを化ずコンセントからホいてください。 

〇 を意： ドライブへの損傷を避けるため、ドライブを硬い所に置かないでください。朽イブは、発を樹脂製のパッドなど十分なクッション性のあるものの上に置いて〈ださし、。 

ハードディスクドライブの取り外し 

1. 残しておきたしザータが保存されているハードディスク朽イブを交換する場合、ファイルのバックアップを取ってから、次の手順を開始します。 

2. ドライブのマニュアルを参照して、ドライブがお使いのコンピュータに合わせて設定されているか確認します。 

3. 作業を開始する 前に の 手順にがって操作して〈ださい。 

4. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの取り外し を 参照）。 


5. 


コンピュータ内でシステム基板が下になるように、コンピュータを横に倒します。 


















6. ドライブ両端の 2 つの青色の固定タブを押し入れ、ドライブを上にスライドさせてコンピュータから出します。 

Q を意： ドライブをコンピュータから取り出すときに、ドライブケーブルを引っ張らないで〈ださい。ケーブルを引っ張ると、ケーブルやケーブルコネクタに損傷を与える場合があります。 

7. ドライブをコンピュータ本体から取り出します。接続されているケーブルを引っ張らないように;'主意して〈ださし、。 



1 

固定タブ (2) 

2 

ハードディスクドライブ 


8. 電源ケーブルとデータケーブルをドライブから外します。 

9. ハードディスクドライブフアンケーブルをシステム基板から外します。 



1 

電源ケーブル 

2 

SATA データケーブル 


ハードディスクドライブの取り付け 

1. ドライブのマニュアルを参照して、ドライブがお使いのコンピュータに合わせて設定されているか確認します。 

〇 を意： ドライブへの損傷を避けるため、ドライブを硬い所に置かないでください。朽イブは、発ミ包樹脂製のパッドなど十分なクッション性のあるものの上に置いて〈ださし、。 


2. 交換用のハードディスクドライブを箱から出し、取り付けの準備をします。 








































3. 交換用のハードディスクドライブにプラスチックのドライブブラケットがない場合は、既存のドライブからブラケットをカチッと取り外します。 




1 

リリースタブ （2) 

2 

ハードディスクドライブ 

3 

ハードディスクドライブブラケット 


4. ハードディスクドライブフアンケーブルをシステム基板に接続します。 

5. 電源ケーブルおよびデータケーブルをドライブに接続します。 



1 

電源ケーブル 

2 

SATA データケーブル 


6. すべてのコネクタが正し〈接続され、しっかりと装着されているか確認します。 


7. カチッと所定の位置に収まるまで、慎重にドライブを置きます。 



















1 

リリースタブ (2) 

2 

ハードディスクドライブ 


8. コンピュータカバーを取り付けます （ コンピュータカバーの 取り付け を 参照）。 

9. プライマリドライブを取り付けた場合、起動可能なメディアをお使いの起動ドライブに挿入します。 

10. コンピュータの電源を入れます。 

11. セットアップユーティリティを起動し、ドライブオプションリストの SATA ポートオプションを更新します ( セットアップユーティリティの 起動 を 参照）。 

12. セットアップユーティリティを終了して、コンピュータを再起動します。 

13. お使いのドライブをパーティションで区切り、論理的なフォーマットを行います。 

b メモ： 手順については、オペレーティングシステムじ付属のマニュアルを参照してください。 

14. Dell Diagnostics (診断)プログラムを実行して、ハードディスクドライブをテストします (Dell Diagnostics (診断)プログラム を 参照）。 

15. ハードディスクドライブにオペレーティングシステムをインストールします。 

& メモ： 手順については、オペレーティングシステムじ付属のマニュアルを参照してください。 

ハードディスクドライブフアンの交換 

1. 作業を開始する 前に の 手順に従って操作して〈ださい。 

2. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの取りが し を 参照）。 

3. ハードディスクドライブを取り外します ( ハードディスクドライブの取り外し をを照)。 

4. ハードディスクドライブ逆さにし、ハードディスクドライブフアンがドライブブラケットの底面に見えるようにします。 

5. ハードディスクドライブフアンを取り外すには、次の手順を実行します。 

a. フアンの背面パネルにあるリリースタブを持ち上げます。 

b. フアンの背面パネル矢印とは反対方向にフアンを回します。 


C . ハードディスクドライブブラケットからフアンとその背面パネルを持ち上げて取り外します。 























1 

フアンリリースタブ 

2 

背面パネル付きフアン 

3 

電源ケーブル 

4 

ハードディスクドライブブラケット 


6. ハードディスクドライブファンを取り付けるロホ、次の手順を実行します。 

a. ファンを逆さにして背面を上向きにし、ファンの背面パネルにある兰角おとハードディスクドライブブラケットの背面にある兰角おの位置を合わせます。 

b. ファンと背面パネルを、背面パネルの矢印の方向に回します。 

7. ハードディスクドライブを取り付けます ( ハードディスクドライブの 取り付け を 参照 ) 。 

8. コンピュータカバーを取り付けます （ コンピュータカバーの 取り付け を 参照）。 

光学ドライブ 

警吿 本巧の手順を巧始する吊 re 、 『巧品情報ガイド J のま全におないいただくためのを意に従ってください。 

警吿 巧電防止のため、コンピュータカバーを巧りかす前にコンピュータの電あプラグを必ずコンセントからおいてください。 

光学ドライブの取り外し 

1. 作業を開始する 前に の 手順にがって操作して〈ださい。 

2. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの 取り外し を 参照）。 

3. コンピュータ内でシステム基板が下になるように、コンピュータを横に倒します。 

〇 を意： ドライブをコンピュータから取り出すときに、ドライブケーブルを引っ張らないで〈ださい。ケーブルを引っ張ると、ケーブルやケーブルコネクタに損傷を与える場合があります。 


4. ドライブリリースラツチを引き上げ、ドライブをコンピュータの背面方向にスライドさせます。次に、ドライブをコンピュータから持ち上げて取り外します。 













1 



1 

ドライブリリースラッチ 

2 

光学ドライブ 


5. 電源ケーブルおよびデータケーブルを、ドライブの背面から取り外します。 

。 メモ； お使いのコンピュータに取り付けられているスリムライン光学ドライブ用の電源およびデータケーブルは、下図のとおりに2つの方法の1つに設定されています。 




1 

光学ドライブ 

2 

データケーブル 

3 

電源ケーブル 


6. ドライブを取り外し、コンピュータカバーホ取り付けます （ コンピュータカバーの取り かけ を 参照）。 

光学ドライブの取り付け 

1. ドライブを箱から出して、取り付けの準備をします。 

2. ドライブに付属のマニュアルを参照して、ドライブの設定がお使いのコンピュータに合っているか確認します。 

3. 作業を開始する 前に の 手順にがって操作して〈ださい。 

4. コンピュ ータ カバーを取りかします （ コンピュータカバーの 取り外し を 参照）。 

己.電源ケーブルおよびデータケーブルをドライブに接続します。 

。 メモ： お使いのコンピュータに取り付けられているスリムライン光学ドライブ用の電源およびデータケーブルは、下図のとおりに2つの方法の1つに設定されています。 

I 1 2 

3 



































m 光学ドライブ 1 2 1 データケーブル i3j 電源ケーブル I 

6. カチッと所定の位置に収まるまで、慎重にドライブを置きます。 



7. すべてのケーブル接続を確認します。冷却ファンや通風孔の巧げにならないように、ケーブルをまとめておきます。 

8. コンピュータカバーを取り付けます （ コンピュータカバーの取り かけ を 参照）。 

9. ドライブの動作に必要なソフトウェアをインストールする手順については、ドライブに付属のマニュアルを参照して〈ださし、。 

10. セットアップューティリティを起動し、適切な Drive オプションを撰おします ( セットアップユーティリ ティ を 参照）。 

11. Dell Diagnostics (診断)プログラムを実行して、コンピュータが正し〈動イ乍するか確認します （ Dell Diagnostics (診断)プログラム を 参照）。 

フロッピードライブ 

警吿 本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J のま全におないいただくためのを意に従ってください。 

么 警告： 巧電防止のため、コンピュータカバーを巧 y かす前にコンピュータの電おプラグを必ずコンセントから抜いてください。 

フロッピードライブの取り外し 

1. 作業を開始する 前に の 手順にがって操作して〈ださい。 

2. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの取りが し を 参照）。 

3. コンピュータ内でシステム基板が下になるように、コンピュータを横に倒します。 

4. 化学ドライブをを意深〈取り外します ( 化学 ドライブ を 参照）。 

〇 を意： ドライブをコンピュータから取り出すときに、ドライブケーブルを引っ張らないで〈ださい。ケーブルを引っ張ると、ケーブルやケーブルコネクタに損傷を与える場合があります。 

己.フロッピードライブを取り外す場合は、ケーブルリリースタブを引き上げて、ロックを解除します。 


6. フロッピーデータケーブルのエッジコネクタからデータケーブルをそっと持ち上げます。 
























1 

ケーブルリリースタブ 

2 

データケーブルエッジコネクタ 


7. データケーブルコネクタをシステム基板から取り外します。 

8. ドライブリリースラッチを引き上げ、フロッピードライブまたはメディアカードリーダーをコンピュータ背面の方向にスライドさせます。次に、ドライブを持ち上げて取りかします。 

9. コンピュータカバーを取り付けます （ コンピュータカバーの取り付け を 参照）。 

フロッピードライブの取り付け 



1 

フロッピードライブ 

2 

ネジ (3) 

3 

ブラケットスロット （3) 


1. 状況に応じて、次の手順を実行します。 

I 新ししつロッピードライブを取り付ける場合は、ドライブベイカバーを取り外します。 

Iドライブを交換する場合は、フロッピードライブを取りかします （ フロッピードライブの取りが し を 参照）。 


2. ドライブのネジをコンピュータのブラケットスロットに合わせ、カチッと所定の位置に収まるまで慎重にドライブを置きます。 

3. データケーブルをフロッピードライブのケーブルリリースタブに挿入し、カチッと所定の位置に収まるまでタブを巧し下げます。 


4. データケーブルをシステム基板のコネクタに挿入します。 











































1 

ケーブルリリースタブ 

2 

フロッピードライブのデータケ^ーブルエッジコネクタ 


5. 化学ドライブを取り付けます （ 光学 ドライブ を 参照）。 

6. すべてのケーブル接続を確認します。冷却ファンや通風孔の巧げにならないように、ケーブルをまとめておきます。 

7. コンピュータカバーを取り付けます （ コンピュータカバ~の取り かけ を 参照）。 

8. セットアップューティリティを起動し、 Diskette Drive オプションで、新しいフロッピードライブを有効にします ( セットアップユーティリ ティ を 参照）。 

ドライブの動作に必要なソフトウェアをインストールする手順については、ドライブに付属のマニュアルを参照して〈ださい。 

9. Dell Diagnostics (診断)プログラムを実行して、コンピュータが正し〈動作するか確認します (Dell Diagnostics (診断)プログラム を 参照）。 

メディアカードリーダー 

^ 餐吿 本項の手順を開おする巧に、『巧品情報ガイド J のま全におないいただ<ためのを意に従ってください。 

警告= 感電防止のため、コンピュータカパーを取り外すがにコンピュータのち源プラグを必ずコンセントから巧いてください。 

メディアカードリーダーの取り外し 

1. 作業を開始する 前に の 手1隔にがって操作して〈ださい。 

2. コンピュータ内でシステム基板が下になるように、コンピュータを横に倒します。 

3. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの取りが し を 参照）。 

4. 化学ドライブをを意深〈取り外します ( 化学 ドライブ を 参照）。 

〇 を患： ドライブをコンピュータから取り出すときに、ドライブケーブルを引っ張らないで〈ださい。ケーブルを引っ張ると、ケーブルやケーブルコネクタに損傷を与える場合があります。 

5. メディアカードリーダーコネクタカ、らケーブルを外します。 

6. ハードディスクドライブを取り外します (/ 、ー ドディスクドライブの取り外 し を 参照 ) 。 


7. ケーブルをかします。 
























1 メディアカードリーダーデータケーブル 

8. ドライブリリースラツチを上げて、メディアカードリーダーをコンピュータの背面に向けてスライドさせます。メディアカードリーダーを持ち上げてコンピュータから取り外します。 

9. /、ードディスクドライブを取り付けます （ ハードディスクドライブの取リイ寸 け を 参照)。 

10. コンピュータカバーを取り付けます （ コンピュータカバーの取り かけ を 参照）。 

メディア カー ドリーダーの取り付け 



1 

メディアカー•ドリーダー 

2 

ネジ (3) 

3 

ブラケットレール U) 


1. メディアカードリーダーを交換する場合ロホ、取り付けられているメディアカードリーダーを取りがして ( メディアカードリーダーの取り かし を 参照）、 3ステップ へ 進みます。 

2. 新しいメディアカードリーダーを取り付ける場合には、 3 ステップ へ 進む前に、次の手順を実行して〈ださい。 

a. 作業を開始する 前に の 手順に従って操作して〈ださい。 

b. コンピュータカバーを取り外します （ コンピュータカバーの取りが し を 参照）。 

C. コンピュータ内でシステム基板が下になるように、コンピュータを横に倒します。 
d. ドライブパネルカバーを取り外します。 


3. メディアカードリーダーのネジをコンピュータのブラケットスロットに合わせ、カチッと所定の位置に収まるまで慎重にドライブを置きます。 
















































4. ケーブルをメディアカードリーダーとシステム基板のコネクタに接続します。 


1 



メディアカードリーダーデータケーブル 


5. 光学ドライブを取り付けます （ 化学 ドライブ を 参照）。 

6. すべてのケーブル接続を確認します。冷却ファンや通風孔の巧げにならないように、ケーブルをまとめておきます。 

7. コンピュータカバーを取り付けます （ コンピュータカバーの 取り付け を 参照）。 

8. ドライブの動作に必要なソフトウェアをインストールする手順については、ドライブに付属のマニュアルを参照してくださし、。 


9. Dell Diagnostics (診断)プログラムを実行して、コンピュータが正し〈動作するか確認します (Dell Diagnostics (診断)プログラム を 参照）。 























目ホに戻る 


ユーザーズ ガイド 

• I/O パネル 


I/O パネル 

I/O パネルの取り外し 

^ 警告= 本項の手順を開始する前に、『巧品情報ガイド J のま全におないいただ<ための注意にがってください。 

么 警告： 感電防止のため、コンピュータカバーを取 y かす前にコンピュータの電源プラグを必ずコンセントから巧いてください。 

1. 作業を開始する 前に の 手1隔にがって操作して〈ださい。 

2. コンピュータカバーを取り外します ( コンピュータカバーの 取り外し を 参照）。 

3. 化学ドライブとフロッピードライブを取り付けてし N る場合は、ドライブベイから取り外します （ ドライブ を 参照）。 

4. ハードディスクドライブを取りがします （ ハードディスクドライブの 取り外し を 参照）。 

5. プロセッサヒートシンクを取りがします ヴロセ ッサ を 参照）。 

メモ； ヒートシンクべースの取り外しも必要になります。 

6. システム基板を取り外します。 

I システム基板のすべての固をネジをかします （ スモールフォームファクターのシステム基板の ネジ を 参照）。 

Iシステム基板をシャーシから慎重に引き上げて取り外します。 

7. 前面のファンを取り外します。ファンを固定してしぶタブを内側に巧し込み、本体からファンを持ち上げて、ファンをシャーンから外します。 

8. ケーブルを10パネルから外します。 

コンピュータからケーブルを取り外す晩ホ、正し〈取り付けなおせるようにケーブルの配線経路をメモしておいて〈ださし、。 
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LED ボード 

2 

空気温度センサー 

3 

I/O ケーブルコネクタ 



































4 

取り付けネジ 

5 

I/O パネル 


9. ケーブルをシステ厶基板から外します。 

10. コンピュータカバーの内側から、 I/O パネルをコンピュータに固定している取り付けネジを取り外します。 

11.I/O パネルを前後に動かして、丸いタブをシャーシの2つの孔から外します。 

12. I/O パネルをコンピュータから取り外します。 

I / O パネルの取り付け 

I/O パネルを取り付けるロホ、取り外し手順をぶの順序で実行します。 

。 メモ； I/O パネルブラケットにあるガイドを使って I/O 力ードを正しい位置に合わせ、 I/O パネルブラケットにある切り込みを使って力ードを設置してくださし、。 

目ホに戻る 






目ホに戻る 


ユーザーズ ガイド 


電源装置 


電源装置の交換 

A 警吿 本巧の手順を巧始するおに、『巧品情報ガイド J のを全におないいただくためのを意にがってください。 

〇 を患： コンピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に触 
〜 れることにより、静電気を除去することができます。 


1. 作業を開始する 前に の 手 lii にがって操作して〈ださい。 

2. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの 取り外し を 参照）。 

3. 光学ドライブが取り付けられている場合は、取り外します ( 化学ドライブの 取り外し を 参照）。 

4. フロッピードライブまたはメディアカードリーダーが取りかけられてしぶ場合は、取り外します ロロッピー ドライブ を 参照）。 

5. DC 電源ケーブルをシステム基板およびドライブから取りかします。 

Za メモ： DC 電源ケーブルをシステム基板およびドライブから外す場合は、コンピュータフレーム内のタブの下の配線経路を記録しておいて〈ださい。これらのケーブルを巧び取り付ける際 
は、挟まれたり巧れ曲がったルなしなうに、適切に配線して〈ださい。 

6. コンピュータシヤーンの背面に電源装置を取り付けてしぶ3本のネジを外します。 



1 

電源装置 

2 

取り付けネジ 


7. 電源装置を、コンピュータの前側へ約 2.5 cm ほどスライドさせます。 

8. 電源装置を持ち上げコンピュータから取り出します。 

9. 交換用の電源装置をスライドさせて所定の位置に入れます。 


10. 電源装置をコンピユータシヤーンの背面に固定するネジを取り付けます。 
































11 .DC 雷ミ原ケーブルをシステム基ネ反およびドライブに巧巧綜します（コネクタの位置に関しては、 システム基板コンポーネント を参照）。 


12. フロッピードライブまたはメディアカードリーダーを取りがけます ( フロッピードライブの取り付け を 参照)。 


13. 化学ドライブを取り付けます （ 化学ドライブの取り付け を 参照）。 


14. コンピュータカバーを取り付けます （ コンピュータカバーの 取り付け を 参照）。 


15. AC 電源ケーブルを電源ユニットの AC 電源コネクタに接続します。 

Q を意： ネットワークケーブルを接続するには、ケーブルを壁のネットワークジャックに差し込み、次にコンピュータに差し込みます。 

16. コンピュータとデバイスを電源コンセントに接続し電源を入れます。 


DC 電源コ木クタ 


b メモ； お使いのコンピュータに取り付けられている電源ユニットは、下図のとおりに 2 つのオプションの 1 つです。 




DC 電源コ木クタ P 1 


13141516171819 20 2122 23 24 


回因の回因回の回回回の因 
回の回回の回因固の回回の 

12 3 4 5 6 7 8 9101112 


ピン番号 

信ち名 

18 AWG ワイヤ 

1 

+ 3.3 VDC 

指色 

2 

+ 3.3 VDC 

捨色 

3 

GND 

黒色 

4 

VCC (+5 V ) 

ホ色 

巳 

GND 

黒色 

6 

VCC (+5 V ) 

ホ色 

7 

GND 

黒色 

8 

PS PWRGOOD * 

灰色 

9 

P 5 AUX 

紫色 

10 

V 12 P 0 DIG 

黄色 

11 

V _12 P 0 _DIG 

黄色 





















12 

+ 3.3 V 

権色 

13(オプシヨソ 

+3.3V 

権色 

14 

-12 V* 

青色 

15 

GND 

黒色 

16 

PWR PS ON 

緑色 

17 

GND 

黒色 

18 

GND 

黒色 

19 

GND 

黒色 

20 

NC 

NC 

21 

VCC(+5V) 

ホ色 

22 

VCC(+5V) 

ホ色 

23 

VCC(+5V) 

ホ色 

24 

GND 

黒色 

* 18 AWG ワイヤの代わりに22 AWG ワイヤを使用 


DC 電源コ木クタ P2 


3旧回4 
,因回2 


ピン番号 

信号名 

18 AWG ワイヤ 

1 

GND 

黒色 

2 

GND 

黒色 

3 

+ 12 VDC 

黄色 

4 

+ 12 VDC 

黄色 


DC 電源コ木クタ P3 


W 


ピン番号 

信号名 

18 AWG ワイヤ 

1 

+3.3 VDC 

檔色 

2 

GND 

黒色 

3 

+ 5 VDC 

赤色 

4 

GND 

黒色 

5 

+ 12 VDC 

黄色 


DC 電源コネクタ P5 



12 3 4 







































ピン番号 

信号名 

24 AWG ワイヤ 

1 

GND 

黒色 

2 

+ 5 VDC 

赤色 

3 

NA 

NA 

4 

+ 3.3 VDC 

指色 


DC 電源コネ、クタ P6 




654321 


ピン番号 

信号名 

24 AWG ワイヤ 

1 

NC 

NC 

2 

+ 5 VDC 

赤色 

3 

+ 5 VDC 

ホ色 

4 

NC 

NC 

巳 

GND 

黒色 

6 

GND 

黒色 
























目ホに戻る 

ユーザーズ ガイド 

♦ スピーカ 


スピーカ 

スピーカの 取り付け 

A 警吿 本巧の手順を巧始するおに、『巧品 情報 ガイド J のを全におないいただくためのを意に従ってください。 

〇 を患： コンピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に触 
〜 れることにより、静電気を除去することができます。 


1. 作業を開始する 前に の 手 lii にがって操作して〈ださい。 

2. お使いのコンピュータのカバーを取り外します （ コンピュータカバーの取り外し を 参照）。 


3. スピーカをコンピュータのシヤーシに挿入します。 



4. ケーブルをシステム基板に接続します。 

5. コンピュータカバーを 取り付けます。 

6. コンピュータの電源を入れます。 


スピーカの 取り外し 

^ 警吿 本項の手順を開始するがに、『巧品情報ガイド J のま全におないいただ<ためのを意に従ってください。 

〇 を意： コンピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に触 
^れることにより、静電気を除去すること力 《 できます。 

1. 作業を開始する 前に の 手1隔にがって操作して〈ださい。 

2. おイまいのコンピュータのカバーを取り外します （ コンピュータカバーの取り外し を 参照）。 

3. ケーブルをシステム基板から外します。 


4. スピーカをコンピュータのシャーシカ、ら取り外します。 
























5. コンピュータカバーを 取り付けます。 

6. コンピュータの電源を入れます。 

目次に戻る 




















目ホに戻る 


ユーザーズ ガイド 

• スモールフォームファクターコンピユータ の仕撞 


スモー J レフォー ム ファクターコンピュー 

夕の仕様 

マイクロプロセッサ 

マイクロプロセッサの種類 

レ:1下がサポートされています。 


1 Intel® CoreTM 2 

1 Intel vProTM 

1 Intel Celeron® 

内蔵キャッシュ 

LI: 最大 128 KB; 


L 2: 最大 8 MB (お使いのプロセッサじより異なります） 


メモリ 

タイプ 

667 MHz または800 MHz DDR2 SDRAM 

メモリのコネクタ 

4 

対応するメモリモジュール 

512 MB、 1 GB、 または 2 GB 非 ECC 

最小メモリ 

デュアルチヤネル： 1GB 
シングルチヤネル： 512 MB 

最大搭載メモリ 

64ビットオペレーテイングシステム： 8 GB 


32ビットオペレーテイングシステム： 4 GB 

BIOS アドレス 

FOOOOh 


コン ピュー タ情巧 


チップセット 

IntelQ3 己 Express チップセット ICH9DO 

データバス幅 

64ビット 

アドレスバス幅 

32ビット 

DMA チヤネル 

8 

割り込みレベル 

24 

BIOS チップ （NVRAM) 

32 Mb 

N に 

DMTF によって定義されている ASF 1.03および 2.0 サポートを 
組み込んだ内蔵ネットワークインタフI—ス 

10/100/1000通信が可能 

iAMT 3.0 


ビデホ 

タイプ 

1 Intel グラフィックスメディアアクセラレータ3100(システ 
ム基板に内蔵） 

1 PCI Express xl6 スロットは、 PCI Express グラフイッ 
クスカードまたは DVI グラフィックスカードのいずれかをサ 
ポートします(デュアルモニタ対応用） 






























オーディオ 


タイプ 

ADI 1984 HDA (ハイ.デフイニッシヨン■才ーデイオ） 

ステレオ変換 

24ビット AD 変換および24ビット DA 変換 


コント ロー ラ 


ドライブ 

2つの SATA コントローラおよび1つの eSATA コントローラ、 

各々1つのデバイスをサポート 


化巧バス 

バスのタイプ 

PCI 2.3 

PCI Express l.OA 

SATA l.OA および 2.0 

USB 2.0 

バス速度 

PCI :133 MBs 

PCI Express xl 6：8 GB / 秒双方向スピード 

SATA :1.5 Gbps および 3.0 Gbps 

USB ：480 Mbps 

カード： 

口 ープロファイルカードをサポート 

PCI : 

コネクタ 

1 

コ木クタサイズ 

120ピン 

コネクタデータ幅(最大） 

32ビット 

PCI Express : 

コネクタ 

xl 6 X 1 

電源 

25 W (最大） 

コ木クタサイズ 

164ピン ( X 16) 

コネクタデータ幅(最大） 

16 PCI Express レーン （ xl 6) 


ドライブ 

外部アクセス可能 

薄型フロッピードライブ用ベイ X 1 
薄型光学ドライブ用ベイ X 1 

内部アクセス可能 

1インチ幅ハードディスクドライブ用ベイ X 1 


コネクタ 

外付けコネクタ： 

シリアル 

9ピンコネクタ、1655 0 C 互換 

パラレル 

25ピンコネクタ（双方向） 

セカンダリシリアルポートアダプタ付き PS /2 (オプション） 

6ピン ミニ DIN X 2 


メモ； このオプションは PCI スロットを使用します。 

ビデォ 

15ピン VGA コネクタ 

ネットワークアダプタ 

RJ -45 コネクタ 

USB 

USB 2.0 互換コネクタ(前面パネル X 2、背面パネル X 6) 

オーディオ 

ライン入力/マイクとライン出力用の2つのコネクタ、前面パネル 
のヘッドフォンおよびマイク用の2つのコネクタ 

システム基板コネクタ： 

内蔵 USB 

オプションのメディアカードリーダー用10ピンヘッダー (3.5 インチ 
ドライブベイ用） 

SATA 

7ピンコネクタ X 2 

eSATA 

1つの7ピンコネクタ 














































フロッピー•ドライブ 

34ピンコネクタ 

シリアル 

オプションのセカンダリシリアルポートカード用12ピンコネクタ 

フアン 

5ピンコネクタ X 2 

PCI 2.3 

120ピンコネクタ1つ 

PCI Express 

1つの164ピンが 16) コネクタ 

前面パネル 

40ピンコネクタ 


キーのがみ合わせ 

< Ctrl >< Alt >< Del > 

Microsoft ® Windows ® XP では 、 Windows Security ウィ 
ン ドウを表示、 MS - DOS ® モードでは、 コン ピュータを再スタート(再 
起動） 

< F 2> または < Ctrl >< Alt >< Enter > 

内蔵のセットアップユーティリティを起動（システム起動時のみ） 

< F 3> 

セットアップユーティリティの Boot Sequence オプションのデバ 
イスの1つからではな〈、リモート起動環境 （ PXE ) によって指定さ 
れたネットワーク環境から自動的に起動(システム起動時のみ） 

< F 12> または < Ct 「 l >< Alt >< F 8> 

ユーザーが一回きりの起動用デバイスを入力できる起動デバイスメ 
ニュ ー( システム起動時のみ）、またハードディスクドライブおよびシ 
ステム診断プログラムを実行するオプションを表示 

< Ctrl >< p > 

設定を変更できる Management Engine BIOS Extension 設 
定画面を表示 


ポタンとライト 

電源ボタン 

押しボタン 

電源ライト 

緑色のライト-スリープモードのとき緑色に点滅、電源がオンのとき 
緑色に点灯 


檔色のライト-捨色の点滅は、インストールされているデバイスに 
問題があることを示し、檔色の点灯は内部電源の問題を示します 
(電源の 問題を 参照） 

ハードディスクドライブのアクセスライト 

緑色 

リンクライト 

ネットワーク接続時は緑色の点灯 

リンク保全ライト（内蔵ネットワークアダプタ上） 

10 Mb 伝送時は緑色のライト、100 Mb 伝送時は搭色のライト、 
1000 Mb ( lGb ) 伝送時は黄色のライト 

動作ライト（内蔵ネットワークアダプタ上） 

黄色の点滅ライト 

診断ライト 

前面パネルにある4つのライト （Dell Diaanostics (該断）プログ 
ラムを 参照） 

スタンバイ電源ライト 

システム基板の AUX_PWR 


ちお 

DC 電源装置： 

メモ： コンピュータが電源に差し込まれていないときは、 AC 電源か 
らの電力消費量はゼロとなることがあります。 ナこだし' コンピュータカ《 
AC 電源から電力の供給がない場合でも、コンピュータじは内蔵の 
コイン型電ミ也から微量の電力が供給されます。 

ワット数 

275 W 

熱消費 

の8 BTU / 時 


メモ： 熱消費は電源ユニットの定格に基づいて計算されます。 

電圧 

手動選択電源装置- 90〜135 V (50/60 Hz )、 180〜265 V 
(50/60 Hz ) 

バックアップバッテリ 

3 V CR 2032 コイン型リチウムバッテリ 


寸法 


縦幅 

9.26 cm 





































横幅 31.37 cm 


長さ 

34.03 cm 

重量 

7.4 kg 


巧境 

温度： 

動作時 

10〜35で 

保管時 

-40 〜6己 。 C 

相対湿度 

20〜80 〇/〇縮露しないこと） 

最大耐久震度： 

動作時 

0.25 G 口〜200 Hz 、0.5 オクターブ/分） 

保管時 

0.5 G 口〜200 Hz 、 1オクターブ/分） 

最大耐久衝撃： 

動作時 

50.8 cm / 秒の速度変化でボトムハーフサインパルス 

保管時 

508 cm /砂の速度変化で27 G フェアードスクェアウェーブ 

高度： 

動作時 

-15. 2〜3,048 m 

保管時 

-15. 2〜10,668 m 


目ホに戻る 

























Del|TM OptiPlexTM 755 ユー ザー ズガイド 

スモ ー J レフオームファクターコン ピュ ータ 



おないのコンピュータについて 

情報の検索方法 

スモー J レフオームファクターコンピュータ 
スモー j レフオ~ムファクタ~コンピュータの化様 

アドバンス機能 

おイまいのコンピュータのエンクロージャでの設置 

コンピュータのクリーニング 

Microsoft 巧） Windows ^) の機能 

トラブルシューティング 

困ったとさは 

用語集 
な証について 
FCC a 達（米国のみ） 


部品の巧りかしと取り付け 

作業を開始する前に 

力ード 

ドライブ 

プロセッサ 

I / O パネル 



スピーカ 

バッテリ 


システム基板の交梅 
コンピュータカ/く~の取リイ寸け 


メモ、注意、警告 

。メモ： コンピュータを使いやす〈するための重要な情報を説明してしなす。 

〇 を意： ハードウェアの損傷やデータの損失の可能性を示し、その危険を回避するための方法を説明しています。 

替吿 お的損ま、けが、または巧 t の原因となる可能性があることを示しています。 

Del|TM n シリーズコンピュータをご購入いただいた場合、このマニュアルの Microsoft ® Windows ® オペレーティングシステムじついての説明は適用されません。 


この义書の情巧は辜前の®巧な < 巧更されることがあ y ます。 

© 2007すべての著か It は Dell Inc . にあリます。 

Dell Inc . の書面による許可のない複製は、い力、なるお態におしても厳重に禁じられてし巧す。 


本書に使用されている商標： Del し DELL のロゴ、 OptiPlex 、 TravelLite 、 OpenManage 、 および StrikeZone は Dell Inc . の商標です。ホ国およびその化の国において、 Inte し SpeedStep 、 および Celeron は Intel 
Corporation の登録商標であり、 Core および vPro は Intel Corporation の商標です。 Microsoft 、 MS - DOS 、 Windows、Windows Vista 、 および Windows Start button はホ国およびその化の国における 
Microsoft Corporation の登録商標または商標です。 Bluetooth は Bluetooth SIG , Inc . が所ちする商標であり、 Dell Inc . が使用権を巧有します。 ENERGY STAR は U . S . Environmental Protection Agency の登 
録商標です。 Dell Inc . は ENERGY STAR と提携しており、本製品は ENERGY STAR のエネルギー効率に関するガイドラインに適合してし、まず。 


本書では、上記記載レ: ■l かの商標および会社名が使用されている場合がありますが、これらの商標や会社名は、一切 Dell Inc . に帰属するものではありません。 

モデル： DCTR 、 DCNE 、 DCSM 、 および DCCY 
2007年10月 P/N JN 460 Rev . A 01 
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スモー J レフォームファクターコンピュータ 

ユーザーズ ガイド 

♦ お巧いのスモールフ十ームファクターコンピュータについて 

♦ コンピュータカバーの取りがし 
♦ コンピュータ内百 B 
• シャーシイント J レージョンスイッチ 
• システム碁巧コンポーネント 


お使いの スモールフオームファクターコン ピュ ータ について 


正面図 



1 

USB 2.0 コ 
ネクタ (2) 

ジョイスティックやカメラ、または起動可能な USB デバイスなど、時々接続するデバイスには、 
前面 USB コネクタをイ串 ffl します （ USB デバイスからのお動じ閣しては. セットアップユーティリ 
王立を 参照）。 

プリンタやキーボードなど通常接続したままのデバイスには、背面 USB コネクタを使用すること 
をお勧めします。 

2 

電源ボタン 

電源ボタンを押して、コンピュータに電源を入れます。 

を意： データの損失を防ぐため、電源ボタンを押してコンピュータの電源を切らなしで〈ださい。電 
源ボタンを巧す代わりに、オペレーティングシステムのシャットダウンを実行してください。詳細に 
閣しては、 コンピュータの雷源を切 るを 参照して〈ださい。 

をな： お使いのオペレーティングシステムの ACPI が有効な場合、コンピュータの電源ボタンを 
巧すと、オペレーティングシステムのシャットダウンが実行されます。 

3 

デルバッジ 

このバッジを回転させて、コンピュータの向きに合わせることができます。バッジを回転させるに 
は、バッジの外回りに指を置き、しっかり押してバッジを回します。バッジの下側お〈にあるスロット 
を使って回転させることもできます。 

4 

LAN インジ 
ケータライト 

LAN (口ーカルエリアネットワーク)接続が確立されていることを示します。 

巳 

診断ライト 

診断ライトは、診断コードに基づ〈コンピュータの問題のトラブルシューティングに役立ちます。詳 
細に関しては、 診断 ライトを 参照してください。 

6 

ハードデイス 
クドライブ動 
作ライト 

ハードディスクドライブカヴクセスされているときに、このライトが点滅します。 

7 

電源ライト 

電源ライトは、点滅したり点灯することでレ:1下のさまざまな動作状態を示します。 

1消灯-コンピュータの電源は切れてし巧す。 

1緑色の点灯-コンピュータは、通常の動作状態です。 

1緑色の点滅-コンピュータは、省電カモードです。 

1 掠をの点滅まわは点な- 雷源の間 頭を 参照して〈ださい。 

省電カモードから復帰するには、電源ボタンを巧すか、 Windows デバイスマネージャで復帰デ 
バイスが設定されてし、る場合、キーボードかマウスを使います。休止モード、および省電カモード 
力、らの復帰の詳細に関しロホ 、 Windows XP と Windows Vista の電力の 管理を 参照して〈 
ださぃ。 

お使いのコンピュータの問題のトラブルシューティングに役立つライトコードの説明に関しては、 




















































Dell Diaanostics (診断)プログラム を参照して〈ださい。 

8 

ヘッドフナンコ 

ネクタ 

ヘッドフォンコネクタを使用して、ヘッドフォンおよびほとんどの種類のスピーカを取り付けることが 
できます 

9 

マイク用コネ 
クタ 

マイクのコネクタを使ってマイクを取り付けます。 

10 

3.5 インチド 
ライブベイ 

オプションのスリムラインフロッピードライブまたはオプションのメディアカードリーダーを装着でき 
ます。 

11 

5.25 インチ 
ドライブベイ 

スリムラインオプションドライブを装着できます。このドライブに、 CD または DVD (サポート対象の 
場合)を挿入します。 


背面図 



1 

カードスロ 
ット 

取り付けられているすべての PCI 力ード、 PCI Express 力ード、 PS/2、eSATA などのコネクタにア 
クセスします。 

2 

背面パネ 
ルコネクタ 

シリアルデバイスや USB デバイスなどを.正ししロネクタ1こ括編します （背面パネルコネクタを 参 


照)。 

3 

電源コネ 
クタ 

電源ケーブルを差し込みます。 

4 

電圧切り 
替えスイッ 
チ 

お使いのコンピュータには手動電圧切り替えスイッチが措載されてし巧す。手動電圧切り替えスイッチ 
が付いてしぶコンピュータへの損傷を防ぐため、スイッチはお使いになる地域の AC 電源に最も合つ 
た電圧に設定して〈ださい。 

を意： 日本では、電圧切り替えスイッチは115 Vに設定する必要があります。 

また、モニタやコンピュータに接続してしぶ周巧機器もお使いになる地域の AC 電源で動作するように 
設定してください。 

5 

パドロック 
リング 

パドロックを挿入して、コンピュータカバーをロックします。 

6 

カバーリリ 

—スフ ツナ 

コンピュータカバーを開〈ことができます。 


背面パネルコネクタ 



1 

パラレルコ 
ネクタ 

プリンタなどのパラレルデバイスをパラレルコネクタに接続します。 USB プリンタをお使いの場合、 

USB コネクタに差し込みます。 

メモ； パラレルコネクタを持つ力ードが内蔵パラレルコネクタと同じアドレスに設定されていることをコン 
ピュータが検出した場合、内蔵パラレルコネクタは自動的に無効になります。詳細に関しては、 セット 
アップ オプションを 参照して〈ださい。 

2 

リンク保全 

1 緑色-10 Mbps ネットワークとコンピュータ間の接続が良好です。 


ライト 

1 培色-100 Mbps ネットワークとコンピュータ間の接続が良好です。 



1 黄色-1 Gbps (または1000 Mbps) ネットワークとコンピュータ間の接続が良好です。 




























































1オフ-コンピュータは物理的なネットワーク接続を検出してしなせん。 

3 

ネットワー 
クアダプタ 
コネクタ 

コンピュータをネットワークやブロードバンドデバイスに取り付けるには、ネットワークケーブルの片方 
の端をネットワークジャックやネットワーク/ブロードバンドデバイスに接続します。ネットワークケー 
ブルのもう一方の端を、コンピュータ背面にあるネットワークアダプタコネクタに接続します。カチッと収 
まったらネットワークケーブルは確実に接続されています。 

メモ； モデムケーブルをネットワークコネクタに接続しないで〈ださし、。 

VPro を動作させるには、ネットワークケーブルをオンボード N にに接続する必要があります。 

カテゴリ5のケーブルを使用して、ネットワークを接続することをお勧めします。カテゴリ3のケーブ 
ルを使用する必要がある場合、ネットワーク速度を10 Mbps じして動作の信頼性を確保します。 

4 

ネットワー 
ク動作ライ 
h 

黄色のライトは、コンピュータがネットワークデータを送信、または受信している時に点滅します。ネッ 
トワークトラフィックが多い場合、このライトが「点灯」の状態に見えることがあります。 

5 

ライン出力 
コネクタ 

緑色のライン出カコネクタ(オンボードサウンドが泻載されたコンピュータで利用可能)を使って、ヘッド 
フォンおよび内蔵アンプの付いたほとんどのスピーカを接続します。 

6 

ライン入 
力/マイ 
クコネクタ 

青とピンクのライン入力/マイクコネクタ(オンボードサウンド搭載のコンピュータ）には、カセットプ レー 
ヤ、 CD プ レー ヤ、 VCR などの記録/再生デバイスや、サウンドプログラムや電話プログラムへの音 
声入力または音楽入力用マイクを接続します。 

7 

USB 2.0 
コネクタ 

(6) 

プリンタやキーボードなど通常接続したままのデバイスには、背面 USB コネクタを使用します。 

8 

ビデオコネ 
クタ 

VGA 対応モニタからのケーブルを青色のコネクタに接続します。 

メモ； オプションのグラフィックスカードをご購入の場合、このコネクタにはキャップが付いています。 
お使いのモニタをグラフィックスカードのコネクタに接続します。キャップは取り外さないで〈ださい。 

メモ： デュアルモニタをサポートしているグラフィックスカードをご使用の場合、コンピュータに付属の 
y ケーブルを使用して〈ださい。 

9 

シリアルコ 
ネクタ 

ハンドへルドデバイスなどのシリアルデバイスをシリアルポートに接続します。 

詳細に関しては、 セットアップ オプションを 参照して〈ださし、。 


コンピュータカバーの 取り外し 

^ 警吿 本項の手順を開おする前に、『製品情報ガイド J のま全におないいただ<ためのを意に従ってください。 

^ 警吿 感電防止のため、コンピュータカバーを取り外す巧にコンピュータの電おプラグを必ずコンセントから巧いてください。 

1. 作業を開始する 前に の 手順に従って操作して〈ださい。 

2. 背面パネルのパドロックリングにパドロックを取り付けてしぶ場合、パドロックを取り外します。 

3. 図に示されているカバーリリースラッチを確認します。次に、カバーを持ち上げながらリリースラッチを後方にスライドさせます。 

4. コンピュータカバーの側面を持ち、底面のヒンジをてこの支点としてカバーを上に動かします。 

日.カバーをヒンジタブから取り外し、柔らか〈傷が付きに〈い場所に置いておきます。 

A 警吿 グラフィックスカードのヒートシンクは、巧巧の助作でもかなり巧くなることがあ y ます。グラフィックスカードのヒートシンクに触れる脚こは十分に時間をかけ、ヒートシンク 
の温度が下がっていることを巧度してください。 


















1 

セキュリティケーブルスロット 

2 

カバーリリースラッチ 

3 

コンピュータカバー 


コンピュータ内部 

警告= 本項の手順を開始するかに、『お[品情がガイド J のを全におないいただ<ためのを意にがってください。 

警告= 感電防止のため、コンピュータカバーを巧 y かすかにコンピュータの電おプラグを必ずコンセントから巧いてください。 

〇 を意： コンピュータカバーを開〈斷こ、ケーブルをシステム基板から外してしまうことがなし、ようを意して〈ださい。 



1 

ドライブリリースラッチ 

4 

ハードディスクドライブ 

2 

光学ドライブ 

5 

システム基板 

3 

電源装置およびファン 

6 

ヒートシンクアセンブリ 


シャーシイントルージョンスイッチ 














































^ 警吿 本項の手順を巧おするかに、『巧品情報ガイド J のを全におないいただ<ためのを意にがってください。 

。メモ； シャーシイントルージョンスイッチは、ウルトラスモールフォームファクターコンピュータには標準で搭載されています力 《 、ミニタワー、デスクトップ、およびスモールフォームファクターコンピ 
ュータではオプションとなります。そのため、お使いのコンピュータには搭載されてしぶい場合があります。 

シャーシイントルージョンスイッチの取り外し 

1. 作業を開始する 前に の 手 lii にがって操作して〈ださい。 

2. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの取り外し を 参照）。 

3. ハードディスクドライブを取りがします （ ハードディスクドライブの取り外し を 参照）。 

4. ケーブルコネクタを引いてかしながら、コネクタのち■側にあるリリースメカニズムを 2 本の指で強〈巧して、シャーシイントルージョンケーブルをシステム基板から外します。 

5. シャーンイントルージョンスイッチを金属製ブラケットのスロットからスライドさせて外し、ブラケットの四角い巧へ押し下げてスイッチと取り付けられているケーブルをコンピュータから取り外しま 
す。 

心 メモ： スイッチをスロットからスライドさせてかすときに、多少抵抗を感じることがあります。 



シャーシイントルージョンスイッチの取り付け 


1. スイッチを金属製ブラケットの下からブラケットの四角い巧に慎重に挿入してから、カチッとしづ感触があり、所定の位置に確実に収まるまでシャーシイントルージョンスイッチをスロットにスライド 
させます。 

2. ケーブルをシステ厶基板に接続します。 

3. /、ードディスクドライブを取り付けます （ ハードディスクドライブの取り付 け 东 参照 ) 。 

4. コンピュ ータ カバーを取り付けます （ コンピ ュータ カバーの取り かけ を 参照）。 

己.コンピュータスタンドを使用している場合は、コンピュータに取り付けます。 

シャーシイントルージョンディテクタのリセット 

1. コンピュータの電源を入れます(または再起動します）。 

2. 青色の DELLTM のロゴが表示された場合、すぐに<口>を巧します。 

ここで時間をおきすぎてオペレーテイングシステムのロゴが表示された場合、 Microsoft® Windows® デスクトップが表示されるまで待ちます。次に、コンピュータをシャットダウンして、もぅ一 
度やりなおします。 


3. Chassis Intrusion オプションを選び、左ち矢印キーを巧して Reset を選択します。設定を On、 〇卜 Silent、 または Disabled に変更します。 






















。メモ；デフオルト設定は〇卜 Silent です。 


4. お使いの BIOS 設定を保存してから、セットアップユーティリテイを終了します。 


システム基板コンポーネント 



14 13 12 11 


10 9 8 


1 

内蔵スピーカコネクタ (INT_SPKR) 

12 

RTC リセットジャンパ （RTCRST) 

2 

プロセッサコオ、クタ (CPU) 

13 

イントルージョンスイッチコネクタ 
(INTRUDER) 

3 

プロセッサ電源コネクタ （12 V電源） 

14 

/ くッテリソケット （BATTERY) 

4 

メモリモジュールコネクタ （DIMM_ し DIMM_2、DIMM_3、 
DIMM_4) 

15 

PCI Express xl6 コネクタ （SLOTl) 

5 

パスワードジャンパ （PSWD) 

16 

PCI コネクタ (SLOT2) 

6 

SATA コオ、クタ (SATAO、SATA1) 

17 

シリアルコネクタ （SERIAL2) 

7 

前面パネルコネクタ （FRONTPANEL) 

18 

システム基板のスピーカ （BEEP) 

8 

電源コネクタ (POWER) 

19 

補助電源 LED(aux_LED) 

9 

フアンコネ、クタ （FANJHDD) 

20 

フロッピードライブコネ、クタ （DSKT) 

10 

eSATA コネクタ (eSATA) 

21 

フアンコネクタ （FAN_CPU) 

11 

内蔵 USB コネ、クタ (INTJJSB) 




直次に夏る 
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システム基板の交換 

♦ ミニタワー、デスクトップ、スモールフ十ームファクター、およびウルトラスモールフ十ームファクターコンピュータのシステム基ホ反の取りかし 
♦ システム基巧の交換：ミニタワデスクトップ、スモールフオームファクター、およびウルトをスモールフオームファクターコンピュータのシステム基がのおり过し 


ミニタワー、デスクトツプ、スモールフナームファクター、およびウルトラスモールフナームファクターコンピュー 

夕のシステ厶基板の取り外し 

1. 作業を開始する 前に の 手順にがって操作して〈ださい。 

2. コンピュータカバーを取り外します。 

〇 を意： コンピュータ内部の部品に触れる前に、コンピュータ背面の金属部など塗装されてし々い金属面に触れて、身体の静電気を除去してください。作業中も、定期的に塗装されていない金属 
〜 面に触れて、内蔵コンポーネントを損傷する恐れのある静電気を除去して〈ださい。 

3. システム基板へのアクセスを制限しているコンポーネントをすベて取り外します(光学ドライブ、フロッピードライブ、ハードディスクドライブ、 I/O パネル）。 

4. プロセッサおよびヒートシンクアセンブリを取り外します。 

I ミニタワーについては、 プロセッサ を 参照して〈ださし、。 

I デスクトップについては、 プロセッサ を 参照して〈ださい。 

I スモールフォームファクターについては、 プロセッサ を 参照して〈ださい。 

I ウルトラスモールフォームファクターじついては、 プロセッサ を 参照して〈ださい。 

5. システム基板から全てのケーブルをかします。 

6. システム基板からネジを外します。 

I ミニ タワーじついては、 ミニ タワーのシステム基板の ネジ を 参照して〈ださい。 

I デスクトップについては、 デスクトップのシステム基板の ネジ を 参照して〈ださい。 

I スモールフォー厶ファクターについては、 スモールフォームファクターのシステム基ネ反の ネジ を 参照して〈ださい。 

I ウルトラスモールフォームファクターじついては、 ウルトラスモールフナームファクターのシステム基板の ネジ ホ 参照して〈ださい。 

7. システム基板アセンブリをコンピュータ前方に引き出し、基板を持ち上げて取り外します。 


ミニ タワーのシステム基板のネジ 













































1 

ミニ タワーのシステム基板 

2 

ネジ (9) 


デスクトップのシステム基板のネジ 



1 

デスクトップのシステム基板 

2 

ネジ (9) 


スモールフナームファクターのシステム基板のネジ 



1 

スモールフオームフアクターの システム基板 

2 

ネジ (7) 


ウルトラスモールフナームファクターのシステム基板のネジ 




















































































1 

ウルトラスモールフォームファクターのシステム基板 

2 

ネジ （10) 


取り外したシステム基板アセンブリを交換用のシステム基板のそばに置き、同等であることを確認します。 


システム基板の 交換：ミニタワー、 デスクトップ、 スモールフオームファクター、 およびウルトラ スモールフオー 
ムファクターコンピュータの システム基板の取り外し 

1. 基板をを意深〈シャーシの位置に合わせ、コンピュータ後方へスライドさせます。 

2. システム基板にネジを取り付けます。 

3. システム基板から取り外したコンポーネントおよびケーブルを取り付けます。 

4. すべてのケーブルをコンピュータの背面にあるコネクタに接続しなおします。 

5. コンピュータカバーを取り付けます （ コンピュータカバーの取り かけ を 参照）。 


直次に层る 
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ユーザーズ ガイド 


メモ、を意、警告 

b メモ： コンピュータを使いやす〈するための重要な情報を説明してし巧す。 

〇 を 意： ハードウェアの損傷やデータの損失の可能性を示し、その危険を回避するための方法を説明しています。 

^ 警告 物的損害、けが、または死亡の原因となる可能性があることを示しています。 

Del|TM n シリーズコンピュータをご購入いただいた場合、このマニュアルの Microsoft® Windows® オペレーティングシステムじついての説明は適用されません。 


この文書の情報は奉がの®巧なく巧ちされることがあ y ます。 
© 2007すべての著作 tt は Dell Inc . にあリます。 


Dell Inc. の書面による許可のない複製は、い力、なるお態におしても厳重に禁じられてし巧す。 


本書に巧用されている商標： Del し DELL のロゴ、 OptiPlex、TravelLite、OpenManage、 および StrikeZone は Dell Inc. の商標です。ホ国およびその化の国において、 Intek SpeedStep、 および Celeron は Intel 
Corporation の登録商標であり、 Core および vPro は Intel Corporation の商標です。 Microsoft、MS-DOS、Windows、Windows Vista、 および Windows Start button はホ国およびその化の国における 
Microsoft Corporation の登録商標または商標です。 Bluetooth は Bluetooth SIG, Inc. が所ちする商標であり、 Dell Inc. が使用権を巧有します。 ENERGY STAR は U.S. Environmental Protection Agency の登 
録商標です。 Dell Inc. は ENERGY STAR と提携しており、本製品は ENERGY STAR のエネルギー効率に関するガイドラインに適合してし、まず。 


本書では、上記記載レ: ■l かの商標および会社名が巧用されている場合がありますが、これらの商標や会社名は、一切 Dell Inc. に帰属するものではありません。 
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ミニタワーコンピュータ 

ユーザーズ ガイド 

♦ おイまいのミニタワーコンピュータについて 

♦ コンピュータカバーの取りがし 
♦ お使いのコンピュータの内部 
• シャーシイント J レージョンスイッチ 
• システム碁巧コンポーネント 


お使いのミニタワーコンピュータについて 

正面図 


11 

10 

9 



1 

5.25 インチド 
ライブベイ 

光学ドライブ用に使用します。（サポートされてしぶ場合は) CD または DVD をドライブに入れ 
ます。 

2 

己.2已インチド 
ライブベイ 

光学ドライブ用に使用します。（サポートされている場合は) CD または DVD をドライブに入れ 
ます。 

3 

3.5 インチドラ 
ィブベィ 

オプションのフロッピードライブまたはオプションのメディアカードリーダー用に使用します。 

4 

USB 2.0 コネ 
クタ (2) 

ジョイスティックやカメラ、または起動可能な USB デバイスなど、時々接続するデバイスには、 
前面 USB コネクタを使用します （USB デバイスからの起動については、オンライン『ユーザー 
ズガイド J1 を参照してください）。 



プリンタやキーボードなど通常接続したままのデバイスには、背面 USB コネクタを使用するこ 
とをお勧めします。 

5 

LAN インジケ 
~タライト 

このライトは、 LAN (口ーカルエリアネットワーク)接続が確立されていることを示します。 

6 

診断ライト 

診断ライトは、診断コードに基づくコンピュータの問題のトラブルシューティングに役立ちます。 
詳細に関しては、 該断 ライトを 参照して〈ださし、。 

7 

電源ボタン 

このボタンを押して、コンピュータに電源を入れます。 



を意： データの損失を防ぐため、電源ボタンを巧してコンピュータの電源を切らないで〈ださい。 
電源ボタンを巧す代わりに、オペレーティングシステムのシャットダウンを実行して〈ださい。詳細 
じ閣しては. イ乍業を開始する 前にを を照して〈ださい。 










































を意： お使いのオペレーティングシステムの ACPI が有効な場合、コンピュータの電源ボタンを 
押すと、オペレーティングシステムのシャットダウンが実行されます。 

8 

電源ライト 

電源ライトは、点滅したり点灯することでな下のようにさまざまな動作モードを示します。 

1消灯-コンピュータの電源は切れてし巧す。 

1緑色の点灯-コンピュータは、通常の動作状態です。 

1緑色の点滅-コンピュータは、省電カモードです。 

1指色に点滅または点灯している場合-コンピュータに電力は供給されているが、内部 
雷源に間頭がある可能性があります （雷源の問 頭を 参照）。 

省電カモードから復帰するには、電源ボタンを押すか、 Windows デバイスマネージャで復帰 
デバイスが設定されている場合、キーボードかマウスを使います。スリープモードおよび省電力 
モードの詳細に閱しては、 アドバンス 機能を 参照して〈ださい。 

お使いのコンピュータの問題のトラブルシューティングじ役立つライトコードの解説に関しては、 
該断ライト を参照して〈ださい。 

9 

ハードディスク 
ドライブ動作ラ 
イト 

ハードディスクドライブがアクセスされているときに、このライトが点滅します。 

10 

ヘッドフオンコ 

ネクタ 

ヘッドフォンコネクタを使用して、ヘッドフホンおよびほとんどの種類のスピーカを取り付けること 
ができます 

11 

マイク用コネク 
夕 

マイクのコネクタを使ってマイクを取り付けます。 


背面図 



1 

カバーリリ 
ースラッチ 

このラッチを使ってコンピュータカバーを開〈ことができます。 

2 

パドロック 
リング 

パドロックを挿入して、コンピュータカバーをロックします。 

3 

電圧切り替 

えスイッチ 

お使いのコンピュータには、手動電圧切り替えスイッチが付いています。手動電圧切り替えスイッチ 
が付いているコンピュータへの損傷を防ぐため、スイッチはお使いになる地域の AC 電源に最も合っ 
た電圧に設定して〈ださい。 

Q を意： 日本では、電圧切り替えスイッチは11日Vに設定する必要があります。 

また、モニタやコンピュータに接続してしぶ周な機器もお使いになる地域の AC 電源で動作するよう 
に設定して〈ださい。 

4 

電源コネク 
夕 

電源ケーブルを差し込みます。 

5 

背面パネ 
ルコネクタ 

シリアル、 USB. およびその他のデバイスを対応するコネクタじ差し込みます。 背面パネル コネクタを 
参照してください。 

6 

力ードスロ 
ット (4) 

取り付けられているすべての PCI または PCI Express 力ード、 PS/2 コネクタ、 eSATA コネクタ 
などのコネクタにアクセスします。 























































































背面パネルコネクタ 



5 


6 


9 


1 

パラレルコ 
ネクタ 

プリンタなどのパラレルデバイスをパラレルコネクタに接続します。 USB プリンタをお使いの場合、 

USB コネクタに差し込みます。 

メモ； パラレルコネクタを持つ力ードが内蔵パラレルコネクタと同じアドレスに設定されてしぶことをコン 
ピュータが検出した場合、内蔵パラレルコネクタは自動的に無効になります。詳細に関しては、 セット 
アップ オプションを 参照して〈ださい。 

2 

リンク保全 
ライト 

1 緑色-10 Mbps ネットワークとコンピュータ間の接続が良好です。 

1 指色-100 Mbps ネットワークとコンピュータ間の接続が良好です。 

1 黄色-1 Gbps (または1000 Mbps) ネットワークとコンピュータ間の接続が良好です。 

1オフ-コンピュータは物理的なネットワーク接続を検出していません。 

3 

ネットワー 
クアダプタ 
コネクタ 

コンピュータをネットワークやブロードバンドデバイスに取り付けるには、ネットワークケーブルの片方 
の端をネットワークジャックやネットワーク/ブロードバンドデバイスに接続します。ネットワークケー 
ブルのもう一方の端を、コンピュータ背面にあるネットワークアダプタコネクタに接続します。カチッと収 
まったらネットワークケーブルはしっかりと接続されています。 

メモ： モデムケーブルをネットワークコネクタに接続しないでくださし、。 

VPro を動作させるには、ネットワークケーブルをオンボード N にじ接続する必要があります。 

カテゴリ5のケーブルを使用して、ネットワークを接続することをお勧めします。カテゴリ3のケーブ 
ルを使用する必要がある場合、ネットワーク速度を10 Mbps にして動作の信頼性を確保します。 

4 

ネットワー 
ク動作ライ 
卜 

黄色のライトは、コンピュータがネットワークデータを送信、または受信している時に点滅します。ネッ 
トワークトラフィックがをい場合、このライトが「点灯」の状態に見えることがあります。 

5 

ライン出力 
コネクタ 

緑色のライン出カコネクタを使って、ヘッドフォンおよび内蔵アンプの付いたほとんどのスピーカを接 
続します。 

6 

ライン入 
力/マイ 
クっ才、クタ 

青とピンクのライン入力/マイクコネクタには、カセットプレーヤ、 CD プレーヤ、 VCR などの記録/ 
再生デバイスや、サウンドプログラムや電話プログラムへの音声入力または音楽入力用マイクを接続 
します。 

7 

USB 2.0 
コネクタ 

(6) 

プリンタやキーボードなど通常接続したままのデバイスには、背面 USB コネクタを使用します。 

8 

ビデオコネ 
クタ 

VGA 対応モニタからのケーブルを青色のコネクタに接続します。 

メモ： オプションのグラフィックスカードをご購入の場合、このコネクタにはキャップが付いています。 
お使いのモニタをグラフィックスカードのコネクタに接続します。キャップは取り外さなしで〈ださい。 

メモ； デュアルモニタをサポートしているグラフィックスカードをご使用の場合、コンピュータじ付属の 
y ケーブルを使用して〈ださい。 

9 

シリアルコ 
ネクタ 

ハンドへルドデバイスなどのシリアルデバイスをシリアルポートに接続します。デフォルトの指定先 
は、シリアルコネクタ1が COM 1で、シリアルコネクタ2が COM2 です。 

詳細に関しては、 セットアップ オプションを 参照して〈ださし、。 


コンピュータカバーの 取り外し 


^ 警告： 本巧の手順を開始するかに、『製品情苗ボイド J のを全にお使いいただ<ためのを意にがってください。 


























^ 警告： 感電防止のため、コンピュータカバーを巧 y かすかにコンピュータの電おプラグを必ずコンセントから巧いてください。 


1. 作業を開始する 前に の 手順にがって操作して〈ださい。 

2. 図に示されてしぶように、コンピュータを横に倒します。 

3. 図に示されているカバーリリースラツチを確認します。次に、カバーを持ち上げながらリリースラツチを後方にスライドさせます。 

4. コン ピュータカバーの側面を持ち、ヒンジタブをてこの支点としてカバーを上に動かします。 

5. カバーをヒンジタブから取り外し、柔らか〈傷が付きに〈い場所に置いておきます。 


么ミ I 輪激 、力る-こ 卜温纖 C 、 巧常の麵婦 



1 

セキュリティケーブルスロット 

2 

カバーリリースラツチ 

3 

パド□ックリング 


お使いのコンピュータの内部 

^ 警告： 本項の手順を開始するかに、『お[品情巧ガイド J のま全にお使いいただくためのを意にがってください。 

^ 警吿 感電防止のために、コンピュータカバーを取り外すかにコンピュータのちおプラグを必ずコンセントからおいてください。 

〇 を忠： コンピュータカバーを開〈際に、ケーブルをシステム基板から外してしまうことがなし、ようミ主意してください。 


















































1 

光学ドライブ 

2 

ディスクドライブ 

3 

電源装置 

4 

オプションのシャーシイントルージョンスイッチ 

5 

システム基板 

6 

ヒートシンクアセンブリ 

7 

ハードディスクドライブ 






シャーシイントルージョンスイッチ 

^ 警告 本巧の手順を開始するかに、『迫 I 品情がガイド J のま全におないいただくためのを意に従ってください。 

じ メモ； シャーシインいレージョンスイッチは、ウルトラスモールフォームファクターコンピュータには標準で措載されています力 《 、ミニタワー、デスクトップ、およびスモールフォームファクターコンピ 
ュータではオプションとなります。そのため、お使いのコンピュータには搭載されていない場合があります。 

シャーシイントルージョンスイッチの取り外し 

1. 作業を開始する 前に の 手順にがって操作して〈ださい。 

2. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの 取り外し を 参照）。 

3. ケーブルコネクタを引いて外しながら、コネクタの片側にあるリリースメカニズムを2本の指で強〈巧して、シャーシイントルージョンケーブルをシステム基板から外します。 

4. シヤーシイントルージョンスイッチを金属製ブラケットのスロットからスライドさせて外し、ブラケットの四角い巧へ押し下げてスイッチと取り付けられているケーブルをコンピュータから取り外しま 
す。 


b メモ； スイッチをスロットからスライドさせて外すときに、多少抵抗を感じることがあります。 


























































シャーシイントルージョンスイッチの取り付け 

1. スイッチを金属製ブラケットの下からブラケットの四角い巧に慎重に挿入してから、カチッとしづ感触があり、所定の位置に確実に収まるまでシャーシイントルージョンスイッチをスロットにスライド 
させます。 

2. ケーブルをシステム基板に接続します。 

3. コンピュータカバーを 取り付けます （ コン ピ ュータカバーの 取り付け を 参照）。 

シャーシイントルージョンディテクタのリセット 

1. コンピュータの電源を入れます(または再起動します）。 

2. 青色の DELLTM のロゴが表示された場合、すぐに<口>を巧します。 

ここで 時間を置き過ぎてオペ レーテ ィングシステムのロゴが表示された場合は、 Microsoft ® Windows ⑥デスクトップが表示されるまで待ちます。次に、コンピュータをシャットダウンして、もう 
一度やりなおします。 

3. Chassis Intrusion オプションを選び、左右矢印キーを巧して Reset を選択します。設定を On、On-Silent、 または Disabled に変更します。 

。メモ；デフオルト設定は On-Silent です。 

4. お使いの BIOS 設定を保存してから、セットアップユーティリテイを終了します。 


システ厶基板コンポーネント 












































1 2 3 


4 
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6 
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1 

スピーカコネクタ （INT SPKR) 

12 

RTC リセットジャンパ （RTCRST) 

2 

ファン (FAN_CPU) 

13 

イントルージョンスイッチコネクタ （INTRUDER) 

3 

プロセッサコオ、クタ (CPU) 

14 

/ くッテリソケット (BATTERY) 

4 

プロセッサ電源コネクタ （12 V電源） 

15 

PCI Express xl6 コネクタ （SLOTl) 

巳 

メモリモジュールコネクタ （DIMM_ し DIMM_2、DIMM_3、DIMM_4) 

16 

PCI Express xl コネ、 クタ (SLOT4) 

6 

パスワードジャンパ （PSWD) 

17 

PCI コネ、 クタ (SLOT2) 

7 

SATA ドライブコネクタ (SATAO、SATA し SATA2、SATA3) 

18 

PCI コネ、 クタ (SLOTS) 

8 

前面パネルコネクタ （FRONTPANEL) 

19 

シリアルコネクタ （SERIAL2) 

9 

電源コネクタ (POWER) 

20 

システム基板のスピーカ （BEEP) 

10 

外付け SATA コネクタ (eSATA) 

21 

補助電源 LED(aux_LED) 

11 

内蔵 USB(INT_USB) 

22 

フロッピーコネクタ （DSKT) 


目次に戻る 







































































トラブルシューティング 

♦ 雷源ライト 
♦ システムライト 
♦ 該断ライト 
♦ ビープコード 
• システムメッセ~ジ 

♦ Dell Diagnostics (診断）プログラム 

♦ ドラィバ 

♦ Microsoft ^ Windows 風 XP および Microsoft Windows Vista @ オペレーティングシステムにおけるソフトウェアとハードウェアに関する不具合のトラブルシューティング 

♦ おがいのオペレーティングシステムの復元 

コンピュータのトラブルシューティングを実行する晩ホ、レ U 下のヒントに従ってくださし、。 

I 部品を追加したり取り外した後に問題が発生した場合、取り付け手順を見直して、部品が正しく取り付けられているか確認します。 

I 周巧機器が動作しない場合は、周巧機器が正し〈接続されているか確認します。 

I 画面にエラーメッセージが表示される場合、メッセージを正確にメモします。このメッセージは、サポート担当者が問題を診断および解決するのに役立ちます。 

I プログラムの実行中にエラーメッセージが表示される場合、プログラムのマニュアルを参照して〈ださし、。 

。 メモ； このマニュアルの手順は、 Windows のデフオルトビュー用ですので、お使いの Deir ^ コンピュータを Windows クラシック表示に設定してし、ると動作しない場合があります。 

バッテリの問題 

A 警吿 バッテリの取りがけ方が巧法っていると、巧裂する危おがあ y ます。交換するバッテリは、デルが巧おする型、または同等の巧品をご利用<ださい。巧用巧みのバッテリ 
は、製造元の指示に従って巧棄してください。 

^ 宙吿 本巧の手順を開始する前に、『製品情巧ガイド J のま全にお使いいただ<ためのを意にがってください。 

バッテリを交換しますー コンピュータの電源を入れた後、繰り返し時間と日付の情報をリセットする必要がある場合、または起動時に間違った時間または日付が表示される場合、バッテリを交換しま 
す ( バッテリの取り かけ を 参照)。交換してもバッテリが正常に機能しない場合、デルにお問い合わせ〈ださい （ デルへのお問い合わせ を 参照)。 

カードの問題 

レ: I 下を確認しながら、 Diagnostics (該断）チェック リスト に 必要事項を記入します。 

^ 警吿 本項の手順を開始するがに、『巧品情祇げイド J の安全におないいただ<ためのを意に従ってください。 

^ 餐吿 感電防止のため、カバーを開<肺こ、必ずコンピュータの電源プラグをコンセントから巧いてください。 

〇 を患： コンピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。コンピュータの塗装されてし々い金属面に触れることじ 
〜 より、き体の静電気を除去すること力 《 できます。 


カードの装を巧おおよびケーブルを巧認します一 

1. コンピュータとデバイスの電源を切り、コンセントから巧いて10〜20砂待ってから、コンピュータカバーを取り外します（「コンピュータカバーの取り外し」を参照）。 

2. 各力ードがコネクタにしっかり装着されてしぶかを確認します。しっかり装着されていなしけードを装着しなおします。 

3. 力ードのコネクタに対応するすべてのケーブルが確実に接続されているか確認します。緩んでいるケーブルは接続しなおします。 

力ード上の特定のコネクタにどのケーブルを接続するかじついては、力ードのマニュアルを参照して〈ださい。 

4. コンピュータカバーを閉じ、コンピュータとデバイスをコンセントにち接続して、電源を入れます （ コンピュータカバーの取り かけ を 参照）。 


グラフ ィッ クスカードをテストします一 

1. コンピュータとデバイスの電源を切り、コンセントから巧いて10〜20秒待ってから、コンピュータカバーを取りかします （ r コンピュータカバーの取り外し」を参照）。 

2. グラフィックスカード lil 外のすべての力ードを取り外します。お使いのコンピュータについての「力ード」の項を参照してください。 

プライマリハードディスクドライブがドライブコントローラカードに接続されていて、システム基板の IDE コネクタのいずれにも接続されていない場合、コンピュータに取り付 
けられたドライブコントローラカードはそのままにしておきます。 

3. コンピュータカバーを閉じ （ コンピュータカバーの取り付け を 参照）、コンピュータとデバイスホコンセントに巧巧続して、電源を入れます。 





















4. Dell Diagnostics (該断)プログラムを実行します。 Dell Diagnostics (該断）プログラム を 参照して〈ださい。 


力ードをテストします一 

1. コンピュータとデバイスの電源を切り、コンセントからキちいて10〜20砂待ってから、コンピュータカバーを取り外します（「コンピュータカバーの取り外し」を参照）。 

2. 前の手順で取り外した力ードの1つを取り付けなおします。お使いのコンピュータについての「力ード」の項を参照して〈ださし、。 

3. コンピュータカバーを閉じ、コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます （ コンピュータカバーの取り付け を 参照)。 

4. Dell Diagnostics (該断)プログラムを実行します。 Dell Diagnostics (該断）プログラム を 参照して〈ださい。 

し、ずれかのテストに失敗した場合、装着しなおした力ードに問題があるので、交換する必要があります。 

5. すべてのカードのち取り付けが終わるまで、この手順を繰り返します。 

ドライブの問題 

^ 警吿 本項の手順を開おする前に、『製品情窗ボイド J のま全におないいただ<ためのを意に従ってください。 

Microsoft ® Windows ® がドライブを認哉していることを巧匯します 一 

Windows XP 

I スタートをクリックして、マイコンピュータ をクリックします。 

Windows Vista@ 

I Windows Vista スタートボタン 0 をクリックして、 Computer (コンピュータ）をクリックします。 

ドライブが表示されていない場合、アンチウイルスソフトでウイルスチェックを行し、、ウイルスの除去を行います。ウイルスが原因で Windows 力がライブを検出できないことがあります。 

ドライブをテストします一 

I 元のドライブに欠陥がなしけ、を確認するために、別のディスクを挿入します。 

I 起動ディスクを挿入して、コンピュータを再起動します。 


ドライブやディスクをクリーニングしますー コン ピュ ータの クリー ニン グ を 参照して〈ださい。 


ケーブルの巧続を巧認します 

ハードウェアに関するトラブルシューティングをミ巧します一 Microsoft (民 Windows 巧） XP および Microsoft Windows Vista 巧）オペレーティングシステムにおけるソフトウェアとハードウェ 
アに関する不具合のトラブルシューティング を 参照して〈ださい。 

Dell Diagnostics (診巧）プログラムをミ巧します一 Dell Diagnostics (該断)プログラム を 参照して〈ださい。 

光学ドライブの問題 

b メモ： 高速光学ドライブの振動は、一般的なものでノイズを引き起こすこともありますが、ドライブやメディアの不具合ではありません。 
b メモ； 様々なファイルお式があるため、お使いの DVD ドライブでは再生できない DVD もあります。 

Windows で音量を調節します一 

I 画面右下角にあるスピーカのアイコンをクリックします。 

I スライドバーをクリックし、上にドラッグして、音量が上がることを確認します。 

I チェックマークの付いたボックスをクリックして、サウンドがミュートじ設定されていないか確認します。 


スピーカと サブ ウーハーを 確認し ますー サウンドおよびスピーカの間 頭 を 参照して〈ださい。 


光学ドライブへのまき込み問題 

















その化のプログラムを巧じます一 光学ドライブは書き込み処理の間、一定のデータの流れを必要とします。データの流れが中断されるとエラーが発生します。光学ドライブに書き込みを開始する 
前に、すべてのプログラムを終了してみます。 


ディスクに»き化むがに、 Windows のスタンバイモードをオフにします一 省電カモードに関しては、 Windows ヘルプとサポートセンターで Windows XP と Windows Vista の雷力の管 
理を 参照するか、 スタンバイ とし巧キーワードを検索して〈ださい。 


ハードディスクドライブの問題 


チェックディスクを実行します一 


Windows XP 


1. スタートをクリックして、マイコンピュータ をクリックします。 

2. 口ーカルディスク C; を右クリックします。 

3. プロパティ^ツール^チエックする とクリックします。 

4. 不良なセクタをスキヤンし回なするをクリックし、スター トをクリックします。 


Windows Vに ta 

1. Start (スターり©をクリックして、 Computer (コンピュータ）をクリックします。 

2. Local Disk C; (口ーカルディスク C:) を右クリックします。 

3. Properties (プロパティ)一 Tools (ツール)-> Check Now (チェックする）とクリックします。 

User Account Control (ユーザーアカウントコントロール）ウインドウが表示されます。コンピュータのシステム管理者の場合は、 Continue (続行)をクリックします。システム管理者でない 
場合は、システム管理をに問い合わせて必要な処理を続けます。 


4. 画面に表示される指示に従ってください。 


E - メール、モデム、およびインターネットの問題 


警告= 本項の手順を開始するがに、『巧品情なガイド J の安全におないいただ<ためのを意に従ってください。 

b メモ： モデムは必ずアナログ電話回線に接続してください。デジタル電話回線 (ISDN) に接続した場合、モデムは動作しません。 
。メモ： 電話線をネットワークアダプタコネクタに差し込まないで〈ださい(お使いのコンピュータの I/O コネクタ情報を参照）。 


Microsoft Outlook® Express のセキュリティ設定を巧認します一 E- メールの添付ファイルが開けない場合、次の手順を実行します。 


1. Outlook Express で、 ツール^オプション^セキュリティ とクリックします。 

2. 必要に応じて、 ウイルスの可お性がある巧付ファイルを巧巧したり開いた y しない をクリックして、チェックマークを外します。 


電話なを結をチェックします 
電話ジャックをチェックします 
モデムををを電話ジャックに巧続します 
別の電話なを使用します一 


I電話線が、モデムのジャック(ジャックは緑色のラベルかコネクタの絵柄の横にあります）に接続されてしぶことを確認します。 

I電話線のコネクタをモデムに接続する斷こ、カチッとしづ感触が得られることを確認します。 

Iモデ厶から電話線を外し、それを電話機に接続してから発信音を聞きます。 

I留守番電話、ファックス、サージプロテクタ、および電話線分岐タップなど同じ回線に接続されている電話機器を取り外し、電話を使ってモデムを直接壁の電話ジャックに接続します。3 メートル 
レ:I内の電話線を使用します。 


Modem Diagnostics Tool (モデムを巧ツール)をま行します一 


Windows XP 

1. スタート^すベてのプログラム^ Modem Helper とクリックします。 

2. 画面の指示に従って、モデムの問題を識別し、その問題を解決します。一部のコンピュータでは、 Modem Helper を使用できません。 

Windows Vista 

1. Start (スタート) 0 ^ All Programs (すべてのプログラム)^ Modem Diagnostic Tool (モデム診断ツール）とクリックします。 

2. 画面の指示に従って、モデムの問題を識別し、その問題を解決します。 Modem diagnostics (モデム診断）は、すべてのコンピュータで利用できるわけではありません。 


モデムが Windows と巧信しているか巧認します 一 

Windows XP 

1. スタート^コントロールパネル^プリンタとその化のハードウエア^電話とモデムのオプション^モデム とクリックします。 









2. モデムが Windows と通信していることを確認するため、モデムの COM ポート^ プロパティ^ Diagnostics (診断)ー モデムの照会 をクリックします。 


すべてのコマンドに応答がある場合、モデムは正しく動作しています。 


Windows Vにね 


1. Start (スタート） が一 > Control Panel (コントロールパネル)一> Hardware and Sound (/、ー ドウエアとサウンド)一> Phone and Modem Option (電言まとモデムのオプション)一 
Modem (モデム)とクリックします。 

2. モデムが Windows と通信していることを確認するため、モデムの COM ポートー Properties ヴロパティ)^ Diaanostics(Diagnostics (診断））-> Query Modem (モデムの照 
会)をクリックします。 

すべてのコマンドに応答がある場合、モデムは正し〈動作しています。 


インターネットへの接続を巧醒します一 ISP (インターネットサービスプロバイダ)との契約が済んでし、ることを確認します。 E- メールプログラム Outlook Express を開き、 ファイル をクリックしま 
す。 オフライン作業 の横にチェックマークが付いてしぶ場合、チェックマークをクリックしてマークを外し、インターネットに接続します。問題がある場合、ご利用のインターネットサービスプロバイダにお 
問い合わせ〈ださい。 


エラーメッセージ 


A 宙告： 本項の手順を開始するかに、『製品情巧ガイ刊の安全にお使いいただ<ためのを意にがってください。 


エラーメッセージがリストにない場合、メッセージが表示されたときに実行していたオペレーテイングシステムまたはプログラムのマニュアルを参照して〈ださし、。 


ファイル名には巧の文字は使用できません： \ / : * ? " <> I - これらの記号をファイル名に使用しないで〈ださし、。 


必要な .DLL ファイルが見つか y ません一 実行しようとしてし、るプログラムに必要なファイルがありません。次の操作を行い、アプリケーンヨンプログラムを削除して再インストールします。 


Windows XP 


1. スタート^コント ロール パネル^プログラムの追加と削除^プログラムと巧能 とクリックします。 

2. 削除したいプログラムを選択します。 

3. アンインストールをクリックします。 

4. インストール手順についでま、プログラムに付属されてし、るマニュアルを参照してくださし、。 


Windows Vにね 


1. Start (スタート） 巧^ Control Panel (コントロールパネル)^ Programs (プログラム)^ Programs and Features (プログラムと機能）とクリックします。 

2. 削除したいプログラムを選択します。 

3. Uninstall (アンインストール)をクリックします。 

4. インストール手順についロホ、プログラムに付属されているマニュアルを参照して〈ださし、。 


ドライブ文字 ：\ にアクセスできません。デバイスの準備ができていませんー ドライブがディスクを読み取ることができません。ドライブじディスクを入れ、もう一度試してみます。 

起苗!用メディアを巧入します一 起動可能なフロッピーディスク、 CD、 または DVD を挿入します。 

ホシステムディスクエラーですー フロッピードライブからフロッピーディスクを取り出し、コンピュータを再起動します。 

メモリまたはりソースが不足しています。い < つかのプログラムを巧じてもう一度やりなおします一 すべてのウィンドウを閉じ、使用するプログラムのみを開きます。場合によっては、コンピュータ 
を再起動してコンピュータリソースを復元する必要があります。その場合、最础こ使うプログラムを開きます。 

オペレーティングシステムが見つかりませんー デルにお問い合わせ〈ださい （ デルへのお問い合わせ を 参照）。 

キーボードの問題 

^ 警告： 本項の手順を開始するかに、『お[品情がガイド J のを全にお使いいただ<ためのを意にがってください。 

キーボードケーブルを巧里します一 

I キーボードケーブルがコンピュータにしっかり接続されているか確認します。 

I コンピュータをシャットダウンして （ コンピュータ内部の作業を始める 前に を 参照）、おイまいのコンピュータのセットアップ図に示されているように巧度キーボードケーブルを巧続しコンピュータをち 








起動します。 

I ケーブルが損傷したり擦り切れたりしていない力、、ケーブルコネクタが曲がっていないか、ピンが壊れてし々いかを確認します。曲がったピンをまっすぐにします。 

I キーボード延長ケーブルを取り外し、キーボードを直接コンピュータに接続します。 

キーボードを巧認します一 正常に機能してし、る別のキーボードをコンピュータに接続して、使用してみます。 

ハードウェアのトラブルシューテイングをま行します一 Microsoft ® Windows ® XP および Microsoft Windows Vista @ ホペレーティングシステムにおけるソフトウェアとハードウェアに関. 
する不具合のトラブルシューティング を 参照して〈ださい。 

フリーズおよびソフトウェアの問題 

^ 警告： 本巧の手順を開始する吊[に、『巧品情報ガイド J のを全にお使いいただくためのを意に従ってください。 

コンピュータカ《起動しない 

を巧ライトを巧認します - 該断 ライト を 参照して〈ださい。 

ちおケーブルがコンピュータとコンセントに巧実にを続されているか巧醒します 

コンピュータが応答しない 

Q を意： オペレーティングシステムのシャットダウンが実行できない場合、データを損失する恐れがあります。 

コンピュータの電源を切 y ますー キーボードのキーを巧したり、マウスを動かしてもコンピュータが応答しない場合、電源ボタンを少なくとも8〜10砂巧し続けて(コンピュータの電源が切れるまで)、 
コンピュータをちスタートします。 

プログラムが応答しない 

プログラムをお了します一 

1. < Ct 「 l >< Shi 行 >< Esc > を同時に巧して、タスクマネージャじアクセスします。 

2. アプリケーシヨン タブをクリックします。 

3. 反応しな〈なったプログラムを選択します。 

4. タスクのお 了をクリックします。 

プログラムが繰り返しクラッシュする 

b メモ； ほとんどのソフトウェアのインストール手順は、そのマニュアルまたはフロッピーディスク、 CD 、または DVD に収録されています。 

プログラムのマニュアルををおします一 必要に応じて、プログラムをアンインストールしてから再インストールします。 

プログラムがな前の Windows オペレーティングシステム用に設計されている場合 

プログラム互お性ウィザードをま巧します一 

Windows XP 

Windows XP には、 XP オペレーティングシステムとは異なるオペレーティングシステムに近い環境で、プログラムが動作するよう設定できるプログラム互換性ウィザードがあります。 

1. スタート^すべてのプログラム^アクセサリ^プログラム互あ性ウィザード^巧へ とクリックします。 

2. 画面に表示される指示に従ってください。 

Windows Vista 

Windows Vista には 、 Windows Vista オペレーティングシステムとは異なるオペレーティングシステムに近い環境で、プログラムが動作するよう設定できるプログラム互換性ウィザードがあります。 
1. Start (スタート ） y -> Control Panel (コントロールパネル）一> Programs (プログラム）一> Use an older program with this version of Windows (古し、プログラムをこの/く 







—ジヨンの Windows で使用）とクリックします。 

2. プログラム互換性ウイザードの開始 画面で、 次へ をクリックします。 

3. 画面に表示される指示に従ってください。 


画面が青をヴルースクリーソになった 


コン ピュータの電源を切ります一 

キーボードのキーを押したり、マウスを動かしてもコンピュータが応答しない場合、電源ボタンを少な〈とも8〜10秒押し続けて(コンピュータの電源が切れるまで）、コンピュータを再スタートします。 


その他のソフトウェアの問題 


トラブルシューテイング情巧については、ソフトウェアのマニュアルを巧度するかソフトウェアの製造元に巧い合わせます一 


I コンピュータじインストールされているオペレーティングシステムと互換性があるか確認します。 

I コンピュータがソフトウェアを実行するのに必要な最小ハードウェア要件を満たしてしぶか確認します。詳細じついロホ、ソフトウェアのマニュアルを参照して〈ださい。 
I プログラムが正し〈インストールおよび設定されているか確認します。 

I デバイスドライバがプログラムとコンフリクトしていないか確認します。 

I 必要に応じて、プログラムをアンインストールしてから再インストールします。 


すぐにおないのファイルのバックアップを作成します 


ウイルススキヤンプログラムを巧って、ハードディスクドライ义フロッピーディスク、 CD、 または DVD を確强します 

開いているファイルをすべて巧存してから閉じ、ち行中のプログラムをすべてお了して、スタートメニューから コン ピュータをシャットダウンします 

メモリの問題 


A 警告： 本項の手順を開始する前に、『製品情苗げイド J の安全におないいただ<ための注意にがってくださし、。 


メモリ不足を示すメッセージが表示される場合一 


I 作業中のすべてのファイルを保存してから閉じ、使用していない開いているすべてのプログラムを終了して、問題が解決するか調べます。 

I メモリの最小要件については、ソフトウェアのマニュアルを参照してください。必要に応じて、メモリを増設します （ メモリの取り かけ を 参照）。 

I メモリモジュールをおき差しして （メモリを 参照）、コンピュータがメモリと正苗に通信してしぶことを確認します。 

I Dell Diagnostics (診断)プログラムを実行します （ Dell Diagnostics (該断)プログラム を 参照）。 


その化の巧担が発生する場合一 


I メモリモジュールを巧き差しして （メモリを 参照）、コンピュータがメモリと正常に通信していることを確認します。 

I メモリの取りかけガイドラインにがっていることを確認します （ メモリの 取り付け を 参照)。 

I 使用してしぶメモリがお使いのコンピュータでサポートされていることを確認します。お使いのコンピュータでサポートされているメモリのタイプの詳細に関しては、お使いのコンピュータの仕様を 
参照して〈ださい。 

I Dell Diagnostics (診断)プログラムを実行します （ Dell Diagnostics (該断) プログラム を 参照）。 


マウスの問題 


警告= 本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J のま全におないいただ<ためのを意にがってくださし、。 

マウス ケー ブルを巧認 します一 


I ケーブルが損傷したり擦り切れたりしていない力、、ケーブルコネクタが曲がっていないか、ピンが壊れてし々いかを確認します。曲がったピンをまっすぐにします。 
I 使用してし、るマウス延長ケーブルをすべて取りかし、マウスをコンピュータに直接接続します。 

I マウスケーブルが、お使いのコンピュータのセットアップ図にある通りに接続されてしぶことを確認します。 


コンピュータ をち起動し ます一 


1. < Ctrl >< Esc > を同時に巧して、 スタートメ ニューを表示します。 

2. < u > を巧して、上下の矢印キーを巧し、 シャットダウン または 電源を切る をハイライト表示して、 < Enter > を押します。 

3. コンピュータの電源が切れた後、マウスケーブルをセットアップ図の通りに再度接続します。 

4. コンピュータの電源を入れます。 







マウスを巧認します一 正常に機能してし、る別のマウスをコンピュータに接続して、使用してみます。 


マウス設定を巧醒します一 

Windows XP 

1. スタート^ コントロール パネル^マウスとクリックします。 

2. 必要に応じて設定を調整します。 

Windows Vista 

1. Start (スタート ） 0 ^ Control Panel (コントロールパネル)^ Hardware and Sound (ハードウェアとサウンド)^ Mouse (マウス）とクリックします。 

2. 必要に応じて設定を調整します。 

マウスドライバをちインストールしますー ドライバ を 参照して〈ださい。 

ハードウエアのトラブルシューティングをま行します一 Microsoft® Windows® XP および Microsoft Windows Vista® オペレーティングシステムにおけるソフトウェアとハードウェアに関 
する不具合のトラブルシュー ティング を 参照して〈ださい。 

ネットワークの問題 

^ 警告： 本項の手順を開始する巧に、『製品情報ガイド J のま全におないいただ<ための注意にがってください。 

ネットワークケーブルのコネクタを巧度しますー ネットワークケーブルカ 《 コンピュータ背面のネットワークコネクタおよびネットワークジャックの両方に、確実に差し込まれてし、るか確認します。 

コンピュータ背面のネットワークインジケータを巧認しますー リンク整合性ライトがオフの場合は、 ( システム ライト を 参照）、ネットワーク通信が途絶えています。ネットワークケーブルを取り替えて 
〈ださい。 

コンピュータをち起巧して、再度ネットワークにログオンしなおします 

ネットワークの設定を巧認しますー ネットワーク管理を、またはお使いのネットワークを設定した方にお問い合わせになり、ネットワークへの接続設定が正し〈て、ネットワークが正常に機能してし、る 
か確認します。 

ハードウエアのトラプルシューティングをま行します一 Microsoft® Windows® XP および Microsoft Windows Vista@ オペレーティシグシステムにおけるソフトウェアとハードウェアに圏 
する不具合のトラブルシューティング をを照して〈ださい。 

電源の問題 

電源の問題のトラブルシューティング 

警告 = 本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J のま全におないいただ<ためのを意に従ってください。 

電あライトが緑をに点なしていて、コンピュータの反応が停止した場合一 該断 ライト を 参照して〈ださい。 

電源ライトが緑をに点がしている場合ー コンピュータはスタンバイモードに入っています。キーボードのキーを巧したり、マウスを動かしたり、電源ボタンを押したりすると、通常の動作が再開されま 
す。 


ちあライトが消なしている場合ー コンピュータの電源力 《 切れているか、またはコンピュータに電力が供給されていません。 


I 電源ケーブルをコンピュータ背面の電源コネクタおよびコンセントにキちき差しします。 

I 電源タップ、電源延長ケーブル、およびその他のパワープロテクションデバイスなどをバイパスし、コンピュータに正し〈電源が入ることを確認します。 

I 使用している電源タップがすべてコンセントに差し込まれ、電源が入っていることを確認します。 

I 電気スタンドなどの電化製品でコンセントに問題がないか確認します。 

I 主電源ケーブルと前面パネルケーブルが、しっかりとシステム基板に接続されてし巧ことをを確認します（お使いのコンピュータの「システム基板コンポーネント」の項を参照）。 
I 該当する場合、雷源ユこットのセルフテストを実行します （ 雷源ユこットのセルフ テスト を 参照）。 













電源ライトが巧をに点がしている場合ー コンピュータに電力は供給されてし巧すが、内部で電源の問題が発生している可能性があります。 


I 電圧切り替えスイッチの設定が、ご使用の地域の AC 電源に一致してしぶか確認します。 

I すべてのコンポーネントとケーブルが正し〈取り付けられて、しっかりとシステム基板に接続されていることを確認します（お使いのコンピュータの「システム基板コンポーネント」の項を参照）。 
I 該当する場合には、雷源ユニットのセルフテストを実行します （ 雷源ユこットのセルフ テスト を 参照）。 


電源ライトが巧をに点なしている場合ー デバイスが故障しているか、または正し〈取り付けられていない可能性があります。 


I プロセッサの電源ケーブルがしっかりとシステム基板の電源コネクタ （ P 0 WER 2) に接続されてしぶことを確認します（お使いのコンピュータの「システム基板コンポーネント」の項を参照）。 
I すべてのメモリモジュールを取り外してから、再度取りかけなおします （ メモリ を 参照）。 

I グラフィックスカードを含む拡張力ードを取り外してから、再度取り付けなおします（も'使いのコンピュータの「力ード」の項を参照）。 

I 該当する場合には、雷源ユニットのセルフテストを実行します （ 雷源ユこットのセルフ テスト を 参照）。 


電気的な妨宙を調べます一 電気的な妨害の原因には、レ: I 下のものがあります。 


I 電源ケーブル、キーボードケーブル、およびマウス延長ケーブル 
I 同じ電源タップに接続されているデバイスが多すぎる 
I 同じコンセントに複数の電源タップが接続されている 


電源ユニットのセルフテスト 

^ 警告： 本項の手順を開始するかに、『製品情報ガイド J のま全におないいただくためのを意に従ってください。 

お使いのミニタワー、デスクトッ义スモールフォームファクターコンピュータが 、 ENERGY STAR ⑥ 4.0 の認定を受けてし、る場合，電源ユニットは電源の問題のトラブルシューティングに役立つセルフテ 
スト機能を備えてし巧す。セルフテスト機能は、コンピュータデバイスに接続されてし巧電源ユニットで、あるいは単独で実行できます。テストボタンおよび LED は、電源ユニットの背面で外部から接続 
できます ( AC プラグがあります）。 

b メモ： 電源ユニットのセルフテスト機能は 、 ENERGY STAR 4.0 電源ユニットでのみ利用可能です。 

み 



1 

テストボタン 

2 

テスト LED 


電源ユニットのセルフテストを実行するには、レ: I 下の手順を実行します。 


1. コンピュータの電源を切り、コンセントから外します。 

2. DC 電源ユニットコネクタをシステム基板およびすベての内蔵デバイスから外します。電源ユニットケーブルを外す手順は、お使いのコンピュータのフォームファクタにより異なります。 

I ミニタワーの場合は、 重湿 装置を 参照して〈ださい。 

I デスクトップの場合は、 電源 装置 を 参照して〈ださい。 

I スモールフォームファクターの場合は、 電源 装置 を 参照して〈ださい。 

3. お使いのコンピュータを使用可能なコンセントに接続します。 

4. 電源ユニットのテストボタンを巧し続けます。 

〇テスト LED が点なする場合、電源ユニットが正常に機能してし巧す。 DC 電源ユニットコネクタをシステム基板に接続してから、再度テストを実行します。デバイスを接続して卜回に！ 
つ)、テスト LED が点灯せず、故障のあるデバイスが認識されるまでセルフテストを実行し続けます。故障のあるデバイスまたはパーツを交換するか、デルにお問い合わせください (五 
ルへのお問い合わせ を 参照) 〇 

〇テスト LED が点灯しない場合、電源ユニットには不具合があります。電源ユニットを交換するか、デルにお問い合わせ〈ださい （ デルへのお問い合わせ を 参照）。 

プリンタの問題 

A 警告= 本項の手順を開始するがに、『製品情報ガイド J のま全におないいただ<ためのを意にがってください。 

& メモ； プリンタのテクニカルサポートが必要な場合、プリンタの製造元にお問い合わせください。 









プリンタのマニュアルを巧醒しますー プリンタのセットアップおよびトラブルシューティングの詳細に関しては、プリンタのマニュアルを参照して〈ださし、。 


プリンタの電おがオンになっていることを巧里します 

プリンタケーブルの巧続を巧度します一 

I ケーブル接続の情報については、プリンタのマニュアルを参照して〈ださい。 

I プリンタケーブルカけリンタとコンピュータにしっかり接続されているか確認します。 

コンセントを確認します一 電気スタンドなどの電化製品でコンセントに問題がないか確認します。 


Windows でプリンタを検出します一 


Windows XP 


1. スタート^コントロールパネル^プリンタとその他のハードウエア^インストールされているプリンタまたは FAX プリンタを表示する とクリックします。 

2. プリンタが表示されたら、プリンタのアイコンを右クリックします。 

3. プロパティ^ポート をクリックします。パラレルプリンタの場合、 印刷するポート を LPT1: プリンタポート に設定します。 USB プリンタの場合、 印刷するポート が USB に設定されてい 
るか確認します。 


Windows Vista 


1. Start (スタート） 巧^ Control Panel (コントロールパネル）^ Hardware and Sound (ハードウエアとサウンド)^ Printer ヴリンタ）とクリックします。 

2. プリンタが表示されたら、プリンタのアイコンを右クリックします。 

3. Properties ヴロパティ)をクリックして、 Ports (ポート)をクリックします。 

4. 必要に応じて、設定を調整します。 


プリンタドライバを再インストールしますー プリンタドライブの再インストールに関しては、プリンタのマニュアルを参照して〈ださし、。 


スキヤナの問題 

警吿 本巧の手順を巧始するおに、『巧品情報ガイド J のま全にお使いいただ<ためのを意に従ってください。 

。メモ；スキヤナのテクニカルサポートについては、スキヤナの製造元にお問い合わせ〈ださし、。 


スキヤナのマニュアルを巧認しますー スキヤナのセットアップおよびトラブルシューティングの詳細に関しては、スキヤナのマニュアルを参照して〈ださし、。 


スキャナのロックを解除しますー ロックが解除されてしぶか確認します(スキャナにロックタブやボタンカ 《 ある場合）。 

コンピュータを巧起助して、もう一度スキャンしてみます 
ケーブルのを続を巧認します一 

I ケーブル接続に関しては、スキャナのマニュアルを参照して〈ださし、。 

I スキヤナのケーブルカ 《 スキャナとコンピュータに確実に接続されているか確認します。 


Microsoft Windows がスキャナを認謙してぃるか巧認します 一 


Windows XP 

1. スタート^コントロールパネル^プリンタとその化のハードウエア^スキヤナとカメラ とクリックします。 

2. お使いのスキヤナが一覧に表示されてし巧場合、 Windows はスキヤナを認識しています。 

Windows Vista 

1. Start (スタート） 巧^ Control Panel (コントロールパネル)^ Hardware and Sound (ハードウエアとサウンド)一> Scanners and Cameras (スキヤナとカメラ）とクリックします。 
2. スキヤナが一覧に表示されてし巧場合、 Windows はスキヤナを認識しています。 


スキヤナドライバを巧インストールします一 手順については、スキヤナに付属しているマニュアルを参照してください。 


サウンドおよび スピーカの 問題 






^ S 吿 本巧の手順を巧始する吊[に、『巧品情報ガイド J のを全にお使いいただくためのを意に従ってください。 

スピーカから音が出ない巧合 

じ メモ： MP 3 およびその他のメディアプレーヤーのボリューム調節は、 Windows のボリューム設定よりも優先されることがあります。メディアプレーヤーのボリュームがおく調節され てし、 たり、 
オフになっていないかを常に確認して〈ださい。 

スピーカケーブルのを続を巧認しますー スピーカのセットアップ図の指示通りにスピーカが接続され てし、 るか確認して〈ださい。サウンドカードをご購入された場合、スピーカが力ードに接続されてい 
るか確認します。 

サブウーハーおよびスピーカの電おが入っているか巧認しますー スピーカに付属しているセットアップ図を参照して〈ださし、。スピーカにボリ ュームコント ロールが付いて し、 る場合、音量、お音、ま 
たは高音を調整して音の歪みを解消します。 

Windows のボリューム聞整一 画面右下角にあるスピーカのアイコンをクリックまたはダブルクリックします。音量が上げてあること、ミュートが選択されていないことを確認します。 

ヘッドフォンをヘッドフォンコネクタから取 y かしますー コンピュータの前面パネルにあるヘッドフォンコネクタにヘッドフォンを接続すると、自動的にスピーカからの音声は聞こえな〈なります。 

コンセントを巧度します一 電気スタンドなどの電化製品でコンセントに問題がないか確認します。 

電お的な巧きを除去しますー コンピュータの近〈で使用してしぶ扇風機、堂光灯、またはハロゲンランプの電源を切り、干渉を調べます。 

スピーカの診がプログラムを実行します 

サウンドドライバの巧インストールー ドライバ を 参照して〈ださい。 

ハードウエアのトラブルシューテイングを実行します一 Microsoft ® Windows ® XP および Microsoft Windows Vista @ オペレーテイングシステムにおけるソフトウェアとハードウェアに國 
する不具合のトラブルシュー ティング を 参照して〈ださい。 


ヘッドフホンから音が出ない巧合 


ヘッドフォンのケーブル巧続を確度しますー ヘッドフォンケーブルが、ヘッドフォンコネクタにしっかりと挿入されてし、ることを確認します(該当するコンピュータの前面図と背面図を参照）。 

Windows で音量を調節します一 画面右下角にあるスピーカのアイコンをクリックまたはダブルクリックします。音量が上げてあること、ミュートが選択されていなしにとを確認します。 

ビデオおよびモニタの問題 

^ 警告： 本巧の手順を巧始する吊[に、『巧品情報ガイド J のを全にお使いいただくためのを意にがってください。 

〇 を意： お手元に届いたコンピュータに PCI グラフィックスカードが取り付けられていた場合、追加のグラフィックスカードを取り付ける際にその力ードを取り外す必要はありません。その力ードは卜 
ラブルシューティング用に必要となります。力ードを取り外す場合は、ま全かつ確実な場酣こ保管して〈ださい。お使いのグラフィックスカードに関しては、 support.jp.dell.com にアクセスして 
〈ださい。 

画面に何も表示されない 

。メモ；トラブルシューティングの手順に関しては、モニタのマニュアルを参照して〈ださい。 

画面が見づらい場合 

モニタのケーブルを 続を巧認 します一 


I モニタケーブルカ化しいグラフィックスカードに接続されてしぶことを確認します(デュアルグラフィックスカード設定の場合）。 





I オプションの DVI to VGA アダプタを使用してしぶ場合は、アダプタがグラフィックスカードおよびモニタに正し〈取り付けられていることを確認します。 
I モニタケーブルが、お使いのコンピュータのセットアップ図にある指示どおりに接続されてし巧か確認します。 

I 使用しているビデオ延長ケーブルをすべて取り外し、モニタをコンピュータに直接接続します。 

I コンピュータおよびモニタの電源ケーブルを付け替えて、モニタの電源ケーブルに欠陥がないことを確認します。 

I コネクタが曲がっていない力、、ピンが壊れていないか確認します(モニタのケーブルコネクタは、通常し乂つかのピンが欠けています）。 


モニタの電おライトを巧認します一 


I 電源ライトが点灯または点滅している場合、モニタには電力が供給されてしなす。 

I 電源ライトが消灯している場合、ボタンをしっ力、り押して、モニタの電源が入っているか確認します。 

I 電源ライトが点滅している場合、キーボードのキーを押したり、マウスを動かしたりすると、通常の動作が巧開されます。 


コンセントを巧度します一 電気スタンドなどの電化製品でコンセントに問題がないか確認します。 


診巧ライトを巧醒します - 診断 ライト を 参照して〈ださい。 


モニタの設定を巧認しますー モニタのコントラストと輝度の調整、モニタの消磁、およびモニタのセルフテストを実行する手順じついては、モニタのマニュアルを参照して〈ださい。 


サブウーハーをモニタからおしますー スピーカシステムにサブウーハーが備わってし、る場合は、サブウーハーをモニタから60センチな上離して置きます。 


か部電おをモニタから龍します一 扇風機、堂光な、ハロゲンラン义およびその他の電気機器により、画面イメージが 不を定に なることがあります。近くにある機器の電源を切り、干渉していないか 
確認してください。 


モニタを回おさせ、直が日光や干渉を巧らします 


Windows のディスプレイ設定を詞節します一 


Windows XP 


1. スタート^コントロールパネル^デスクトツプの表示とテーマ とクリックします。 

2. 変更したいエリアをクリックする力、、 画面 アイコンをクリックします。 

3. 画面のを と 画面の巧な巧で、 別の設定にしてみます。 


Windows Vista 


1. Start ( スタート）巧 ^ Control Panel ( コントロールパネル )^ Hardware and Sound ( ハードウエアとサウンド )^ Personalization ( カスタマイズ ) 一 Display Settings (デイ 

スプレイの設定）とクリックします。 

2. 必要に応じて Resolution (画面の解像度）と Colors (画面の色）の設定を調整します。 


3 D 画質が劣る 


グラフィックスカードの電源ケーブルを続を巧醒しますー グラフィックスカードの電源ケーブルカけ)ードに正し〈取り付けられていることを確認します。 


モニタの設定を巧度しますー モニタのコントラストと輝度の調整、モニタの消磁、およびモニタのセルフテストを実行する手順については、モニタのマニュアルを参照して〈ださい。 


電源ライト 

^ 警吿 本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイ刊のま全におないいただくためのを意にがってください。 

コンピュータ前面にある電源ボタンライトが光り、点滅または点灯したままで、異なる状態を示します。 

I 電源ライトが緑色で、コンピュータが応答しない場合は、 診断 ライト を 参照して〈ださい。 

I 電源ライトが緑色に点滅してしぶ場合は、コンピュータはスタンバイモードに入ってしなす。キーボードのキーを巧したり、マウスを動かしたり、電源ボタンを押したりすると、通常の動作が再開さ 
れます。 

I 電源ライトが消灯している場合、コンピュータの電源が切れてしぶか、電源が供給されていないかのいずれかです。 


〇電源ケーブルをコンピュータ背面の電源コネクタとコンセントの両方にあき差しします。 

〇コンピュータが電源タップに接続されている場合、電源タップがコンセントに接続され電源タップがオンになっていることを確認します。 









o 電源保護装置、電源タップ、電源延長ケーブルなどをお使いの場合、それらを取り外してコンピュータに正し〈電源が入るか確認します。 


〇電気スタンドなどの電化製品でコンセントに問題がないか確認します。 

〇主電源ケーブルと前面パネルケーブルが、システム基板にしっかりと接続されてしぶことを確認します（お使いのコンピュータの「システム基板コンポーネント」の項を参照）。 
I 電源ライトが榜色に点滅している場合は、コンピュータに電力は供給されているが、内部電源に問題がある可能性があります。 

〇該当する場合、電圧切り替えスイッチの設定が、ご使用の地域の AC 電源に一致しているか確認します。 

〇プロセッサの電源ケーブルが、システム基板にしっかりと接続されていることを確認します（お使いのコンピュータの「システ厶基板コンポーネント」の項を参照）。 

I 電源ライトが检色に点灯してしぶ場合、デバイスが誤動作しているか、正しく取り付けられてし々い可能性があります。 

〇 メモリモジュールを取り外してから、再度取り付けなおします （メモリを 参照）。 

〇すべての力ードを取り外してから、再度取り付けなおします（お使いのコンピュータの「力ード」の項を参照）。 

I 干渉を排除します。電気的な巧青の原因には、レ: I 下のものがあります。 

〇電源ケーブル、キーボードケーブル、およびマウス延長ケーブル 
〇電源タップじあまりに多〈のデバイスが接続されている 
〇同じコンセントに複数の電源タップが接続されている 


システムライト 

お使いの電源ボタンライトおよびハードディスクドライブライトは、コンピュータの不具合を示すことがあります。 


電源ライト 

不具合の説明 

推巧される処置 

緑色の点灯 

電源がオンで、コンピュータは正常に動作しています。デスクトップコ 
ンピュータでは、緑色のライトの点灯は、ネットワークが接続されてい 
ることを示します。 

対応処置は必要ありません。 

緑色の点滅 

コンピュータは省電カモードです。 

電源ボタンを巧したり、マウスを動かしたり、キーボードのキーを押すことで、コンピュータの 
操作を再開できます。 

緑色に数回点滅したあとオフにな 
る 

設定エラーが発生しています。 

特定の問題が識別されてし巧かを調べるために、診断ライトを確認します (診断 ライトを 参 
照)。 

黄色の点灯 

Dell Diagnostics (診断)プ□グラムがテストを実行中、またはシス 
テム基板のデバイスが不良か、正し〈取り付けられていない可能性が 
あります。 

Dell Diagnostics (診断けログラムが実行中であれば、終了するまで待ちます。 

コンピュータが起動しない場合、デルに連絡して、テクニカルサポートを受けて〈ださい （デル 
へのお問い合わせを 参照）。 

黄色の点滅 

電源装置またはシステム基板の障青が発生しました。 

雷源の問 頭を 参照してください。 

POST 中に、緑色の点灯とビー 
プコード 

BIOS 実行中に問題が検出されました。 

ビープコードを診断する手順に閱しては、 ビープコー ドを 参照して〈ださい。特定の間頭が識 
別されてしぶかを調べるために、診断ライトを確認します (診断 ライトを 参照）。 

POST 中の緑色の点灯、ビープ 
コードおよびビデオ表示なし 

モニタまたはグラフィックスカードが不良力、、正し〈取り付けられていな 
い可能性があります。 

特定の問題が識別されてしぶかを調べるために、診断ライトを確認します （診断 ライトを 参 
照)。 

ビデオおよびモニタの問 頭を 参照して〈ださい。 

POST 中の緑色の点灯、ビープ 
コードはないがコンピュータがフ 
リーズする 

内蔵システム基板に欠陥がある可能性があります。 

特定の問題が識別されてしぶかを調べるために、診断ライトを確認します （診断 ライトを 参 
照）。問題を特定できない場合は、デルに連絡して、テクニカルサポートを受けて〈ださいげ 
ルへのお問い合わせ ホ参照）。 


診断ライト 

^ 警告： 本巧の手順を開始するかに、『製品情苗ボイド J のを全にお使いいただ<ためのを意にがってください。 


問題のトラブルシューティングを容易にするため、お使いのコンピュータじは前面パネルにし2、3、および4とラベルの付いた4つのライトが搭載されています。コンピュータが正常にスタートしている 
場合は、ライトが点滅してから消灯します。コンピュータが誤動作してしぶ場合は、ライトの組み合わせ順によって問題を識別できます。 

b メモ； コンピュータカ《 POST を終了すると、4つのライトがすべて消灯してから、オペレーティングシステムが起動します。 


ライト バターン 

不具合の説巧 

巧おされる化 S 

0©(3)@ 

コンピュータが通常のオフの状 
態、または BIOS に障害が起 
こっている可能性があります。 

オペレーテイングシステムが正 
常に起動すると、診断ライトは 
点灯しません。 

1コンピュータを使用可能なコンセントに接続します （雷源の問題を 参照）。 

1間頭が解みしない場合は、デルにお問い合わせ〈ださい （デルへのお問い合わせを 参照）。 






























00 ( 3)0 

プロセッサに障害が起こってい 
る可能性があります。 

1プロセッサを抜き差しします(お使いのコンピュータのプロセッサ情報を参照）。 

1問題が解決しない場合は、デルにお問い合わせ〈ださい (デルへのお問い合わせを 参照）。 

0 ( 2 )( D 0 

メモリモジュールが検出されま 
したが、メモリ障害が発生して 
います。 

1 2つ上のメモリモジュールが取りがけられている場合は.モジュールを取り外し （メモリの取り外し ホを照）.1つのモジュールを取 

り付けなおして （メモリの取リイ寸 けを 参照）、コンピュータを巧起動します。コンピュータが正苗にスタートしてしぶ場合は、追加メモリモジ 
ュールを （1 つずつ）取り付けていきます。障害のあるモジュールが見つかるまで、またはすベてのモジュールをエラーな〈取り付けな 
おすまで続けます。 

1利用できる場合には、確実に動作する同じタイプのメモリをコンピュータに取り付けます （メモリの 取り付けを 参照）。 

1問題が解みしない場合は、デルにお問い合わせ〈ださい (デルへのお問い合わせを 参照）。 

00 ( 3)0 

グラフィックスカードの障害が 
発生した可能性があります。 

1 取り付けられているすべてのグラフィックスカードを巧き差しします（お使いのコンピュータの「力ード」の項を参照）。 

1動作するグラフィックスカードがある場合、その力ードをコンピュータに取り付けます。 

1問題が解みしない場合は、デルにお問い合わせ〈ださい (デルへのお問い合わせを 参照）。 

0 ( D ( 3)0 

フロッピードライブまたはハード 
ディスクドライブの障青が発生 
した可能性があります。 

すべての電源ケーブルおよびデータケーブルをおき差しします。 


USB の障害が発生した可能性 
があります。 

すべての USB デバイスを取り付けなおし、ケーブル接続を確認します。 

© 0 ( 3)0 

メモリモジュールが検出されま 
せん。 

1 2つ上のメモリモジュールが取りがけられている場合は、モジュールホ取り外し （メモリの巧り外し ホを照）.1つのモジュールを取 

り付けなおして （メモリの取り かけを 参照）、コンピュータを巧起動します。コンピュータが正苗にスタートしてしぶ場合は、追加メモリモジ 
ュールを （1 つずつ）取り付けていきます。障青のあるモジュールが見つかるまで、またはすベてのモジュールをエラーな〈取り付けな 
おすまで続けます。 

1利用できる場合には、確実に動作する同じタイプのメモリをコンピュータに取り付けます （メモリの 取り付けを 参照）。 

1間頭がおみしない場合は.デル1こお合わせ〈ださい （デルへのお問い合わせ をを照）。 

0©@0 

メモリモジュールは検出されま 
したが、メモリの設定または互 
換性エラーが発生しています。 

1 特別なメモリモジュール/コネクタ設置要件力％いか確認します (メモリを 参照）。 

1 使用しているメモリが、お使いのコンピュータでサポートされていることを確認します（お使いのコンピュータの「仕様」の項を参照）。 

1問題が解みしない場合は、デルにお問い合わせ〈ださい (デルへのお問い合わせを 参照）。 

©©00 

拡張カードの障青が発生した 
可能性があります。 

1. あ張力ード(グラフィックスカードではな〈)を取り外し、コンピュータを巧スタートすることでコンフリクトがあるかどうかを判断します（も' 
使いのコンピュータの「力ード」の項を参照）。 

2. 問題が解決しない場合は、取り外した力ードを取り付けなおし、別の力ードを取り外して、コンピュータをちスタートします。 

3. 取り付けられてしぶ拡張力ードごとに、この手順を繰り返します。コンピュータが正常に起動する場合は、コンピュータから最後に取り 
がした力ードのリソースコンフリクトじついてトラブルシューティング东行います （Microsoft (玲 Windows 柄 XP および Microsoft 
Windows Vista 巧） ナペレーティングシステムにおけるソフトウェアとハードウェアに関する不具合のトラブルシュー ティングを 参 

照）。 

4. 間頭が解みしない場合は t デル(こお間い合わせ〈ださい （デルへのお問い合わせを 参照）。 

©©@0 

その他の障害が発生しました。 

1すべてのハードディスクドライブと光学ドライブケーブルがシステム基板にしっかりと接続されてしぶことを確認します(お使いのコンピ 
ュータの「システム基板コンポーネント」の項を参照）。 

1デバイスロロッピードライブやハードディスクドライブなど）に問題があることを示すエラーメッセージが画面に表示される場合は、デ 
バイスが正し〈機能しているか確認して〈ださし、。 

1オペレーティングシステムがデバイスロロッピードライブや光学ドライブなど)から起動しようとする場合は、セットアップユーティリテ 
ィで (セットアップユーティリ ティを を照）、お巧いのコンピュータじ取りかけられているデバイスの鸦動歷居が正ししにとを拖誌して〈ださ 
い。 

1間頭が解みしない場合は、デルにお問い合わせ〈ださい （デルへのお問い合わせを 参照）。 


ビープコード 


お使いのコンピュータの起動時に、モニタにエラーメッセージまたは問題を表示できない場合、ビープ音が連続して鳴ることがあります。この連続したビープ音はビープコードと呼ばれ、問題を特定しま 
す。例えば、ビープコード 1-3-1(1 つの起こりうるビープコード)は、1回鳴り、次に3連続のビープ音が鳴ってから、もう1回鳴るとし、う構成です。このビープコードは、コンピュータがメモリの問題を 
検出したことを知らせます。 


メモリモジュールの祐き差しにより、;欠のビープコードエラーを修正できることがあります。問頭が解みされない場合は、テクニカルサポートを受けるためデルにお問い合わせ〈ださい （ デルへのお問い合 
わせを 参照）。 


コード 

原因 

1-3-1 〜 2-4-4 

メモリが正し〈認識されていないか使用されてし々い 

4-3-1 

アドレス OFFFFh な上のメモリ障害 


レツ下のいずれかのビープコードエラーが表示される場合は、テクニカルサポートを受けるため デルへのお問い合わせ を 参照して〈ださい。 


コード 

原因 

1-1-2 

マイクロプロセッサレジスタ障青 









































1-1-3 

NVRAM 読み書き障青 

1-1-4 

ROM BIOS チェックサム障害 

1-2-1 

プログラム可能インターバルタイマー障害 

1-2-2 

DMA 初期化障青 

1-2-3 

DMA ぺージレジスタ読み書き障害 

1-3 

ビデオメモリテスト障害 

1-3-1 〜 2-4-4 

メモリが正し〈認識されていないか使用されてし々い 

3-1-1 

スレーブ DMA レジスタ障害 

3-1-2 

マスタ DMA レジスタ障害 

3-1-3 

マスタ割り込みマスクレジスタ障害 

3-1-4 

スレーブ割り込みマスクレジスタ障害 

3-2-2 

割り込みベクトルロード障害 

3-2-4 

キーボードコントローラテスト障青 

3-3-1 

NVRAM 電力損失 

3-3-2 

無効な NVRAM 設定 

3-3-4 

ビデオメモリテスト障害 

3-4-1 

画面初期化障害 

3-4-2 

画面リトレース障害 

3-4-3 

ビデオ ROM の検索障害 

4-2-1 

タイマーチックなし 

4-2-2 

シャットダウンの失敗 

4-2-3 

Gate A 20 エラー 

4-2-4 

プロテクトモードで予期せめ割り込みあり 

4-3-1 

アドレス OFFFFh な上のメモリ障害 

4-3-3 

タイマーチップカウンタ2の障害 

4-3-4 

内部時計の停止 

4-4-1 

シリアルまたはパラレルポートテスト障青 

4-4-2 

シャドウメモリにコードを解ま不可 

4-4-3 

数値演算コプロセッサテスト障害 

4-4-4 

キャッシュテスト障青 


システムメッセージ 

。メモ；表示されたメッセージが表にない場合は、オペレーテイングシステムまたはメッセージが表示されたときに実行していたプログラムのマニュアルを参照してください。 


メッセージ 

考えられる原因 

巧処方ま 

8042 Gate - A 20 error 
(8042 Gate A 20 エラー) 

キーボードコントローラがテストに失敗 
しました。 

セットアップユーティリティを変更した後にこのメッセージを受け取った場合 
は、セットアップユーティリティを起動して、元の値に戻して〈ださい。 

Address Line Short ! 

(アドレスラインが短いです） 

メモリのアドレスデコード回路にエラー 
が発生しました。 

メモリモジュールを祐き差しします （メモリを 参照）。 

C : Drive Error 
( C : ドライブエラー） 

ハードディスクドライブが動作していな 
いか、正しく設定されていません。 

ハードディスクドライブが、コンピュータに正し〈取り付けられ(お使いのコンピュ 
-夕の「ドライブ」の項を参照）、セットアップユーティリティで正し〈定義されて 
いることを確認します （セットアップユーティリ ティを 参照）。 

C : Drive Failure 
( C : ドライブ不具合） 



Cache Memory Bad , Do Not 
Enable Cache 

(キャッシュメモリが不良です。キャ 
ッシュを有効にしないで〈ださい。） 

キャッシュメモリが機能していません。 

テクニカルサポートを受ける手順に関しては、 デルへのお問い合わせを 参照し 
てください。 

CH -2 Timer Error 
( CH -2 タイマーエラー） 

システム基板のタイマーじエラーが発 
生しています。 

テクニカルサポートを受ける手順に関しては、 デルへのお問い合わせ をを照し 
てください。 

CMOS Battery State Low 
(CMOS バッテリ状態がおいです） 

CMOS Checksum Failure 
(CMOS チェックサムに失敗しまし 
た） 

セットアップユーティリティプログラム 
のシステム設定情報が正し〈ないか、 
バッテリ充電量が少な〈なっている可 
能性があります。 

セットアップユーティリティを起動し (セットアップユーティリ ティを 参照）、システ 
ム構成を確認してコンピュータを再起動します。 

CMOS System Options Not 
Set (CMOS システムオプションカ《 
設定されていません） 



CMOS Display Type 


















































Mismatch (CMOS ディスプレイタ 
イプがマッチしません） 

CMOS Memory Size 

Mismatch (CMOS メモリサイズ 
がマッチしません） 

CMOS Time and Date Not 

Set (CMOS 日時が設定されてい 
ません） 



Diskette Boot Failure 
(ディスケットによる起動の失敗） 

ドライブ A または B が存在しますが、 
BIOS POST に失敗しました。 

ドライブがコンピュータに正し〈取り付けられて（お使いのコンピュータの「ドライ 
ブ」の項を参照）、セットアップユーティリティで正し〈定義されていることを確認 
します （セットアップユーティリ ティを 参照）。インタフェースケーブルの雨端を 
確認します。 

DMA ErrorCDMA エラー） 

DMA 1 ErrorCDMA 1 エラー) 

DMA 2 ErrorCDMA 2 エラー) 

システム基板の DMA コントローラの 
エラー 

キーボードまたはシステム基板の交換が必要な可能性があります。 

FDD Controller Failure 
(FDD コントローラの失敗） 

HDD Controller Failure 
(HDD コントローラの失敗） 

BIOS がフロッピードライブまたはハ 
—ドディスクドライブコントローラと通信 
できません。 

フロッピードライブまたはハードディスクドライブがコンピュータに正し〈取り付 
けられ（お使いのコンピュータの「ドライブ」の項を参照）、セットアップユーティ 
リティで正し〈定義されていることを確認します （セットアップユーティリ ティを 参 
照）。インタフェースケーブルの両端を確認します。 

INTRl ErrorCINTRl エラー） 

INTR 2 Error ( INTR 2 エラー） 

POST で、システム基板の割り込みチ 
ャネルの失敗がありました。 

キーボードまたはシステム基板の交換が必要な可能性があります。 

Invalid Boot Diskette 
(無効な起動ディスケット） 

オペレーティングシステムがドライブ A 
またはドライブ C で見つけることがで 
きません。 

セットアップユーティリティを起動して （セットアップユーティリ ティを 参照）、ドラ 
イブ A またはドライブ C が正し〈識別されてしぶことを確認します。 

Keyboard Error 
(キーボードエラー） 

BIOS がスタックキーを検知しました。 

キーボードの上に何も置かれてし々いことを確認して〈ださい。スタックキーが 
ある場合は、慎重に引き上げます。問題が解決されない場合は、キーボード 
の交換が必要な場合があります。 

KB/Interface Error 

(キーボードインタフ！ースエラー) 

キーボードコネクタでエラーが発生し 
去した。 

キーボードの上に何も置かれてし々いことを確認して〈ださい。スタックキーが 
ある場合は、慎重に引き上げます。問題が解決されない場合は、キーボード 
の交換が必要な場合があります。 

No ROM Basic 
(ホ ROM ベーシック） 

オペレーティングシステムがドライブ A 
またはドライブ C で見つけることがで 
きません。 

セットアッブユ—ティリティを面動して （セットアップユ-ティリ ティを 参照）、ドラ 
イブ A またはドライブ C が正し〈識別されていることを確認します。 


Dell Diagnostics (診断）プログラ厶 

警吿 本項の手順を開始するがに、『製品情報ガイド J のま全におないいただくためのを意に従ってください。 

Dell Diagnostics (診断）プログラムを使用する場合 

コンピュータに問題が発生した場合、デルテクニカルサポートに問い合わせる前に、この項にあるチェック事項を実行してから、 Dell Diagnostics (診断)プログラムを実行して〈ださし、。 

作業を始める前に、これらの手順を印刷してお〈ことをお勧めします。 

〇 を意： Dell Diagnostics (診断けログラムは、 Del|TM コン ピュータ上でのみ機能します。 

セットアップユーティリティを起動し ( セットアップユーティリティの 起動 を 参照)、コンピュータの設定情報を閲覧して、テストするデバイスがセットアップユーティリティに表示され、有効であることを確認し 
ます。 

Dell Diagnostics (診断)プログラムをハードディスクドライブまたは 『Drivers and UtilitiesJI メディア (オプションの CD ) から起動します。詳細に関しては、 Dell Diagnostics (診断)プログラムを 
ハ~ドディスクドライブから起動する場合 また I ホ Dell Diagnostics (該断）プログラムを Drivers and Utilities CD (オプション）から起動する 場合 を 参照してください。 

Dell Diagnostics (診断）プログラムをハードディスクドライブから起動する場合 

。メモ：お使いのコンピュータが画面イメージを表示しない場合ロホ、デルにお問い合わせ〈ださい （ デルへのお問い合わせ を 参照）。 

1. 正常に使えることがわかっているコンセントに、コンピュータが接続されていることを確認します。 

2. コンピュータの電源を入れます(または再スタートします）。 

3. DELL のロゴが表示されたらすぐにく F 12> を押します。 

。メモ： キーを通常より長い時間、押し続けていると、キーボードの不具合が生じることがあります。予想されるキーボードエラーを避けるためロホ、起動デバイスメニューが表示されるまで 
の間、一定の間隔で < F 12> を押したり離したりします。 


























ここで時間をおきすぎてオペレーティングシステムのロゴが表示された場合 、 Microsoft Windows のデスクトップが表示されるまで待ち、お使いのコンピュータをシャットダウンして再度試みま 
す。 

4. 上下矢印キーを使って、起動メニューから Diagnostics を選択し、次に < Ente 「> を巧します。 

起動前システムアセスメント （ PSA ) が実行され、システム基板、キーボード、ディスプレイ、メモリ、ハードディスクドライブなどの一連の初期テストが実行されます。 

I 表示されるすべての質問に答えます。 

I 不具合が検出された場合には、エラーコードを書き留めて、 デルへのお問い合わせ を 参照して〈ださい。 

I 起動前システムアセスメントが正常じ終了した場合、 Booting Dell Diagnostic Utility Partition. Press anv kev to continue. ( Dell 該斷ユーティリティパーティ 

ションを起動中。続けるには任意のキーを押して〈ださい。）としづメッセージが表示されます。 

。 メモ； 診断ューティリティパーティションが見つからないことを知らせるメッセージが表示された場合は 、 『Drivers and Utilities J メディアから Dell Diagnostics (診断)プログラムを 
実行します (Dell Diagnostics (診断）プログラ厶を Drivers and Utilities CD (オプション）から起動する 場合 を 参照)〇 

5. いずれかのキーを押して、お使いのハードディスクドライブの診断ューティリティパーティションから Dell Diagnostics (診断)プログラムを起動します。 

6. を押して、 Test System を選択し、次に < Ente 「> を巧します。 

。メモ； Test System を選択して、お使いのコンピュータで完全なテストを実行することをお勧めします。 Test Memory を選択して、拡張メモリテストを開始します。終了するのに、30 
分な上かかることがあります。テストが完了したらば、テスト結まを記録してから、いずれかのキーを押して、前のメニューに戻ります。 

7. Dell Diagnostics (診断)プログラムの Main Menu で、マウスを使って左クリックするか、その次に < Ente 「> を押して、実行するテストを撰巧します （ Dell Diagnostics (該断)プログラム 
のメイン メニュー を 参照)。 

。メモ：すべてのエラーコードと問題の解説を表示されたとおりに正確に書き留めて、画面の指示に従います。 

8. すべてのテストが完了後、テストウィンドウを閉じて 、 Dell Diagnostics (診断)プログラム Main Menu へ戻ります。 

9. Dell Diagnostics (診断)プログラムを終了してコンピュータをち起動するには 、 Main Menu ウィンドウを閉じます。 

Dell Diagnostics (診断）プログラムを Drivers and Utilities CD (ナプショ：/)から起動する場合 

1. 『Drivers and Utilities CDJl (オプショソを挿入します。 

2. コンピュータをシャットダウンして、再起動します。 

DELL のロゴが表示されたらすぐに < F 12> を巧します。 

ここで時間をおきすぎて Windows のロゴが表示されたら、 Windows のデスクトップが表示されるまで待ちます。次に、コンピュータをシャットダウンして、もう一度やりなおします。 
b メモ： 次の手順は、起動順序を1回だけ変更します。次回の起動時には、コンピュータはセットアップューティリティで指定したデバイスに従って起動します。 

3. 起動デバイスー覧が表示されたら、 SATA CD-ROM Device をハイライト表示して、 < Enter > を押します。 

4. CD 起動メニューから SATA CD-ROM Device オプションを選択します。 

5. 表示されたメニューから Boot from CD-ROM オプションを選択します。 

6. 1 と入力して 『Drivers and U 川 ities CDJ ] メニューを起動します。 

7. 2 と入力して Dell Diagnostics (診断)プログラムを起動します。 

8. 番号の付いたリストから Run the 32 Bit Dell Diagnostics を選択します。複数のバージョンがリストにある場合は、コンピュータに適切なバージョンを選択します。 

9. Dell Diagnostics (診断)プログラム Main Menu が表示されたら、実行するテストを黑がします （ Dell Diagnostics (診断）プログラムのメイン メニュー を 参照）。 

Dell Diagnostics (診断）プログラムのメインメニュ ー 


1 .Dell Diagnostics (診断)プログラムの口ードが終了すると、 Main Menu 画面が表示されるので、必要なオプションのボタンをクリックします。 








オプション 

機能 

Express Test 

デバイスのクイックテストを実行します。通常このテストは10〜20分かかり、お客様の操作は必要ありません。最初に Express Test を実行すると、問題を素早〈特定できる 
可能性が増します。 

Extended 

Test 

デバイスの全体チIックを実行します。通常このテストは1時間レ:1上かかり、定期的に質問に応答する必要があります。 

Custom Test 

特定のデバイスをテストします。実行するテストをカスタマイズできます。 

Symptom 

Tree 

検出した最も一般的な症状を一覧表示し、問題の症状に基づしげこテストを選択することができます。 


2. テスト実行中に問題が検出されると、エラーコードと問題の説明を示したメッセージが表示されます。エラーコードと問題の説明を記録し、画面の指示に従います。 

エラー状態をおみできない場合は、デルにお問い合わせ〈ださい （ デルへのお問い合わせ を 参照）。 

。メモ；各テスト画面の上部には、コンピュータのサービスタグが表示されます。デルにお問い合わせいただ〈場合は、テクニカルサポート担当者がサービスタグをおたずねします。お使いのコンピ 
ュータのサービスタグは、セットアップユーティリテイの System Info オプションにま示されています。詳細に閱しては、 セットアップユーティリ テイ を 参照して〈ださい。 


3. Custom Test または Symptom Tree オプションからテストを実行する場合は、該当するタブをクリックします(詳細に関しロホ、な下の表を参照）。 


タブ 

機能 

Results 

テストの結ま、および発生したすべてのエラーの状態を表示します。 

Errors 

検出されたエラー状態、エラーコード、問題の説明が表示されます。 

Help 

テストについて説明します。また、テストを実行するための要件を示す場合もあります。 

Configuration 

選択したデバイスのハードウエア構成を表示します。 

Dell Diagnostics (診断けログラムでは、セットアップユーティリティ、メモリ、および各種内部テストからすべてのデバイスの構成情報を取得して、画面左のウィンドウのデバイス 
リストに表示します。デバイスー覧には、コンピュータに取り付けられたすべてのコンポーネント名、またはコンピュータに取り付けられたすべてのデバイス名が表示されるとは限り 
ません。 

Parameters 

テストの設定を変更して、テストをカスタマイズすることができます。 


4. テストが完了したら、 Dell Diagnostics (診断)プログラムを 『Drivers and Utilities CDJ から実行している場合は CD を取り出します。 

5. 終了テスト画面を閉じて Main Menu 画面に戻ります。 Dell Diagnostics (診断)プログラムを終了してコンピュータを再起動するには、 Main Menu 画面を閉じます。 


朽ィバ 

ドライバとは？ 

ドライバは、プリンタ、マウス、キーボードなどのデバイスを制御するプログラムです。すべてのデバイスにはドライバプログラムが必要です。 

ドライバは、デバイスとそのデバイスを使用するプログラム間の通訳のような役目をします。各デバイスは、そのデバイスのドライバだけが認識する専用のコマンドセットを持っています。 

お使いの Dell コンピュータには、出荷時に必要なドライバおよびユーティリティがすでにインストールされていますので、新たにインストールしたり設定したりする必要はありません。 

〇 を意： 『Drivers and U 川 itiesJl メディアには、お使いのコンピュータに搭載されてし、ないオペレーティングシステムのドライバも収録されている場合があります。インストールするソフトウェアが 
— ^オペレーティングシステムに対応してしぶことを確認して〈ださい。 

キーボードドライバなど、ドライバの多〈は Microsoft Windows オペレーティングシステムに付属しています。次の場合に、ドライバをインストールする必要があります。 

I オペレーティングシステムのアップグレード 
I オペレーテイングシステムの巧インストール 
I 新しいデバイスの接続または取り付け 

ドライバの識別 

デバイスに問題が発生した場合、問題の原因がドライバかどうかを判断し、必要に応じてドライバをアップデートして〈ださい。 


Microsoft ® Windows ® XP 


1. スタート^コントロールパネルを クリックします。 




















2. 作業する分巧を适びます で、 パフオーマンスとメンテナンスを クリックし、 システム をクリックします。 


3. システムプロパティ ウインドウで、 ハードウエア タブをクリックして、 デバイスマネージヤ をクリックします。 


Microsoft Windows Vista ® 


1. Windows Vista スタートボタンがをクリックし、 Computer (コンピュータ）を右クリックします。 

2. Properties (プロパティ)^ Device Manager (デバイスマネージャ)をクリックします。 

じ メモ； User Account Control (ユーザーアカウントコントロール）ウィンドウが表示されます。コンピュータのシステム管理者の場合は、 Continue (続行)をクリックします。システム管 
理者ではない場合は、システム管理をに問い合わせて続行します。 

-覧を下にスクロールして、デバイスアイコンに感嘆符 （[ ! ] の付しザこ黄色い丸)が付いているものがないか確認します。 

デバイス名の横に感嘆符がある場合、ドライバの再インストールまたはま斤しいドライバのインストールが必要になる場合があります （ ドライバとユーティリティの巧インストール を 参照）。 

ドライバとユーティリティの再インストール 

〇 を 意： デルサポートサイト support.jp.dell.com および 『Drivers and U 川 itiesj メディアでは、 Dell™ コンピュータ用に承認をみのドライバを提供しています。その他の媒体からのドライ 
〜 バをインストールした場合は、お使いのコンピュータが適切に動作しない恐れがあります。 

Windows デバイスドライバの口ールバックの使い方 


新たにドライバをインストールまたはアップデートした後に、コンピュータに問題が発生した場合、 Windows のデバイスドライバの口ールバックを使用して、な前にインストールしたバージョンのドライバ 
に置き換えることができます。 

Windows XP 

1. スタート^マイコンピュータ^プロパティ^ハードウエア^デバイスマネージヤ とクリックします。 


2. 新しいドライバがインストールされたデバイスを右クリックして、 プロパティ をクリックします。 

3. ドライ/く タブ^ ドライバの口ールバック をクリックします。 

Windows Vista 


1. Windows Vista スタートボタン 巧 をクリックし、 Computer (コン ピュータ）を右クリックします。 

2. Properties (プロパティ)一> Device Manager (デバイスマネージャ)をクリックします。 

じ メモ； User Account Control (ューザーアカウントコントロール）ウィンドウが表示されます。コンピュータのシステム管理をの場合は、 Continue (続行)をクリックします。システム管 
理者ではない場合は、システム管理者に問い合わせてデバイスマネージャを起動します。 

3. 新しいドライバがインストールされたデバイスを右クリックして、 Properties ヴロパティ)をクリックします。 

4. Drivers (ドライバ)タブ-> Roll Back Driver (ドライバの 口ール バック)をクリックします。 


デバイスドライバの口ールバックで問頭が解みしない場合、システムの復元 （ おイ吏いのナペレーティングシステムの 復元 を 参照）を巧巧して、お使いのコンピュータをま斤しいドライバがインストールされる前 
の動作状態に戻してみます。 


手作業によるドライバの巧インストール 

前項で説明されてしぶ通りにハードディスクドライブへドライバファイルを解まして、次の手順を実行します。 
Windows XP 

1. スタート^マイコンピユータ^プロパティ^ハードウエア^デバイスマネージャ とクリックします。 

2. インストールするデバイスドライバのタイプをダブルクリックします(例えば、 才ーデイオ または ビデオ）。 


3. インストールするドライバのデバイスの名前をダブルクリックします。 







4. ドライバタブ^ドライバの更巧とクリックします。 

5. -K または特定の場所からインストールする（巧細設定）^巧へをクリックします。 

6. 参照をクリックして、あらかじめドライバファイルをコピーしておいた場所を参照します。 

7. 該当するドライバの名前が表示されたら、次へをクリックします。 

8. 完了をクリックして、コンピュータを巧起動します。 

Windows Vista 

1. Windows Vista スタートボタン A をクリックし、 Computer (コン ピュータ）を右クリックします。 

2. Properties (プロパティ)一> Device Manager (デバイスマネージャ)をクリックします。 

じ メモ； User Account Control (ユーザーアカウントコントロール）ウィンドウが表示されます。コンピュータのシステム管理者の場合は、 Continue (続行)をクリックします。システム管 
理者ではない場合は、システム管理をに問い合わせてデバイスマネージャを起動します。 

3. インストールするデバイスドライバのタイプをダブルクリックします(例えば、 Audio けーディオ)または Video (ビデオ））。 

4. インストールするドライバのデバイスの名前をダブルクリックします。 

5. Driver (ドライバ)^ Update Driver (ドライバの更新)^ Browse my computer for driver software (マイコン ピュータでドライバを参照)をクリックします。 

6. Browse (参照)をクリックして、あらかじめドライバファイルをコピーしておいた場所を参照します。 

7. 該当するドライバの名前が表示されたら、そのドライバ名をクリック^ OK^ Next (次へ)とクリックします。 

8. Finish (完了）をクリックして、コンピュータを再起動します。 


Microsoft ® Windows ® XP および Microsoft Windows Vista ® オペレーティングシステムにおけ 
るソフトウェアとハードウェアに関する不具合のトラブルシューティング 

オペレーティングシステムのセットアップ中にデバイスが検知されないか、検ま日されても間違って設定されている場合は、ハードウェアに関するトラブルシューティングを使って非互換性の問題を解決しま 
す。 

ハードウェアに関するトラブルシューティングを開始するには、次の手順を実行します。 

Windows XP 

1. スター ト^ヘルプとサポートと クリックします。 

2. 検索フィールドで hardware troubleshooter (ハードウェアに関するトラブルシューティング）と入力し、次じ <Enter> を押して検索を始めます。 

3. P 月担をおみする セクションで、 ハードウェアに巧するトラブルシューティングを クリックします。 

4. ハードウェアに関するトラブルシューティング のリストで、規在の不具合に最も近いオプションを選択し、 次へ をクリックして、残りのトラブルの解決手順に従います。 

Windows Vista 

1. Windows Vista スタートボタン の をクリックし、 Help and Support (ヘルプとサポート)をクリックします。 

2. 検索フィールドで hardware troubleshooter (ハードウェアに関するトラブルシューティング)と入力し、次に <Enter> を巧して検索を始めます。 

3. 検索結まで、現在の不具合に最も近いオプションを選択し、残りのトラブルの解決手順に従います。 


お使いのオペレーティングシステムの復元 

次の方まで、お使いのオペレーティングシステムを復元することができます。 

I システムの復元は、データファイルに影響を与えることなく、お使いのコンピュータをレ:I前の稼働状態に戻します。データファイルを保護しながら、オペレーティングシステムを復元する最初の解 
決策として、システムの復元を使用して〈ださい。 


I Symantec による Dell PC リストア （Windows XP で利用可能）および Dell Factory Image Restore (Windows Vista で利用可能）は、お使いのハードディスクドライブをコンピュー 







夕を購入されたときの動作状態に戻します。両方とも、ハードディスクドライブのすべてのデータを永久に削除し、コンピュータを受け取られてから後にインストールされた全てのアプリケーシヨン 
も取り除きます。システムの復元でお使いのオペレーティングシステムの問題を解決できなかった場合のみ、 Dell PC リストアまたは Dell Factory Image Restore を使用して〈ださい。 


I お使いの コン ピュータじ『オペレーティングシステム』ディスクが付属して し、 る場合は、そのディスクを使ってオペレーティングシステムを復元できます。ただし、『オペレーティングシステム』ディス 
クを使用すると、ハードディスクドライブのデータもすベて削除されます。システムの復元でオペレーティングシステムの問題を解決できなかった場合のみ、このディスクを使用して〈ださい。 

Microsoft Windows システムの復元 

ハードウェア、ソフトウェア、またはその他のシステム設定を変更したためにコンピュータが正常に動作しなくなってしまった場合、 Microsoft Windows オペレーティングシステムのシステムの復元才 
プシヨンを使用して、コンピュータをレ:I前の動作状態に復元することができます(データファイルへの影響はありません）。システムの復元でコンピュータじ巧った変更はすべて元の状態へ完全に戻すこと 
が可能です。 

〇 を意： データファイルのバックアップを定期的に作成してください。システムの復元は、データファイルを監視したり、データファイルを復元したりしません。 

。 メモ； このマニュアルの手順は、 Windows のデフオルトビュー用ですので、お使いの Deir^ コンピュータを Windows クラシック表示に設定していると動作しない場合があります。 

システムの復元の開始 

Windows XP 

〇 を志： コンピュータを前の動作状態に復元する前に、開いてし巧ファイルをすべて保存してから閉じ、実行中のプログラムをすべて終了します。システムの復元が完了するまで、いかなるファイ 
〜 ルまたはプログラムも変更したり、開いたり、削除したりしないでください。 

1. スタート^すべてのプログラム^アクセサリ^システムツール^システムのな元 をクリックします。 

2. コンピュータをなかのがおにな元する または 復元ポイントの作成 のいずれかをクリックします。 

3. 巧へ をクリックし、画面に表示されるプロンプトの指示に従います。 

Windows Vista 

1. Start (スタート） © をクリックします。 

2. 検索の開始ボックスで、 System Restore (システムの復元）と入力し、 <Ente「> を押します。 

じ メモ； User Account Control (ユーザーアカウントコントロール）ウィンドウが表示されます。コンピュータのシステム管理者の場合は、 Continue (続行)をクリックします。システム管 
理者ではない場合は、システム管理者に問い合わせて必要な処理を続けます。 

3. Next (次へ)をクリックして、画面の残りのプロンプトに従います。 

システムの復元により不具合が解決しなかった場合、最後に行ったシステムの復元を取り消すことが可能です。 

最後のシステムのを元を元に戻す 

〇 を意： 最後に行ったシステムの復元を取り消す前に、開いているファイルをすべて保存して閉じ、実行中のプログラムをすべて終了してください。システムの復元が完了するまで、いかなるファ 
A イルまたはプログラムも変更したり、開いたり、削除したりしないで〈ださい。 

Windows XP 

1. スタート^すべてのプログラム^アクセサリ^システムツール^システムの巧元 をクリックします。 

2. な前のな元を巧り ミ 肖す を選択して、 巧へ をクリックします。 

Windows Vista 

1. Start (スタ—卜 ） 0をクリックします。 

2. 検索の開始ボックスで、 System 民 estore (システムの復元）と入力し、く Enter> を押します。 

3. Undo my last restoration (lil 前の復元を取り消す）を選択して、 Next (次へ)をクリックします。 

システムの復元の有効化 

b メモ； Windows Vista では、ディスク領域の大きさに関わらず、システムの復元は無効化されません。そのため、次の手順は Windows XP のみに適用されます。 






200 MB しか空容量のないハードディスクに Windows XP を再インストールした場合は、システムの復元は自動的に無効に設定されています。 


システムの復元が有効になってしぶか確認するには、次の手順を実行します。 


1. スタート^コントロールパネル^パフオーマンスとメンテナンス^システム とクリックします。 


2. システムのな元 タブをクリックして、 すべてのドライブでシステムのな元を無巧にする にチェックマークが付いていなしにとを確認します。 


Del|TM PC リストアおよび Dell Factory Image Restore の使し、方 


Q をち： Dell PC リストアまたは Dell Factory Image Restore は、ハードディスクドライブのすべてのデータを完全に削除し、コンピュータが届いてからインストールしたすべてのプログラム 
またはドライバを削除します。これらのオプションを使用する前にデータをバックアップして〈ださい。システムの復元でオペレーティングシステムの問題を解決できなかった場合のみ、 PC リスト 
アまたは Dell Factory Image Restore を使用して〈ださい。 

b メモ； Symantec による Dell PC リストアおよび Dell Factory Image Restore は一部の国やコンピュータでは利用できない場合があります。 


Dell PC リストア （Windows XP) または DellFactory Image RestoreCWindows Vis ね）は、お使いのオペレーティングシステムの復元の最後の方法としてのみお使いください。これらのオプシ 
ヨンは、お使いのハードディスクドライブをコンピュータを購入したときの動作状態に復元します。コンピュータを受け取られてから追加されたデータファイルを含むどのようなプログラムやファイルも永久に 
ハードディスクドライブから削除されます。データファイルには、コンピュータ上の文書、表計算、メールメッセージ、デジタル写真、ミュージックファイルなどが含まれます。 PC リストアまたは Factory 
Image Restore を使用する前にすベてのデータをバックアップして〈ださし、。 


Windows XP : Dell PC リストア 


PC リストアの使い方 

1. コンピュータの電源を入れます。 

起動プロセスの間、画面の上部に青色のバーで www.dell.com と表示されます。 

2. 青色のバーが表示されたら、すぐに <Ctrl><Fll> を巧します。 

<Ctrl><Fll> を押すのが遅れた場合は、いったんコンピュータがスタートし終わるのを待って、もう一度再起動します。 

〇 を患： PC リストアをこれレ:I上進めた〈ない場合は、 巧 起巧をクリックします。 

3. な 元をクリックして、巧認をクリックします。 

復元処理が終了するまでに、分かかります。 

4. プロンプトが表示されたら、 お了 をクリックしてコンピュータを再起動します。 

^ メモ： コンピュータを手動でシャットダウンしなし巧〈ださい。 お了 をクリックし、コンピュータを完全に再起動させます。 

己.プロンプトが表示されたら、 はい をクリックします。 

コンピュータが再起動しまず。コンピュータは初期の稼動状態に復元されるため、エンドユーザーライセンス契約のようにし、ちばん初めにコンピュータのスイッチを入れたときと同じ画面が表示さ 
れます。 

6. 次へ をクリックします。 

システムのな元 画面が表示され、コンピュータが再起動します。 

7. コンピュータが再起動したら、 OK をクリックします。 


PC リストアの削除 


〇 をち： Dell PC リストアをハードディスクドライブから永久に削除すると、 PC リストアユーティリティがお使いのコンピュータから削除されます。 Dell PC リストアを取り除いた後は、それを使って 
— ^お使いのコンピュータのオペレーテイングシステムを復元することはできません。 


PC リストアを使用すると、オペレーティングシステムを、コンピュータをご購入になった時の状態に戻すことができます。ハードディスクドライブの容量を確保するためであっても、コンピュータカ、ら PC リ 
ストアを 削除しないこと をお勧めします。ハードディスクドライブから PC リストアを削除すると、な後、 PC リストアを呼び出すことができず、 PC リストアを使用してコンピュータのオペレーティングシステ 
ムを、出荷時の状態に戻すことができな〈なります。 


1. コンピュータに口ーカルのシステム管理をとしてログオンします。 



2. Microsoft Windows ェクスプローラで、 c:\dell\utilities\DSR に移動します。 


3. DSRIRRemv2.exe ファイルをダブルクリックします。 

& メモ； 口ーカルのシステム管理をとしてログオンしない場合は、口ーカルのシステ厶管理をとしてログオンするようメッセージが表示されます。 が 了をクリックして、口ーカルのシステム管 
理者としてログオンします。 

。 メモ； お使いのコンピュータのハードディスクドライブに PC リストア用パーティションがない場合、パーティションが見つからないことを知らせるメッセージが表示されます。 終了 をクリッ 
クしてください。削除するパーティションがありません。 

4. OK をクリックして、ハードディスクドライブの PC リストア用パーティションを取り除きます。 

5. 確認のメッセージが表示されたら、 はい をクリックします。 

PC リストア用パーティションが削除され、新し〈できた使用可能ディスクスぺースが、ハードディスクドライブのフリースぺースの割り当てに加えられます。 

6. Windows エクス プローラで 口ーカルディスク （C) を右クリックし、プロパティをクリックして、 をきおな に追加されたスぺースが加えられていることを確認します。 

7. お了 をクリックして、 PC リストアの削除 ウィンドウを閉じて、コンピュータを再スタートします。 

Windows Vista : Dell Factory Image Restore 

1. コンピュータの電源を入れます。デルのロゴが表示されたら、 <F8> を何回か巧して、 Vista Advanced Boot Options Window (Vista 詳細起動オプションウィンドウ）へアクセスしま 
す。 

2. Repair Your Computer (コン ピュータの修理)を選択します。 

System Recovery Options (システムリカバリオプショソウィンドウが表示されます。 

3. キーボードのレイアウトを選択し、 Next (次へ)をクリックします。 

4. リカバリオプションへアクセスするには、口ーカルユーザーとしてログオンします。コマンドのプロンプトへアクセスするには、 User name (ユーザー名）のフィールドじ administrator (システ 
ム管理を)と入力し、 OK をクリックします。 

5. Dell Factory Image Restore をクリックします。 

。メモ：設定によっては、 Dell Factory Tools(Dell Factory ツール）、そして Dell Factory Image Restore を選択する必要がある場合があります。 

Dell Factory Image Restore ようこそ画面が表示されます。 

6. Next (次へ)をクリックします。 

Confirm Data Deletion (データ削除の確認)画面が表示されます。 

& を意： Factory Image Restore をこれな上進めた〈ない場合は、 Cancel (キャンセル)をクリックします。 

7. ハードディスクドライブの再設定を続行し、出荷時のシステムソフトウェアを回復する確認をするチェックボックスをクリックし、 Next (次へ)をクリックします。 

復元プロセスが完了するまでに、日分レ:I上かかる場合があります。オペレーティングシステムと工場出荷時インストールされたアプリケーションが出荷時の状態に回復されるとメッセージが表示 
されます。 

8. Finish (完了）をクリックして、コンピュータを再起動します。 

オペレーテイングシステムメディアの使い方 


作業を開始する前に 


新し〈インストールしたドライバの問題を解消するために Windows オペレーテイングシステムを再インストールすることを検討する前に、まず Windows のデバイスドライバの口ールバックを試してみ 
ます。 Windows デバイスドライバの ロール バックのイ吏い ホ を 参照して〈ださい。デバイスドライバの口ールバックを実行しても問頭が齡夹されない場合、システムの復元を巧ってオペレーティングシステ 
ムを新しいデバイスドライバがインストールされる前の動作状態に戻します。 Microsoft Windows システムの 復元 を 参照して〈ださい。 


Q を患： インストールを実行する前に、お使いのプライマリハードディスクドライブ上のすべてのデータファイルのバックアップを作成しておいて〈ださし、。標準的なハードディスクドライブ構成におい 
て、プライマリハードディスクドライブはコンピュータによって1番目のドライブとして認識されます。 


Windows を再インストールするには、 lil 下のアイテムが必要です。 




I DellTM 『オペレーティングシステム』メディア 


I Dell『Drive「s and UtilitiesJ] メディア 

b メモ； Delirorivers and UtilitiesJ] メディアには、コンピュータの組み立て時に工場でインストールされたドライバが含まれています。 Dell『Drive「s and U 川 itiesj メディアを使用して、必要 
なドライバを口ードします。お使いのコンピュータの購入場所、メディアのミ主文の有無によっては、 Delirorivers and U 川 itiesj メディアと『オペレーティングシステム J メディアがコンピュータにせ 
属されていない場合があります。 

Windows XP または Windows Vista の巧インス!ル 

再インストール処理を完了するには、1〜2時間かかることがあります。オペレーティングシステムを再インストールした後、デバイスドライバ、アンチウイルスプログラム、およびその他のソフトウェアを再 
インストールする必要があります。 

〇 を患： 『オペレーティングシステム J メディアには、 Windows XP をちインストールするオプションがあります。オプションはファイルを上書きして、ハードディスクドライブにインストールされてい 
るプログラムに影響を与える可能性があります。このような理由から、デルのテクニカルサポート担当者の指示がない限り、 Windows XP を再インストールしないで〈ださし、。 

1. 開いているファイルをすべて保存してから閉じ、実行中のプログラムをすべて終了します。 

2. 『オペレーティングシステム J ディスクを挿入します。 

3. Install Windows (Windows のインストール）のメッセージが表示されたら、 Exit (終了）をクリックします。 

4. コンピュータを再起動します。 

DELL のロゴが表示されたらすぐに <F12> を巧します。 

。メモ；キーを巧すタイミングが遅れて、オペレーティングシステムのロゴが表示されてしまったら、 Microsoft® Windows ⑥デスクトップが表示されるのを待ち、コンピュータをシャットダ 
ウンして再度試みます。 

& メモ： 次の手順は、起動順序を1回だけ変更します。次回の起動時には、コンピュータはセットアップユーティリティで指定したデバイスに従って起動します。 

5. 起動デバイスのリストが表示されたら、 CD/DVD/CD-RW Drive をハイライト表示して <Ente「> を押します。 

6. いずれかのキーを押して CD-ROM から起助します。 

7. 画面の指示に従ってインストールを完了します。 


目ホに戻る 




目ホに戻る 


ウルトラスモールフォームファクターコンピュータ 

ユーザーズ ガイド 

♦ おがいのウルトラスモールフ十ームファクターコンピュータについて 

♦ コンピュータカバーの取りがし 
♦ コンピュータ内百 B 
• シャーシイント J レージョンスイッチ 
♦ システム基板コンポーネント 

♦ AC 雷源アダプタの巧綜 

• Dell バッジ 


お使いのウルトラスモールフナームファクターコンピュータについて 

〇 を 意： モニタをコンピュータの上に置かないで〈ださし、。モニタスタンドを使用して〈ださい。 



〇 を志： コンピュータをセットアップする際は、ケーブルが引っ張られたり、もつれたり、踏まれないように、すべてのケーブルを作業場所の後側に置いて〈ださい。 

b メモ： 机の下または壁面にコンピュータを設置する場合は、オプションの壁用設置ブラケットを使用してください。ブラケットのを文については、デルにお問い合わせ〈ださい （ 困ったときは を参 
照)。 

正面図 

1 2 3 4 5 



9 8 7 6 


1 

USB コネクタ (2) 

ジョイスティックやカメラ、または起動可能な USB デバイスなど、時々接続するデバイスには、前面 USB コネクタを使用します （USB デバイスからの起動については、 
セットアップユーティリ ティを 参照）。 

プリンタやキーボードなど通常接続したままのデバイスには、背面 USB コネクタを使用することをお勧めします。 

2 

ヘッドフォンコネクタ 

ヘッドフォンコネクタを使用して、ヘッドフォンおよびほとんどの種類のスピーカを取り付けることができます 

3 

マイク用コネクタ 

マイクのコネクタを使ってマイクを取り付けます。 

4 

電源ライト 

電源ライトは、点滅したり点灯することで異なる状態を示します。 

1消灯-コンピュータの電源は切れています。 

1緑色の点灯-コンピュータは、通常の動作状態です。 

1 緑色の点滅-コンピュータは、省電カモードです。 

1 まちの点滅まわは点な- 雷源の巧 頭を 参照して〈ださい。 

省電カモードから復帰するには、電源ボタンを巧すか、 Windows デバイスマネージャで復帰デバイスが設定されてしぶ場合、キーボードかマウスを使います。スリープ 
モード\および告'雷カモードからの復帰の詳細に閣しては. Windows XP と Windows Vista の雷力の 管理を を照して〈ださい。 

コンピュータのトラブルシューティングに役立つライトコードの説明は、 システムライト を参照して〈ださい。 

5 

電源ボタン 

このボタンを巧して、コンピュータに電源を入れます。 

〇 を 意： データの損失を防ぐため、電源ボタンを巧してコンピュータの電源を切らないでくださし、。電源ボタンを押す代わりに、オペレーティングシステムのシャットダ 
〜 ウンを実行して〈ださい。詳細に関しては、 コンピュータの電源を切 るを 参照して〈ださい。 

6 

通気孔 

通気孔は、コンピュータの才ーバーヒートを防ぎます。通気性を確保するため、これらの;令却用通気孔を塞がないで〈ださい。 








































7 

モジュ^ールベイ 

D モジュール光学ドライブ、2台目のハードディスクドライ义またはフロッピードライブをモジュールベイに取り付けます。 

8 

ハードディスクドライブ 
のアクセスライト 

ハードディスクドライブライトは、コンピュータがハードディスクドライブからデータを読み書きしている場合に点灯します。このライトは、 CD プレイヤーなどのデバイスが動 
作中も点灯します。 

9 

通気孔 

通気孔は、コンピュータのオーバーヒートを防ぎます。通気性を確保するため、これらの;令却用通気孔を塞がないで〈ださい。 


側面図 


1 2 



背面図 


1 

診断ライト 

コンピュータのトラブルシューティングに役立つライトコードの解説は、 診断 ライトを 参照して〈ださし、。 

2 

コンピュータカバーリリースノブ 

このノブを時計回りに回してカバーを取り外します。 

3 

セキュリティケーブルスロット 

セキュリティケーブルスロットの使い方の詳細に関しては、 パドロックリングとセキュリティケーブルスロット を参照して〈ださい。 

4 

背面パネルコネクタ 

お使いのコンピュータのコネクタの解説は、 背面パネル コネクタを 参照して〈ださし、。 

5 

電源コネクタ 

AC 電源アダプタプラグに差し込みます。 

6 

通気孔 

通気孔は、コンピュータの才ーバーヒートを防ぎます。通気性を確保するため、これらの;令却用通気孔を塞がないで〈ださい。 


背面パネルコネクタ 

































































1 

パラレルコネ 
クタ 

プリンタなどのパラレルデバイスをパラレルコネクタに接続します。 USB プリンタをお使いの場合、 USB コネクタに差し込みます。 

2 

リンク保全ラ 
イト 

1 緑色- 10 Mbps ネットワークとコンピュータ間の接続が良巧です。 

1 搭色- 100 Mbps ネットワークとコンピュータ間の接続が良好です。 

1 黄色- 1000 Mbpsd Gbps) ネットワークとコンピュータ間の接続が良好です。 

1 消灯-コンピュータがネットワークへの物理的な接続を検出していません。あるし、は、ネットワークコントローラがセットアップユーティリティでオフになっています。 

3 

ネットワーク 
アダプタ 

コンピュータをネットワークやブロード'バンドデバイスに取り付けるロホ、ネットワークケーブルの片方の端をネットワークジャックやネットワーク/ブロード'バンドデバイスに接続し 
ます。ネットワークケーブルのもう一方の端を、コンピュータ背面にあるネットワークアダプタコネクタに接続します。カチッと収まったらネットワークケーブルはしっかりと接続されて 
います。 

メモ： モデムケーブルをネットワークコネクタに接続しないで〈ださし、。 

カテゴリ 5 のケーブルを使用して、ネットワークを接続することをお勧めします。カテゴリ 3 のケーブルを使用する必要がある場合、ネットワーク速度を 10 Mbps にして動作の 
信頼性を確保します。 

4 

ネットワーク 
動作ライト 

指色のライトは、コンピュータがネットワークデータを送信、または受信している時に点滅します。ネットワークトラフィックが多い場合、このライトが「点灯」の状態に見えることがあ 
ります。 

5 

ライン出カコ 
ネクタ 

緑色のライン出カコネクタにアンプ付きスピーカセットを接続します。 

6 

ライン入カコ 
ネクタ 

青色のライン入カコネクタにカセットプレーヤー、 CD プレーヤー、または VCR (ビデオカセットレコーダー)などの録音/再生デバイスを接続します。 

7 

USB コネク 
夕 (5) 

プリンタやキーボードなど通常接続したままのデバイスには、背面 USB コネクタを使用します。 

8 

シリアルコネ 
クタ 

ハンドへルドデバイスなどのシリアルデバイスをシリアルコネクタに接続します。 

9 

ビデオコネク 
夕 

DVI 対応のモニタをお持ちの場合、ケーブルをモニタから背面パネルの白色の DVI ビデオコネクタに接続します。 

VGA モニタをお持ちの場合、 VGA モニタの巧 編を 参照して〈ださし、。 

10 

電源コネクタ 

AC 電源アダプタプラグに差し込みます。 

11 

診断ライト 

コンピュータのトラブルシューティングに役立つライトコードの解説は、 該断 ライトを 参照して〈ださし、。 


VGA モニタの接続 


VGA モニタをお持ちの場合、アダプタケーブルをコンピュータの背面パネルの白色の DVI ビデオコネクタに接続してから、モニタケーブルをアダプタの VGA コネクタに接続します。 



2台のモニタの接続 




























1 ケーブルアダプタ 

ケーブルアダプタを使って VGA モニタと DVI モニタを背面パネルの DVI - I コネクタに接続します。 

2台のモニタを接続する場合は、ビデオドライバはこの接続を検知して、マルチモニタ機能を有効にします。 


コンピュータカバーの取り外し 

^ S 吿 本巧の手順を巧始するおに、『巧品情報ガイド J のを全にお使いいただくためのを意に従ってください。 

〇 を意： コンピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去してください。コンピュータシャーンの塗装されていない金属面に触 
〜 れることにより、静電気を除去すること力 《 できます。 

1. 作業を開始する 前に の 手|隔にがって操作して〈ださい。 

2. コンピュータカバーを取り外します ( コンピュータカバーの 取り外し を 参照）。 

〇 を意： コンピュータ内部の部品に触れる前に、塗装されてし々い金属部分に触れてき体の静電気を除去して〈ださい。作業中も、定期的に塗装されてし々い金属面に触れて、内蔵コンポーネン 
〜 卜を損傷する恐れのある静電気を除去して〈ださい。 

3. ケーブルカバーがある場合は、取りかします （ ケーブルカバー(ナプシヨ ソ を 参照）。 

4. コンピュータカバーを取り外します。 

a . 下図のように、カバーリリースノブを時計回りに回します。 

b . コンピュータカバーを1 cm またはカバーが止まるまで前にスライドし、カバーを持ち上げます。 

A 警告= グラフィックカードのヒートシンクは、巧常の巧作でもかなりお<なることがあります。グラフィックカードのヒートシンクに化れる肺こは十分に時巧をかけ、ヒートシンクの温 
度が下がっていることを巧度してください。 



[ iTj リースノブ4 


コンピュータ内部 

^ »告： 本巧の手順を開おする前に、『巧品情苗げイド J のま全におないいただ<ためのを意にがってください。 

^ 警告： 巧電を防ぐため、カバーを取り外すがに必ずコンピュータの電源プラグを AC 電源アダプタから巧いてください。 

〇 を意： コンピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。コンピュータシャーンの塗装されていない金属面に触 
〜 れることにより、静電気を除去すること力 《 できます。 

























1 

フアン エア フロー カ/く一/ヒートシンクアセンブリ 

4 

ハードディスクドライブ 

2 

スピーカ（オプション） 

5 

セキュリティケーブルスロット 

3 

メモリモジュール （2) 

6 

シャーシイントルー■ジョンスイッチ 


シャーシイントルージョンスイッチ 

^ 警吿 本項の手順を開始するがに、『製品情なガイド J のま全におないいただくためのを意に従ってください。 

じ メモ； シャーシイントルージョンスイッチはウルトラスモールフォームファクターコンピュータには標準で付いています力 《 、ミニタワー、デスクトップおよびスモールフォームファクターコンピュータで 
はオプションです。そのため、お使いのコンピュータには付いていない場合があります。 

シャーシイントルージョンスイッチの取り外し 

1. 作業を開始する 前に の 手順にがって操作して〈ださい。 

2. コンピュータカバーを 取りかします （ コンピュータカバーの 取り外し を 参照）。 

3. ケーブルコネクタを引いて外しながら、コネクタの片側にあるリリースメカニズムを2本の指で強〈巧して、シャーシイントルージョンケーブルをシステム基板から外します。 

4. シャーシイントルージョンスイッチを金属製ブラケットのスロットからスライドさせて外し、ブラケットの四角い巧へ押し下げてスイッチと取り付けられているケーブルをコンピュータから取り外しま 
す。 

& メモ； スイッチをスロットからスライドさせて外すときに、多少抵抗を感じることがあります。 



シャーシイントルージョンスイッチの取り付け 













































スイッチを金属製ブラケットの下からブラケットの四角い巧に慎重に挿入してから、カチッとしづ感触があり、所定の位置に確実に収まるまでシヤーシインいレージョンスイッチをスロットにスライド 
させます。 


2. ケーブルをシステム基板に接続します。 

3. コンピュータカバーを取り付けます （ コンピュータカバーの取リイ寸 け を 参照）。 

4. コンピュータスタンドを使用している場合は、コンピュータに取り付けます。 

シャーシイントルージョンディテクタのリセット 

1. コンピュータの電源を入れます(または再起動します）。 

2. 青色の DELLTM のロゴが表示された場合、すぐに<口>を巧します。 

ここで時間を置き過ぎてオペレーティングシステムのロゴが表示された場合は、 Microsoft® Windows® デスクトップが表示されるまで待ちます。次に、コンピュータをシャットダウンして、もう 
一度やりなおします。 

3. Chassis Intrusion オプションを選び、左右矢印キーを巧して Reset を選択します。設定を On 、 On - Silent 、 または Disabled に変更します。 

。メモ； デフオルト設定は On - Silent です。 

4. お使いの BIOS 設定を保存してから、セットアップユーティリティを終了します。 

システ厶基板コンポーネント 


1 

フアンコネクタ （FAN_FRONT) 

8 

パスワードジャンパ （PSWD) 

2 

内蔵スピーカコネクタ (INT SPKR) 

9 

ハードディスクドライブフアンコネクタ （FANJHDD) 

3 

システム基板のスピーカ （BEEP) 

10 

CMOS ジャンパのクリア （RTCRST) 

4 

チヤネル B メモリコネクタ （DIMM_2) 

11 

ハードディスクドライブ電源コネクタ (SATA_PWR) 

巳 

チヤネル A メモリコネクタ （DIMM_1) 

12 

フアンコネクタ （FAN_REAR) 

6 

SATA データケーブルコネクタ (SATAO) 

13 

イントルージョンスイッチコネクタ （INTRUDER) 

7 

バッテリ (BATH 

14 

プロセッサ (CPU) 












































ケーブルカバー(オプシヨ：/) 


カーブルカバーの 取り付け 

1. すべての外付けデバイスケーブルをケーブルカバーの巧に通したかを確認します。 

2. コンピュータの背面にあるコネクタにすべてのデバイスケーブルを接続します。 

3. ケーブルカバーの下を持ち、コンピュータの背面パネルにあるスロットにタブを合わせます。 

4. タブをスロットに挿入し、カバーをスライドして、ケーブルカバーが確実に所定の位置に収まるまでカバーの端をシャーンの端に合わせます（図を参照）。 
己.セキュリティ用デバイスをセキュリティケーブルスロットに取り付けます(オプシヨソ。 



1 

ケーブルカバー 

2 

セキュリティケーブルスロット 


ケーブルカバーの 取り外し 

1. セキュリティケーブルスロットにセキュリティデバイスが取り付けられている場合、デバイスを取りかします。 



1て UU - X ボタン I 


2. リリースボタンをスライドし、ケーブルカバーをつかみ、図に示す通りにカバーが動かなくなるまで横にスライドさせて、次にケーブルカバーを持ち上げて取り外します。 


AC 電源アダプタの接続 

^ 警告： 本項の手順を開始するかに、『製品情巧ガイド J の安全にお使いいただくためのを意にがってください。 

1. コンピュータ背面の電源コネクタに AC 電源アダプタを接続しますラッチがカチッと所定の位置に収まり、確実に接続されてしぶことを確認します。 








2. AC 電源ケーブルのち■端を電源アダプタに接続します。 


成 1さ告4!1臨だルにな色の卜廖付し、ている場合は、なをのア-説^^ 



3. コンセントに接続するための緑色のアース線が AC 電源ケーブルに付いている場合、次の手順で金属製のアースコネクタをコンセントのアース端子(通常はネジ）に接続します（下図を参照）。 

a . アース端子を緩めます。 

b . 金属製のアースコネクタをアース端子の後ろ側へスライドし、アースのネジを締めます。 



アース端子(ネジ） 


金属製のアースコネクタ 


4. AC 電源ケーブルを電源コンセントじ接続します。 

t) 

AC 電源アダプタにはステータスライトがあります。アダプタが電源コンセントに接続されていない場合は消灯し、レ: I 下の異なる状態ごとに緑色または檔色に点灯します。 

I 緑色のライト-緑色の点灯は、電源アダプタが AC 電源コンセントおよびコンピュータに接続されてしぶことを示します。 

I 権色のライト-榜色の点灯は、電源アダプタが AC 電源コンセントに接続されていて、コンピュータには接続されてし々いことを示します。この状態では、コンピュータは作動しません。 
AC 電源アダプタをコンピュータに接続する、または電源コンセントからプラグを外してから再接続して、電源アダプタをリセットしてください。 



Dell バッジ 

^ 警告： 本巧の手順を巧始するおに、『巧品情報ガイド J のを全にお使いいただ<ためのを意にがってください。 

コンピュータ正面の Dell バッジは回転させることができます。バッジを回転するには、次の手順を実行します。 

1. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの取り外し を 参照）。 

2. レバーを引いて、スロットからタブをリリースします。 


3. 


目的の位置にバッジを回転させて、タブがスロットに確実にはまっていることを確認します。 

























1 

タブがスロットに入った状態のリリースレバー 

2 

ス□ットロ） 


目ホに戻る 








目ホに戻る 


ユーザーズ ガイド 


♦ モジュールベイ 


モジュールベイ 


^ 警告： 本項の手順を開始するがに、『巧品情報ガイド J のま全におないいただ<ためのを意に従ってください。 


フロッピードライブ、光学ドライ义または2台目のハードディスクドライブなどの Del | TM リムーバブルデバイスをモジュールベイに取り付けることができます。ドライブを取り付ける予定がない場合は、 
ベイにエアベイ(ダミーカードフィラー)を取り付けることもできます。 

お使いの Dell コンピュータは、モジュールベイに光学ドライブまたはエアベイ(ダミーカードフィラー)が取り付けられた状態で出荷されます。エアベイは固定ネジのみでモジュールベイに固定されます。 
次の2つの方法で、光学ドライブをモジュールベイに固定できます。 

I ロックスイッチ(コンピュータカバーを外して使用） 

I 固定ネジ(別捆包） 

お使いのコンピュータのデバイスの取り付け方まについては、 デバイスのモジュルベイへの固を を参照して〈ださい。 


〇 を意： デバイスへの損傷を防ぐため、コンピュータにデバイスを取り付けない場合、デバイスは、乾燥したま全な場酣こ保管し、上から力を加えたり、重いものを載せたりしないで〈ださい。 

コンピュータの電源が切れている場合のデバイスの取り付け 


デバイスをモジュールベイに取り付けるロホ、次の手順を実行します。 

1. 取り付けられているデバイスをすべてベイから取りかします。モジュールベイにエアベイが入っている場合は、固定ネジを外しモジュールベイからエアベイを引き出して、 5 ステップ じ進みます。 




1 コンピュータの底面 


2固定ネジ 


2. モジュールベイにロックスイッチで固定されているデバイスがある場合は、カバーを取り外してから （コンピュータカバーの取り かしを 参照）、モジュールロックスイッチをロック解除の位置まで上げ 
ます。固定ネジが使われている場合も、ネジを外します。 











3 モジュールロックスイツチ ] 


3. デバイスリリースラツチを巧してリリースラツチを解除します。 



1デバイスリリースラツチ 


〇 を患： コンピュータの上に重いものを載せないで〈ださい。重いものを載せるとシャーンが曲がり、モジュールデバイスを取り外しにく〈なる可能性があります。 

4. リリースラツチを持ってデバイスを引き出し、モジュールベイからデバイスを取り外します。 



iT リリースラツチ] 


5. 新しいデバイスをモジュールベイにスライドします。 


























































































6. 必要な場合には、モジュールロックスイッチをロック位置に動かして、新ししげ'バイスをモジュールベイに固定します(コンピュータカバーを取り外して、ロックスイッチを使用する必要があります）。 


7. モジュールベイのデバイスをロックするためにカバ'—を取り外した場合は、コンピュータカバーを取り付けます ( コンピュータカバーの取り付け を 参照)。 

Microsoft ® Windows ® が稼働している場合のデバイスの取り外しと取りイ寸け 

1. モジュールベイに取り付けられているデバイスを取り外すじは、タスクバーの ハードウ エアのを 全な 巧りかし アイコンをダブルクリックします。 

2. 画面に表示されるデバイスリストで、取り出したいデバイスをクリックします。 

。メモ： コンピュータの電源が入っていて、デバイスがモジュールベイにロックされている場合は、デバイスを取り外すことはできません。ロックされたデバイスを取り外すじは、コンピュータ 
をシャットダウンして、 コンピュータの雷源が切れている場合のデバイスの取リイ寸 け の 手順に従って〈ださい。 

〇 を意： コンピュータの上に重いものを載せないで〈ださい。重いものを載せるとシャーンが曲がり、モジュールデバイスを取り外しにく〈なる可能性があります。 

3. デバイスを取り外せることを示すコンピュータのメッセージが表示されたら、デバイスをモジュールベイから取り外します。 

4. 新しいデバイスをモジュールベイにスライドします。 

デバイスのモジュルベイへの固定 

1. デバイスをモジュールベイに固定するために、コンピュータにはモジュールロックスイッチが装備されています。このスイッチを使用するには、次の手順を実行します。 

a. コンピュータカバーを取り外します （ コンピュータカバーの取りが し を 参照）。 

b. 所定の位置にロックされるまで、モジュールロックスイッチを軽〈押し下げます。 



C . コンピュータカバーを取りかけます （ コンピュータカバーの取り付け 东参照)。 


モジュールロックスイッチを引き上げてロック解除の位置に移動するまでは、モジュールをコンピュータから取り外すことはできません。 


2. コンピュータの底面からアクセスし固定ネジ(別お包)を取り付けてデバイスをモジュールベイに固定することもできます。 




















1 

コンピュータの底面 

2 

固定ネジ 


目ホに戻る 







目ホに戻る 


ユーザーズ ガイド 

♦ プロセッサ 


プロセッサ 

^ »告： 本項の手順を開始するがに、『追[品情報ガイド J のま全におないいただ<ためのを意に従ってください。 

^ 警告： 感電防止のため、カバーを取り外す軌こコンピュータの電源プラグを必ずコンセントから巧いてください。 

〇 を意： プロセッサを交換する晩ホ、新ししヴロセッサの底部に触らなしなうじして〈ださい。 

〇 を意： プロセッサを交換する腳ホ、ソケット内側のピンに触れたり、ピンの上に物を落とさなし、ようにして〈ださし、。 

1. 作業を開始する 前に の 手順に従って操作してください。 

2. コン ピュ ータカバーを 取りかします （ コン ピ ュータカバーの 取り かし を 参照）。 

3. フアンエアフローカバーを 持ち上げて コンピュータ から離し、 フアンエアフローカバーを 取り外します。 



1ファンエアフローカ/く一 

警告= ヒートシンクは、非常に S 温になることがあります。アセンブリに触れるがには十分に時巧をかけ、ヒートシンクの温巧が下がっていることを巧醒してください。 

4. ヒートシンクを取り外します。 


a. ヒートシンクが外れるまで固定枠のリリースレバーを巧します。 






















1 

ヒートシンクの上部 

2 

ヒートシンク 

3 

固定巧 

4 

リリースタブ 


b . プロセッサからヒートシンクを慎重に持ち上げます。 

C. サーマルグリースが付いた面を上に向けて、ヒートシンクを上向きに置きます。 

© を意： 新ししヴロセッサに新しし、ヒートシンクが不要な場合、プロセッサを交換する晩ホ、元のヒートシンクアセンブリを巧利用して〈ださい。 

己.プロセッサが外れるまでリリースレバーをまっすぐ引き上げ、プロセッサをソケットから取り外します。 



1 

センターカバーラッチ 

2 

プロセッサカバー 

3 

プロセッサ 

4 

ソケット 

5 

リリースレバー 


© を意： コンピュータ背面の塗装されていない金属面に触れて、身体から静電気を除去して〈ださい。 

Q を意： プロセッサを交換する際は、ソケット内側のピンに触れたり、ピンの上に物を落とさなし、ようじして〈ださし、。 

6. プロセッサの底部に触らなしなうに気をつけながら、新ししヴロセッサをお包から取り出します。 

7. ソケット上のリリースレバーが完全に開いていない場合、その位置まで動かします。 

8. プロセッサの前面と背面の位置合わせ用の切り込みを、ソケットの前面と背面の位置合わせ用の切り込みに合わせます。 

























9. プロセッサとソケットの 1 香ピンの角を合わせます。 


Q を志： プロセッサへの損傷を防ぐため、プロセッサとソケットがきちんと揃ってしぶか確認します。プロセッサを取り付ける際は、力を入れすぎないで〈ださい。 

10. プロセッサをソケットに軽〈置いて、プロセッサが正しい位置にあるか確認します。 

11. プロセッサをソケットに完全に装着できたら、リリースレバーが所定の位置にカチッと収まるまで後ろ側へ回し、プロセッサを固定します。 



1 

プロセッサカバー 

6 

リリースレバー 

2 

タブ 

7 

前面位置合わせ用切り込み 

3 

プロセッサ 

8 

ソケットおよびプロセッサピン1香ピンの印 

4 

プロセッサソケット 

9 

背面位置合わせ用切り込み 

5 

センターカバーラッチ 




デルのプロセッサ交換キットを取り付ける場合、プロセッサは交換キットが送付されてきた同じパッケージにお包してデルへ返送して〈ださい。 
Q を患： コンピュータ背面の塗装されてし々い金属面に触れて、身体から静電気を除去して〈ださい。 

12. ヒートシンクの下面からサーマルグリースを除去して〈ださい。 

© を患： 新ししけーマルグリースを塗ります。サーマルグリースは、重要な熱接着機能を持ち、プ□セッサの最適稼動に必要です。 

13. プロセッサの表面に、新しいサーマルグリースを塗ります。 

14. リリースレバーと反対側の固定枠のタブの下に、ヒートシンクの片方の端を置きます。 





















1 

ヒートシンク 

2 

固定枠 

3 

リリースレバー 


15. ヒートシンクをプロセッサの上に 45 度の角度で下ろして、ヒートシンクの片方の端が固定枠のリリースタブと反対側にタブの下に確実に収まるようにします。 

16. エアフローカバーを再び組み立てます。 

17. コンピュータカバーを取り付けます （ コンピュータカバーの取り付け を 参照）。 


18. ケーブルカバーを外した場合は、取り付けます （ ケーブルカバー(オプシヨ ソ を 参照）。 










目ホに戻る 


ユーザーズ ガイド 

♦ ドライブ 


ドライブ 

お使いのコンピュータは、次のドライブをサポートします。 

I SATA (シリアル ATA ) ハードディスクドライブを1台 

I モジュールベイで、1台のオプションの DellD モジュール光学ドライブ、2台目のハードディスクドライ义またはフロッピードライブ(モジュールベイのデバイスの取り付けおよび取り外しに関 
しては、 モジュール ベイ を 参照) 

一般的な取り付けガイドライン 

^ メモ； D モジュールドライブの取り付け手順については、オプションのデバイスに付属のマニュアルを参照して〈ださい。 

ドライブケーブルの接続 

ドライブを取り付ける場合は、 DC 電源ケーブルおよびデータインタフエースケーブルの2本のケーブルをドライブの背面に接続します。 

データインタフェース コネクタ 



1 

データインタフェースケーブルコネクタ 

2 

データインタフェース コネクタ 


電源ケーブルコネクタ 













1 

電源ケーブル 

2 

電源入カコネクタ 


ドライブケーブルの接続と取り外し 

SATA データケーブルを接続または取り外す場合、それぞれの端にある黒色のコネクタを持って作業を行います。プルタブがせいたケーブルを取り外す場合、色付きのプルタブをつかんで、コネクタカ 《 
外れるまで引っ張ります。 



ハードディスクドライブ 

^ »吿 本項の手順を開始するがに、『製品情報ガイド J の安全におないいただ<ためのを意に従ってください。 

么 警吿 感電防止のため、ハードディスクドライブを巧 y かす肺コンピュータの電おプラグを必ず電源装置から巧いてください。 

〇 を患： コンピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に触 
〜 れることにより、静電気を除去することができます。 

〇 を意： ドライブへの損傷を避けるため、ドライブを硬い所に置かないで〈ださい。ドライブは、発泡樹脂製のパッドなど十分なクッション性のあるものの上に置いて〈ださし、。 

ハードディスクドライブの取り付け 

1. 既存のドライブを交換するのではな〈、新測こドライブを取り付ける場合は、カバー内部にあるプラスチックのドライブレールを新しいドライブに取りかけてから 9 ステップ に 進みます。 



1 

ドライブ 

2 

ドライブ レール （2) 

3 

ネジ (4) 


2. 残しておきたしザータが保存されているハードディスク朽イブを交換する場合、ファイルのバックアップを取ってから、次の手順を開始します。 

3. ドライブに付属のマニュアルを参照して、ドライブがお使いのコンピュータに適した設定になっているか確認します。 

4. 作業を開始する 前に の 手順にがって操作して〈ださい。 


5. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの取り外し を 参照）。 

















6. 次の手順で、取り付けられているハードディスクドライブを取り外します。 

a . 片手で、2本のレールがお互いに近づ〈ようにドライブレールを強〈握ります。 

b . ドライブを少し前方にスライドさせてから、ハードディスクドライブを上向きに回転させ、ハードディスクドライブブラケットから外します。 



1 

ハードディスクドライブ 

2 

ドライブ レール （2) 

3 

データケーブルコネクタ 

4 

電源ケーブルコネクタ 


7. データケーブルおよび電源ケーブルをドライブコネクタから外します。 

8. ドライブレールを既存のハードディスクドライブに固定している4本のネジを外して、ドライブレールを交換するハードディスクドライブに取り付けます。 



1 

ドライブ 

2 

ドライブ レール （2) 

3 

ネジ (4) 


〇 を意： シリアル ATA データコネクタおよび電源コネクタは、正し〈接続できるように設計されています。つまり、片方のコネクタの切り込みやピンの欠けが、もう一方のコネクタのタブや差し込み 
〜 巧と一致します。ケーブルをドライブに接続する際は、ケーブルをドライブに接続する前にコネクタを正しし巧向に向けます。 

9. データケーブルおよび電源ケーブルをハードディスクドライブコネクタに取り付けます。ケーブルをドライブに接続する前に、コネクタを正しし巧向に向けます。 


10. ハードディスクドライブをハードディスクドライブブラケットにスライドします。 
















11. コンピュータカバーを取り付けます （ コンピュータカバーの取り かけ を 参照）。 

12. ケーブルカバーを取り付けます(使用してし巧場合）。 

ドライブの動作に必要なソフトウェアをインストールする手順については、ドライブに付属のマニュアルを参照して〈ださい。 

13. コンピュータを再起動します。 

14. 次の手順に進む前に、ドライブにパーティシヨンを作成し、論理フォーマットを実行します。 

手順じついては、オペレーティングシステムじ付属のマニュアルを参照して〈ださい。 

15. Dell Diagnostics (診断)プログラム (Dell Diagnostics (診断） プログラム を 参照）を実行して、ハードディスクドライブをテストします。 

16. ハードディスクドライブにオペレーティングシステムをインストールします。 

手順については、オペレーティングシステムじ付属のマニュアルを参照して〈ださい。 

ハードディスクドライブフアンの交換 

1. 作業を開始する 前に の 手順にいいます。 

2. ハードディスクドライブを取り外します （ ハードディスク ドライブ を 参照)。 

3. 次の手順で、ハードディスクドライブフアンを取り外します。 

a. フアンリリースタブを固定しているネジをハードディスクドライブブラケットから外します。 

b. フアンリリースタブを押し、フアンをコンピュータの前面方向にスライドさせて、サイドタブをハードディスクドライブブラケットの対応スロットから外します。 
C. フアンを持ち上げて、ハードディスクドライブブラケットから取り外します。 

d. フアンのケーブルを巧きます。 








1 

/、ー ドディスクドライブブラケット 

2 

ネジ 

3 

フアンリリースタブ 

4 

フアン 

5 

サイドタブ 


4. 次の手順で、ハードディスクドライブフアンを取り付けます。 


a . フアンをコンピュータに差し込みます。 

b . ハードディスクドライブブラケット上の5つの対応するスロットと、フアン上の4つのサイドタブおよび1つのリリースタブを合わせます。 
C. スロットをカバーしている金属製の枠の下のリリースタブをスライドさせ、コンピュータの背面方向にフアンをスライドさせます。 

d . ネジを取り付けて、フアンリリースタブをハードディスクドライブブラケットに固定します。 


直次に房る 




































































目ホに戻る 

ユーザーズ ガイド 

♦ スピーカ 


スピーカ 

スピーカの 取り付け 

A 警吿 本項の手順を巧始するおに、『巧品 情報 ガイド J のを全におないいただくためのを意に従ってください。 

〇 を患： コンピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に触 
〜 れることにより、静電気を除去することができます。 


1. 作業を開始する 前に の 手 lii にがって操作して〈ださい。 

2. お使いのコンピュータのカバーを取り外します （ コンピュータカバーの取り外し を 参照）。 


3. スピーカをコンピュータのシヤーシに挿入します。 



4. ケーブルをシステム基板に接続します。 

5. コンピュータカバーを取り付けます。 

6. コンピュータの電源を入れます。 


スピーカの 取り外し 

^ 警吿 本項の手順を開始するがに、『製品情がガイド J のま全におないいただくためのを意に従ってください。 

〇 を意： コンピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に触 
〜 れることにより、静電気を除去することができます。 

1. 作業を開始する 前に の 手順に従って操作してください。 

2. お使いのコンピュータのカバーを取り外します （ コンピュータカバーの 取り外し を 参照）。 


3. ケーブルをシステム基板から外します。 









4. スピーカをコンピュータのシヤーシから取り外します。 



5. コンピュータカバーを 取り付けます。 

6. コンピュータの電源を入れます。 


目ホに戻る 
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ユーザーズ ガイド 

♦ ウルトラ スモールフオームファクターコンピュータの仕捷 


ウルトラスモールフォームファクターコンピュータの仕様 


マイクロプロセッサ 

マイクロプロセッサの種類 

レ: 1 下がサポートされています。 

1 Intel® CoreTM 2 

1 Intel vProTM 

1 Intel Celeron® 

内蔵キャッシュ 

LI : 最大 64 KB 

L 2: 最大 4 MB (お使いのプロセッサじより異なります） 


メモリ 

タイプ 

667 MHz または800 MHz DDR2 SDRAM 

メモリのコネクタ 

2 

対応するメモリモジュール 

512 MB、 1 GB、 または 2 GB 非 ECC 

最小メモリ 

デュアルチヤネル： 1GB 
シングルチヤネル日12 MB 

最大搭載メモリ 

4 GB 

BIOS アドレス 

FOOOOh 


コンピュータ情な 


チップセット 

Intel Q35 Express チップセット ICH9DO 

データバス幅 

64ビット 

アドレスバス幅 

32ビット 

DMA チヤネル 

8 

割り込みレベル 

24 

BIOS チップ （NVRAM) 

32 Mb 

NIC 

DMTF によって定義されている ASF 1.03および 2.0 サポートを 
組み込んだ内蔵ネットワークインタフエース 

10/100/1000通信が可能 

iAMT 3.0 


ビデオ 


タイプ 

デュアルモニタサポートの内蔵 DVI-I 搭載 Intel グラフィックスメ 
ディアアクセラレータ3100 


オーディオ 

タイプ 

ADI 1984 HDA ( ハイ . デフイニッシヨン■才ーデイオ） 

ステレオ変換 

24ビット AD 変換および24ビット DA 変換 

































コント ロー ラ 


ドライブ 

1台のデバイスをサポートするシリアル ATA コントローラが1台 


あ巧バス 

バスのタイプ 

SATA 1.0 および 2.0 

USB 2.0 

バス速度 

SATA:1.5 Gbps および 3.0 Gbps 

USB: 480 Mbps 


ドライブ 

内蔵/外付け 

光学ドライ义セカンドハードディスクドライ义またはフロッピードラ 
イブ用の D モジュールベイが1つ 


3.5 インチハードディスクドライブ用の1つのベイ 


コネクタ 

外付けコネクタ： 

シリアル 

9ピンコネクタ、1655 0C 互換 

パラレル 

25ピンコネクタ（双方向） 

ビデオ 

28ピン DVI コネクタ 

ネットワークアダプタ 

RJ-45 コネクタ 

USB 

USB 2.0 互換コネクタ（前面パネルに2つ、背面パネルに5つ） 

オーディオ 

ライン入出力用コネクタX 2(背面パネル)およびヘッドフォン 
およびマイク用コネクタX 2(前面パネル） 

システム基板コネクタ： 

SATA 

7ピンコネ、クタ 

フアン 

3ピンコネクタXし5ピンコネクタX 2 


キーの 化み合わせ 

<Ctrl><Alt><Del> 

Microsoft® Windows® XP では Windows Security ウィン 
ドウを表示、 MS-DOS® モードでは、コンピュータを再スタート(再 
起動） 

<F2> または <Ct「l><Alt><Enter> 

内蔵のセットアップユーティリティを起動（システム起動時のみ） 

<F3> 

セットアップユーティリティの Boot Sequence オプションのデバ 
イスからではなく、 PXE (リモート起動環撤によって指定されたネッ 
トワーク環境からコンピュータを自動的に起動(起動時のみ） 

<F12> または <arl><Alt><F8> 

ユーザーが一回きりの起動用デバイスを入力できる起動デバイスメ 
ニュー(システム起動時のみ）、またハードディスクドライブおよびシ 
ステム診断プログラムを実行するオプションを表示 

<Ctrl><p> 

設定を変更できる Management Engine BIOS Extension 設 
定画面を表示 


ボタンとライト 

電源ボタン 

押しボタン 

電源ライト 

緑色のライト-スリープモードのとき緑色に点滅、電源がオンのとき 
緑色に点灯 

檔色のライト-指色の点滅は、取り付けられているデバイスに問題 
力巧)ることを示し、检色の点灯は内部電源の問題を示します (電源 
の間 頭を 参照） 





































電源装置状態ライト 

緑色のライト-電源アダプタが AC コンセントおよびコンピュータに 
接続されているとき緑色に点灯 


黄色のライト-電源アダプタが AC コンセントに接続されているが、 
コンピュータには接続されていないとき黄色に点灯 

ハードディスクドライブのアクセスライト 

緑色 

リンク保全ライト（内蔵ネットワークアダプタ上） 

10 Mb 伝送時は緑色のライト100 Mb 伝送時は梧色のライト 
1000 Mb(lGb) 伝送時は黄色のライト 

動作ライト（内蔵ネットワークアダプタ上） 

黄色の点滅ライト 

診断ライト 

背面パネルの4つのライト (診断 ライトを 参照） 

スタン/くイ電源ライト 

システム基板の AUX_PWR 


電源 

外付け DC 電源ユニット 

メモ： コンピュータが電源に差し込まれていないときは、 AC 電源か 
らの電力消費量はゼロとなることがあります。ただし、コンピュータ 
は、 AC 電源から電力の供給を受けない場合でも内蔵のコイン型電 
池から微量の電力が供給されます。 

ワット数 

220 W 

熱消費 

751 BTU/ 時 


メモ： 熱消費は電源ユニットの定格に基づいて計算されます。 

電圧 

自動センサー電源装置- 50/60 Hz で90〜135 Vおよび 
50/60 Hz で180〜265 V 

バックアップバッテリ 

3 V CR2032 コイン型リチウムバッテリ 


寸法 

ケーブルカバー非装着時： 

縦幅 

26.4 cm 

横幅 

8.9 cm 

長さ 

25.3 cm 

重量 

4.5 kg 

標準ケーブルカバー装着時： 

縦幅 

26.4 cm 

横幅 

8.9 cm 

長さ 

33 cm 

重量 

4.9 kg 

拡張ケーブルカバー装着時： 

12.34 kg 

縦幅 

26.4 cm 

横幅 

8.9 cm 

長さ 

36.1 cm 


巧巧 

温度： 

動作時 

10〜30で 

保管時 

-40 〜6己。 C 

相対湿度 

20〜80 〇/〇(結露しないこと） 

最大耐久震度： 

動作時 

0.25 G 口〜200 Hz、0.5 オクターブ/分） 

保管時 

0.5 G 口〜200 Hz、 1オクターブ/分） 

最大耐久衝撃： 

動作時 

50.8 cm /秒の速度変化のボトムハーフサインパルス 

保管時 

508 cm /砂の速度変化で27 G フェアードスクェアウェーブ 


















































高度: 


動作時 

-15. 2〜3,048 m 

保管時 

-15. 2〜10,668 m 
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Del|TM OptiPlexTM 755 ユー ザー ズガイド 

ウルトラスモールフオームファクターコン ピュ ータ 



お使いのコンピュータについて 

情報の検索ちま 

ウルトラスモールフ 十ー ムファクターコンピュータ 
ウルトラスモールフォームファクターコンピュータの化様 

アドバンス機能 

おイまいのコンピュータのエンクロージャでの設置 

コンピュータのクリーニング 

Microsoft® Windows® の機能 

トラブルシューティング 

困ったとさは 

用語集 
な証について 
FCC a 達（米国のみ） 


部品の巧り外しと取り付け 

作業を開始する前に 

モシュールヘイ 


ドライブ 

プロセッサ 

スピーカ 



システム基板の交梅 
コンピュータカ/《一の取り J はけ 


メモ、注意、警告 

b メモ： コンピュータを使いやす〈するための重要な情報を説明してしなす。 

〇 を意： ハードウェアの損傷やデータの損失の可能性を示し、その危険を回避するための方法を説明しています。 

^ 警告 あ的損害、けが、または死亡の原因となる可能性があることを示しています。 

Del|TM n シリーズコンピュータをご購入いただいた場合、このマニュアルの Microsoft® Windows® オペレーティングシステムじついての説明は適用されません。 


この文書の情巧は事がの巧巧なくをちされることがあ y ます。 

© 2007すべての著か tt は Dell Inc . にあリます。 

Dell Inc. の書面による許可のない複製は、い力、なるお態におしても厳重に禁じられてし巧す。 
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Corporation の登録商標であり、 Core および vPro は Intel Corporation の商標です。 Microsoft、MS-DOS、Windows、Windows Vista、 および Windows Start button はホ国およびその化の国における 
Microsoft Corporation の登録商標または商標です。 Bluetooth は Bluetooth SIG, Inc. が所ちする商標であり、 Dell Inc. が使用権を巧有します。 ENERGY STAR は U.S. Environmental Protection Agency の登 
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保証について 

ユーザーズ ガイド 

お使いのコンピュータに関するデル保証情報については、 『サービス&サポートのご案内 J を参照して〈ださい。 
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